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聖ロクス像

19世紀／フィリピン／木製，着色／西南学院大学博物館

関連論文：下園知弥「西南学院大学博物館所蔵『聖ロクス像』」（83頁〜99頁）
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ワインボトル

18世紀／オランダ／ガラス／西南学院大学博物館

関連論文：鬼束芽依「西南学院大学博物館所蔵『オランダ製「ワインボトル｣』｣（101頁〜113頁）



はじめに

国外追放となったシーボルトは、帰国途中の1830

年 3 月、インドネシアのバタヴィア（現ジャカルタ）

から 3通の手紙を日本妻の其扇（楠本たき：1807〜69

年）に送った。オランダ語で書かれた手紙は其扇に

届いた。オランダ語を読めない其扇は、シーボルト

の門人かオランダ通詞に翻訳してもらい、内容を忘

れないように、文字の書ける女性に「女房詞」調の

「くずし字」で和訳文を書いてもらった。現存する

シーボルト自筆のオランダ語手紙、和訳文について

は前稿(1)を参照していただきたい。

本稿は、1830年 7 月、オランダへ帰り着いたシー

ボルトが12月に其扇へ出した 2度目の手紙について

検討する。手紙は 2通ある。12月21日付の手紙は、

和紙に筆で書かれており、シーボルトが送ったオラ

ンダ語手紙を、其扇が誰かに依頼して書いてもらっ

た和訳文である。残念ながら、オランダ語で書かれ

た原文は残っていない。もう 1通の12月23日付の手

紙はカタカナで書かれており、包紙も残る。包紙に

は、漢字で「頼等」（ライデン）において「十二月廿

四日」に封したことが書かれており、のり付の跡も

残る。内容は12月21日付の手紙と重複する部分が多

く、シーボルトは「苦労」してカタカナの手紙を書

いて送っている。

これまで部分紹介はあったが(2)、全文紹介のな

かった 2通の手紙について、包紙を含めて画像と翻

刻文を掲載する。シーボルトがオランダに帰り着い

て 6ヶ月、12月の手紙には何が書かれているのだろ

うか。

1 ．シーボルトのオランダ着

1830年 7 月 7 日、オランダ南部のフリッシンゲン

（Vlissingen）港に着いたシーボルトは、夕方にはふた

たび乗船、翌朝にアントワープ（Antwerpen）に着い

た（〔図 1〕）。そして、10日にはデン・ハーグ（Den

Haag）からドイツの母と伯父へ手紙を出した(3)。

ハーグにて、1830年 7 月10日

最愛のお二方に

7月 7日に私はフリッシンゲンからお二方に手紙

を出しました。…（中略）…ここにおいて私はは

じめてヨーロッパの大地を踏んだのです。夕方に

は再び航行し、翌朝にはアントワープに到着いた

しました。
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〔図1〕オランダ・ベルギーの関連図



上記の他に、オランダ政府から「月給は400グル

デン」支給されること（したがって、年俸は4800グルデン、

約4000万円となる)
(4)、「私が生きている間はもうお金

の心配はないだろうと思います」とも書いている。

シーボルトは日本で収集したコレクションにもとづ

く研究の開始に意欲満々であった。大学教授となる

ことを勧める母親に対し、 9月21日付の手紙で

は(5)、

母上様には小生が教授に就任致したき気持ちがあ

るとお考えになさっておられれば、思い違いをな

さっておられます。若しかかる事を致しますと、

小生の経歴では馬をロバに乗り換えることでしょ

う。日本に関する小生の著作を出版するには今後

10年なすべきことがありますから、必要もないの

に不馴れの仕事になぜ忙殺しなければならないの

でしょう。

と書いている。大学での講義は「馬の耳に念仏」を

唱えるようなものであり、日本を研究すること、日

本についての本を出すことが彼の目標であった。

ところが、1830年のオランダは政治的に不安定

だった。この年の夏からアントワープを含むオラン

ダ南部の地域で独立を目指す運動が活発となり、10

月にはベルギー王国として独立した。そのため、今

回の船でシーボルトが持ち帰ったコレクションはア

ントワープやヘント（Gentゲント）などベルギーの町

に保管されていたため、それらをオランダ側のライ

デン（Leiden）へ移動させる必要が生じた。このこと

について、後にシーボルト自身が書いている。彼が

日本からの植物輸入・販売のために立ち上げた園芸

協会の年報、1844年『オランダ王立園芸奨励協会年

報』 1 号にシーボルト「1824年から1844年までの日

本からの植物の輸入についての歴史的説明」が載っ

ている(6)。それには、

生きた状態の植物のコレクションは、1829年の初

めに日本から発送された。それは約500種にのぼ

り、その多くはひとつの品種でも複数の見本に

なっていた。このコレクションは、その年の 6月

にアムステルダムに到着した。それらは目撃者が

述べているように、見事な状態であった。そして

コレクションは、ライデンにある植物園に渡され

ることになっていた。

ライデン大学の植物園が、この貴重な植物コレク

ションを受け取ったのは 7月 8日のことで、137

本が引き渡された。ただし残念なことに、その内

の57本はすでに枯れていた。…（中略）…

1830年 7 月 8 日にはアントワープに帰り着いたの

である。…（中略）…

7月29日には約260種の植物や球根をヘントの植

物園の管理事務所に引き渡し、園芸師として有名

なムッス氏の世話に任せることにした。

我々は、引き渡した植物の世話をするために、

2ヶ月ほどヘントに滞在したが、ベルギーとの間

で例の事件が起きたのでオランダに帰国した。

我々は、遠い極東から苦労して運んできた植物

が、ベルギーの大地に根付くのを見届けた後、コ

レクションの残りを無事にオランダに持ち帰っ

た。

とある。1829年発送の日本の生きた植物（500種）は

アムステルダムに着き、ライデン大学植物園に植え

られていること（137−57＝80本）、1830年にシーボル

トが持ち帰った植物は、ベルギー独立によって、ベ

ルギーのヘント（ゲント）の植物園にそのまま根付い

ていること（260種）、残りをオランダに運んだこと

を記している。さらにシーボルトは、彼が残した日

本の植物によって、「やがてヘントは『花の首都』

と呼ばれるようになった」と自慢げに書いている。

当時のオランダはこのような混乱のなかにあった

が、シーボルトは1830年11月頃にライデンに落ち着

く。現在、シーボルトハウス（〔図 2〕）として公開さ

れているライデンのラーペルブルフ19番地の家に落

ち着くのは、1832年 5 月のことであるが（家主デ＝

ヴィット夫人から借用、後の1836年 8 月22日に購入)
(7)、それ

以前の暮らしぶりは、本稿で紹介する手紙にある

（12月21日付和文手紙）。
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一、私今居申候処はこまき家ニ、ほふゆう壱人、

唐人壱人、おるそん、料理人〆四人、同居仕

候、又こまきさる壱疋、さくらと申いぬ壱疋か

い居申候

ライデンの住所は不明であるが、小さな家にシー

ボルトを含めて 5人＋ペットで住んでいた。「ほう

ゆう」（朋友）はホフマン（ヨハン・ヨーゼフ・ホフマン

Johann Joseph Hofmann：1805〜78年）であり、シーボルト

と同郷のドイツのヴュルツブルク出身、売り出し中

のオペラ歌手であったが、1830年 7 月にアントワー

プのホテルでシーボルトと知り合い、助手としてラ

イデンへやってきた。彼の語学能力は高く、15年間

ほどシーボルト『NIPPON』の制作を大いに助け、

ライデン大学日本学科の初代教授となる(8)。

｢唐人」は郭成章。彼は中国の広東省大埔県の出

身、中国語・マレー語でシーボルトを助けた。シー

ボルトが帰国する途中のバタヴィアで雇われ、 6年

間ほど手伝った。月給は100グルデンだった(9)。

1830年 3 月、シーボルトがバタヴィアから其扇へ

送った手紙に、日本語の手紙を書かせるために「と

ふじん」（唐人）を連れて帰ることが書かれてい

る(10)。シーボルトがカタカナの手紙を送ることが

できたのは郭のお蔭であるが、郭がどれほどカタカ

ナの文章を理解していたか、手紙を見ると分かる。

シーボルトは、ホフマンと郭を助手として雇って

いたから、日本の文化と歴史を紹介し、367枚もの

図版を掲載した『NIPPON』を出すことができた。

ラーペルブルフ19番地の家には、日本で収集した個

人的コレクションの民族資料などが展示され、石版

印刷機２台も設置されていた。販売は10％から25％

の手数料で取次店と契約を結ぶとともに、自宅から

も発送した。印刷所と書店を自ら経営するシーボル

トの自費出版によって、『NIPPON』などは刊行さ

れたのである(11)。

｢おるそん」＝オルソン（Orson）は、インドネシ

アのセレベス島（現スラウェシ島）出身の若者。シー

ボルトの個人的な使用人であり、彼の帰国とともに

オランダへ連れていかれた。出島では娘「いね」の

子守役もした。そして「料理人」がおり、ペットの

猿と「さくら」と名付けられた日本犬がいた。「さ

くら」は死んだ後に剥製にされ、今もライデン国立

自然史博物館に所蔵されている（〔図 3〕)(12)。

シーボルトはオランダ政府によって日本へ派遣さ

れ、多額の研究費（総額 4万2972グルデン、約 3億5810万

円、年間研究費は約7000万円)
(13)を支給されていたから、

彼が収集した動物・植物標本はオランダ政府の所有

物であり、ライデンの王立博物館やライデン大学に

運ばれ所蔵された。彼が研究拠点をライデンに置く

のは当然のことである。

2 ．1830年12月21日付の和文手紙

シーボルトの子孫が居住するドイツのブランデン
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〔図2〕シーボルトハウス（2018年撮影）

〔図3〕「さくら」の剥製（ライデン国立自然史博物館蔵）



シュタイン（Brandenstein）城にある1830年12月21日

付の手紙は、其扇に届いている（画像は後掲）。その

根拠は、翌年（1831年10月24日付）の其扇の返事に「去

年十二月廿一日出之御書状、こんねん七月ニ拝しま

いらせ候」とあるからである(14)。

1830年12月にシーボルトがライデンから出した手

紙は、翌年の夏に長崎へやってくるオランダ船でも

たらされ、其扇に渡されているのである。手紙を受

け取った其扇は、オランダ語で書かれたシーボルト

手紙の内容を、誰かに依頼して和文で書き留めても

らった。シーボルトの直筆であったろうオランダ語

の手紙は残っておらず、翻訳した和文のみが残る。

1830年 3 月、帰国途中のシーボルトがバタヴィアか

ら送った 3通のオランダ語手紙についても、それぞ

れを翻訳した和文が残っているが、今回の和文と筆

跡が異なるから、其扇は別の人物に依頼したことが

分かる。

手紙には、オランダへ帰り着いて数ヶ月が経った

シーボルトの心情が表れている。 7月 7日、無事に

オランダへ帰り着いたこと、元気にしていることを

伝え、其扇や「いね」のことを考えると「落涙」す

るという。 3歳の「いね」が病気していないか心配

し、もう一度会うことかできれば「なにより御うれ

しく」とある。「いね」の教育について、

一、今壱度、おまへにあひ度そんし候、おいねニ

よく御きをつけ、てならひともおしへ可被下

候、また私のかわりに弟子共へもおいねニきを

つけよくものをおしへ、かきよみいたし候様取

計ひくれ候事御頼可被下候

とあり、「てならひ」（手習い）、「かきよみ」（書き読

み）を教えること、自分の代わりに門人たちに「よ

くものをおしへ」ることを依頼するよう書いてい

る。こうした彼の指示があったからだろうか、「い

ね」が成長して女医となったことはよく知られてい

る(15)。

当時、シーボルトは再来日の希望を持っていたこ

とも分かる。

日本の王様、今私の日本へ渡ル事を御ゆるしなさ

れ候得ハ、ふたゝび日本へわたり、年をおわり度

奉存候

再来日が実現するのは約30年後のことであるが、

ふたたび日本へ行き生涯を終えたい、とある。そも

1830年12月 帰国したシーボルトが其扇に送った手紙（宮崎 克則）6

〔図4〕1811（文化8）年「改正日本輿地路程全図」（ライデン大学図書館蔵）
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〔図5〕1687（貞享4）年「本朝図鑑綱目」（大英図書館蔵）

〔図6〕幕府が取り上げた日本図（国立国会図書館蔵）
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そも、彼が日本追放となったのは、将軍の図書館で

ある江戸城の「紅葉山文庫」に秘蔵されていた伊能

忠敬の測量にもとづく日本図の写しを持ち帰ろうと

したことにある。この伊能図は、大名であっても容

易に見ることのできない地図であり、公開されてい

なかった。

一方、1779（安永 8）年初版の長久保赤水「改正日

本輿地路程全図」などは、当時の書店で売っている

日本図であり、出島にいた人びとは何人も買って持

ち帰っている。〔図 4〕はシーボルトが持ち帰った

1811（文化 8）年版の「改正日本輿地路程全図」、ラ

イデン大学図書館にシーボルトコレクションとして

所蔵されている。彼はこの図をもとに 4つに分割し

た日本図を『NIPPON』に掲載した。しかも石版で

印刷した白黒の図版に、同じような色彩で手彩色を

して出版している(16)。〔図 5〕は、シーボルトより

も100年以上前に来日したケンペル（1651〜1716年 在

日期間：1690〜92年）が持ち帰った1687（貞享 4）年刊

「本朝図鑑綱目」。作者の浮世絵師石川流宣は「見返

り美人図」で有名な菱川師宣の弟子といわれ、浮世

絵の木版技術を地図に用い、絵画的な日本図を作成

して「相模屋」から売り出した。この日本図は他の

ケンペル収集品とともに大英図書館にある(17)。

伊能図は、このような「市販の地図」と桁違いの

情報を含んでいたから、幕府は神経を尖らせたので

ある。〔図 6〕は、幕府がシーボルトから取り上げ

た伊能図の写し（「カナ書き日本図」、「伊能特別小図」とも

称される）であり、国立国会図書館にある(18)。この

図は、幕府天文方であり、「紅葉山文庫」を管理す

る書物奉行を兼務する高橋景保が伊能図をもとに作

成させたもので、樺太など北方の情報を追加し、地

名はシーボルトが読むことのできたカタカナとなっ

ている。シーボルトは、この伊能図の写しなどいく

つかの収集品は没収されたが、その他の膨大なコレ

クションはそのまま持ち帰ることができ、研究する

ことができた。

手紙の後半に「つねに日本のために成ル事のミ以

後致し申候、それねんに御座候」とある。日本のた

めになる事をすることが念願だという。この念願と

は、1832年からの『NIPPON』、33年からの『日本

動物誌』（Fauna Japonica）、35年からの『日本植物誌』

（Flora Japonica）の刊行を意味していよう。シーポル

トの自費出版で出たこの 3部作は、多くのカラフル

な図版を含み、日本の文化・自然をヨーロッパの

人々に知らせ、ジャポニズムの火付け役となる(19)。

彼が気にしているのは、其扇と「いね」の生活の

ことであり、「銀十貫目」を受け取ったかどうか尋

ねている。

一、で・ひれにゆうへ、去年おまえさまへ銀十貫

目相渡し申候、御受取被成候哉

シーボルトが1830年 3 月にバタヴィアから送った

オランダ語手紙には、「een duizend Teil」（1000テー

ル）を送ったこと、「Villeneve」（フィレネーフェ）から

受け取るように、と書かれていた。「テール」は貿

易取引のための換算単位であり、金 1両＝ 6テール

であり、金 1両＝銀60目で換算して1000テール＝銀

10貫目となる（現在の価値に換算すると約1670万円)(20)。

「で・ひれにうへ」（フィレネーフェ Carl Hubert de

Villeneuve：1800〜74年）は、オランダ生まれの画家、

シーボルトが要請した助手として1825年に出島へき

ていた。

シーボルトは、まだ其扇からの返事を受け取って

いないから、生活費のことを尋ねているのである。

彼がライデンで手紙を書いていた1830年暮れ、日本

では其扇が最初の手紙を代筆で作成中であった。其

扇の手紙日付は「寅十一月十一日」＝1830年12月25

日である。 3月のシーボルト手紙への返事であり、

それには「銀十〆(貫)目もたしかにうけとり申候」

とある(21)。日本とオランダで同じ時期に書かれた

手紙をすぐに見ることはできない。早くても半年は

かかる。其扇の最初の手紙がシーボルトに届くの

は、1831年夏ころになる。

シーボルトは手紙とともに「よきこまきとけい」

も贈っている。小さい時計は鎖付きで、彼の名前が

彫り込まれていた。「金をもってこしらへ」たから

大事にするように、と書いており、少し注文は細か

1830年12月 帰国したシーボルトが其扇に送った手紙（宮崎 克則）8



い。来年はもっと贈り物をすると述べた後、ドイツ

にいる母のこと、悪事をするオルソンを部屋に閉じ

込めていることを述べ、「こまき家」にホフマンや

郭など 5人＋ペットで住んでいることを記す。そし

て、

一、おまへさま、おいねいかゞくらし候哉と、あ

んし申候ゆへ、今以によふぼももち不申候

とある。シーボルトによるオランダ語手紙の原文が

残存せず、翻訳した和文であるが、彼は、其扇と

「いね」への愛情から「によふぼ」（女房）は持たな

い、つまり結婚はしないと言っている。彼がヘレー

ネとベルリンで結婚式をあげるのは15年後、1845年

7 月のことである。50歳前までシーボルトはこの手

紙にあるように、「によふぼ」（女房）を持たなかっ

たのである。

手紙には関係者への伝言も書かれている。伝言内

容は、物入りのために「進物」が贈れないこと伝え

てくれ、というものである。シーボルトが名前をあ

げている人びとの筆頭は、

一、私之弟子良才、宗謙、敬作、周一ハいかゞく

らし居申候哉、弁之助、熊吉ハ無事ニ御座候

哉、毎日 〳 〵此弟子どもの事思ひくらし申候、

来年ハよきおくりもの、たしかに致し申候

【高良斎 1799〜1846年】 門人の「良才」である。

阿波国（徳島県）の蘭方医で、シーボルト来日以前の

1817（文化14）年から長崎に遊学し、鳴滝では塾頭を

務めた。シーボルトが長崎を去るとき、二宮敬作と

ともに「いね」の養育を託された(22)。確かに、

1830（天保 1）年12月付の其扇手紙には「直之助様、

りよふ才さま、あつき御せわになり」とあるから、

其扇と「いね」の面倒を見ていたことが分かる(23)。

この其扇の手紙をオランダ語に翻訳した手紙も残っ

ており、それには「naar het hollandsch」（オランダ語

訳）、「Door k. rjoo」（高良斎より）とある(24)。其扇と

シーボルトの手紙のやり取りに彼が深く関わってい

たことを示す。1831（天保 2）年 5月には長崎から徳

島へ帰り、後に大坂で眼科を開業した(25)。

【石井宗謙 1796〜1861年】 次は「宗謙」。美作国

（岡山県）の医者の子として生まれ、シーボルト来日

時の1823（文政 6）年から長崎へ行き、門人として鳴

滝でオランダ語を学んだ。シーボルトから『日本産

昆虫図説』や『鯨の記』のオランダ語訳を命ぜられ

るなど、語学力は優れていた。「シーボルト事件」

後も長崎に逗留したが、1832（天保 3）年から美作勝

山藩の藩医として召し抱えられ、後に備前国（岡山

県）の岡山藩城下町で開業、1852（嘉永 5）年には徳

川家侍医として江戸に移った(26)。彼が「いね」に

産科医としての技術や知識を教えるとともに、「姦

婬」によってシーボルトの孫娘が生まれたことは、

古賀十二郎が1923（大正12）年に孫娘の山脇タカ子

（当時72歳）から聞き取りしている(27)。彼がシーボル

ト時代の同窓から破門同然の制裁を受けたのも当然

である。

【二宮敬作 1804〜62年】 ｢敬作」は、伊予国（愛媛

県）宇和島の農家に生まれた。医師となることを志

して1819（文政 2）年に長崎へ行き、吉雄権之助や美

馬順三に師事してオランダ語や医学を学ぶ。シーボ

ルト来日後に門人となり鳴滝で学び、1826（文政 6）

年のシーボルト江戸参府に同行し、富士山の高度を

測量した。シーボルトが帰国するとき、高良斎らと

ともに漁師に変装して小舟に乗り、彼を見送った。

1830（天保 1）年には宇和島へ帰り外科を開業した。

シーボルトから「いね」の養育を託された二宮は、

成長した「いね」に医学を教え、産科医となること

を勧めて岡山の石井宗謙に「いね」を託したのであ

る。1857（安政 4）年には長崎で開業し、59年に再来

日したシーボルトと再会する。その時、シーボルト

は産科医となった「いね」の養育に感謝し、二宮の

「手を執りて喜び泣」いたという(28)。

｢いね」との関係については、山脇タカ子が証言

している(29)。
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○母イネハ、私以外ニハ一人モ子ハアリマセ

ン、石井ト肉交カアッタノモ、タッタ一度ダケ

デス。

○母ト二宮敬作ト関係ノアッタヤウニ云フ者モ

居マスガ、ソレハ全ク事実無根ノ事ト信シマ

ス。

○二宮先生ハナカ 〳 〵義理ガタイ、侠気ノアル

方デ、ソンナコトハ決シテナサル方デハアリマ

セヌ。

○母カ石井ヲ厭フタコトハ並大抵ノ事デハゴザ

イマセンデシタ、母ハ石井ヲ太タ恨ンデイマシ

タ。

石井と違い、30年ぶりに再会した二宮に対して、

シーボルトが涙を流して感謝したことも分かる。

【鈴木周一 1799〜1838年】 門人の最後は「周一」。

外科・本草学者であり、シーボルトに提出したオラ

ンダ語論文（『日本貨幣考』、ボフム大学図書館No：1.308）

が残る。帰国する前のシーボルトが高良斎へ宛てた

手紙(30)において、「周一は日本の有名な人の名前全

部をイロハ別に」まとめることを伝えるよう指示し

ている。また同じ手紙には、石井宗謙は漆の栽培方

法について、二宮敬作は「河と陸に居るあらゆる種

類の貝」を集めることを指示するよう、高良斎に頼

んでいる。高には実用植物の栽培方法や毒性植物に

ついてまとめることが課された。シーボルトは、課

題を与えた 4人の門人が「いかゞくらし」ている

か、其扇に聞いているのである。

【熊吉たち】 次の「弁之助」「熊吉」は門人でなく、

シーボルトの使用人であり、剥製や植物標本を作製

した。シーボルト『江戸参府紀行』の序に次の記述

がある(31)。

乾腊標本や獣皮の作製などの仕事は弁之助とコマ

キ〔これは熊吉の誤り〕にやらせた。私の召使の

うちのふたりで、こういう仕事をよく教えこんで

おいたのである。

『江戸参府紀行』の注記

によると、当時出島で働い

ていた者に弁五郎と源之助

がおり、弁五郎は出島出入

りの日雇い、源五郎はオラ

ンダ人部屋付きであった。

この 2人を混同してシーボ

ルトは弁之助と記した、と

ある。

熊吉（コマキ）が作製した植物標本は、今もライデ

ンの国立植物標本館ライデン大学分館にあり、「こ

より」に彼の名前を見つけることができる（〔図 7〕）。

熊吉は『NIPPON』図版にも登場しており、タイト

ルは「KOMAKI」、黒の羽織を着た少年として登場

する（〔図 8〕）。彼について、米沢（山形県）出身の伊

東昇廸がシーボルト門人として長崎で学んだ時の日

記が残っており、それに「出島花圃へ定日雇ニ参ル

弁、五三、八五郎、熊吉等ニ至ルマテ、冬島縮緬抔

ニ黒二重ノ羽織ヲ着」とある(32)。『NIPPON』図版

にある羽織を着た熊吉（コマキ）は、出島での普段の

姿だったことが分かる。

【朋友たち】 シーボルトは、門人や使用人に続いて
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〔図7〕「チドメグサ」の標本

（ライデン国立植物標本館ライデン大学分館蔵）

〔図8〕熊吉 (コマキ)の肖像

（『NIPPON』図版、九州大学

附属図書館医学分館蔵）



「ほうゆう」（朋友）の人びとの名前をあげる。

一、私のほふゆう第一作三郎、猶之助、伝

之進、こんぶら永十へよろしく御伝言可

被下候、猶また、おいね事よく御頼申入

候と御伝へ可被下候

｢第一」の「作三郎」はオランダ大通詞の

中山作三郎（1785〜1844年)(33)。「猶之助」はオ

ランダ内通詞の松村直之助（？〜1839年頃）、

1830年12月付の其扇手紙に「直之助様」のお

世話になっていることが書かれている。また

彼は、帰国するシーボルトに「ハルマの字

書」や「マーリンの字書」を送ってくれるよ

う頼んでいた(34)。「伝之進」はオランダ通詞

目付の茂伝之進（1768〜1835年)(35)。彼もシー

ボルトに「硫酸」と「ラテン語の字書」を頼んでい

る(36)。最後の「こんぶら永十」は不明である。

｢こんぶら」とは、出島のオランダ商館員たちへ

日用品を供給する16株の商人仲間、「買物使」「諸色

売込人」ともいう「コンプラドール（comprador）」

のことである。其扇はシーボルトから送られた生活

資金を「コンプラドール」に預けて、毎月銀150目

（約25万円）の利息を受け取っているから(37)、「永十」

も何らかの関係があったであろうが、彼ら仲間の由

緒を記した1844（天保15）年『出島諸色売込株式之

覚』にもその名はなく、具体像は明らかでない(38)。

シーボルトは手紙の中で、彼らが「いね」の面倒

を見ること、彼らから依頼のあった書物は「来年ハ

たしかに進物おくり候」ことを伝えるよう、其扇に

頼んでいる。手紙の最後には、其扇の両親へよろし

く伝えてくれるよう、また「なる瀧はいかゝくらし

候哉」とあり、日付は1830年を和暦「文政十三年」

に代え、「十二月廿一日認メ」となっている。

以上の和文手紙の内容は、オランダ語の手紙を翻

訳したものである。シーボルトが書いたオランダ語

手紙を、其扇は読むことできないから、彼は 2日後

にカタカナの手紙を作成する。

3 ．1830年12月23日付のカタカナ手紙と下書

き

〔図 9 〕に明らかなように、ブランデンシュタイ

ン城には、キキョウ（桔梗）、ススキ（芒）やナデシ

コ（撫子）が色摺りされた和紙（料紙）の本文と、一

般的な和紙の包紙が残る。シーボルトは日本でさま

ざまの和紙を集めて持ち帰っているから、その中か

ら選んだのであろう。

包紙には「賢妻ソノキ吾児オイ子（ね）」とあり、

其扇と「いね」を宛名としている。書いたのは郭成

章。彼の筆跡は、1845年にシーボルトが出版した図

書目録で確認できる(39)。この図書目録はシーボル

ト収集の書籍を主体とした目録であり、郭が漢字で

書名を石版に書いている（ホフマンはラテン語での表記を

担当、活版印刷）。手紙の包紙に書かれた漢字の意味に

ついては、福井英俊氏が解説しており(40)、中国式

の書き方となっている。

福星高炤−福禄寿 3仙人の 1人福星（福の神）が

高い所から見守っている。

内信−中に入っている手紙

煩駕−謹んでお願いする

帯至日本−日本に持参してもらう
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〔図9〕カタカナ手紙の本文と包紙（ブランデンシュタイン城博物館蔵）
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詢交于−会って手渡す

薬先生−医師

四宝拝托−四宝拝（シー

ボルトの宛て字）が托する

本文の日付は、〔図10〕の

拡大図に見えるように、

シーボルト直筆で「Leyden

den 23en December 1830 」

（1830年12月23日 ライデンにて）、

「Dr von Siebold」のサイン

がある。そして包紙の裏に

は、郭が「護 十二月廿四

日 在頼等村寄封」と書い

ており（〔図11〕）、翌日（12月

24日）に封したことが分か

る。「頼等」は中国語の発音

で「lài deng」であり、「ラ

イデン」と発音できる。さ

らに本文と包紙に捺された

印は、帰国途中のシーボルトがバタヴィアから送っ

た 3月14日付手紙にある印と同じである。

本文は「ソノキサマ、マタオイ子（ね）」で始ま

り、箇条書きとなっている。 7月 7日にオランダへ

着いたこと、船で少し病気になったが、快復して元

気になったとあり、其扇と「いね」への想いについ

て、

一、ニチニチ、ワタクシガ、オマエマタオイ子

（ね）ノナヲシバイ 〳 〵イフ。

とある。「毎日、お前や『いね』をことを思い出し

て、名前をしばしば言う」という意味だろうか。和

文手紙にある「おまへさま、おいね事毎日 〳 〵申、

落涙仕候」に対応するものである。このように、カ

タカナ手紙は意味不明の箇所が少なくない。続けて

ライデンでの生活状況について、和文手紙の記述も

併記する。

一、ワタクシガ一人、ホランタマタオウルソン、

マタトウ人、マタリヨウリ人、五人コマイヘヤ

ニスミム。

一、私今居申候処はこまき家ニ、ほふゆう壱人、

唐人壱人、おるそん、料理人〆四人、同居仕

候、又こまきさる壱疋、さくらと申いぬ壱疋か

い居申候

カタカナ手紙にある「ホランタ」は「ほふゆう」

（朋友）のホフマン、「オウルソン」は「おるそん」、

「トウ人」は「唐人」（郭成章）、「リヨウリ人」は

「料理人」、計 5人で「コマイヘヤ」＝「こまき家」

に住んでいる（「スミム」）、という同じ内容であり、

和文手紙にあるペットは省略されている。またドイ

ツにいる母のことについて、和文手紙も併記する。

一、ワタクシノカヽサン、イマタイキテヲル、ワ

レガアノヒトヲミタス。ハルノトキ、ワタクシ

ノクニニユク、二三月カノトコロ、モツテヲ

ル。

一、私母義、甚たしやにくらし申候、しかし今以

わたくしあい不申候、このゆへハ、はゝの国へ

今ニ参り不申候、来はるはたしかに母をよびよ

せ、ともにおらんだ国において相くらし申候つ

もりニ御座候

母は元気なこと、来春には母を呼び寄せて一緒に

暮らす予定、という内容である。カタカナだけでは

意味不明であり、和文手紙と併せてようやく解釈で

きる。シーボルトにとって、カタカナで文章を書く

ことは難しいことであったことがよく分かる。
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〔図10〕カタカナ手紙のサイン（ブランデンシュタイン城博物館蔵）

〔図11〕カタカナ手紙包紙

の裏（ブランデンシュタイ

ン城博物館蔵）



カタカナ手紙と和文手紙の内容はすべて一致する

訳でないが、重なる部分は多い。つまりシーボルト

は、12月21日に書いたオランダ語手紙の要点を、其

扇が理解できるように、23日にカタカナにして送っ

たのである。カタカナの筆跡は郭成章であり、彼が

清書している。シーボルトは下書きをしていた。

シーボルトの下書きはかつて存在していた。戦前

期、ベルリンにあった日本学会（ 日 本 研 究 所

Japaninstitut 1926〜45年）は、1927年にシーボルトの

孫娘エアハルト男爵夫人エーリカから関係資料を一

括購入した(41)。そのシーボルト関係資料は、日本

へ貸し出されて上野の東京国立博物館で「シーボル

ト資料展覧会」（1935年 4 月20日〜29日）が開催された。

そのときの『シーボルト資料展覧会出品目録』に

は(42)、

270．シーボルトが帰国後、其扇、お稲に宛てし

邦文手紙 1830 1 通

1830年 7 月 7 日に帰国したるシーボルトが

日本に在る愛人其扇と愛児お稲に宛てゝ送

りし第一信にして書損じたるために手許に

残したるものか。

とある。「書損じ」でなく、「下書き」とすべきであ

る。この手紙を含めて、 2年をかけて資料撮影さ

れ、白黒反転のフォトシュタット版複製が作られ

た。その後にベルリンへ返された原資料は、第 2次

大戦後にアメリカとソ連に接収され、後に返還され

るが、変遷過程で紛失した資料は少なくない。シー

ボルトの下書きは、東洋文庫にフォトシュタット版

が残るのみである（アメリカから返還された資料はボフム大

学図書館にあり、国立歴史民俗博物館「シーボルト父子関係資料

データベース」で公開されているが、そこに下書きはない）。

幸いなことに、幸田成友氏が1929（昭和 4）年にベ

ルリン日本学会を訪問し、この手紙を見ていた。幸

田成友『和蘭夜話』に(43)、

この手紙は、藤と女郎花とを色摺にした奉書の半

切に、毛筆で一字一字丹念に書いてあるが、何に

せよ外国人の日本文であるから、意味の通ぜぬ点

がある。それからこの手紙が筆者の手文庫の中か

ら出て来た所から推すと、いわゆる書損で、更に

清書した分が、そのぎ母子に送られたものと推量

するより外はない。…(中略)…裏には鉛筆で、第一

項に、自分の母は健在であるから、来春本国に帰

り二三ケ月滞在する積もりと認めてある。

とあり、全文を紹介している。東洋文庫にあるフォ

トシュタット版は、白黒であり、藤と女郎花（オミ

ナエシ）の色摺りは判断できない。また、手紙の裏

に鉛筆書きがあることも、実物を見ないと分からな

い。幸田氏が予想しているように、シーボルトの下

書きは郭成章によって清書され、包紙に包まれて其

扇に届けられた。

カタカナ手紙の画像は後掲する。シーボルトの下

書きと郭成章による清書を比較すると、郭はシーボ

ルトの下書きをほぼそのままに清書していることが

分かる。日本語の文章として意味不明な箇所は少な

くないが、郭による修正はない。

郭とともに助手としてシーボルト『NIPPON』の

制作に関わったホフマンは、郭から中国語を習い、

そして日本人が中国語を習うために作った参考書を

逆の方向に使って日本語を学び始めた。例えば、

シーボルトが持ち帰った『和漢音釈書言字考節用

集』は典型的な江戸時代の漢和辞書であり、漢字に

カタカナのふり仮名がついている。シーボルトはこ

れを郭・ホフマンと再編集して『和漢音釈書言字

考』を1835年に出版している(44)。ホフマンは後に

ライデン大学日本学科の初代教授となり、1868年に

は文法書『日本文典』を出して高い評価を得る。彼

はシーボルトと同居していたから、カタカナ手紙を

見ることはできた。しかしシーボルトと知り合って

まだ 6ヶ月だから、カタカナ文の誤りを訂正できる

ほどではなかったことが分かる。

カタカナ手紙に「ウツクシ、チコキンノトキヲ、

一ボン」とある。これだけでは解釈不能であるが、

和文手紙を見ると、
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よきこまきとけい壱ツ、たゝしかぎくさり付、私

の名をほり付御座候

とあり、シーボルトの名を彫りつけた鎖付きの小さ

い時計を贈っている。よって、「チコキン」は彫金

と考えられ、美しく彫金した時計 1本、を贈る意味

だと解釈できる。

おわりに

国外追放となったシーボルトは、帰国途中の1830

年 3 月に 3通、帰国後の12月に 2通の手紙を其扇に

送った。それらの手紙はカタカナ手紙を除き、オラ

ンダ語で書かれていたから、其扇はシーボルトの門

人かオランダ通詞に翻訳してもらい、手紙の内容を

記した和文を作った。それは、 3歳の「いね」が

「大きく」なったときのことを考えてのことだろう。

シーボルトが送り其扇に届いたオランダ語の手紙

とカタカナ手紙、其扇が誰かに依頼して作った和文

は、本来ならば其扇の子孫、楠本家に伝わる筈であ

る。しかし、ドイツのシーボルト子孫家（次女マチル

デ・フォン・ブランデンシュタインの子孫家）に伝わってい

る。このことは、シーボルトの孫娘、山脇タカ子か

らの聞き取りに見るように(45)、約30年後のシーボ

ルト再来日時（1859〜62年）、其扇がシーボルトに返

したからである、と考える。

【註】

（1) 石山禎一・宮崎克則「1830年 3 月 帰国途中のシーボルトが其扇に

送った手紙」（『西南学院大学博物館研究紀要』 8号、2020年）

（2) 福井英俊「ブランデンシュタイン＝ツェッペリン家資料にみる『日

本』出版の過程と其扇・いね宛のシーボルト書簡」（『鳴滝紀要』2

号、1990年）において、カタカナ手紙の全文翻刻がなされている

が、12月21日付手紙との関係については未検討である。また、国立

歴史民俗博物館編『よみがえれ！ シーボルトの日本博物館』17頁

（2016年）には、カタカナ手紙の画像が掲載されているが、日付を

「12月25日」付としており、読み誤り。「12月23日」付である。根拠

は原文を見れば分かること、包紙に「十二月廿四日」に封したこと

が明記されていること。

(3) 宮坂正英、ベルント・ノイマン、石川光庸「フォン・ブランデン

シュタイン家蔵、1825年、1828年シーボルト関係書簡の翻刻並びに

翻訳（補遺 2）」（『鳴滝紀要』21号、2011年）

(4) シーボルト『NIPPON』のなかに、オランダ通貨の12グルデン＝金

1両と明記されているから（宮崎克則『シーボルト「NIPPON」の

書誌学研究』130頁、花乱社、2017年）、4800グルデン＝金400両と

なる。日銀のホームページを参考に金 1両＝10万円とすると、年俸

は4000万円。

（5) ハンス・ケルナー（竹内精一訳）『シーボルト父子伝』67-68頁、創

造社、1974年

（6) オランダ王立園芸奨励協会は、1842年、シーボルトとライデン国立

植物標本館長ブルーメが会長となって設立した協会。日本と中国の

植物を輸入し栽培して販売することを目的とし、1844年から会員の

ために「年報」を発行した。ロッテルダム市立古文書館には、この

協会に関する史料が保管されている。宮崎克則、Gerard Thijsse、

Isabel Tanaka-Van Daalen「THE ROYAL SOCIETY FOR THE

ENCOURAGEMENT OF HORTICULTURE IN THE NETHER-

LANDS−established by P.F. von Siebold and C.L. Blume in 1842−」

（西南学院大学『国際文化論集』34-1号、2019年）、石山禎一『シー

ボルト 日本の植物に賭けた生涯』172-194頁、里文出版、2000年

（7) フォラー邦子「シーボルト『NIPPON』出版研究序説」（『鳴滝紀

要』26号、2016年）

（8)(9)山口隆男「シーボルト初回来日と収集書籍類について」（高杉志

緒・宮崎克則編『シーボルト蒐集和書目録』八木書店、2015年）、

杉本つとむ『西洋人の日本語発見』118頁（オンタイム出版創拓社、

1989年）、ハンス・ケルナー（竹内精一訳）『シーボルト父子伝』68

頁、板沢武雄『シーボルト』157-158頁（吉川弘文館、1960年）

（10)石山禎一・宮崎克則「1830年3月 帰国途中のシーボルトが其扇に

送った手紙」

（11)宮崎克則『シーボルト「NIPPON」の書誌学研究』11-18頁、花乱

社、2017年

（12)長崎市立博物館編『日蘭交流400周年記念展覧会図録』（2000年）に

剥製の写真が掲載されている。

（13)シーボルトの報告書「1823年より1828年10月 1 日まで、日本におけ

る博物学調査のために宛てられた（交付された）、調査費 4万2972

グルデンの使途明細書総括」があり、明細が報告されている（栗原

福也『シーボルトの日本報告』264頁、平凡社、東洋文庫、2009

年）。シーボルト『NIPPON』のなかに、オランダ通貨の12グルデ

ン＝金 1両と明記されているから（宮崎克則『シーボルト

「NIPPON」の書誌学研究』130頁）、 4万2972グルデン＝3581両と

なる。日銀のホームページを参考に金 1両＝10万円とすると、約 5

年間の総額は 3億5810万円となる。つまり、シーボルト個人へ支給

された年間研究費は7000万円を超えた。

（14)東洋文庫蔵（フォトシュタット版複製）。日独文化協会編『シーボ

ルト関係書翰集』62頁、郁文堂書店、1941年

（15)宇神幸男『幕末の女医 楠本イネ』、現代書館、2018年

（16)シーボルトは『NIPPON』本文のなかで、この地図は書店で売って

おり、教養ある日本人は持っていると書いている。初版は1779（安

永 8）年、 2版は1791（寛政 3）年であり、シーボルトは1811（文

化 8）年版を持ち帰っている。ライデン大学図書館には、10点の同

系統の日本地図があり、そのなかにはシーボルト以外の人物の収集

品 も 含 ま れ て い る。そ の う ち の 1点（ No：UB220C ）が

『NIPPON』の原図である。文化 8年版をもとに『NIPPON』の石

版画を描いたのは郭成章であり、シーボルトは本文のなかで「中国

の書写生の郭成章に忠実な複写の石版を作らせた」という。シーボ

ルトは地名を日本語のままに写させた。彼は、赤水の地図に緯度・

経度はあるが、正確でないと見抜いており、地名集として刊行した

と述べている（宮崎克則『シーボルト「NIPPON」の書誌学研究』

31-33頁）

（17)(18)藤井祐介「日本図の変遷とケンペル・伊能・シーボルト」（宮

崎克則他編『ケンペルやシーボルトたちが見た九州、そしてニッポ

ン』、海鳥社、2009年）
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（19)宮崎克則「『日本』を映したシーボルト」（『プリーズ』318号、九州

旅客鉄道株式会社発行、2013年）

（20)石山禎一・宮崎克則「1830年3月 帰国途中のシーボルトが其扇に

送った手紙」

（21)(23)（オランダ）ライデン（Leiden）大学図書館蔵「ホフマン資

料」No：BPL2186。アーフケ・ファン＝エーヴァイク「1830年12

月、帰国したシーボルトへ其扇が送った最初の手紙」（『鳴滝紀要』

29号、2019年）

（22)呉秀三『シーボルト先生―其生涯及ビ功業―』690-695頁、吐鳳堂、

1926年

（24)宮崎克則「1830年12月 其扇がシーボルトに送った蘭文手紙」（『西

南学院大学国際文化論集』35-1号、2020年）、東洋文庫蔵（フォト

シュタット版複製）、日独文化協会編『シーボルト関係書翰集』

60-64頁

（25)福島義一『高良斎とその時代』73頁、思文閣、1996年

（26)呉秀三『シーボルト先生―其生涯及ビ功業―』725頁

（27)(29)『施福多関係史料』（「古賀文庫」13-111、長崎歴史文化博物館

蔵）

（28)呉秀三『シーボルト先生−其生涯及ビ功業−』679-684頁

（30)日独文化協会編『シーボルト関係書翰集』13頁

（31)シーボルト（斎藤信訳）『江戸参府紀行』12頁、平凡社、東洋文庫、

1992年

（32)『嵜陽日簿』文政10年 6 月19日条（金子三郎編『史料 昇迪伊東祐

直の手記』65頁、私家版、1999年）、石山禎一『シーボルト 日本

の植物に賭けた生涯』115頁

（33)(35)石山禎一『シーボルトの生涯をめぐる人びと』72・74・78頁、

長崎文献社、2013年

（34)1829年12月 7 日付、松村直之助よりシーボルト宛手紙（日独文化協

会編『シーボルト関係書翰集』55頁）

（36)日付不明、茂伝之進よりシーボルト宛手紙（日独文化協会編『シー

ボルト関係書翰集』55頁）

（37)石山禎一・宮崎克則「1830年3月 帰国途中のシーボルトが其扇に

送った手紙」

（38)｢渡辺文庫」17-106（長崎歴史文化博物館蔵）。渡辺庫輔「こんぷら

仲間」（『崎陽論攷』396頁、親和銀行発行、1964年）、松井洋子「出

島とかかわる人々」（松方冬子編『日蘭関係史を読みとく』上巻、

臨川書店、2015年）

（39)目録は、郭が石版に書名を書いて出版したから、彼の筆跡を確認で

きる。画像は岩生成一他監修『シーボルト「日本」の研究と解説』

（講談社、1977年）と高杉志緒・宮崎克則編『シーボルト蒐集和書

目録』（八木書店、2015年）に掲載されている。

（40)福井英俊「ブランデンシュタイン＝ツェッペリン家資料にみる『日

本』出版の過程と其扇・いね宛のシーボルト書簡」（『鳴滝紀要』 2

号、1990年）

（41)大井剛「東洋文庫蔵旧ベルリン日本学会シーボルト文献複製の存在

様態」（『東洋文庫書報』41号、2010年）

（42)日独文化協会・日本医史学会・東京科学博物館主催『シーボルト資

料展覧会出品目録』、1935年

（43)幸田成友『和蘭夜話』42-44頁（同文館、1931年）、古賀十二郎『丸

山遊女と唐紅毛人』後編564頁（長崎文献社、1969年）にも全文紹

介されている。

（44)古田啓「ヨハン・ヨーゼフ・ホフマン―生涯と業績―」（『お茶の水

女子大学人文科学紀要』57号、2003年）、W.J.ボート「ライデンに

おける東アジア研究の由来と発展、1830−1945」（『東アジア文化交

渉研究』別冊 4号、関西大学、2009年）

（45)石山禎一・宮崎克則「1830年 3 月 帰国途中のシーボルトが其扇に

送った手紙」
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〔 1〕1830年12月21日付 和文手紙
①〔画像〕（ブランデンシュタイン城博物館蔵）
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本
へ
渡
ル
事
を
御

ゆ
る
し
な
さ
れ
候
得
ハ
︑
ふ
た
ゝ
び

日
本
へ
わ
た
り
︑
年
を

︵
漢
字
当
て
は
め
文
︶

私
義
︑
今
年
七
月

七
日
に
オ
ラ
ン
ダ
国
へ
無
事
に

着
き
申
し
候
︑
今
以
て
別
状

無
く
︑
相
暮
ら
し
居
り
申
し
候
間

御
安
心
下
さ
れ
候

お
前
さ
ま
︑
お
い
ね
事

毎
日
〳
〵
申
し
︑
落
涙
仕
り
候

お
い
ね
義
︑
い
か
ゞ
暮
ら
し

候
哉
︑
機
嫌
良
く
暮
ら
し

万
一
病
気
ど
も
は

こ
れ
無
く
候
哉
と
︑
案
じ

暮
ら
し
申
し
候
︑
私
義

今
お
い
ね
や
お
前
さ
ま

に
御
目
し
致
し
候
得
ば
︑
何

よ
り
御
嬉
し
く
存
じ
候

オ
ラ
ン
ダ
に
お
い
て
は
︑
何
の

楽
し
み
も
御
座
無
く

常
に
日
本
の
事
ば
か
り

思
い
暮
ら
し
居
り
申
し
候
︑
そ
の

地
に
お
い
て
良
き
多
く
の

朋
友
︑
お
前
や

お
い
ね
を
残
し
置
き
︑
残

念
に
存
じ
奉
り
候
︑
若
し

日
本
の
王
様
︑
今
私
の

日
本
へ
渡
る
事
を
御

許
し
な
さ
れ
候
得
ば
︑
再
び

日
本
へ
渡
り
︑
年
を
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お
わ
り
度
奉
存
候

一
︑
で
・
ひ
れ
に
ゆ
う
へ
︑
去
年

お
ま
へ
さ
ま
へ
銀
十
貫
目

相
渡
し
申
候
︑
御
受
取
被
成

候
哉
︑
御
た
づ
ね
申
あ
け
候

今
年
は
お
ま
へ
さ
ま
へ

て
・
ひ
れ
に
う
へ
を
も
つ
て

よ
き
こ
ま
き
と
け
い
壱
ツ

た
ゝ
し
か
ぎ
く
さ
り
付

私
の
名
を
ほ
り
付
御
座
候

ま
た
よ
き
ゆ
ひ
わ
弐
つ

ま
た
け
る
ぶ
壱
つ
︑
た
ゝ
し

石
ぬ
ひ
ふ
く
ろ
付
ニ
御
座
候

し
か
し
此
と
け
い
は
︑
金
を

も
つ
て
こ
し
ら
へ
︑
よ
く

時
う
ち
申
候
間
︑
多
年

御
た
く
わ
へ
御
つ
か
い
下
さ
れ
候

一
︑
来
年
は
お
ま
へ
さ
ま
︑
お
い
ね
へ

多
く
送
り
も
の
し
ん
じ

申
上
候

一
︑
私
母
義
︑
甚
た
し
や
に

く
ら
し
申
候
︑
し
か
し

今
以
わ
た
く
し
あ
い
不
申
候

こ
の
ゆ
へ
ハ
︑
は
ゝ
の
国
へ
今
ニ

参
り
不
申
候
︑
来
は
る
は

た
し
か
に
母
を
よ
び
よ
せ

終
わ
り
た
く
存
じ
奉
り
候

一
︑
デ
・
フ
ィ
レ
ネ
ー
フ
ェ
︑
去
年

お
前
さ
ま
へ
銀
十
貫
目

相
渡
し
申
し
候
︑
御
受
け
取
り
成
さ
れ

候
哉
︑
御
尋
ね
申
し
上
げ
候

今
年
は
お
前
さ
ま
へ

デ
・
フ
ィ
レ
ネ
ー
フ
ェ
を
も
っ
て

良
き
細
き
時
計
一
つ

但
し
鍵
鎖
付
き

私
の
名
を
彫
り
付
け
御
座
候

ま
た
良
き
指
輪
二
つ

ま
た
け
る
ぶ
一
つ
︑
但
し

石
縫
い
袋
付
き
に
御
座
候

し
か
し
此
の
時
計
は
︑
金
を

も
っ
て
拵
え
︑
良
く

時
打
ち
申
し
候
間
︑
多
年

御
蓄
え
御
使
い
下
さ
れ
候

一
︑
来
年
は
お
前
さ
ま
︑
お
い
ね
へ

多
く
贈
り
物
進
じ

申
し
上
げ
候

一
︑
私
母
義
︑
甚
だ
達
者
に

暮
ら
し
申
し
候
︑
し
か
し

今
以
て
私
会
い
申
さ
ず
候

こ
の
故
は
︑
母
の
国
へ
今
に

参
り
申
さ
ず
候
︑
来
春
は

確
か
に
母
を
呼
び
寄
せ

と
も
に
お
ら
ん
だ
国
に

お
い
て
相
く
ら
し
申
候

つ
も
り
ニ
御
座
候

一
︑
お
る
そ
ん
義
︑
今
以

何
之
用
ニ
も
相
成
り
不
申

し
バ
〳
〵
悪
事
の
ミ

致
し
申
候
間
︑
へ
ヤ
の
内
へ

入
レ
︑
錠
じ
や
う

を
か
け
置
申
候

一
︑
私
今
居
申
候
処
は

こ
ま
き
家
ニ
︑
ほ
ふ
ゆ
う

壱
人
︑
唐
人
壱
人
︑
お
る
そ
ん

料
理
人
〆
四
人
︑
同
居
仕
候

又
こ
ま
き
さ
る
壱
疋
︑
さ
く
ら

と
申
い
ぬ
壱
疋
か
い
居
申
候

一
︑
お
ま
へ
さ
ま
︑
お
い
ね
い
か
ゞ

く
ら
し
候
哉
と
︑
あ
ん
し

申
候
ゆ
へ
︑
今
以
に
よ
ふ

ぼ
も
も
ち
不
申
候

一
︑
私
之
弟
子
で

し

良
才
︑
宗
謙

敬
作
︑
周
一
ハ
い
か
ゞ
く
ら
し

居
申
候
哉
︑
弁
之
助
︑
熊
吉
ハ

無
事
ニ
御
座
候
哉
︑
毎
日
〳
〵

此
弟
子
ど
も
の
事

思
ひ
く
ら
し
申
候
︑
来
年
ハ

よ
き
お
く
り
も
の
︑
た
し
か
に

共
に
オ
ラ
ン
ダ
国
に

お
い
て
相
暮
ら
し
申
し
候

つ
も
り
に
御
座
候

一
︑
オ
ル
ソ
ン
義
︑
今
以
て

何
の
用
に
も
相
成
り
申
さ
ず

し
ば
〳
〵
悪
事
の
み

致
し
申
し
候
間
︑
部
屋
の
内
へ

入
れ
︑
錠
を
掛
け
置
き
申
し
候

一
︑
私
今
居
り
申
し
候
所
は

細
き
家
に
︑
朋
友

一
人
︑
唐
人
一
人
︑
オ
ル
ソ
ン

料
理
人
〆
四
人
︑
同
居
仕
り
候

ま
た
こ
ま
き
猿
一
疋
︑
さ
く
ら

と
申
す
犬
一
疋
飼
い
居
り
申
し
候

一
︑
お
前
さ
ま
︑
お
い
ね
い
か
ゞ

暮
ら
し
候
哉
と
︑
案
じ

申
し
候
故
︑
今
以
て
女

房
も
持
ち
申
さ
ず
候

一
︑
私
の
弟
子
良
才
︵
良
斉
︶
︑
宗
謙

敬
作
︑
周
一
は
い
か
ゞ
暮
ら
し

居
り
申
し
候
哉
︑
弁
之
助
︑
熊
吉
は

無
事
に
御
座
候
哉
︑
毎
日
〳
〵

此
の
弟
子
ど
も
の
事

思
い
暮
ら
し
申
し
候
︑
来
年
は

良
き
贈
り
物
︑
確
か
に
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致
し
申
候
︑
今
年
は
大
キ
ニ

入
用
事
有
之
候
間
︑
甚

む
づ
か
し
く
御
座
候
条

此
よ
し
︑
右
の
人
御
伝
へ

下
さ
れ
候

一
︑
私
の
ほ
ふ
ゆ
う
第
一

作
三
郎
︑
猶
之
助
︑
伝
之
進

こ
ん
ぶ
ら
永
十
へ
よ
ろ
し
く

御
伝
言
可
被
下
候
︑
猶
ま
た

お
い
ね
事
よ
く
御
頼
申
入

候
と
御
伝
へ
可
被
下
候
︑
来
年
ハ

た
し
か
に
進
物
お
く
り
候
間

此
よ
し
も
御
つ
た
へ
可
被
下
候

一
︑
今
壱
度
︑
お
ま
へ
に

あ
ひ
度
そ
ん
し
候
︑
お
い
ね
ニ

よ
く
御
き
を
つ
け
︑
て
な
ら
ひ

と
も
お
し
へ
可
被
下
候
︑
ま
た

私
の
か
わ
り
に
弟
子
共

へ
も
お
い
ね
ニ
き
を
つ
け

よ
く
も
の
を
お
し
へ

か
き
よ
み
い
た
し
候
様

取
計
ひ
く
れ
候
事

御
頼
可
被
下
候

一
︑
私
義
︑
日
本
人
の
た
め
ニ

な
る
事
ば
か
り
致
し

居
申
候
︑
決
而
私
よ
り

致
し
申
し
候
︑
今
年
は
大
き
に

入
用
事
こ
れ
有
り
候
間
︑
甚
だ

難
し
く
御
座
候
条

此
の
由
︑
右
の
人
御
伝
え

下
さ
れ
候

一
︑
私
の
朋
友
第
一

作
三
郎
︑
猶
之
助
︑
伝
之
進

コ
ン
プ
ラ
永
十
へ
宜
し
く

御
伝
言
下
さ
る
べ
く
候
︑
猶
又

お
い
ね
事
良
く
御
頼
み
申
し
入
れ

候
と
御
伝
え
下
さ
る
べ
く
候
︑
来
年
は

確
か
に
進
物
贈
り
候
間

此
の
由
も
御
伝
え
下
さ
る
べ
く
候

一
︑
今
一
度
︑
お
前
に

会
い
た
く
存
じ
候
︑
お
い
ね
に

良
く
御
気
を
つ
け
︑
手
習
い

ど
も
教
え
下
さ
る
べ
く
候
︑
ま
た

私
の
代
わ
り
に
弟
子
共

へ
も
お
い
ね
に
気
を
つ
け

良
く
物
を
教
え

書
き
読
み
致
し
候
様

取
り
は
か
ら
い
く
れ
候
事

御
頼
み
下
さ
る
べ
く
候

一
︑
私
義
︑
日
本
人
の
た
め
に

な
る
事
ば
か
り
致
し

居
り
申
し
候
︑
決
し
て
私
よ
り

日
本
へ
あ
し
き
事
と
も
ハ

い
た
し
不
申
︑
つ
ね
に

日
本
の
た
め
に
成
ル
事

の
ミ
以
後
致
し
申
候

そ
れ
ね
ん
に
御
座
候

わ
た
く
し
の
い
の
ち

あ
ら
ん
か
き
り
︑
此
事

い
の
り
申
候
︑
お
ま
へ
さ
ま

お
い
ね
︑
弟
子
︑
ほ
ふ
ゆ
う

の
事
は
決
而
い
つ
迄
も

わ
す
れ
不
申
︑
と
ゝ
さ
ま

か
ゝ
さ
ま
へ
よ
ろ
し
く
御
頼

申
上
ま
い
ら
せ
候
︑
な
る
瀧
は

い
か
ゝ
く
ら
し
候
哉
︑
よ
ろ
し
く

御
つ
い
で
之
砌
︑
御
つ
た
へ

可
被
下
候
︑
以
上お

ら
ん
だ
国

シ
イ
ボ
ル
ト

文
政
十
三
年

十
二
月
廿
一
日
認
メ

そ
の
き
さ
ま

日
本
へ
悪
し
き
事
ど
も
は

致
し
申
さ
ず
︑
常
に

日
本
の
た
め
に
成
る
事

の
み
以
後
致
し
申
し
候

そ
れ
念
に
御
座
候

私
の
命

あ
ら
ん
限
り
︑
此
の
事

祈
り
申
し
候
︑
お
前
さ
ま

お
い
ね
︑
弟
子
︑
朋
友

の
事
は
決
し
て
い
つ
迄
も

忘
れ
申
さ
ず
︑
父
さ
ま

母
さ
ま
へ
宜
し
く
御
頼
み

申
し
上
げ
ま
い
ら
せ
候
︑
鳴
滝
は

い
か
ゝ
暮
ら
し
候
哉
︑
宜
し
く

御
序
で
の
砌
︑
御
伝
え

下
さ
る
べ
く
候
︑
以
上お

ら
ん
だ
国

シ
イ
ボ
ル
ト

文
政
十
三
年

十
二
月
廿
一
日
認
め

其
扇
さ
ま
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②
︹
翻
刻
︺

︵
読
点
を
補
っ
た
︶

ソ
ノ
キ
サ
マ
︑
マ
タ
オ
イ
子
︵
ね
︶
︑
カ
ア
イ
ノ
コ
ト
モ
ノ

シ
ボ
ル
ド

一
︑
ワ
タ
ク
シ
ワ
︑
七
月
七
日
ホ
ラ
ン
タ
ノ
ミ
ナ
ト
ニ
イ
カ
リ
ヲ

ヲ
ロ
シ
タ
︒

一
︑
フ
子
︵
ね
︶
ニ
︑
ワ
レ
ス
コ
シ
ヤ
マ
イ
テ
ヲ
ル
︒

一
︑
タ
タ
イ
マ
︑
タ
イ
ブ
ン
イ
ト
ス
コ
ヤ
カ
︒

一
︑
ニ
チ
ニ
チ
︑
ワ
タ
ク
シ
ガ
︑
オ
マ
エ
マ
タ
オ
イ
子
︵
ね
︶
ノ
ナ
ヲ

シ
バ
イ
〳
〵
イ
フ
︒

一
︑
ナ
ン
ト
キ
ワ
︑
オ
マ
エ
ヲ
マ
タ
オ
イ
子
︵
ね
︶
︑
モ
ツ
ト
ア
イ
ス
ル

モ
ノ
ヲ
ミ
ル
ナ

一
︑
ワ
タ
ク
シ
ガ
一
人
︑
ホ
ラ
ン
タ
マ
タ
オ
ウ
ル
ソ
ン
︑
マ
タ
ト
ウ

人
︑
マ
タ
リ
ヨ
ウ
リ
人
︑
五
人
コ
マ
イ
ヘ
ヤ
ニ
ス
ミ
ム
︒

一
︑
ワ
タ
ク
シ
ノ
カ
ヽ
サ
ン
︑
イ
マ
タ
イ
キ
テ
ヲ
ル
︑
ワ
レ
ガ
ア
ノ
ヒ
ト
ヲ

ミ
タ
ス
︒
ハ
ル
ノ
ト
キ
︑
ワ
タ
ク
シ
ノ
ク
ニ
ニ
ユ
ク
︑
二
三
月

カ
ノ
ト
コ
ロ
︑
モ
ツ
テ
ヲ
ル
︒

一
︑
コ
ノ
タ
ヒ
︑
ア
ナ
タ
ニ
マ
タ
オ
イ
子
︵
ね
︶
ニ
︑
メ
ツ
ラ
シ
モ
ノ
ヲ

オ
ク
リ
ス
ヽ
ム
︒

一
︑
ウ
ツ
ク
シ
︑
チ
コ
キ
ン
ノ
ト
キ
ヲ
︑
一
ボ
ン

一
︑
キ
ン
ノ
サ
ン
コ
シ
ヨ
エ
ヒ
カ
ニ
︑
二
ボ
ン

一
︑
オ
ビ
ノ
カ
キ
︑
一
ボ
ン
︑
一
ハ
リ
バ
コ
︑
一
ヌ
イ
イ
ト
︑
一
ヌ
イ
バ
リ

一
︑
ラ
イ
子
︵
ね
︶
ン
︑
イ
ロ
イ
ロ
ヨ
キ
モ
ノ
ヲ
︑
オ
マ
エ
ニ
オ
イ
子
︵
ね
︶
ニ
ヤ
ロ
ウ

一
︑
オ
マ
エ
ニ
オ
イ
子
︵
ね
︶
ニ
︑
マ
ン
マ
ン
マ
ク
ヲ
ヤ
ル
︒
ナ
ン
テ
モ

子
︵
ね
︶
ン
︑
ワ
レ
ワ
イ
キ
テ
ヲ
ロ
ウ
︑
ア
ナ
タ
ヲ
ア
イ
ス
ル
︒

一
︑
ラ
イ
子
︵
ね
︶
ン
︑
ワ
レ
ニ
︑
テ
ガ
ミ
ヤ
レ

一
︑
ワ
レ
ノ
テ
シ
︑
ミ
ナ
レ
イ
ギ
ス
ル

L
ey
d
en
d
en
23en
D
ecem
b
er
1830

D
r
v
on
S
ieb
old︵
黒
印
)(黒
印
︶

︵
平
仮
名
・
漢
字
当
て
は
め
文
︶

其
扇
さ
ま
︑
ま
た
お
い
ね
︑
可
愛
い
の
子
供
の

シ
ー
ボ
ル
ト

一
︑
私
は
︑
七
月
七
日
オ
ラ
ン
ダ
の
港
に
碇
を

お
ろ
し
た
︒

一
︑
船
に
︑
我
少
し
病
で
居
る
︒

一
︑
只
今
︑
大
分
い
と
健
や
か
︒

一
︑
日
々
︑
私
が
︑
お
前
ま
た
お
い
ね
の
名
を

し
ば
い
〳
〵
︵
し
ば
〳
〵
カ
︶
言
う
︒

一
︑
何
時
は
︵
も
カ
︶
︑
お
前
を
ま
た
お
い
ね
︑
も
っ
と
愛

す
る
も
の
を
見
る
な

一
︑
私
が
一
人
︑
オ
ラ
ン
ダ
ま
た
オ
ル
ソ
ン
︑
ま
た
唐

人
︑
ま
た
料
理
人
︑
五
人
こ
ま
い
部
屋
に
住
み
む
︒

一
︑
私
の
母
さ
ん
︑
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はじめに

1614（慶長19）年に徳川幕府により宣教師追放令

が出されたのちも、長崎を中心とする北部九州の一

部の地域では、キリスト教の信仰は途絶えることな

く継承された。1873（明治 6）年にキリシタン禁制

の高札が撤去されるまでのおよそ250年間にわたっ

て、密かにキリスト教を信仰してきた人々は、潜伏

キリシタンと呼ばれている。彼らは、キリスト教の

教義を口承のみで語り継いできたのではなく、祈り

と共に「納戸神」や「マリア観音」といった聖像を

受け継いできた。このことが、潜伏期の数世代にも

わたるキリスト教信仰の継承を可能としたのではな

かろうか。この点において、潜伏キリシタンの信仰

における聖像の重要性は無視できない。

さて、田北耕也氏は潜伏キリシタンを「納戸神を

中心とする平戸・生月地方」と、「日繰帳を中心と

する長崎・黒崎地方と五島地方」の二つに分けてい

る1。このうち、後者の地方に伝わるのが、中国か

ら日本にもたらされた白磁製などの観音像、いわゆ

る「マリア観音」である。ここで、「いわゆる」と

したのは、「マリア観音」という呼称は潜伏キリシ

タンが用いていた言葉ではなく、後世の研究者たち

が呼び表した造語だからである2。本来、キリシタ

ンたちは、これらの像を「ハンタマルヤ（サンタ・

マリア）」と称していた。1856（安政 3）年に肥前

国彼杵郡浦上村（現在の長崎市の一部）で百姓の吉

蔵を中心とする潜伏キリシタン15名が一斉検挙され

た、浦上三番崩れの際に長崎奉行所が作成した記録

『異宗一件』には、潜伏キリシタンたちが先祖代々

受け継いできた「ハンタマルヤ」と称する白焼の仏

を所持し、それを信仰していたと記されている3。

東京国立博物館所蔵のマリア観音像（図 1）は浦上

三番崩れの際に没収されたものである4。

｢マリア観音」をめぐっては、禁教下にキリシタ

ンたちが表面上仏教徒を装うために信仰し、仏教の

観音像に聖母マリアを見立てて拝んだものであると

言われてきた5。これに対し、若桑みどり氏は、キ

リシタンたちが開国後に宣教師が再び日本にもたら

した聖母マリアの像を「よかサンタ・マルヤさま」

と呼んでいたことに注目し、こうした従来の見方に

疑問を呈している6。すでに述べたように、「マリア

観音」というのは後世に用いられるようになった呼

称であり、キリシタンたちはこれらの像を「ハンタ

マルヤ」と呼んでいた。若桑氏は、「キリシタンた

ちは、いわゆるマリア観音像を観音とは思っていな

かったのではないか」として、「キリシタンたちは
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（図 1）《マリア観音像》、東京国立博物館所蔵



仏教の像にマリアを見立てて拝んだのではなく、こ

の像そのものをマリアとして崇敬したのである」と

指摘している7。

｢マリア観音」と総称される像には、中国製のも

のと日本製のものがある。このうち、中国製のもの

は、陶土、技法、造形様式から見て、福建省南部に

位置する徳化窯で生産されたと考えられている8。

徳化窯産の白磁はヨーロッパでは「ブラン・ド・

シーヌ（Blanc de Chine, 中国白）」と称され、国内

外で高い評価を受けた。筆者は、これまでマリア観

音をめぐる研究においては参照されることのなかっ

た「ブラン・ド・シーヌ」の国外輸出に注目し、

ゴッデン氏が挙げている18世紀初頭のイギリス東イ

ンド会社（The English East India Company）の販

売記録に、Sancta Mariaという名称の記載が複数見

られることを確認した9。これはヨーロッパ向けの

「ブラン・ド・シーヌ」の販売記録であり、同様の

商品が日本に輸出されたことを示すものではないも

のの、徳化窯産の白磁像の一部がSancta Mariaとい

う名称で流通していたことは注目すべき点である。

すでに見たように、日本にもたらされた白磁製観音

像は、キリシタンによってSancta Mariaを意味する

「ハンタマルヤ」と呼ばれていた。したがって、中

国で作られたこれらの像がマリア像としてキリシタ

ンの手に渡った可能性も考えられる。ただし、「な

ぜ中国において徳化窯産の白磁像がSancta Mariaと

して流通していたのか」、また、「中国で聖母像と観

音像との間に何らかの共通的な認識があったのか」

という問題については、さらに検討を行う必要があ

る。そこで本稿では、いわゆるマリア観音の源流を

辿って、中国における聖母像の伝来と変容、そして

聖母像と観音像との関係について考察したい。

中央アジアを経由したキリスト教の東方伝道

はじめに中国におけるキリスト教の歴史を簡単に

振り返っておこう。最初に中国にキリスト教を伝え

たのは、ネストリオス派と呼ばれる、コンスタン

ティノポリスのネストリオス（Nestorios 381頃-

451年頃）を祖とするキリスト教の一派であった。

ネストリオスは428年にコンスタンティノポリスの

総主教に任ぜられたが、まもなくマリアの称号をめ

ぐる論争が起こり、彼の唱える説はエフェソス公会

議（431年）で異端として退けられた10。その後、

ネストリオスの支持者たちはペルシアに逃れ、ネス

トリオス派のキリスト教は 6世紀に中央アジアのト

ルコ系諸部族に広まったのち、中国にも伝わった。

中国の北西部、西安で発見された大秦景教流行中国

碑は、ネストリオス派のキリスト教が635年に唐に

伝えられたことを示している。ネストリオス派のキ

リスト教は、中国では景教と呼ばれ、唐から元の時

代に栄えた。

一方、ラテン教会のキリスト教は、13世紀にフラ

ンシスコ会によって中国に伝えられた。1245年から

47年に、中央アジアを経ての東方伝道でピアン・デ

ル・カルピネのヨアンネス（Johannes de Plano

Carpini 1190頃-1252）が教皇インノケンティウス 4

世（在位1243-54年）の使節としてモンゴルを訪問

している。さらに、モンテ・コルヴィーノのジョ

ヴァンニ（Fra Giovanni da Montecorvino 1247頃

-1328 ）が イ ン ド を 経 て 元 の カ ン バ リ ック

（Khanbalik 大都、現在の北京）に1293年から94年

にかけて到着し、宣教許可を得て正式に宣教を開始

した。ジョヴァンニは、1307年には教皇クレメンス

5世（在位1305-14年）によってカンバリック大司

教に任命されている。その後、1368年の元朝滅亡に

伴い、中国におけるフランシスコ会の宣教拠点は消

滅した。このため、16世紀後半にイエズス会によっ

て再び中国で宣教が行われる際には、かつて中央ア

ジアを経由して中国に伝えられていたキリスト教の

伝統はほとんど忘却されていた。

ローレン・アーノルド氏は、主に13世紀から14世

紀にかけてのフランシスコ会によるキリスト教の東

方伝道と東西の文化的交流に関する美術史研究にお

いて、イエズス会の宣教以前の東アジア地域におけ

るキリスト教文化の伝播と受容の実態を明らかにし

ている11。アーノルド氏は、Princely Gifts and

Papal Treasures : The Franciscan Mission to China

キリシタン伝来のマリア観音の源流をめぐって ―中国における聖母像の伝来とその変容―（宮川 由衣）24



and its Influence on the Art of the West, 1250-1350

（1999）において、「フランシスコ会によって中国に

もたらされた聖母像の原型が中国の民間信仰の女神

である観音像に吸収され、時を経て観音の新たな型

である子安観音像を生み出したのではないか」と主

張している12。したがって、イエズス会のマテオ・

リッチ（Matteo Ricci 1552-1610）が東方伝道のた

めに1582年にマカオに到着した際には、ローマ・カ

トリックの聖母像はすでに中国の大衆文化の中に深

く浸透していたという13。これは、観音像の源流を

辿るうえで重要な指摘である。ヨーロッパ伝来の聖

母子像と中国の子安観音像の間に影響関係があるこ

とは、ユ・チュンファン氏やジェレミー・クラーク

氏らによっても指摘されている14。以上の点を踏ま

え、16世紀後半にはじまるイエズス会による宣教以

前の中国におけるキリスト教の伝道とその文化的遺

産について見ていきたい。

唐と元王朝におけるネストリオス派

キリスト教

中国におけるキリスト教の歴史は、唐朝（618-

907年）の初期に遡る。首都長安（Xiʼan 現在の西

安）において、西方から来たシリア語を話すキリス

ト教宣教師が、唐朝第 2代皇帝太宗（李世民、在位

626-49年）に聖書の教えを紹介する巻物を贈呈し、

太宗は638年にネストリオス派のキリスト教を自国

に受け入れることを公布した。こうして、中国で公

式に受け入れられたネストリオス派のキリスト教会

は、長安で約300年間自由に礼拝を行った。しかし、

外国宗教であるキリスト教は、やがて危険視される

ようになった。845年に外国宗教の儀式を禁止する

法律が施行されたことにより、キリスト教、仏教、

ゾロアスター教、マニ教、そしてイスラム教が中国

の都市部から外部へと押し出されていった。

中国では940年から1250年までの間、キリスト教

は消滅したか、あるいは地下に潜伏していたが、チ

ンギス・ハーン（在位1206-27年）にはじまるモン

ゴル帝国の時代に復活を遂げる。中央アジアのモン

ゴル人の皇帝には、多くの有力なネストリオス派キ

リスト教徒の妻がおり、その妻たちは皇帝たちの母

親となった。高位の女性キリスト教徒たちが、元朝

の宮廷でネストリオス派キリスト教の影響力を新た

に開花させたのである。第 4代皇帝モンケ・ハーン

（在位1251-59年）と第 5代皇帝クビライ・ハーン

（在位1260-94年）の母ソルコクタニ・ベキ（1190頃

-1252）はキリスト教徒であり、彼女の息子たちに、

新たに征服下に置かれた民衆のために、中央アジア

のステップで宗教的寛容を実践するように勧めた。

中国の南北を統一したクビライ・ハーンは、元朝

（1271-1368年）を建国し、母の助言に従った。これ

により、パックス・モンゴリカ（Pax Mongolica）

と呼ばれる東西交流の平和な時代がはじまり、中国

は再び海外との交易に開かれた。そして、唐朝初期

のように、あらゆる宗教の外国人が港や都市に集ま

り、ユダヤ教徒、イスラム教徒、そしてキリスト教

徒といった新しい共同体が、泉州、杭州、揚州、そ

して北京の主要都市で商業を行うようになった。ま

た、各宗派はそれぞれの商店、浴場、礼拝所、そし

て埋葬地を設立した。泉州の急成長を遂げた海運商

人の間におけるネストリオス派キリスト教の強い存

在感は、蓮や十字架のシンボルを持つ多くの墓碑に

見てとることができる15。しかし、ヨーロッパから

宣教師が到来すると、中国におけるネストリオス派

キリスト教はその影響力を失っていった。

13世紀後半から14世紀初頭にかけての

フランシスコ会による宣教

ヨーロッパに侵攻したモンゴル人は、一般にタ

タール人として知られているが、1250年頃から、モ

ンゴル帝国とヨーロッパとは共にイスラム教徒への

対抗から互いに外交的接触を図るようになる。そし

て、インノケンティウス 4世（在位1243-54年）の

治世下で、教皇とモンゴル帝国の皇帝が相互に贈答

品を交わして外交を開始すると、世界宣教の使命を

掲げるフランシスコ会は、1253年に教皇によって東

方伝道のために修道士を派遣する特権を与えられ
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た16。

のちに聖ルイとして列聖されるフランスのルイ9世

（在位1226-70年）は、使者のルブルック（Guill-

aume de Roubrouck）を介して、モンケ・ハーンに

装飾写本を贈呈した。ルブルックは1255年にヨー

ロッパに帰ってきた際に、すでに中国には非ラテン

系のキリスト教徒がいたことを報告している。ヨー

ロッパから来た宣教師に対する元の宮廷での比較的

穏やかな扱いは、ネストリオス派キリスト教徒に多

くを負うていたと思われる。すでに見たように、モ

ンケ・ハーンと彼の兄弟で後継者のクビライ・ハー

ンの母であり、非常に影響力のあったソルコクタ

ニ・ベキは、ネストリオス派のキリスト教徒であっ

た。

最初のフランシスコ会出身の教皇であるニコラウ

ス 4世（在位1288-92年）は、同胞のモンテ・コル

ヴィーノのジョヴァンニを中国に派遣した。ジョ

ヴァンニは、1293年の秋、中国の南海岸のザイトン

（Zaiton 現在の泉州）に到着したと言われている。

首都大都（現在の北京）への旅はさらに 3ヶ月か

かったため、ジョヴァンニは1294年 2 月18日に亡く

なったクビライ・ハーンに教皇からの書状を贈る機

会がなかった可能性が高い。ジョヴァンニは中国に

おける宣教のはじめの苦難、そして高位のネストリ

オス派キリスト教徒の改宗と約6000人の信者の洗礼

による宣教活動の最終的な成功について、母国に書

簡で知らせており、その成果に対して教皇から褒章

を授与されている。

1307年、教皇クレメンス 5世（在位1305-14年）

はジョヴァンニを北京の最初の司教に任命し、そこ

に聖堂を設立することを許可した。ジョヴァンニは

宣教活動の最初の10年間は、北京で唯一のフランシ

スコ会士であったが、1303年頃にケルン出身のドイ

ツ人、アーノルド修道士が合流した。アーノルド修

道士が到着する前に、ジョヴァンニは教会の運用の

ために、まだ宗教を学んでいない 7歳から11歳の40

人の異教徒の少年を奴隷市場で入手し、彼らのため

に学校を設立している。1294年にジョヴァンニが北

京に到着したとき、彼はほとんど典礼用品を持って

いなかったという。1305年の彼の手紙には、「わた

しが持っているのは、短い日禱書と典礼書を収録し

た、持ち運び可能な聖務日課書だけである」と書か

れている17。彼は、典礼書を写して翻訳すること

が、彼自身と彼の学校の子どもたちにとっての優先

事項であったと述べている18。また、ジョヴァンニ

は、北京に建てた二つの教会について報告してい

る。北京の教会について、アーノルド氏は、「具体

的には言及されていないが、北京の新しいラテン教

会には、中央の目立つ場所に聖母子の像が、おそら

く彫刻や絵画で祭壇画として含まれていたことは間

違いないだろう」と指摘している19。聖母子のイ

メージは、フランシスコ会のイコノグラフィーにお

いてとりわけ顕著であり、北京の新しい教会でも礼

拝における中心的存在となったのは疑い得ないとい

う。ジョヴァンニを中国に派遣したフランシスコ会

出身の教皇ニコラウス 4世のもと、ローマのサン

タ・マリア・マッジョーレ教会が改築された際に

は、新たに《聖母の戴冠》と《聖母の眠り》を描い

た壮大なモザイク画で飾られている。

フランシスコ会による聖母像の伝来と

観音像の変容

1313年頃には新たにヨーロッパからフランシスコ

会士たちが到着し、外国貿易のコミュニティにすぐ

に受け入れられたことで、ジョヴァンニは広州、泉

州、杭州、揚州の中国南部の沿岸都市に宣教活動を

拡大することができた。フランシスコ会士のフラ・

オドリコ（Odoric de Pordenone 1286-1331）は、

彼が揚州を訪れた時、この街には三つのネストリオ

ス派の教会と一つのフランシスコ会の建物があった

と述べている20。

揚州で見つかったカテリーナ・ヴィリオニスの墓

碑（図 2）は、フランシスコ会の遺物であると考え

られている21。1342年に揚州で亡くなった彼女は、

同市に住んでいたイタリア人商人の娘である。彼女

の墓碑はラテン語で書かれており、その上に彫刻さ

れた図像はヨーロッパ由来のものである。この墓碑

キリシタン伝来のマリア観音の源流をめぐって ―中国における聖母像の伝来とその変容―（宮川 由衣）26



は明らかにフランシスコ会の遺物であり、そのイコ

ノグラフィーは、ネストリオス派キリスト教の墓碑

とは明らかに異なっている。

カテリーナの墓碑は、「玉座の聖母」（Sedes

Sapientiae 上智の座, the Virgin as the Throne of

Wisdom）型の座った聖母によって戴冠されている

（図 3-4 ）。アーノルド氏は、フランシスコ会が特に

好んだ聖母像としてこの図像を挙げている。この図

像の原型は、ヨーロッパから写本を持ってきたフラ

ンシスコ会によって14世紀初頭に中国に伝わったと

考えられる。

カテリーナの墓碑において、聖母子の下には 4人

の天使が描かれ、その下の段にはこの女性の名前の

由来となったアレクサンドリアの聖カタリナの殉教

の場面が描かれている。聖カタリナは車裂きの刑に

かけられて殉教した。その遺体は天使によってシナ

イ山に運ばれたと言われる。カテリーナの墓碑の左

下方には、棘のある大きな処刑用の車輪が描かれて

いる（図 5）。車輪の前で跪く人物が聖カタリナで

あり、頭部には光輪がみとめられる。その右には、

兵士の前で殉教する聖カタリナが描かれている。兵

士の上には 2人の天使がおり、聖カタリナの遺体を

シナイ山の墓に降ろしている。この図像について、

アーノルド氏は「これらの図像はすべて、『黄金伝

説』（Legenda Aurea）の写本に見られる中世のキ

リスト教の図像の原型が反映されたものとして見る

ことができる」とし、「ジョヴァンニが彼の修道会

に宛てた最初の手紙で、この本の写しを要求してい

たことを思い出すべきである」と指摘している22。

兵士の足元の右端には、僧侶のような人物が幼児

を抱いているが、これは幼児として表象されたカタ

リナの魂である。この図像の典拠はキリスト教美術
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（図4）《聖母子像》（Sedes Sapientiae, 上智の座）、1250年頃、
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にみとめられ、フランシスコ会との結びつきの強い

ローマのサンタ・マリア・マッジョーレ教会のモザ

イク画《聖母の眠り》においても、キリストは母マ

リアの亡き魂を抱いている。カテリーナの墓碑は明

らかにラテン系キリスト教の遺物であるが、中国式

の椅子や天使の足の描写などに中国の土着的な要素

がみとめられる23。

また、アーノルド氏は、「カテリーナ・ヴィリオ

ニスの墓碑の考古学的証拠によって、1342年まで

に、聖母マリアのイメージが、現地で崇拝されてい

た民間信仰の女神である観音から、いくつかの図像

的要素を取り入れていたことがわかる」と指摘して

いる24。アーノルド氏によれば、揚州の墓碑の聖母

像は、観音が中国の民間信仰の女神に発展していく

過程の過渡的なイメージとして見ることができると

いう25。マリアは中国式の椅子に座り、中国風の長

衣をまとっているが、フランシスコ会の伝統で、彼

女は膝の上に幼児を抱いている。アーノルド氏は、

「14世紀半ばの揚州では、聖母像を彫った彫師は、

このフランシスコ会の聖母像のイメージの機能を高

めるために、観音の土着的なアトリビュートを利用

していたのではないか」と指摘している26。

ところで、もともと中国において観音は女性とし

て信仰されていたのではなかった。インドと中国に

おいて、観音は男性として描かれていた。中国にお

けるその初期の描写である10世紀の敦煌の洞窟壁画

では、口ひげを生やした完全に男性の姿としての観

音像がみとめられる。その後、この男性的な観音は

女神へと変容していった。女神としての観音をめぐ

る伝説は、12世紀に杭州とその海岸地域で起こり、

浙江省の沖合にある普陀山において、神秘的な顕現

（ヴィジョン）が見られた1276年までには、観音は

女性と見なされるようになっていた。この島は巡礼

地となり、観音は特に女性に愛される女神として人

気を博した。観音の仏教的なアイデンティティは母

胎の世界と結びついているため、女神への変容を完

全にするために、中国の民間信仰は観音を、「子ど

もを授ける女神」、すなわち「子安観音」に変容さ

せたと考えられる27。

アーノルド氏によれば、「13世紀後半から14世紀

初頭にかけてのフランシスコ会の到着に伴い中国に

伝わった、イデオロギーとイコノグラフィーの両方

において表された聖母信仰は、この地域での観音の

描写にすでに現れていた女性への性別の変化を捉

し、新たな影響をもたらした」という。アーノルド

氏は、「その宣教の初期の段階から、聖母像とすで

に現地で崇拝されていた観音像とは重複した図像を

有していたのは明らかであったはずであり、これは

フランシスコ会にとって、現地の人の改宗のために

有利に働いたと思われる」と述べている28。もっと

も、基本的なところでは、観音とマリアは、孝心と

女性的貞節という文化的価値観を共有していた。観

音がフランシスコ会によってもたらされたマリアの

いくつかの側面を引き継いでいるのかどうかをめぐ

る問題については、「明朝より前の観音の描写は、

たとえ女性的なかたちであっても、腕に抱かれた

り、膝の上に乗せられたりしている男の幼児はほと

んど描かれなかった」と指摘し、「観音の図像にお

ける宗教的な基礎は仏教の経典に由来するものの、

その造形的表現は聖母の図像に影響を受けている可

能性がある」という29。

中国におけるヨーロッパのキリスト教の短期間で

はあるが、確かな存在感は、明朝（1368-1644年）

の台頭と共に終わり、中国は国家主義に戻った。政

権が変化したことで、中国のキリスト教が突然途絶

えることはなかったが、ラテン系とネストリオス系

の両キリスト教コミュニティは、アジアを横断する

陸路が閉鎖されたことで外部から司祭が入って来な

くなると、徐々に衰退し、宣教活動を停止した。ま

キリシタン伝来のマリア観音の源流をめぐって ―中国における聖母像の伝来とその変容―（宮川 由衣）28
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た、イランと中央アジアにおけるティムール

（Timur 1336-1405）の統治によって、東西交流の

ための中央アジアのシルクロードのルートが事実上

閉鎖され、中国への陸路が遮断された。

16世紀におけるスペイン・ポルトガルとの

貿易開始と象牙製人物像の生産

16世紀になると、「キリスト教徒と香辛料」を求

めて、ポルトガルがアジアの海域に進出する。ポ

ルトガルが喜望峰を経由する東周りのルートを発

見してからわずか数年後、1511年にマラッカを征

服したアフォンソ・デ・アルブケルケ（Afonso de

Albuquerque 1453-1515）は、中国と最初の接触を

果たす。ポルトガルは1513年に中国との交流を開始

するが、海賊行為によって関係が悪化したため、

1521年から22年に追放された。その後、約30年間ポ

ルトガル人は、広東省、福建省、浙江省の中国沿岸

部で中国人との密輸貿易を行っていた。

当時、インドのゴアに拠点を築いていたポルトガ

ルの宣教師たちは、中国への進出を試みていた。そ

して1550年代後半、中国の許可により、ポルトガル

が広東省のマカオに足掛かりを得ると、ポルトガル

人宣教師が殺到した。1556年の冬に中国南部を旅し

たポルトガル人ドミニコ会士のガスパール・ダ・ク

ルス(Gaspar da Cruz 1520頃-1570）は次のように

報告している。

広東のある街で、川の中腹に小さな島があり、

そこに僧侶たちの寺院があった。この寺院で、

わたしは地面から高い位置にある御堂を見た

が、そこでは首元に子どもを抱く、よく出来た

女性像があり、燃える松明を持っていた。わた

しは、それは何かキリスト教のものではないか

と疑って、何人かの一般信徒と僧侶にその女性

は何を意味するのか尋ねた。だが、誰もわたし

に教えてくれず、その理由を答えることはでき

なかった。それは古代のキリスト教徒によって

作られた聖母像かもしれないし、聖トマスがそ

こに残したか、その機会に作られたのかもしれ

ない。しかし、すべて忘れ去られているという

のが結論である30｡

この報告について、デレク・ギルマン氏は、「ガ

スパール・ダ・クルスは、子安観音像を見て、それ

を幼児キリストを抱く聖母像と見做したのであろ

う」とし、「彼はこの像に自分が見たいと思ってい

たものを投影したのであるが、少なくとも一人の

ヨーロッパ人にとっては、聖母像と観音像は交換可

能なものであった」と指摘している31。

また、フィリピン総督の書記であったフェルナン

ド・リゲルは、1574年にルソンに到着して間もない

スペイン人と中国の商船団との間で交易が行われて

いたと報告している32。中国の商人は高級陶器やそ

の他の品々を持ってきて、それらをスペイン人に

売った。そして、6、7ヶ月後に必ず戻ってくると

言って、多くの品々を持ってきたが、そこには十字

架の像や、ヨーロッパのものと同じように作られた

非常に奇妙な印章があったという。また、1580年代

には中国の職人によって象牙製のキリスト教の礼拝

像が作られていたことがわかっている。ヨーロッパ

では、13世紀半ばにパリで開花した象牙彫刻の伝統

があった（図 6）。ゴシック時代には多くのキリス

ト教の礼拝像が象牙で作られており、これらは1400

年頃に作られなくなった後も、長い間教会で使われ

続けていた。ヨーロッパの宣教師が東アジアに渡っ

てくると、彼らは祭壇を飾るためにゴシック様式の

象牙製の礼拝像を現地で注文した。ポルトガルのコ

レクションには、中国で作られた象牙製のキリスト

教の礼拝像が残っている。明朝以前の中国では、象

牙を使った彫刻は一般的ではなかったが、16世紀後

半からルソンやマニラにおける植民地市場の拡大を

背景として、福建省を中心に象牙彫刻の生産が盛ん

になった。1590年に、マニラのサラザール司教

（Domingo de Salazar 1512-94）は、スペイン国王

に宛てた書簡において次のように記している。

中国から来た人々（Sangleys）は、スペイン人
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の職人が作ったものを見るとすぐに、それを正

確に再現してしまうほどの技術と賢明さを持っ

ています。最も驚いたのは、わたしが到着した

時には、彼らはヨーロッパ風の絵の描き方を知

らなかったのですが、今ではこの技術を習得

し、筆と彫刻刀の両方を使って素晴らしい作品

を制作していることです。わたしが見た象牙製

の幼児イエスの像ほど完璧なものは作られない

と思います。［……］教会には、中国の職人が

作った、以前は非常に不足していた像が備え付

けられはじめています33。

福建省は、当時中国で唯一、商人が国外に出て活

動することを禁ずる明朝の禁制から自由であっ

た34。1628年に刊行された福建省漳州の公報には、

「漳州の人々はしばしば大きな船を建造し、遠く離

れた外国との貿易を行っている」と記されてい

る35。特に、漳州と関わりが深かったのが、中国の

南洋に位置し、漳州から遠くない場所に位置するル

ソンであった。福建省の学者である何喬遠（He

Qiaoyuan 1558-1632）による明朝の私史『名山藏』

（Ming Shan cang）には、福建省漳州とルソンとの

密接な関係が記されている。ギルマン氏は、「ルソ

ンと本国の福建省の両方で、スペイン人と漳州の商

人が近しい関係にあったことを踏まえると、16世紀

後半から17世紀にかけて、漳州が象牙製人物像の生

産の中心になったことを理解することができる」と

述べている36。

ギルマン氏によれば漳州で作られたスペイン市場

の礼拝像は、主に娯楽用の室内装飾品として作られ

た縁起物の中国風人物像の生産にも刺激を与えたと

いう。ギルマン氏は、「福建省の象牙製の仙人像や

その他の国内市場の人物像は、中国におけるスペイ

ン市場のキリスト教の礼拝像に呼応して作られたも

のであり、その過程を辿るためには、ゴシック様式

の聖母像と明朝の中国における観音像の類似性に注

目しなければならない」と指摘している37。ギルマ

ン氏は、ヨーロッパで作られたゴシック様式の聖母

像（図 7）と中国で作られたと考えられる聖母像

（図 8）と観音像（図 9）を比較し、「ロザリオから

十字架を外して数珠の房に置き換え、幼児の手の中

にある球や鳩を取り除き、そして高い襟や弓形の仏

教の肩掛けなどの中国的なディテールを加えること

で、聖母像は観音像に巧みに変換されている」と述

べている38。サラザール司教の報告から、スペイン

の宣教師たちがスペインや北部ヨーロッパで作られ

た彫像をフィリピンに持ち込んでいたことが明らか

である。また、彼らは後期中世の様式を示す図版資

料を多く持っており、それらを典礼や伝道活動に使

用していた。ギルマン氏によれば、「これらの情報

源をもとに、東アジアで活動していた宣教師たち

は、当時まだヨーロッパで流通していたゴシック様

式の象牙像を模したキリスト教の象牙製礼拝像を近

くの福建省の漳州に注文し始めた」という39。ま

た、クレイグ・クルナス氏は、「数ある人気のある

仏教や道教の神々の娯楽用の人物像の中で子安観音

像は最も重要な商品の一つである」とし、「この像

は、実はキリスト教の人物像、特にマリア像を求め

る外国人による初期の需要に応えて制作されたもの

である」と述べている40。

聖母像と観音像の類似性について、アーノルド氏

は、「16世紀にヨーロッパから再び宣教師や商人が

到着した際、中国の沿岸部の職人たちは、ポルトガ

ル人が持ち込んだキリスト教の像に合わせて、すで

に現地でよく知られた像を素早く簡単に適合させ、

マリア像をヨーロッパに輸出するビジネスが盛んに

なったのではないか」と指摘している41。すでに見

たように、揚州の墓碑に見られるようなフランシス

コ会の影響を受けた聖母像が14世紀の中国に存在し

ており、子安観音像の造形的表現は聖母像の図像に

影響を受けている可能性があった。このことから、

アーノルド氏は、「宣教師が途絶えた後もそれらを

所持していた人々の個人の礼拝像として、あるいは

子安観音の像に習合したかたちで、聖母像の痕跡が

中国に残っていたことが、ヨーロッパ人が現地で作

られた象牙の聖母像をヨーロッパに輸出することに

興味を示した時に、福建省でこの事業が繁栄した直

接的な根拠となったのではないか」と主張してい
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る42。

白磁製観音像に見られるキリスト教的

イメージの痕跡

浦上三番崩れの際にキリシタンから没収された東

京国立博物館所蔵の白磁製観音像――いわゆる「マ

リア観音像」――のうち中国製のものは、福建省南

部に位置する徳化窯で生産されたものと考えられて

（1637年）には、「徳化窯はただ仙人や精巧な人物や

玩具だけを焼き、実用には適しない」と記されてい

る43。以上の点を踏まえると、福建省では16世紀に

繁栄した象牙彫刻市場が基盤となって、象牙彫刻に

代わる、より安価で量産可能な室内装飾品として登

場した白磁製人物像の生産が発展し、17世紀から18

世紀にその最盛期を迎えたと考えられる。

福建省の徳化窯産の白磁製人物像の主なモティー

フは、スペイン・ポルトガルの植民地市場向けの礼

拝像の生産に影響を受けて発展した仙人像や観音像

などの中国風人物像であった。徳化窯産の白磁像

は、ヨーロッパでは「ブラン・ド・シーヌ（Blanc

de Chine, 中国白）」と称され、高い評価を受けてい
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（図7）《聖母子》、1275-1400年頃、象牙、ドイツ、大英博物館所蔵

（図8）《聖母子》、明朝（1580-1644年頃）、象牙、中国、個人蔵

いる。その最盛期は、ヨーロッパへの伝世の状況か

ら17世紀から18世紀とみなされている。本稿では新

たな視点として、福建省の徳化窯で白磁製人物像の

生産が最盛期を迎えるのに先立って、同省が16世紀

に象牙彫刻の中心的生産地であったことに注目した

い。福建省では、ヨーロッパからもたらされたキリ

スト教の礼拝像をモデルにした象牙製のキリスト教

の礼拝像が作られ、それに呼応して、象牙で仙人像

や観音像などの中国風人物像が作られるようになっ

たのであった。福建省の徳化窯では、陶磁器の中で

も特に人物像が代表的な製品であり、『天工開物』

（図6）《聖母子》、1250年頃、象牙、フランス、メトロ

ポリタン美術館所蔵



た。ヨーロッパに輸出された白磁製人物像の中に

は、聖母像に近い作例も含まれている（図10）。こ

れらの像においては、一般的な観音像とは異なり、

人物像の頭髪が縮毛であり、特に幼児の容貌はヨー

ロッパの人物像に近い。ただし、聖母の平面的な顔

立ちや中国風の長衣、そしてしばしば聖母子と共に

表される獅子のモティーフなどを考慮すると、これ

らの像はヨーロッパの聖母像と中国の観音像の折衷

様式であると言えるだろう。こうした聖母像と観音

像の折衷様式の白磁製人物像は、ポルトガルやスペ

インから東アジアに来た宣教師の注文によって作ら

れたものであり、恐らく、インドやフィリピンのキ

リスト教徒の入植地で作られた彫像をコピーしたも

のと考えられている44。こうした白磁製人物像の作

例は少なく、徳化窯産の白磁像の中で特に人気が

あったのは観音像であった。日本に伝来しているも

のと同じように、観音が子どもを抱く典型的な観音

像は、18世紀初頭のイギリスの東インド会社の貨物

リストでは、Women with childやSancta Mariasと

記載されている45。例えば、1701年にイギリスの東

インド会社のダッシュウッド号が福建省南東部の廈

門（アモイ）で積荷を積み、1703年にロンドンの

オークションで落札された貨物のリストには、

Sancta Mariaという名が挙がっている46。この

Sancta Mariaという記載について、ゴッデン氏は、

「これらはヨーロッパに輸出され、販売される際に、

その地域の人々の関心に適応して、ヨーロッパの名

前を与えられたのではないか」と指摘している47。

すでに見たように、日本にもたらされた白磁製観音

像は、キリシタンによってSancta Mariaを意味する

「ハンタマルヤ」と称されていたのであった。
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（図9）《観音像》、明朝（1580-1644年頃）、象牙、中国、個人蔵

（図10）《聖母像》、清朝（1690-1750年頃）、白磁、

中国福建省徳化窯、大英博物館所蔵

（図11）《マリア観音像》、東京国立博物館所蔵



白磁製人物像の原型であったと考えられる象牙製

人物像においては、キリスト教的モティーフを取り

除き、中国的なディテールを加えることでイメージ

の変換が行われた可能性があった。また、白磁製人

物像の中には、ヨーロッパの聖母像と中国の観音像

の折衷様式の作例が見られ、典型的な観音像におい

ても、その受容者によって、これらの像は「観音」

とも「聖母像（Sancta Maria）」ともなる可変的な

存在であった。そのルーツを考慮すれば、白磁製の

観音像の内に、聖母像としての面が内包されている

ことは否定できない。故に、この図像の源流に聖母

像の存在があったことが、「観音像とマリア像のあ

わい」とも言うべき白磁製観音像、いわゆるマリア

観音の性格を特徴づけていると言えよう。こうした

見通しのもと、キリシタンによって所持され、浦上

三番崩れの際に没収された白磁製観音像を見ていき

たい。

日本に伝わった白磁製観音像の図像は大きく分け

て３種に識別される48。第１の型は、子どもを抱い

ていない立像で、波または雲の台座の上に立ち、瓔
よう

珞
らく

を胸元に垂らすもの（図11）、第２の型は、座像

で、胸の中央または脇に子どもを抱き――子どもを

抱いていない、あるいは子どもが脱落してしまった

と思われるものもある――、片膝を立てて座り、瓔

珞をつけ、多くは白布を頭にかぶるもの（図12）、

そして第３の型は、玉座に座り、白衣をかぶり、膝

上正面に子どもを抱き、足下に龍を踏み、左右に脇

侍のような小型の人物像を従えるタイプである（図

13）。このうち、ここでは第３の型を玉座型観音像

と呼び、この図像様式について検討したい。玉座型

観音像は東京国立博物館所蔵の浦上三番崩れの没収
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（図12）《マリア観音像》、17世紀、中国福建省徳化窯、

東京国立博物館所蔵

（図14）《玉座の聖母》、1200-50年頃、象牙、スペイン、

メトロポリタン美術館所蔵

（図13）《マリア観音像》、17世紀、中国福建省徳化窯、

東京国立博物館所蔵



品にも20点含まれている。

明および清朝に流行した白衣観音の図像では、観

音はしばしば男女の２人の若い従者を伴って表され

ている49。これは観音にまつわる以下の伝説に基づ

いている。長年、子どもに恵まれなかった両親のも

とに、「富をもたらす少年」という預言を受けて生

ま れ た シ ャ ン カ イ（ Shancai, God-in-Talent,

Sudhana）は、ある時、観音の顕現にまみえ、その

従 者 と な っ た。ま た、ロ ン ニ ュ ー（ Longnü,

Nāgakanyā, Dragon Daughter）は、観音によって

蛇から少女の姿に変身し、観音に従う。蛇の毒は浄

化され、知恵の真珠を産み出したという。玉座型観

音像において、観音を囲む２人の従者は、この観音

に関する伝説に登場する２人の従者シャンカイとロ

ンニューである50。

白磁の玉座型観音像は、観音にまつわる伝説に登

場する２人の弟子たちを配置して、その物語を表し

た説話的な彫像であり、中国の民間信仰に基づく像

である。しかし、その造形表現においては、キリス

ト教的イメージの要素を含んでいる可能性が考えら

れる。筆者は、この白磁製の玉座型観音像におい

て、玉座の聖母像の図像様式が継承されている可能

性を指摘したい。すでに見たように、玉座の聖母像

はフランシスコ会が特に好んだ聖母像であり、その

図像は14世紀の揚州の墓碑にも見られた。アーノル

ド氏は、中国にこの図像がもたらされた可能性につ

いて、「フランシスコ会が制作した典礼書の装飾写

本が壁画の手本としての役割を果たした可能性もあ

るが、彫刻が施された祭壇画のためには、ケルンや

パリで制作された個人の礼拝のために使用されてい

たトリプティック（三連祭壇画）に見られるよう

な、象牙彫刻の小さな奉納画を含む、他のものが参

考にされた可能性もある」と指摘している51。

すでに見たように、ヨーロッパでは13世紀半ばの

パリを中心とした象牙彫刻の伝統があり、多くのキ

リスト教の礼拝像が象牙で作られていた。中国でフ

ランシスコ会による宣教が行われた13世紀後半から

14世紀初頭は、ヨーロッパにおける象牙製礼拝像の

生産が盛んであった時期と重なっている。小型の象

牙彫刻は、持ち運びに便利であり、ヨーロッパの裕

福な商人やその家族が所有することも珍しくなかっ

た。また、こうしたゴシック様式の象牙製礼拝像

は、象牙彫刻の生産の最盛期を過ぎた15世紀以降も

引き続き用いられていたため、16世紀に再び中国に

来たヨーロッパの宣教師によってもたらされた可能

性も低くはない。実際、マニラのサラザール司教に

よって報告されているように、中国の職人たちは、

スペインで作られた礼拝像を正確に再現しており、

その技術の高さは宣教師たちを驚かせるものであっ

た。

仙人や観音といった中国の伝承に基づく人物像

は、元来、絵画などの他のメディアで表現されるこ

とはあったが、明朝以前は象牙を使った彫像は一般

的ではなかった52。したがって、中国における小型

の室内装飾品としての象牙製人物像の伝統は、スペ

イン・ポルトガルとの貿易開始とそれに伴うキリス

ト教の礼拝像の需要に影響を受けて発展した新しい

芸術分野であった。中国の職人たちは、室内装飾品

としての小型の象牙彫刻という新たなメディアにお

いて中国の伝承に基づく像を表象する際に、ヨー

ロッパ由来のキリスト教の礼拝像の型（図像様式）

を応用したのではないだろうか。ユ・チュンファン

氏は中国においてキリスト教の聖母像が、中国の象

牙製人物像のモデルとなった可能性を指摘し、「同

じ芸術コミュニティがキリスト教の礼拝像を制作し

ていたため、聖母像がある程度中国的に見え、観音

像がほとんどゴシック的に見えても不思議ではな

い」と指摘している53。したがって、白磁製の玉座

型観音像においては、玉座の聖母像の基本的な図像

様式――幼児を抱く女性が玉座に座っている――が

引用された可能性がある。象牙像あるいはその他の

媒体によって伝来した玉座の聖母像が、中国の職人

によってコピーされ、その型が観音像の図像様式に

応用されたのではないだろうか。白磁製の玉座型観

音像は、こうした中国製の象牙の人物像をモデルに

作られたか、あるいは、白磁で新たな型を作る際

に、ヨーロッパ由来の象牙やその他のメディアに表

された聖母像が参照された可能性がある。
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図14は13世紀にスペインで作られた象牙製の玉座

の聖母像である。聖母の足下ではドラゴンが倒され

ており、これによって聖母の勝利が表象されてい

る。また、聖母と幼児は共に球体（林檎あるいは

球）を持っている。林檎は、イエスが新しいアダ

ム、マリアが新しいイブであることを象徴するモ

ティーフである。また、球（orb）は地球を象徴

し、キリストの王権が全世界に及ぶことを表してい

る。ドラゴンを踏む聖母は詩篇に基づく表現であ

り、そこでは「あなたは獅子と毒蛇を踏みにじり、

獅子の子と大蛇を踏んで行く」（詩篇91, 13）と謳

われている。こうした象牙彫刻の他にも、ドラゴン

を踏む聖母を表したゴシック様式の彫像が残ってい

る（図15）。観音が足下に龍を踏んでいる図像は、

玉座型観音像を特徴づける要素の一つであるが、そ

のイメージは、ドラゴンを踏む聖母の図像に影響を

受けている可能性がある。

また、玉座型観音像のもう一つの特徴として、観

音を囲む２人の従者が挙げられるが、このうちの一

方の人物は球を持っている（図16）。２人の従者は、

先に見た観音の２人の従者シャンカイとロンニュー

であり、球を抱く人物像がロンニューで、球は真珠

を表していると考えられる。観音によって蛇から少

女へと変身したロンニューは、その毒が浄化され、

知恵の真珠を産み出したのであった。玉座型観音像

におけるロンニューの人物像に注目すると、その長

衣は西洋風であり、特に襟の部分は当時ヨーロッパ

で流行していた襞
ひだ

襟
えり

のように見える。また、頭髪の

表現は、もう一方の人物像のシャンカイ――頭頂部

と左右の側頭部の髪を残し、他の部分を剃り上げた

唐
から

子
こ

髷
まげ

――とは対照的に、ヨーロッパの人物像に見

られるような縮毛である。当時、東アジアにはヨー

ロッパから球を持つ幼児の姿で表された救世主キリ

スト像（Salvator Mundi）が数多く伝来していた。

真珠を抱くロンニューの像においては、これらのキ

リスト教的イメージが引用されている可能性があ

る。玉座型観音像の造形は、基本的な型として玉座

の聖母像を引用し、そのモティーフにおいては、

ヨーロッパ由来の人物像に表されたキリスト教的イ

メージ――「ドラゴン」や「球」――が、中国の伝

承に基づくイメージ――「蛇（龍）」や「真珠」

――に変換されている可能性を指摘したい。

おわりに

本稿では、キリシタンによって「ハンタマルヤ」

と称され、祈りと共に受け継がれてきた、いわゆる

マリア観音の源流を辿って、この白磁製観音像が作

られた中国における聖母像の伝来と変容、そして聖

母像と観音像との関係について考察を行った。揚州

で見つかったカテリーナ・ヴィリオニスの墓碑
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（図15）《玉座の聖母》、1280年頃、オークに着彩、ドイツ、

メトロポリタン美術館所蔵

（図16）マリア観音像部分図、17世紀、中国福建省徳化窯、

東京国立博物館所蔵



（1342年）は、13世紀後半から14世紀初頭にかけて

のフランシスコ会によるキリスト教の東方伝道にお

いて聖母像がもたらされたことを示している。この

墓碑には、フランシスコ会によって好まれた図像で

ある玉座の聖母の図像がみとめられた。その後、

ヨーロッパとの交易が制限されたことにより、中国

におけるキリスト教の文化は一旦途絶えるが、ヨー

ロッパからもたらされた聖母像のイメージは、中国

の民間信仰の女神、子安観音への変容というかたち

で継承された可能性が指摘されていた。観音は元来

男性として表象されていたが、女性的な姿へと変容

していった。このうち、子どもを抱く女性として表

象される子安観音の造形表現は、聖母像の影響を受

けている可能性があった。

16世紀になると、スペイン・ポルトガルの入植に

伴い、再び東アジアにヨーロッパの宣教師が到来し

た。これによるキリスト教の礼拝像の需要を背景と

して、中国では福建省を中心に象牙彫刻の生産が発

展した。そこでの象牙産業の繁栄が基盤となり、同

省では象牙彫刻に代わる、より安価で量産可能な室

内装飾品として白磁製人物像の生産が発展したと考

えられる。このうち数多く生産された観音像は、

ヨーロッパ向けの市場ではSancta Mariaという名称

で流通していた。このことから示されるように、白

磁製観音像は、受容者によって「観音」とも「聖母

像（Sancta Maria）」ともなる可変的な存在であっ

た。以上のことから、キリシタンによってSancta

Mariaを意味する「ハンタマルヤ」と称されて受け

継がれたマリア観音の図像の源流には聖母像の存在

があり、そのルーツ故に、これらの像は自ずと聖母

像としての性格をも併せ持つものであったと言える

だろう。
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(図1)《マリア観音像》（C-602）、国指定重要文化財、長崎奉行所旧蔵品、

東京国立博物館所蔵（Image: TNM Image Archives）。

（図2)カテリーナ・ヴィリオニスの墓碑、1342年、揚州（Gravestone of

Katerina Vilionis, 1342, Yangzhou, China, Carved stone rubbing

quoted from Arnold, 1999, p. 138）。

（図3)カテリーナ・ヴィリオニスの墓碑（聖母像部分拡大図）（Madonna

of Humility, detail of gravestone of Katerina Vilionis, died 1342,

Yangzhou, China, quoted from Arnold, 1999, p. 134）。

（図4)《聖母子像》（Sedes Sapientiae, 上智の座）、1250年頃、大英図書館

所蔵、Virgin and Child（Virgin as the Sedes Sapientiae）,Matthew

Paris, ca. 1250, frontispiece to his Historia Anglorum, Ink and color
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on parchment, The British Library, London, MS Royal 14 C VII fol.

6r, quoted from Arnold, 1999, p. 42）。

（図5)カテリーナ・ヴィリオニスの墓碑（墓碑中央部分拡大図）

（ Martydom of St. Catherine, detail of Gravestone of Katerina

Vilionis, 1342, Yangzhou, Carved stone rubbing quoted from

Arnold, 1999, p. 146）。

（図6)《聖母子》、1250年頃、象牙、フランス、メトロポリタン美術館所

蔵（Virgin and Child, ca. 1250, North French, Ivory, Public Domain

from The Metropolitan Museum of Art, New York）。

（図7)《聖母子》、1275-1400年頃、象牙、ドイツ、大英博物館所蔵（Virgin

and Child, ca. 1275-1400, German, Ivory, Public Domain from The 
British Museum, London）。
（図8)《聖母子》、明朝（1580-1644年頃）、象牙、中国、個人蔵（Virgin

and Child, Ming dynasty, ca. 1580-1644, Private Collection, quoted

from Gillman, 1984, p. 63）。

（図9)《観音像》、明朝（1580-1644年頃）、象牙、中国、個人蔵（Figure

of Guanyin holding a child, Ming dynasty, ca. 1580-1644, Private 
Collection, quoted from Gillman, 1984, p. 40）。

（図10)《聖母像》、清朝（1690-1750年頃）、白磁、中国福建省徳化窯、大

英博物館（Virgin and Child, ca. 1580-1644, China, Dehu Ware,

Public Domain from The British Museum, London）。

（図11)《マリア観音像》(C-600）、国指定重要文化財、長崎奉行所旧蔵品、

東京国立博物館所蔵（Image: TNM Image Archives）。

（図12)《マリア観音像》(C-610）、国指定重要文化財、中国福建省徳化窯、

17世紀、長崎奉行所旧蔵品、東京国立博物館所蔵（Image: TNM

Image Archives）。

（図13)《マリア観音像》(C-612）、国指定重要文化財、中国福建省徳化窯、

17世紀、長崎奉行所旧蔵品、東京国立博物館所蔵（Image: TNM

Image Archives）。

（図14)《玉座の聖母》、1200-50年頃、象牙、スペイン、メトロポリタン

美術館所蔵（Enthroned Virgin and Child, ca. 1200-1250, Made in

probably Aragon or Navarre, Spain, Spanish, Ivory, traces of paint,

Public Domain from The Metropolitan Museum of Art, New

York）。

（図15)《玉座の聖母》、1280年頃、オークに着彩、ドイツ、メトロポリタ

ン美術館所蔵（Enthroned Virgin and Child, ca. 1280, German,

Oak, with paint, Public Domain from The Metropolitan Museum of

Art, New York）。

（図16）マリア観音像部分図、17世紀、中国福建省徳化窯、東京国立博

物館所蔵、図13《マリア観音像》（C-612）の部分拡大図、国指定

重要文化財、中国福建省徳化窯、17世紀、長崎奉行所旧蔵品、東

京国立博物館所蔵（Image: TNM Image Archives）。
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礼
な
ど
を
司

る
官
府
で
あ
る
礼
曹
か
ら
倭
館
の
管
理
を
委
任
さ
れ
て
お
り
︑
倭
館
を
介
し
て
対
馬
藩
と
の
外
交
・
貿
易
が
行
わ
れ

た
︒

5

訓
導
・
別
差
と
は
︑
朝
鮮
の
倭
学
訳
官
の
こ
と
で
あ
る
︒﹁
訓
導
﹂
は
三
十
か
月
︑﹁
別
差
﹂
は
一
年
を
周
期
に
交
代

さ
れ
た
︵﹃
増
正
交
隣
志
﹄
巻
三
︑
任
官
︶︒
訓
導
は
﹁
判
事
﹂
と
も
称
さ
れ
︑
対
馬
側
は
訓
導
と
別
差
を
合
わ
せ
て

﹁
両
訳
﹂
と
呼
ん
だ
︒
訓
導
と
別
差
は
普
段
倭
館
に
出
入
り
し
な
が
ら
外
交
・
貿
易
業
務
を
統
括
し
︑
日
常
の
通
交

活
動
を
行
う
上
で
朝
鮮
政
府
の
政
策
と
対
馬
藩
の
意
思
を
先
方
に
伝
達
す
る
﹁
取
次
役
﹂
を
も
果
た
す
重
要
な
役
目

で
あ
っ
た
︵
尹
裕
淑
﹃
近
世
日
朝
通
交
と
倭
館
﹄
岩
田
書
院
︹
二
〇
一
一
︺︑
七
六
頁
︶︒

6

宗
家
記
録
﹃
分
類
紀
事
大
綱
﹄
三
十
一
︑﹁
交
奸
一
件
﹂︵
国
立
国
会
図
書
館
蔵
︶︒

7

ジ
ェ
イ
ム
ス
・
ル
イ
ス
﹁
釜
山
倭
館
に
お
け
る
日
・
朝
交
流
︱
売
春
事
件
に
み
る
権
力
・
文
化
の
相
剋
︱
﹂︑
中
村

質
編
﹃
鎖
国
と
国
際
関
係
﹄
吉
川
弘
文
館
︵
一
九
九
七
︶
に
よ
る
と
︑﹁
唐
人
﹂
は
中
国
人
の
み
な
ら
ず
︑
朝
鮮
人
︑

あ
る
い
は
オ
ラ
ン
ダ
人
を
含
む
外
国
人
の
呼
称
と
し
て
広
く
使
用
さ
れ
た
と
い
う
︒

8

宗
家
記
録
﹃︵
館
守
︶
毎
日
記
﹄
五
︑
深
見
弾
右
衛
門
︵
国
立
国
会
図
書
館
蔵
︶︒

9

田
代
和
生
編
著
﹃
通
訳
酬
酢
﹄
ゆ
ま
に
書
房
︵
二
〇
一
七
︶
に
よ
る
と
︑﹁
同
知
﹂
は
堂
上
訳
官
で
あ
り
︑
知
事
に

つ
ぐ
訳
官
二
番
目
の
職
位
で
あ
る
︒

10

田
代
和
生
編
著
﹃
通
訳
酬
酢
﹄︵
前
掲
︶
に
よ
る
と
︑
堂
上
官
で
あ
る
知
事
・
同
知
・
僉
知
と
は
異
な
り
︑
国
王
へ

の
拝
謁
が
許
さ
れ
な
い
堂
下
官
で
あ
っ
た
︒
な
お
︑
堂
下
官
に
は
他
に
も
主
簿
・
判
官
・
奉
事
・
直
長
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
︒

11

江
戸
幕
府
法
上
の
刑
罰
な
い
し
自
発
的
謹
慎
︒
刑
罰
と
し
て
は
武
士
・
僧
侶
に
適
用
さ
れ
る
︒
受
刑
者
は
屋
敷
に
籠

居
し
て
門
を
閉
じ
る
が
︑
く
ぐ
り
門
は
引
き
寄
せ
て
置
く
だ
け
で
よ
く
︑
夜
間
他
の
者
が
目
立
た
ぬ
よ
う
に
通
路
し

て
も
よ
か
っ
た
︵
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
﹃
国
史
大
辞
典
﹄
第
二
巻
︑
吉
川
弘
文
館
︹
一
九
八
〇
︺︶︒

12

宗
家
文
書
﹃︵
館
守
︶
毎
日
記
﹄
六
︑
深
見
弾
右
衛
門
︵
国
立
国
会
図
書
館
蔵
︶

13

元
禄
三
年
の
時
点
で
﹁
愛
今
﹂
は
二
十
三
歳
︵﹃
倭
人
作
拏
謄
録
﹄
庚
午
四
月
十
六
日
条
︶︑﹁
賎
月
﹂
は
二
十
九
歳
︑

﹁
粉
伊
﹂
は
十
七
歳
で
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
︵
同

庚
午
七
月
二
十
日
条
︶︒

14

宗
家
記
録
﹃︵
館
守
︶
毎
日
記
﹄
七
︑
島
雄
八
左
衛
門
︵
国
立
国
会
図
書
館
蔵
︶︒

15

ア
ン
デ
シ
・
カ
ー
ル
ソ
ン
﹁
千
金
の
子
は
市
に
死
せ
ず
︱
十
七
・
十
八
世
紀
朝
鮮
時
代
に
お
け
る
死
刑
と
梟
首
﹂︑

﹃
東
ア
ジ
ア
の
死
刑
﹄
京
都
大
学
学
術
出
版
会
︵
二
〇
一
〇
︶
に
よ
る
と
︑
朝
鮮
王
朝
に
お
い
て
大
規
模
な
反
乱
や

軍
紀
違
反
な
ど
を
行
っ
た
際
に
適
用
さ
れ
る
﹁
梟
首
﹂﹁
梟
示
﹂
と
呼
ば
れ
る
刑
罰
で
あ
る
︒
ま
た
︑
北
方
辺
境
の

中
国
人
︑
釜
山
倭
館
の
日
本
人
な
ど
︑
外
国
人
と
の
不
法
な
接
触
・
密
貿
易
な
ど
に
対
し
て
も
︑
見
せ
し
め
の
た
め

適
用
さ
れ
た
︒
今
回
の
事
件
で
は
﹁
外
国
人
と
の
不
法
な
接
触
﹂
に
抵
触
し
た
た
め
梟
首
に
処
せ
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
︒

16

宗
家
文
書
﹃︵
館
守
︶
毎
日
記
﹄
十
二
︑
仁
位
助
之
進
︵
国
立
国
会
図
書
館
蔵
︶︒

迫
田

ひ
な
の
︵
さ
こ
だ

ひ
な
の
︶
西
南
学
院
大
学
博
物
館
学
芸
調
査
員
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筑
城
弥
次
兵
衛
殿

一
︑
朝
鮮
ニ
而
館
ニ
女
隠
置
候
大
工
小
島
利
右
衛
門
儀
︑
只
今
ハ
朝
鮮
表
江
御
代

官
方
下
代
仕
居
候
由
︑
御
舩
掛
方
ヨ
リ
申
聞
候
付
︑
先
便
次
第
被
差
渡
候
様
ニ

と
館
守
方
江
書
状
差
渡
︑
則
書
状
佐
須
奈
迄
村
継
ニ
而
遣
之
︑
先
便
次
第
被
差

越
候
様
ニ
と
御
横
目
中
江
申
越
ス
状
箱
御
郡
方
へ
持
せ
遣
ス

元
禄
六
年
七
月
十
二
日
之
日
帳

最
初
は
家
老
杉
村
か
ら
町
奉
行
袖
岡
へ
の
指
示
で
あ
る
︒
交
奸
に
関
与
し
︑
口
上
書

を
提
出
し
た
井
手
・
市
山
・
日
高
の
三
人
そ
し
て
大
工
小
島
に
つ
い
て
︑﹁
朝
鮮
﹂
を

は
じ
め
他
所
へ
の
﹁
旅
﹂
禁
止
を
命
じ
る
内
容
で
あ
る
︒
次
は
︑
同
日
の
家
老
杉
村
か

ら
御
船
掛
筑
城
へ
の
指
示
︑
彼
ら
が
朝
鮮
へ
﹁
万
一
罷
渡
儀
﹂
あ
れ
ば
差
し
止
め
る
よ

う
に
と
あ
る
︒
最
後
は
︑
倭
館
に
い
た
大
工
小
島
を
帰
国
さ
せ
よ
︑
と
の
指
示
で
あ

る
︒
交
奸
に
関
わ
っ
た
者
の
﹁
旅
﹂
禁
止
を
命
じ
ら
れ
た
御
船
掛
の
筑
城
は
︑
大
工
小

島
が
代
官
下
代
と
し
て
倭
館
に
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
︒
そ
こ
で
︑
な
る
べ
く
早
い
船

で
小
島
を
帰
国
さ
せ
る
よ
う
︑
倭
館
の
館
守
へ
書
状
が
送
付
さ
れ
て
い
る
︒

さ
ら
に
︑
当
時
の
館
守
﹃
毎
日
記
﹄
を
見
る
と
︑
倭
館
に
い
た
の
は
小
島
だ
け
で
な

か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
︒﹃
毎
日
記
16

﹄
元
禄
六
年
七
月
十
七
日
の
記
事
に
︑

〃
井
手
惣
左
衛
門
儀
︑
就
御
用
御
年
寄
中
ヨ
リ
被
召
寄
ニ
付
︑
島
江
久
市
丸
乗
浮
キ

居
候
ニ
付
此
船
ヨ
リ
帰
国
申
付
ル
︑
切
手
壱
通
浜
老
頭
方
江
相
渡
ス

と
あ
り
︑
家
老
︵﹁
年
寄
中
﹂︶
か
ら
の
指
示
に
よ
っ
て
︑
館
守
仁
位
助
之
進
が
井
手
惣

左
衛
門
の
帰
国
を
命
じ
︑
そ
の
た
め
の
﹁
切
手
﹂
を
発
行
し
て
い
る
︒
そ
し
て
﹃
毎
日

記
﹄
に
よ
る
と
︑
早
々
の
帰
国
が
命
じ
ら
れ
た
小
島
は
︑
八
月
に
な
っ
て
か
ら
帰
国
し

た
こ
と
も
分
か
る
︒
八
月
初
旬
︑
館
守
の
仁
位
が
病
死
し
た
こ
と
の
影
響
も
あ
ろ
う

が
︑
対
馬
本
藩
お
よ
び
倭
館
の
対
応
は
︑
緩
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
︒

お
わ
り
に

元
禄
三
︵
一
六
九
〇
︶
年
に
起
こ
っ
た
交
奸
事
件
は
︑
朝
鮮
と
対
馬
の
交
奸
に
対
す

る
認
識
の
差
異
を
如
実
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
︒

倭
館
を
統
制
す
る
朝
鮮
側
は
︑
獄
死
し
た
男
性
ら
以
外
の
関
係
者
全
員
を
死
罪
に
し

て
お
り
︑
日
本
人
に
対
し
て
も
﹁
一
罪
﹂︵
同
一
処
罰
︶
で
あ
る
死
罪
を
求
め
て
い
る
︒

し
か
し
︑
交
奸
を
事
件
と
し
て
扱
う
こ
と
に
熱
心
で
な
か
っ
た
対
馬
側
は
︑
朝
鮮
側
か

ら
の
度
重
な
る
追
及
を
逃
れ
る
た
め
︑
館
守
・
深
見
弾
右
衛
門
が
﹁
虚
病
﹂
を
つ
か
っ

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
︒
さ
ら
に
︑
偶
然
起
こ
っ
た
朝
鮮
人
に
よ
る
盗
難
事

件
が
図
ら
ず
も
事
件
の
幕
引
き
と
な
っ
て
お
り
︑
交
奸
の
み
な
ら
ず
︑
倭
館
で
起
こ
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
を
詳
細
か
つ
正
確
に
復
元
す
る
上
で
﹃
毎
日
記
﹄
の
重
要
性
が
指

摘
さ
れ
る
︒

ま
た
︑
日
本
人
の
事
件
関
係
者
は
︑
倭
館
内
で
の
謹
慎
処
分
を
経
て
対
馬
へ
帰
国
し

て
お
り
︑
藩
か
ら
は
﹁
旅
﹂
の
禁
止
と
い
う
処
分
が
下
さ
れ
て
い
る
︒
関
係
者
を
対
馬

藩
内
に
留
め
置
く
こ
と
で
︑
朝
鮮
側
を
刺
激
せ
ず
︑
事
件
を
風
化
さ
せ
よ
う
と
い
う
思

惑
が
見
て
取
れ
る
が
︑
実
際
に
は
︑
口
上
書
を
提
出
し
た
人
物
の
﹁
旅
﹂
の
禁
止
す
ら

も
遵
守
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
︒
藩
内
で
の
処
分
は
あ
く
ま
で
形
式
的
に
下
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
︑
対
馬
側
に
事
件
の
根
本
的
な
解
決
を
図
ろ
う
と
す
る
動
き
は
見
ら
れ
な
い
︒

こ
う
し
て
︑
事
件
は
鎮
火
し
た
か
に
見
え
た
が
︑
朝
鮮
側
に
と
っ
て
は
日
本
人
の
処

罰
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
苦
い
記
憶
と
し
て
刻
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
︒

こ
の
時
の
対
馬
藩
の
緩
慢
な
対
処
は
︑
燻
る
火
種
を
完
全
に
消
す
こ
と
は
で
き
ず
︑
後

に
大
き
な
禍
を
招
く
こ
と
に
な
る
︒
そ
の
具
体
的
検
討
は
次
の
課
題
で
あ
る
︒
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殊
更
当
春
之
御
用
出
入
之
義
近
キ
比
漸
首
尾
能
埒
明
候
処
︑
ケ
様
之
義
又
候
哉
到

来
有
之
候
段
︑
都
へ
相
聞
候
ハ
ヽ
館
に
朝
鮮
人
出
入
等
も
指
留
︑
其
上
吟
味
強
ク

申
来
候
而
は
諸
年
義
ニ
可
有
御
座
候
︑
左
様
ニ
罷
成
候
而
ハ
互
ニ
不
宜
首
尾
御
座

候
間
︑
何
と
そ
御
を
以
此
度
之
盗
人
之
義
ハ
︑
内
々
ニ
而
私
へ
御
渡
被
下
候
様
ニ

と
再
三
申
聞
候
得
共
︑
先
今
晩
ハ
盗
人
も
此
方
へ
召
置
可
申
候
間
︑
明
日
委
細
返

答
可
申
入
由
申
聞
セ
候
ニ
付
︑
朴
僉
知
罷
帰
ル

驚
い
た
朴
僉
知
は
す
ぐ
さ
ま
入
館
し
︑﹁
あ
ま
り
の
無
調
法
に
言
葉
が
で
ま
せ
ん
﹂

と
前
置
き
し
た
上
で
︑﹁
こ
の
事
件
を
東
莱
府
が
承
知
さ
れ
︑
都
へ
報
告
さ
れ
る
と
︑

非
常
に
困
り
ま
す
の
で
︑
ど
う
か
内
々
に
﹃
隠
密
﹄
で
済
ま
せ
︑
犯
人
を
引
き
渡
し
て

く
だ
さ
い
﹂
と
言
っ
て
き
た
︒
こ
れ
に
対
し
︑
館
守
は
前
例
を
引
き
合
い
に
出
し
つ

つ
︑
今
回
は
犯
人
を
引
き
渡
す
の
で
︑
東
莱
府
へ
報
告
し
﹁
朝
鮮
国
法
﹂
で
裁
く
よ
う

求
め
た
︒
す
る
と
朴
僉
知
は
︑﹁
そ
れ
で
は
私
た
ち
の
難
儀
に
な
り
ま
す
︒
今
年
春
の

﹃
御
用
出
入
之
義
﹄
も
よ
う
や
く
埒
明
き
と
な
っ
た
の
に
︑
ま
た
こ
の
よ
う
な
事
件
が

都
へ
聞
こ
え
た
な
ら
ば
︑
倭
館
へ
の
﹃
朝
鮮
人
出
入
﹄
も
差
し
止
め
に
な
り
︑
何
事
も

﹃
吟
味
強
ク
﹄
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
︑
内
々
に
私
へ
引
き
渡
し
て
く
だ
さ
い
﹂
と

何
度
も
願
っ
た
︒
館
守
は
明
日
の
返
答
を
約
束
し
て
朴
を
返
す
︒

翌
七
日
︑
館
守
は
訓
導
朴
僉
知
の
要
望
を
受
け
入
れ
て
︑
夜
に
守
門
に
あ
る
制
札
の

横
に
盗
人
を
引
き
出
さ
せ
︑﹁
口
書
﹂
と
と
も
に
﹁
内
々
ニ
﹂
朴
へ
引
き
渡
し
た
︒

此
度
之
義
は
朴
僉
知
願
之
通
差
免
︑
裁
判
平
田
所
左
衛
門
へ
申
談
︑
内
々
ニ
而
夜
ニ

入
︑
守
門
之
内
制
札
之
脇
ニ
盗
人
為
引
出
︑
御
横
目
藤
松
所
右
衛
門
・
大
塔
七
左
衛

門
相
添
︑
盗
人
朴
僉
知
ニ
引
渡
并
盗
人
口
書
共
ニ
相
渡
入

朴
僉
知
が
引
き
合
い
に
出
し
た
今
年
春
の
﹁
御
用
出
入
之
義
﹂
と
は
︑
二
月
以
来
の

交
奸
事
件
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
朝
鮮
側
は
交
奸
関
係
者
を
処
刑
し
た
の
に

対
し
︑
対
馬
側
は
関
係
者
を
処
分
し
な
い
ま
ま
︑
よ
う
や
く
事
件
が
落
ち
着
い
て
き

た
︒
そ
の
よ
う
な
時
︑
朝
鮮
人
に
よ
る
盗
難
事
件
が
発
覚
す
れ
ば
︑
両
判
事
の
処
分
だ

け
で
は
済
ま
な
く
な
る
可
能
性
が
大
き
い
と
館
守
島
雄
は
判
断
し
︑
裁
判
平
田
ら
と
相

談
し
て
︑﹁
隠
密
﹂
の
処
理
を
決
定
し
た
︒

第
四
節

対
馬
藩
に
よ
る
事
件
関
係
者
の
処
分

最
後
に
︑
対
馬
藩
に
よ
る
関
係
者
へ
の
処
分
を
見
て
み
よ
う
︒
処
分
は
︑
三
年
後
の

元
禄
六
︵
一
六
九
三
︶
年
︑
家
老
か
ら
町
奉
行
と
﹁
御
船
掛
﹂
へ
の
指
示
に
見
え
る
︒

﹃
分
類
紀
事
大
綱
﹄
に
次
の
三
件
が
続
け
て
記
さ
れ
て
い
る
︒

一
︑
町
奉
行
袖
岡
正
左
衛
門
方
江
采
女
方
ヨ
リ
手
紙
を
以
申
遣
候
紙
面
記
之
︑
并

御
舩
掛
筑
城
弥
次
兵
衛
方
江
も
申
遣
ス

一
︑
手
紙
以
令
啓
達
候
︑
先
年
於
朝
鮮
表
館
ニ
女
隠
シ
置
候
者
共
︑
旅
江
罷
出
間

敷
由
申
渡
置
候
︑
弥
朝
鮮
之
儀
は
勿
論
︑
何
方
江
も
旅
江
被
出
間
敷
候
︑
不
罷

出
候
而
不
叶
様
子
も
候
は
︑
此
方
江
案
内
江
可
被
申
候
︑
只
又
大
工
小
島
利
右

衛
門
と
申
者
も
其
節
朝
鮮
江
罷
在
︑
女
隠
置
候
類
人
ニ
候
間
︑
此
者
も
同
前
ニ

旅
へ
罷
出
儀
可
被
差
留
候
︑
為
念
名
書
付
遣
候

一
︑
井
手
惣
左
衛
門
・
市
山
伊
兵
衛
・
日
高
判
右
衛
門
・
大
工
小
島
利
右
衛
門

以
上

七
月
十
一
日

杉
村
采
女

袖
岡
正
左
衛
門
殿

一
︑
井
手
惣
左
衛
門
・
市
山
伊
兵
衛
・
日
高
判
右
衛
門
・
大
工
小
島
利
右
衛
門

右
之
者
共
様
子
有
之
候
而
︑
朝
鮮
へ
罷
渡
候
儀
被
差
留
置
候
間
︑
万
一
罷
渡
儀

も
有
之
候
ハ
ヽ
急
度
可
被
差
留
候
︑
随
分
可
被
入
念
候

以
上

七
月
十
一
日

杉
村
采
女
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の
交
奸
事
件
で
は
現
実
化
す
る
︶︒

こ
こ
で
紹
介
し
た
館
守
﹃
毎
日
記
﹄
の
最
初
の
記
事
に
あ
っ
た
よ
う
に
︑
交
奸
は

﹁
古
来
ヨ
リ
両
国
申
合
禁
制
﹂
で
あ
る
こ
と
は
︑
朝
鮮
側
も
対
馬
側
も
認
識
し
て
い
る
︒

朝
鮮
側
は
関
係
者
を
処
刑
し
︑
対
馬
側
は
名
指
し
さ
れ
た
人
々
を
帰
国
さ
せ
て
い
る
だ

け
で
あ
る
︒
こ
の
よ
う
な
対
馬
の
対
応
は
︑
何
度
も
繰
り
返
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
思

わ
れ
る
が
︑
外
交
・
貿
易
の
﹁
最
前
線
﹂
で
あ
る
倭
館
で
は
︑
両
国
の
担
当
者
に
と
っ

て
隠
し
て
お
き
た
い
さ
ま
ざ
ま
の
事
件
が
起
こ
る
︒
十
二
月
に
起
こ
っ
た
事
件
は
︑
朝

鮮
側
に
﹁
恩
を
売
る
﹂
こ
と
に
な
り
︑
交
奸
事
件
の
終
結
は
よ
り
決
定
的
と
な
っ
た
︒

︻
十
二
月
の
事
件
︼

十
二
月
五
日
夜
︑
朝
鮮
人
﹁
朴
マ
リ
ト
グ
﹂
が
倭
館
へ
盗
み
に
入
っ
た
︒

一
︑
同
︵
十
二
月
︶
五
日
︑
晴
天
︑
西
風

(中
略
︶

〃
夜
半
過
大
工
房
内
ニ
朝
鮮
人
盗
ニ
入
︑
大
工
六
人
有
之
候
内
弥
左
衛
門
と
申
者
之

掛
硯
を
取
︑
其
脇
に
帯
と
巾
着
有
之
候
を
明
か
き
印
判
を
取
︑
右
之
掛
硯
を
提
出

候
処
を
大
工
共
人
足
︑
大
福
丸
之
水
夫
八
兵
衛
と
申
者
起
合
︑
彼
盗
人
を
捕
勤
ニ

付
大
工
共
并
近
所
之
房
内
ヨ
リ
太
田
八
郎
兵
衛
其
外
差
寄
縄
を
掛
︑
則
此
方
へ
太

田
八
郎
兵
衛
為
案
内
被
罷
出
︑
御
横
目
田
城
沢
右
衛
門
・
太
田
八
郎
兵
衛
・
御
目

附
吉
野
忠
兵
衛
并
為
通
事
加
瀬
五
右
衛
門
︑
此
方
へ
召
寄
申
渡
候
ハ
︑
大
工
房
内

ニ
被
参
毎
度
入
館
仕
候
者
ニ
有
之
候
哉
︑
其
上
日
本
人
心
安
ク
申
談
候
者
も
有

之
︑
手
引
ニ
仕
候
盗
人
ニ
無
之
哉
之
由
︑
盗
人
之
口
被
問
︑
口
書
被
相
認
候
様
ニ

申
達
︑
則
右
之
衆
大
工
房
内
ニ
被
参
︑
口
被
聞
候
処
ニ
盗
人
申
候
ハ
︑
私
儀
元
来

釜
山
浦
之
者
ニ
而
十
八
︑
九
歳
以
前
ヨ
リ
︑
リ
ヤ
グ
サ
ン
ノ
ヨ
サ
ア
イ
と
申
所
ニ

参
居
候
︑
新
館
ニ
罷
成
候
而
当
八
月
ニ
松
茸
売
ニ
両
度
参
候
ヨ
リ
外
入
館
不
仕

候
︑
然
処
ニ
手
前
不
罷
成
及
飢
命
候
故
館
ニ
盗
人
ニ
入
可
申
と
存
︑
今
晩
四
ツ
半

過
守
門
之
下
浜
辺
ヨ
リ
舩
滄
に
廻
リ
︑
直
様
裁
判
家
ニ
参
見
候
得
共
台
所
火
見
へ

大
勢
之
声
聞
へ
申
候
ニ
付
罷
帰
︑
大
工
房
内
へ
参
リ
見
候
得
は
人
音
無
之
候
ニ

付
︑
戸
を
明
房
内
ニ
入
候
処
ニ
手
掛
リ
ニ
掛
硯
在
之
︑
其
脇
ニ
帯
有
之
候
を
取
巾

着
を
さ
か
し
候
得
は
錫
印
判
入
居
申
候
を
取
致
懐
中
︑
右
之
掛
硯
を
提
罷
出
候
処

を
人
足
八
兵
衛
ニ
被
捕
候
︑
別
而
同
心
も
無
之
︑
尤
日
本
人
手
引
と
て
も
無
御
座

候
︑
此
外
申
上
も
無
御
座
候
由
申
ニ
付
︑
則
口
書
此
通
に
相
認
此
方
へ
請
取
︑
盗

人
大
工
房
内
ニ
搦
置
組
下
僕
并
大
工
共
ニ
番
申
付
ル
︑
盗
人
名
朴
マ
リ
ト
グ

｢マ
リ
ト
グ
﹂
は
倭
館
内
の
大
工
た
ち
の
住
居
に
忍
び
込
み
︑﹁
掛
硯
﹂
な
ど
を
盗
み

出
し
た
と
こ
ろ
を
捕
ま
っ
た
︒
掛
硯
は
船
に
持
ち
込
む
手
文
庫
で
あ
り
︑
金
品
を
入
れ

る
こ
と
も
あ
っ
た
︒
館
守
は
︑
横
目
た
ち
を
呼
び
出
し
︑
捕
縛
さ
れ
た
盗
人
の
﹁
口

書
﹂
を
取
る
よ
う
に
命
じ
た
︒
そ
の
結
果
︑﹁
マ
リ
ト
グ
﹂
は
釜
山
浦
の
出
身
で
あ
り
︑

今
年
八
月
に
﹁
松
茸
売
﹂
で
二
度
ほ
ど
入
館
し
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
︑
生
活
困
窮
か
ら

倭
館
で
の
盗
み
を
思
い
立
ち
︑﹁
今
晩
四
ツ
半
過
﹂︵
午
後
十
一
時
過
ぎ
頃
︶
に
守
門
下

の
浜
辺
か
ら
侵
入
し
︑
裁
判
家
へ
行
っ
た
が
︑
人
の
気
配
が
あ
っ
た
た
め
大
工
房
へ
盗

み
に
入
っ
た
こ
と
︑
手
引
き
の
日
本
人
は
い
な
い
こ
と
を
白
状
し
た
︒

翌
六
日
︑
館
守
は
盗
人
の
件
を
訓
導
の
朴
僉
知
へ
知
ら
せ
る
︒

〃
夜
前
之
盗
人
之
義
︑
訓
導
朴
僉
知
方
へ
以
吏
申
遣
候
処
ニ
︑
早
速
朴
僉
知
入
館

仕
︑
夜
前
朝
鮮
人
館
に
盗
人
ニ
入
候
由
被
仰
聞
承
之
驚
入
候
︑
無
調
法
之
段
絶
言

語
候
︑
併
此
段
東
莱
へ
被
承
︑
都
江
註
進
有
之
候
而
は
朴
僉
知
殊
外
及
迷
惑
候
︑

幾
度
も
御
断
申
覚
語
ニ
御
座
候
間
︑
何
と
そ
内
々
ニ
而
隠
密
被
成
而
︑
私
へ
御
渡

被
下
候
へ
か
し
と
達
而
断
申
聞
候
ニ
付
︑
此
方
ヨ
リ
返
答
ニ
申
候
は
︑
先
年
ケ
様

之
義
有
之
︑
安
同
知
訓
導
之
時
分
引
渡
候
処
ニ
請
取
無
十
方
義
有
之
︑
于
今
至
而

も
不
届
之
仕
形
ニ
存
候
︑
此
度
之
義
ハ
貴
殿
へ
相
渡
シ
可
申
候
間
︑
急
度
東
莱
へ

申
達
朝
鮮
国
法
ニ
被
行
候
様
ニ
被
仕
候
様
ニ
と
申
候
へ
は
︑
又
々
朴
僉
知
申
聞
候

は
︑
左
様
ニ
被
仰
募
御
渡
被
成
候
候
而
ハ
︑
右
申
候
通
我
々
至
而
難
儀
成
仕
候
︑

西南学院大学博物館 研究紀要 第9号

(

一
六
︶

43



今
年
の
春
に
倭
館
へ
入
っ
た
﹁
粉
伊
﹂﹁
賤
月
﹂︑
以
前
に
館
外
で
捕
縛
さ
れ
た
﹁
愛

今
｣13
は
︑
重
罪
を
犯
し
た
の
で
処
刑
す
る
よ
う
に
﹁
都
﹂
か
ら
観
察
使
へ
通
達
が
あ

り
︑
明
日
の
執
行
に
決
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
︒
両
判
事
が
く
ど
く
ど
言
っ
て

い
る
の
は
︑
館
守
へ
処
刑
執
行
を
報
せ
る
こ
と
は
﹁
都
﹂
か
ら
の
指
示
で
な
く
︑

﹁
我
々
承
候
故
御
為
知
申
入
﹂
と
あ
る
︒
両
判
事
の
説
明
は
歯
切
れ
が
悪
い
︒

朝
鮮
側
に
よ
る
交
奸
関
係
者
の
処
刑
を
聞
か
さ
れ
た
館
守
は
︑
翌
日
︑
朝
鮮
側
通
訳

官
の
宿
所
が
あ
る
﹁
坂
下
﹂
へ
目
付
・
横
目
を
派
遣
し
た
が
︑﹁
今
日
は
御
成
敗
は
無

之
由
ニ
御
座
候
故
罷
帰
候
由
﹂
の
報
告
が
き
た
︒
ど
の
よ
う
な
理
由
か
不
明
な
が
ら
︑

女
性
た
ち
の
処
刑
は
実
行
さ
れ
て
い
な
い
︒

こ
の
後
︑
館
守
深
見
の
﹃
毎
日
記
﹄
に
交
奸
の
記
事
は
な
く
︑
九
月
十
五
日
に
﹁
新

館
守
島
雄
八
左
衛
門
殿
廻
着
候
﹂
と
あ
る
︒
二
十
四
代
館
守
の
島
雄
が
倭
館
へ
到
着
す

る
と
︑
深
見
の
﹃
毎
日
記
﹄
は
諸
帳
簿
類
を
引
き
渡
し
た
十
六
日
で
終
わ
っ
て
い
る
︒

新
た
に
書
き
始
め
ら
れ
た
新
館
守
島
雄
の
﹃
毎
日
記
14

﹄
は
︑
九
月
十
五
日
の
倭
館
到

着
か
ら
記
さ
れ
る
︒
翌
十
六
日
の
記
事
は
︑

・
今
日
︑
深
見
弾
右
衛
門
方
ヨ
リ
役
目
可
相
渡
由
ニ
而
御
印
判
并
代
々
日
帳
︑
則
弾

右
衛
門
被
致
持
参
請
取
之
ル

と
あ
り
︑﹁
御
印
判
﹂
や
﹁
代
々
日
帳
﹂
が
直
接
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
︒
交
奸
事
件
に
つ
い
て
も
引
き
継
が
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
︑
一
切
︑
島
雄
の
﹃
毎
日

記
﹄
に
は
出
て
こ
な
い
︒
こ
の
こ
と
は
︑
事
件
の
解
決
を
意
味
す
る
も
の
で
な
い
︒

﹃
分
類
紀
事
大
綱
﹄
に
よ
る
と
︑
朝
鮮
人
女
性
た
ち
の
処
刑
が
九
月
末
に
執
行
さ
れ
て

い
る
︒

一
︑
朝
鮮
表
裁
判
平
田
所
左
衛
門
方
ヨ
リ
申
越
候
は
︑
当
春
入
館
仕
居
候
女
三
人
并

手
引
仕
候
男
弐
人
︑
以
上
五
人
︑
九
月
廿
九
日
坂
下
と
和
館
之
間
ニ
而
斬
罪
仕

候
︑
此
方
へ
は
何
之
付
届
ケ
も
無
之
候
︑
弥
此
分
ニ
而
埒
明
︑
別
条
有
之
間
敷
と

奉
存
候
由
申
越
候
︑
此
状
写
置
︑
江
戸
表
へ
差
上
候
筈
也

右
︑
元
禄
三
年
十
月
八
日
之
日
帳

倭
館
の
裁
判
平
田
か
ら
国
許
へ
知
ら
せ
が
あ
っ
た
︒
九
月
二
十
九
日
︑
交
奸
の
女
性

三
人
と
手
引
き
し
た
男
性
二
人
が
︑﹁
坂
下
﹂
と
﹁
和
館
﹂
の
間
で
﹁
斬
罪
15

﹂
に

な
っ
た
こ
と
︑
こ
の
件
に
つ
い
て
朝
鮮
側
か
ら
﹁
何
之
付
届
ケ
﹂
も
な
い
の
で
﹁
埒

明
﹂
に
な
る
だ
ろ
う
︑
と
い
う
内
容
だ
っ
た
︒
対
馬
で
は
こ
の
こ
と
を
江
戸
藩
邸
に
も

知
ら
せ
て
い
る
︒
対
馬
側
は
事
件
は
解
決
し
た
と
捉
え
て
い
た
が
︑
こ
の
後
︑
朝
鮮
側

か
ら
新
た
な
動
き
が
あ
っ
た
︒﹃
分
類
紀
事
大
綱
﹄
に
︑

一
︑
十
月
四
日
ニ
都
ヨ
リ
東
莱
江
申
来
候
ハ
︑
当
春
一
件
之
女
三
人
・
手
引
之
男
弐

人
︑
朝
鮮
掟
之
通
申
付
候
︑
此
相
手
之
日
本
人
一
罪
ニ
被
仰
付
候
様
︑
以
書
翰
御

国
江
申
上
筈
ニ
申
来
候
由
申
ニ
付
︑
貴
殿
返
答
之
趣
︑
其
後
何
之
沙
汰
も
不
仕
候

由
︑
得
其
意
候

右
︑
元
禄
三
年
十
一
月
十
二
日
︑
平
田
所
左
衛
門
へ
遣

と
あ
る
︒
こ
れ
は
︑
裁
判
平
田
の
報
告
に
対
し
︑
国
許
か
ら
﹁
得
其
意
候
﹂
と
返
事
し

た
も
の
で
あ
る
︒
平
田
が
報
告
し
て
き
た
こ
と
は
︑
十
月
四
日
︑﹁
都
﹂
か
ら
東
莱
府

へ
来
た
指
示
に
よ
る
と
︑
女
性
三
人
・
手
引
き
の
男
二
人
を
﹁
朝
鮮
掟
﹂
に
し
た
が
っ

て
処
刑
し
た
の
だ
か
ら
︑
相
手
の
日
本
人
も
﹁
一
罪
﹂
に
す
る
よ
う
﹁
書
翰
﹂
で
対
馬

に
要
求
す
る
﹁
筈
﹂
だ
っ
た
が
︑
そ
の
後
は
﹁
何
之
沙
汰
﹂
も
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
︒
朝
鮮
側
で
は
︑
相
手
の
日
本
人
へ
も
処
罰
を
加
え
る
よ
う
︑
対
馬
側
に
要
求
し
よ

う
と
し
て
い
る
が
︑
正
式
な
要
求
提
示
に
は
至
っ
て
い
な
い
︒
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
︑

実
際
に
﹁
都
﹂
か
ら
指
示
が
来
た
の
か
︑
東
莱
府
や
両
判
事
た
ち
に
よ
る
独
自
の
判
断

だ
っ
た
の
か
︑
裏
付
け
る
史
料
を
見
い
だ
せ
な
い
の
で
︑
詳
細
は
不
明
で
あ
る
︵
宝
永
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が
記
さ
れ
る
︒

・
朴
同
知
入
来
︑
意
趣
は
内
々
申
達
候
女
弐
人
︑
外
ニ
而
今
朝
召
捕
申
候
故
遂
案
内

候
由

・
拙
子
返
答
ニ
は
︑
先
頃
ヨ
リ
度
々
如
申
入
候
館
内
江
曽
而
不
罷
居
候
︑
外
之
御
僉

議
能
被
成
候
様
ニ
兼
々
申
入
候
︑
然
は
漸
今
朝
被
召
捕
候
由
一
段
之
儀
ニ
候
︑
外

之
僉
議
強
故
ニ
而
候
由
申
入
ル
︑
則
朴
同
知
罷
帰
ル

訓
導
の
朴
同
知
か
ら
女
性
の
捕
縛
を
聞
い
た
館
守
は
︑﹁
私
は
以
前
か
ら
何
度
も
︑

館
内
に
女
性
は
い
な
い
の
で
︑
館
外
を
探
し
て
く
だ
さ
い
と
申
し
入
れ
て
い
ま
し
た
︒

よ
う
や
く
今
朝
捕
縛
で
き
た
と
の
こ
と
︑
館
外
の
捜
索
を
朝
鮮
側
が
強
化
し
た
か
ら
で

し
ょ
う
﹂
と
述
べ
た
︒
館
守
と
し
て
は
︑
女
性
を
館
外
で
捕
ら
え
さ
せ
た
こ
と
に
よ
っ

て
︑
館
内
に
女
性
が
い
る
こ
と
を
主
張
す
る
朝
鮮
側
の
疑
い
を
払
拭
す
る
こ
と
に
成
功

し
︑
朝
鮮
政
府
か
ら
﹁
不
首
尾
﹂
と
し
て
交
代
さ
せ
ら
れ
る
両
判
事
の
訓
導
・
別
差
お

よ
び
東
莱
府
使
に
対
し
︑
最
低
限
の
﹁
成
果
﹂
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
︒
そ
し
て
十

七
日
に
は
︑
館
守
は
女
性
た
ち
を
逃
が
し
た
船
頭
と
楫
取
︑
水
夫
ら
を
呼
び
出
し
︑

﹁
首
尾
好
相
調
︑
罷
帰
候
段
﹂
を
褒
め
た
う
え
で
褒
美
を
与
え
て
い
る
︒
事
件
発
覚
か

ら
四
カ
月
以
上
も
の
間
︑
女
性
た
ち
を
倭
館
内
に
隠
し
︑
時
機
を
見
計
ら
っ
て
逃
が
す

と
い
う
一
連
の
対
応
は
︑
倭
館
の
責
任
者
で
あ
る
館
守
の
主
導
で
行
わ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
︒

七
月
二
十
日
︑
館
守
深
見
は
こ
れ
ら
一
連
の
対
応
を
国
許
へ
報
告
し
て
い
る
︒﹃
分

類
紀
事
大
綱
﹄
に
よ
る
と
︑

一
︑
朝
鮮
表
館
守
深
見
団
右
衛
門
・
裁
判
平
田
所
左
衛
門
方
ヨ
リ
七
月
廿
日
之
書
状

到
来
︑
意
趣
ハ
︑
当
春
遂
案
内
候
館
内
江
入
置
候
女
之
儀
︑
頃
日
又
々
吟
味
強
候

故
︑
今
一
度
館
中
稠
敷
詮
議
仕
候
紛
ニ
︑
小
舩
ニ
而
右
之
女
を
忍
出
候
︑
右
之
女

川
口
辺
ニ
而
召
捕
之
東
莱
へ
連
参
候
得
共
︑
外
ニ
而
見
出
候
分
ニ
東
莱
方
ヨ
リ
都

江
注
進
仕
候
而
︑
別
条
無
之
由
申
来

右
︑
元
禄
三
年
七
月
廿
一
日
之
日
帳

と
あ
り
︑
館
守
と
裁
判
は
︑
女
性
捕
縛
を
東
莱
府
か
ら
﹁
都
﹂
へ
報
告
し
た
と
し
て

も
︑
館
外
で
の
捕
縛
で
あ
り
︑﹁
別
条
無
之
﹂
と
本
藩
へ
報
告
し
て
い
る
︒
八
月
十
九

日
に
は
︑
事
件
の
関
係
者
と
し
て
︑
ま
た
女
性
を
倭
館
か
ら
連
れ
出
す
付
き
添
い
役
と

し
て
も
名
前
の
挙
が
っ
て
い
た
大
工
の
利
右
衛
門
が
対
馬
へ
の
帰
国
を
申
付
け
ら
れ
て

い
る
︒

︻
九
月
以
降
の
経
過
︼

任
期
も
残
り
わ
ず
か
と
な
っ
た
館
守
深
見
に
︑
新
た
な
両
判
事
か
ら
の
報
告
が
も
た

ら
さ
れ
た
︒

九
月
朔
日
︑
晴
天
︑
西
風

︵
中
略
︶

・
両
判
事
罷
出
被
申
聞
候
は
︑
当
春
館
内
江
忍
入
候
女
両
人
︑
其
前
外
ニ
而
召
捕
東

莱
之
籠
ニ
入
置
候
女
壱
人
︑
合
三
人
重
科
故
成
敗
仕
候
様
ニ
と
︑
此
比
都
ヨ
リ
観

察
使
方
江
申
参
居
候
故
︑
日
ヲ
致
吟
味
明
日
成
敗
仕
筈
ニ
御
座
候
︑
此
段
貴
様
江

申
届
候
様
ニ
と
は
都
ヨ
リ
観
察
方
江
も
不
申
参
候
ニ
付
︑
尤
観
察
ヨ
リ
仮
東
莱
方

江
館
司
江
被
申
届
成
敗
仕
候
様
ニ
と
も
聊
不
申
渡
候
︑
前
東
莱
代
ヨ
リ
貴
様
被
仰

聞
之
趣
不
残
都
江
註
進
仕
︑
朝
廷
并
諸
役
人
も
承
届
居
候
所
ニ
又
々
此
度
相
果

候
︑
東
莱
代
ニ
も
貴
様
ヨ
リ
被
仰
聞
候
通
註
進
仕
候
故
︑
慥
ニ
承
届
候
而
右
三
人

之
女
大
科
ニ
相
極
リ
候
故
︑
手
前
ニ
而
先
成
敗
被
申
付
候
と
存
候
︑
ケ
様
申
上
候

儀
貴
様
江
付
届
ニ
而
は
聊
無
之
候
︑
我
々
承
候
故
御
為
知
申
入
と
之
儀
申
聞
候
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﹁
都
﹂
へ
願
い
出
て
交
代
の
指
示
が
来
る
こ
と
︑
別
差
の
朴
僉
正
の
代
わ
り
に
金
判
事

が
﹁
都
﹂
か
ら
派
遣
さ
れ
︑
す
で
に
東
莱
府
に
到
着
し
て
い
る
こ
と
が
︑
館
守
に
伝
え

ら
れ
て
い
る
︒

七
月
二
日
︑
晴
天
︑
北
東
風

・
新
別
差
金
判
事
今
日
坂
下
江
参
着
仕
候
由
為
案
内
使
来

・
朴
同
知
ヨ
リ
使
ニ
而
︑
御
用
之
儀
候
間
可
致
参
上
候
由
申
来
ル

・
多
田
半
兵
衛
殿
ヨ
リ
使
ニ
而
︑
先
刻
都
舩
主
方
朴
同
知
罷
出
候
故
︑
登
宴
席
之
儀

当
五
日
六
日
ニ
と
申
掛
候
処
朴
同
知
申
候
は
︑
私
儀
科
ニ
逢
︑
頓
而
都
江
登
筈
ニ

而
御
座
候
故
御
請
申
儀
不
罷
成
候
由
達
而
断
申
候
︑
此
段
如
何
可
有
之
候
哉
︑
先

相
伺
候
由
申
来
ル

さ
ら
に
二
日
の
記
事
で
は
︑
訓
導
で
あ
る
﹁
朴
同
知
﹂
が
﹁
科
ニ
逢
︑
頓
而

や
が
て

都
江
登

筈
ニ
而
御
座
候
﹂
と
﹁
多
田
半
兵
衛
﹂
へ
伝
え
て
お
り
︑
東
莱
府
使
と
両
判
事
の
三
人

が
同
時
に
交
代
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
異
様
な
事
態
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
︒
こ
の
交

代
は
定
期
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
︒

七
月
三
日
︑
晴
天
︑
東
風

︵
中
略
︶

・
朴
同
知
ヨ
リ
使
ニ
而
︑
不
叶
用
事
御
座
候
間
︑
御
指
合
無
御
座
候
は
可
致
参
上
之

由
申
来

・
返
答
ニ
︑
拙
子
儀
少
々
病
気
差
出
候
故
対
面
不
罷
成
候
由
申
遣
ス
︑
此
段
は
様
子

有
之
ニ
付
態
如
此
申
遣
也

訓
導
は
三
日
に
﹁
ど
う
し
て
も
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
用
事
が
あ
る
た
め
︑
差
し
障

り
が
な
け
れ
ば
館
守
の
も
と
へ
参
上
し
た
い
﹂
と
使
い
を
入
館
さ
せ
て
い
る
︒
し
か
し

前
日
の
多
田
か
ら
の
報
告
も
あ
り
︑
不
穏
な
空
気
を
感
じ
取
っ
た
館
守
は
︑
わ
ざ
と

﹁
少
々
病
気
差
出
候
故
対
面
不
罷
成
候
﹂
と
返
答
︑
訓
導
と
の
対
面
を
拒
否
し
て
い
る
︒

七
月
七
日
︑
晴
天
︑
南
風

︵
中
略
︶

・
両
判
事
罷
出
︑
当
春
ヨ
リ
之
女
一
件
之
儀
被
申
聞
ル

・
朴
同
知
・
朴
僉
正
︑
当
月
朔
日
ヨ
リ
毎
日
入
館
仕
申
聞
候
は
︑
当
春
申
達
候
女
之

儀
ニ
付
︑
東
莱
并
我
々
両
人
共
ニ
不
首
尾
ニ
罷
成
役
目
交
代
仕
︑
剰
筆
下
リ
申
候

旨
慥
ニ
申
聞
ル

・
館
内
江
隠
置
候
女
弐
人
之
儀
︑
外
江
出
シ
可
申
時
節
ニ
罷
成
候
故
︑
平
田
所
左
衛

門
殿
相
談
仕
今
晩
外
江
出
ス

・
夜
八
ツ
時
分
︑
梯
舩
ニ
而
右
之
女
弐
人
外
江
出
ス
︑
古
館
之
道
長
浜
之
辺
江
密
揚

ケ
︑
舩
之
者
其
外
相
附
罷
出
候
者
共
罷
帰
ル

・
舩
頭
白
水
久
左
衛
門
・
楫
取
御
舩
手
茂
左
衛
門
并
水
夫
弐
人
下
代
吉
郎
右
衛
門
・

大
工
利
右
衛
門
・
鴨
請
内
札
福
右
衛
門
︑
右
之
女
弐
人
江
相
附
舩
ニ
而
外
江
出
ス

七
日
に
両
判
事
と
対
面
し
た
館
守
は
︑
東
莱
府
使
と
両
判
事
の
交
代
は
︑
交
奸
事
件

の
﹁
不
首
尾
﹂
を
咎
め
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
と
知
っ
た
︒
こ
の
こ
と
を
聞
い
た
館
守

は
︑
朝
鮮
人
女
性
を
館
外
へ
出
す
時
期
が
来
た
と
判
断
し
︑
裁
判
平
田
と
相
談
し
て

﹁
今
晩
﹂
の
決
行
に
決
め
た
︒

決
行
の
時
刻
は
﹁
夜
八
ツ
時
分
﹂
と
あ
る
か
ら
︑
現
在
の
午
前
一
時
～
二
時
の
真
夜

中
︑
倭
館
に
い
た
女
性
二
人
を
小
舟
に
乗
せ
︑
付
き
添
い
の
船
頭
・
楫
取
ら
を
付
け
︑

か
つ
て
豆
毛
浦
倭
館
が
あ
っ
た
場
所
︵﹁
古
館
之
道
長
浜
﹂︶
の
近
く
に
上
陸
さ
せ
て
い

る
︒
付
き
添
い
の
者
の
中
に
は
︑
口
上
書
に
登
場
す
る
﹁
大
工
利
右
衛
門
﹂
も
い
た
︒

市
山
・
日
高
の
口
上
書
で
は
︑
彼
が
最
終
的
に
女
性
二
人
を
匿
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い

る
︒
翌
八
日
の
﹃
毎
日
記
﹄
に
は
︑
早
く
も
女
性
た
ち
が
朝
鮮
側
に
捕
縛
さ
れ
た
こ
と

館守『毎日記』に見る草梁倭館の交奸事件 ―元禄三（一六九〇）年の事例をもとに―

(

一
三
︶

46



る
︒
倭
館
に
滞
在
す
る
者
で
不
参
加
者
は
︑
病
気
の
一
代
官
吉
田
の
み
で
あ
っ
た
と
最

後
に
あ
り
︑
当
然
な
が
ら
︑﹁
遠
慮
﹂
を
解
か
れ
た
井
手
・
市
山
・
日
高
も
参
加
で
き

た
と
考
え
ら
れ
る
︒

六
月
に
な
る
と
︑
交
奸
に
関
与
し
た
井
手
ら
に
口
上
書
を
提
出
さ
せ
る
と
と
も
に
︑

対
馬
へ
の
帰
国
が
命
じ
ら
れ
た
と
い
う
記
事
が
﹃
毎
日
記
12

﹄
上
に
登
場
す
る
︒

六
月
二
日
︑
晴
天
︑
南
風

・
賀
島
権
八
殿
被
罷
出
︑
我
々
儀
今
日
は
島
廻
仕
候
故
案
内
申
上
候
︑
然
は
梅
野
久

右
衛
門
内
伊
兵
衛
・
内
野
才
右
衛
門
家
来
半
右
衛
門
口
上
書
之
儀
二
月
廿
六
日
と

可
仕
候
哉
︑
御
差
図
被
遊
可
被
下
候
︑
我
々
儀
島
廻
ニ
罷
出
候
ニ
付
不
掛
御
目
差

急
罷
帰
候
間
︑
此
御
返
事
梅
野
久
右
衛
門
方
江
被
仰
遣
可
被
下
候
由
被
申
置

六
月
四
日
︑
晴
天
︑
南
風

・
梯
源
七
乗
船
ニ
付
入
来

・
井
手
惣
左
衛
門
乗
船
之
為
案
内
罷
出

・
御
年
寄
中
江
之
御
状
箱
壱
ツ
梯
源
七
ニ
相
渡

横
目
の
賀
島
が
言
っ
て
き
た
こ
と
は
︑
市
山
伊
兵
衛
・
日
高
半
右
衛
門
の
口
上
書
の

日
付
を
︑
事
件
が
発
覚
し
た
二
月
二
十
六
日
に
す
る
か
ど
う
か
︑
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
︒
結
局
︑
彼
ら
の
口
上
書
日
付
は
︑
前
掲
し
て
い
る
よ
う
に
︑
五
月
二
十
八
日
付
で

横
目
賀
島
ら
を
宛
所
と
し
て
提
出
さ
れ
た
︒
ま
た
井
手
の
口
上
書
は
六
月
三
日
付
で
提

出
さ
れ
て
お
り
︑
翌
四
日
に
は
︑
彼
が
所
属
す
る
二
代
官
梯
源
七
と
と
も
に
対
馬
へ
帰

る
船
に
乗
船
し
て
い
る
︒
代
官
の
梯
に
は
家
老
へ
の
手
紙
も
託
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

﹃
毎
日
記
﹄
に
あ
る
︒

こ
う
し
た
館
守
の
処
置
に
対
す
る
国
許
の
家
老
の
反
応
は
︑﹃
分
類
紀
事
大
綱
﹄
に

あ
り
︑﹁
首
尾
弥
宜
﹂
と
評
価
さ
れ
て
い
る
︒

一
︑
女
之
一
件
弥
館
内
ニ
無
之
段
︑
被
申
募
候
故
東
莱
ヨ
リ
都
へ
も
館
内
ニ
隠
置
不

申
候
段
委
細
ニ
致
注
進
︑
弥
此
上
別
条
無
之
候
間
︑
重
而
之
儀
は
双
方
行
規
宜
相

守
候
様
可
申
談
由
︑
両
判
事
を
以
被
申
聞
之
由
一
段
之
儀
候
︑
依
之
井
手
惣
左
衛

門
・
市
山
伊
兵
衛
・
日
高
半
右
衛
門
儀
遠
慮
被
差
免
︑
右
三
人
之
者
共
︑
女
忍
入

候
様
子
口
書
為
仕
︑
大
工
利
右
衛
門
ニ
も
口
書
被
申
付
被
差
越
相
達
候
︑
今
度
之

儀
各
不
存
分
ニ
相
済
候
間
︑
右
之
者
共
儀
無
別
条
召
置
候
而
︑
其
元
之
首
尾
弥
宜

候
段
得
其
意
候
︑
不
及
申
候
得
共
︑
女
被
遣
候
時
節
見
計
尤
ニ
候

右
元
禄
三
年
六
月
十
一
日
︑
深
見
弾
右
衛
門
・
平
田
所
左
衛
門
へ
遣

家
老
た
ち
は
︑
井
手
ら
が
朝
鮮
人
女
性
を
館
内
に
入
れ
た
こ
と
を
承
知
し
て
お
り
︑

館
守
と
裁
判
へ
﹁
女
被
遣
候
時
節
見
計
尤
ニ
候
﹂
と
指
示
し
て
い
る
︒
つ
ま
り
家
老
た

ち
は
︑
女
性
が
入
館
し
た
こ
と
を
承
知
の
上
で
外
へ
逃
が
す
時
期
を
見
計
ら
う
よ
う
指

示
し
て
お
り
︑
館
守
と
同
じ
く
︑
館
内
に
女
性
は
い
な
い
こ
と
を
言
い
張
れ
ば
︑
朝
鮮

の
﹁
東
莱
﹂
も
﹁
都
﹂
も
致
し
方
な
く
﹁
此
上
別
条
無
之
﹂
と
判
断
し
て
い
る
の
で
あ

る
︒

︻
七
月
・
八
月
の
経
過
︼

七
月
朔
日
︑
晴
天
︑
東
風

︵
中
略
︶

・
両
判
事
ヨ
リ
使
ニ
而
︑
不
叶
用
事
御
座
候
間
只
今
参
上
可
仕
之
由
申
来

・
朴
同
知
・
朴
僉
正
被
罷
出
︑
用
事
之
趣
承
届

・
東
莱
儀
病
気
ニ
有
之
故
内
々
之
代
之
儀
願
申
処
︑
弥
交
代
可
被
仰
付
之
旨
明
日

都
ヨ
リ
到
来
御
座
候
︑
将
又
別
差
朴
僉
正
為
代
金
判
事
昨
日
東
莱
迄
罷
下
候
由

案
内
被
申
聞

七
月
一
日
の
﹃
毎
日
記
﹄
を
見
る
と
︑
東
莱
府
使
が
﹁
病
気
﹂
を
理
由
に
交
代
を
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﹃
分
類
紀
事
大
綱
﹄
に
あ
る
︒

一
︑
先
月
十
七
日
東
莱
ヨ
リ
両
判
事
を
以
申
来
候
ハ
︑
巡
察
使
近
日
東
莱
迄
罷
越

候
︑
館
内
ニ
隠
置
候
女
之
儀
︑
弥
罷
居
不
申
候
と
達
而
被
仰
聞
候
上
ハ
可
仕
様
も

無
之
候
︑
自
然
外
ニ
も
罷
有
候
は
穿
鑿
可
仕
由
ニ
而
︑
即
晩
ヨ
リ
外
廻
ニ
附
置
候

番
人
引
取
候
而
︑
僉
官
之
接
待
︑
開
市
并
小
唐
人
入
館
朝
市
等
迄
︑
如
常
有
之
由

先
一
段
之
首
尾
ニ
御
座
候
︑
各
相
談
を
以
東
莱
江
段
々
被
申
達
候
由
︑
如
何
様
重

而
彼
方
ヨ
リ
返
答
可
有
之
候
間
︑
追
而
委
細
可
被
申
聞
候

右
︑
元
禄
三
年
四
月
十
日
︑
深
見
団
右
衛
門
・
平
田
所
左
衛
門
へ
遣

こ
れ
に
よ
る
と
︑
事
件
が
発
覚
し
た
二
月
二
十
六
日
か
ら
倭
館
周
囲
の
警
備
を
し
て

い
た
百
五
十
人
ほ
ど
の
朝
鮮
人
は
︑
三
月
十
七
日
の
時
点
で
す
で
に
引
き
上
げ
て
い
る

よ
う
だ
︒
さ
ら
に
対
馬
か
ら
の
使
節
へ
の
接
待
や
﹁
開
市
﹂︵
貿
易
業
務
︶︑﹁
小
唐
人

入
館
﹂︑﹁
朝
市
﹂
な
ど
は
通
常
通
り
行
わ
れ
て
お
り
︑
館
内
に
朝
鮮
人
女
性
は
い
な
い

と
す
る
館
守
ら
の
対
応
は
︑﹁
一
段
之
首
尾
﹂
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
︒

四
月
二
十
九
日
︑
対
馬
か
ら
派
遣
さ
れ
た
﹁
一
特
送
使
﹂
の
接
待
が
館
外
に
あ
る
宴

享
大
廰
で
開
か
れ
た
︒
こ
れ
に
東
莱
府
の
長
官
で
あ
る
東
莱
府
使
は
出
席
す
る
慣
例
で

あ
る
が
︑﹁
東
莱
儀
病
気
ニ
而
不
被
罷
出
﹂
と
﹃
毎
日
記
﹄
に
あ
る
︒
館
守
と
同
じ
く

﹁
虚
病
﹂
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
不
明
な
が
ら
︑
何
度
要
請
し
て
も
埒
が
明
か
な
い
対
馬

側
の
対
応
へ
の
苛
立
ち
は
抱
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
︒

︻
五
月
・
六
月
の
経
過
︼

国
許
の
家
老
か
ら
対
応
を
支
持
さ
れ
︑
東
莱
府
か
ら
新
た
な
催
促
も
な
く
︑﹁
女
一

件
之
事
︑
外
も
静
ニ
﹂
な
っ
た
と
判
断
し
た
館
守
は
︑
五
月
十
六
日
︑
関
係
者
の
﹁
召

出
﹂
を
指
示
す
る
︒

・
吉
田
又
蔵
殿
病
気
故
以
手
紙
申
遣
候
は
︑
内
々
之
女
一
件
之
事
︑
外
も
静
ニ
成
候

故
別
条
無
之
候
間
︑
井
手
惣
左
衛
門
儀
今
日
ヨ
リ
遠
慮
差
免
候
間
被
召
出
候
様
ニ

と
申
遣
ス

・
梅
野
久
右
衛
門
殿
・
賀
嶋
権
八
殿
召
寄
申
面
上
ニ
而
申
渡
候
ハ
市
山
伊
兵
衛
・
日

高
半
右
衛
門
義
遠
慮
差
免
候
間
︑
今
日
ヨ
リ
被
召
出
候
様
ニ
と
委
細
之
儀
段
之
申

入
ル
︑
得
其
意
被
罷
帰

︵
中
略
︶

・
惣
左
衛
門
・
伊
兵
衛
・
半
右
衛
門
︑
遠
慮
差
許
候
為
礼
罷
出

館
守
は
手
紙
で
︑
病
気
の
一
代
官
吉
田
へ
︑
井
手
惣
左
衛
門
の
﹁
遠
慮
11

﹂
を
解
く

こ
と
を
伝
え
︑
横
目
頭
梅
野
・
賀
嶋
を
呼
び
出
し
て
市
山
伊
兵
衛
・
日
高
半
右
衛
門
の

﹁
遠
慮
﹂
を
解
く
こ
と
を
伝
え
た
︒
井
手
ら
は
御
礼
の
た
め
︑
そ
の
日
の
う
ち
に
館
守

の
も
と
へ
参
上
し
て
い
る
︒

こ
の
背
景
に
は
︑﹁
館
守
屋
新
宅
祝
﹂
が
あ
ろ
う
︒
五
月
九
日
に
十
八
日
の
新
築
祝

い
が
通
知
さ
れ
て
お
り
︑
こ
れ
に
は
朝
鮮
側
通
訳
の
両
判
事
を
は
じ
め
﹁
在
館
之
衆
不

残
﹂
招
待
さ
れ
た
︒

五
月
十
八
日
︑
晴
天
︑
北
風

・
今
日
新
宅
之
為
祝
︑
訳
官
招
請
仕
ニ
付
為
勝
手
見
舞
在
館
之
衆
不
残
入
来

・
訓
導
朴
同
知
・
別
差
朴
僉
正
并
李
判
事
・
金
判
事
・
金
奉
事
・
朴
都
令
︑
右
六
人

昼
之
八
ツ
時
ニ
罷
出
夜
九
ツ
時
ニ
被
罷
帰
ル

︵
中
略
︶

・
壱
代
官
吉
田
又
蔵
殿
︑
此
程
病
気
ニ
付
不
被
罷
出
︑
此
外
不
残
被
罷
出

こ
の
宴
は
酒
肴
だ
け
で
な
く
︑
三
味
線
・
鼓
も
あ
り
︑
謡
や
踊
り
な
ど
余
興
の
あ
る

日
本
式
新
宅
祝
い
で
あ
っ
た
︒
館
守
も
積
極
的
に
両
判
事
た
ち
の
相
伴
を
努
め
て
い
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と
あ
る
の
み
で
︑
国
許
か
ら
の
指
示
内
容
な
ど
は
記
さ
れ
て
い
な
い
︒

こ
の
後
︑
何
度
か
両
判
事
か
ら
面
会
を
求
め
る
使
者
が
来
る
が
︑
館
守
は
病
気
を
理

由
に
断
っ
て
い
る
︒
三
月
下
旬
に
な
る
と
︑
朝
鮮
の
中
央
政
府
か
ら
﹁
観
察
使
﹂
が
東

莱
府
へ
派
遣
さ
れ
て
き
た
︒
観
察
使
は
︑
朝
鮮
八
道
の
府
使
・
牧
使
・
郡
守
・
県
令
な

ど
を
統
括
・
監
視
す
る
高
官
で
あ
る
︒
二
十
三
日
に
﹁
明
日
観
察
使
︑
東
莱
迄
罷
下
﹂

の
情
報
が
入
り
︑
二
十
七
日
に
は
観
察
使
か
ら
の
﹁
問
案
﹂
や
﹁
音
物
﹂
が
倭
館
に
届

け
ら
れ
る
︒
こ
れ
を
持
参
し
た
別
差
の
朴
僉
正
ら
を
館
守
屋
の
座
敷
で
﹁
馳
走
﹂
し
つ

つ
も
︑
館
守
深
見
は
そ
の
場
に
出
る
こ
と
な
く
︑
家
来
に
取
り
次
が
せ
て
い
る
︒

・
右
両
人
を
座
敷
江
通
シ
色
々
馳
走
仕

・
拙
子
儀
先
頃
ヨ
リ
女
一
儀
ニ
付
虚
病
故
︑
態
不
能
対
面
取
次
を
以
申
通
ル
︑
執
次

家
来
秦
勝
右
衛
門

︻
四
月
の
経
過
︼

観
察
使
が
ど
の
よ
う
な
指
示
を
東
莱
府
に
与
え
た
の
か
︑﹃
毎
日
記
﹄
か
ら
窺
い
知

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
︑
四
月
一
日
に
な
る
と
︑
東
莱
府
か
ら
女
性
の
﹁
僉
議
﹂
要
請

が
出
さ
れ
︑
館
守
は
強
引
な
対
応
を
示
す
︒

四
月
朔
日
︑
晴
天
︑
南
間
西
風

・
今
日
之
為
御
祝
辞
在
館
之
面
々
被
罷
出

・
平
田
所
左
衛
門
殿
今
日
為
御
慶
被
罷
出
被
申
聞
候
ハ
︑
後
刻
両
半
事
致
参
上
筈
ニ

御
座
候
間
︑
内
々
之
儀
可
申
上
候
条
左
様
ニ
心
得
可
被
成
候
由
被
申
置
ル

・
両
半
事
罷
出
申
聞
候
は
︑
此
程
度
々
申
上
候
女
儀
︑
御
手
前
様
被
仰
聞
候
趣
東
莱

江
委
申
聞
候
処
︑
東
莱
被
申
候
は
被
仰
下
候
通
御
尤
ニ
候
︑
乍
去
両
国
誠
信
之
交

ニ
双
方
対
決
抔
と
御
座
候
而
は
不
宜
儀
ニ
候
︑
館
内
ニ
右
之
女
隠
居
候
段
無
其
紛

慥
ニ
申
出
候
者
共
御
座
候
上
ハ
︑
何
と
そ
被
遂
御
僉
議
被
遊
被
下
候
様
ニ
と
申
候

・
拙
子
返
答
仕
候
は
︑
東
莱
ヨ
リ
被
仰
越
趣
承
届
候
︑
如
何
ニ
も
誠
信
互
之
事
ニ
候

得
は
召
捕
相
渡
度
存
︑
各
存
知
之
通
館
中
不
残
随
分
遂
穿
鑿
候
得
共
罷
居
不
申
候

上
は
可
仕
様
無
之
候
︑
幾
度
遂
詮
議
候
而
も
相
替
事
無
之
候
ニ
付
先
頃
ヨ
リ
数
度

如
申
進
候
︑
此
上
は
其
方
ヨ
リ
被
仰
掛
候
者
共
召
連
︑
太
廰
江
罷
出
︑
互
ニ
為
遂

対
決
有
無
之
糺
実
否
可
申
ヨ
リ
外
は
︑
早
晩
迚
究
様
無
之
候
間
︑
其
旨
東
莱
江
宜

敷
被
申
入
候
へ
と
申
聞
ル

裁
判
平
田
か
ら
館
守
へ
︑
後
で
両
判
事
が
や
っ
て
来
て
内
々
の
話
が
あ
る
と
知
ら
せ

て
き
た
︒﹁
内
々
之
儀
﹂
で
あ
る
か
ら
︑﹁
虚
病
﹂
の
館
守
も
会
っ
て
話
を
聞
い
て
い

る
︒
両
判
事
の
用
件
は
︑
東
莱
府
の
意
向
を
伝
え
る
こ
と
で
あ
り
︑
館
守
に
事
件
の
解

決
を
求
め
て
き
た
︒﹁
朝
鮮
と
日
本
は
﹃
誠
心
之
交
﹄
な
の
で
︑
関
係
者
を
﹃
対
決
﹄

さ
せ
る
の
は
良
く
な
い
︒
館
内
に
女
性
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
を
証
言
す
る
者
が
い
る
の

で
︑
ど
う
か
館
内
を
捜
索
し
て
く
だ
さ
い
﹂
と
い
う
︒﹁
何
と
そ
﹂
と
要
望
す
る
朝
鮮

側
に
対
し
︑
館
守
の
返
答
は
﹁﹃
誠
心
﹄
は
互
い
の
こ
と
で
あ
り
︑
女
性
を
捕
ら
え
引

き
渡
し
た
い
が
︑
ご
存
知
の
通
り
︑
館
内
を
残
ら
ず
捜
索
し
た
が
︑
女
性
は
い
な
い
の

で
仕
方
な
い
︒
こ
の
上
は
関
係
者
を
大
廰
へ
連
れ
て
き
て
︑
互
い
に
対
決
さ
せ
る
他
は

な
い
︒
そ
の
旨
を
東
莱
へ
伝
え
て
く
だ
さ
い
﹂
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
︒

穏
便
に
事
件
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
東
莱
府
側
︑
関
係
者
の
直
接
対
決
に
よ
る
解
決

を
主
張
す
る
館
守
側
︑
対
応
の
差
は
明
確
で
あ
る
︒
対
馬
か
ら
派
遣
さ
れ
た
使
節
を
朝

鮮
側
が
接
待
す
る
﹁
宴
享
大
廰
﹂
に
お
け
る
関
係
者
の
対
決
を
主
張
す
る
館
守
に
は
︑

朝
鮮
側
が
把
握
し
て
い
る
の
は
﹁
粉
伊
﹂
の
父
親
だ
け
で
あ
り
︑
館
内
に
い
る
﹁
粉

伊
﹂
ら
二
人
の
女
性
を
朝
鮮
側
が
捕
縛
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
自
信
が
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
︒﹁
粉
伊
﹂
の
父
親
と
︑
朝
鮮
側
か
ら
名
指
し
さ
れ
た
井
手
ら
と
の
対
決
を
主
張

す
る
館
守
の
態
度
に
押
さ
れ
た
の
か
︑
そ
の
後
の
東
莱
府
か
ら
の
催
促
は
し
ば
ら
く
途

絶
え
る
︒

こ
の
間
︑
対
馬
か
ら
館
守
深
見
と
裁
判
平
田
へ
与
え
ら
れ
た
四
月
十
日
付
の
指
示
が
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・
拙
子
返
答
ニ
申
入
候
は
︑
被
仰
聞
趣
承
届
候
︑
乍
去
館
内
ニ
隠
置
候
ハ
ヽ
︑
昨
日

各
存
知
之
通
家
捜
為
仕
候
節
召
捕
可
申
候
得
共
罷
居
不
申
候
︑
又
々
穿
鑿
可
申
付

之
旨
申
聞
ル
︑
両
半
事
罷
帰

・
何
も
相
談
之
上
ニ
而
御
横
目
中
ニ
申
付
︑
今
日
は
中
山
を
為
狩
候
得
共
︑
別
条
無

之
候

﹁
粉
伊
﹂
の
父
親
の
白
状
に
よ
っ
て
︑
父
親
の
妹
﹁
賤
月
﹂︵﹁
粉
伊
﹂
の
叔
母
︶
も

館
内
に
い
る
こ
と
︑
相
手
の
日
本
人
は
︑
横
目
頭
で
あ
る
梅
野
久
右
衛
門
配
下
の
伊
兵

衛
と
半
右
衛
門
︵
内
野
才
右
衛
門
家
来
︶
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
︑
両
判
事
は
女
性
二

人
の
引
き
渡
し
を
求
め
た
︒

館
守
は
再
捜
索
を
約
束
し
て
両
判
事
を
帰
し
︑
裁
判
平
田
や
横
目
頭
梅
野
ら
と
協
議

し
て
︑
倭
館
敷
地
内
に
あ
る
龍
頭
山
を
山
狩
り
さ
せ
た
︒

そ
し
て
二
十
八
日
︑
館
守
深
見
は
病
気
に
な
る
︒

・
両
判
事
ヨ
リ
使
ニ
而
︑
夜
前
は
致
参
上
緩
々
と
得
御
意
候
︑
左
様
候
へ
は
東
莱
之

軍
官
館
門
ニ
一
宿
仕
候
故
︑
我
々
ニ
も
坂
下
江
不
罷
帰
一
宿
仕
候
︑
然
は
夜
前
東

莱
ヨ
リ
為
使
軍
官
両
度
参
候
得
共
︑
如
何
様
共
返
事
可
申
様
無
御
座
候
︑
何
と
そ

今
日
中
ニ
御
相
談
被
遊
御
済
被
成
可
被
下
候
︑
此
段
為
可
申
上
使
以
申
入
候
由

・
右
之
一
儀
相
極
候
迄
は
︑
拙
子
儀
虚
病
仕
罷
在
筈
ニ
何
も
相
談
仕

倭
館
の
守
門
に
は
︑
東
莱
府
か
ら
派
遣
さ
れ
た
軍
官
が
﹁
一
宿
﹂
す
る
た
め
︑
両
判

事
も
宿
所
の
﹁
坂
下
﹂
へ
帰
ら
ず
﹁
一
宿
﹂
す
る
と
い
う
︒
両
判
事
は
東
莱
府
か
ら

や
っ
て
く
る
軍
官
へ
ど
の
よ
う
に
返
答
す
れ
ば
よ
い
か
︑
早
く
倭
館
で
﹁
御
相
談
﹂
し

て
決
め
て
欲
し
い
と
迫
る
︒
そ
こ
で
館
守
は
︑
こ
の
一
件
が
解
決
す
る
ま
で
﹁
虚
病
﹂

に
な
る
︑
と
い
う
﹁
相
談
﹂
を
し
た
︒
裁
判
平
田
ら
と
相
談
し
て
決
め
た
と
考
え
ら

れ
︑
後
任
の
館
守
へ
の
指
針
と
す
る
た
め
に
︑﹃
毎
日
記
﹄
に
﹁
虚
病
﹂
を
明
記
し
た
︒

同
夜
︑
両
判
事
か
ら
再
度
の
催
促
が
あ
り
︑
直
接
に
会
い
た
い
と
言
っ
て
き
た
︒

・
返
答
ニ
︑
御
出
候
へ
と
可
申
入
候
得
共
︑
拙
子
儀
夜
前
ヨ
リ
殊
外
気
色
悪
敷
候
ニ

付
︑
御
出
候
而
も
対
面
難
成
候
由
申
遣
ス

し
か
し
館
守
は
会
え
な
い
と
返
答
す
る
︒
す
で
に
﹁
虚
病
﹂
に
な
っ
て
い
る
た
め
で

あ
る
︒
さ
ら
に
翌
二
十
九
日
︑
両
判
事
か
ら
﹁
片
時
之
間
︑
掛
御
目
申
度
﹂
と
言
っ
て

く
る
が
︑
館
守
は
病
気
を
理
由
に
会
わ
な
い
︒
仕
方
な
く
両
判
事
は
東
莱
府
か
ら
の

﹁
御
言
伝
﹂
を
裁
判
平
田
へ
伝
え
る
︒
こ
の
よ
う
に
︑
館
守
深
見
は
直
接
に
両
判
事
に

会
う
こ
と
な
く
︑
平
田
か
ら
内
容
を
聞
く
こ
と
で
対
応
す
る
こ
と
に
決
め
た
︒
そ
の
一

方
で
︑
国
許
の
指
示
を
仰
ぐ
た
め
︑
翌
三
月
一
日
︑
三
代
官
米
田
惣
兵
衛
を
対
馬
へ
派

遣
し
た
︒

︻
三
月
の
経
過
︼

三
月
朔
日
︑
晴
天
︑
北
東
風

・
今
日
之
為
御
慶
︑
何
も
被
罷
出
ル

・
平
田
所
左
衛
門
殿
・
吉
田
又
蔵
殿
・
梅
野
久
右
衛
門
殿
并
書
役
後
蔵
主
︑
此
程
之

就
御
用
入
来

・
三
代
官
米
田
惣
兵
衛
儀
︑
此
程
之
一
儀
ニ
付
︑
東
莱
よ
り
両
半
事
を
以
申
聞
候

趣
︑
委
細
ニ
申
含
︑
東
莱
口
上
之
趣
︑
一
書
を
以
我
々
返
答
仕
置
候
趣
不
残
申

含
︑
御
国
江
被
罷
渡
御
年
寄
中
江
委
細
ニ
申
上
御
差
図
を
請
︑
早
々
被
罷
帰
候
様

ニ
と
何
も
相
談
之
上
ニ
而
申
付
︑
則
今
日
之
便
ニ
乗
船

対
馬
藩
家
老
︵﹁
御
年
寄
中
﹂︶
の
指
示
を
仰
ぐ
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
米
田
は
︑
風
待

ち
の
た
め
に
四
日
後
の
五
日
に
出
港
し
︑
十
三
日
に
家
老
ら
の
書
状
を
携
え
て
帰
館
し

た
︒
早
速
に
館
守
は
裁
判
平
田
と
協
議
し
た
︒﹃
毎
日
記
﹄
に
は
﹁
御
用
之
趣
申
談
ル
﹂
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仕
候
︑
館
守
江
直
ニ
罷
出
御
案
内
可
申
候
哉
︑
先
立
寄
御
尋
申
入
之
由
︑
両
半
事

私
江
申
聞
候
故
︑
早
々
罷
出
案
内
申
候
由
︑
平
田
所
左
衛
門
殿
被
申
聞

・
拙
子
存
寄
︑
平
田
所
左
衛
門
殿
ニ
段
々
相
談
仕
被
罷
帰

・
両
判
事
罷
出
︑
右
之
趣
拙
子
江
申
聞
ル

朝
鮮
側
の
通
訳
で
あ
る
﹁
訓
導
﹂
の
朴
同
知
9

︑﹁
別
差
﹂
の
朴
僉
正
10

は
︑
併
せ
て

﹁
両
半
事
﹂﹁
両
判
事
﹂
ま
た
は
﹁
両
訳
﹂
と
記
さ
れ
る
︒
こ
の
二
人
が
︑
倭
館
の
裁
判

役
で
あ
る
平
田
所
左
衛
門
に
伝
え
た
こ
と
は
︑﹁
粉
伊
﹂
と
い
う
朝
鮮
人
女
性
が
倭
館

内
に
い
る
と
訴
え
が
あ
っ
た
た
め
︑
捕
縛
し
て
連
れ
て
く
る
よ
う
東
莱
府
か
ら
命
じ
ら

れ
た
︑
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
︒
朝
鮮
側
で
は
女
性
の
名
前
の
み
な
ら
ず
︑
井
手
惣
左

衛
門
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
︑
彼
が
四
代
官
の
屋
敷
か
ら
二
代
官
屋
敷
へ
移
っ
た
こ
と

な
ど
︑
か
な
り
細
か
な
情
報
を
得
て
い
る
︒
朝
鮮
人
女
性
を
館
内
に
置
く
こ
と
は
﹁
古

来
ヨ
リ
両
国
申
合
禁
制
﹂
で
あ
り
︑﹁
無
調
法
千
万
﹂
だ
と
い
う
︒
た
だ
し
︑
朝
鮮
側

が
直
接
に
館
内
を
捜
索
し
て
女
性
を
連
れ
帰
る
こ
と
は
で
き
ず
︑
二
人
の
通
訳
は
ま
ず

裁
判
平
田
に
こ
の
件
を
届
け
︑
平
田
か
ら
館
守
の
深
見
弾
右
衛
門
へ
︑
そ
の
後
に
二
人

か
ら
館
守
へ
直
接
に
届
け
て
い
る
︒
こ
れ
に
対
す
る
館
守
深
見
の
対
応
は
︑
以
下
の
通

り
﹃
毎
日
記
﹄
に
続
け
て
記
さ
れ
て
い
る
︒

・
拙
子
返
答
仕
候
は
︑
誠
信
之
儀
之
間
︑
館
内
ニ
罷
居
申
儀
ニ
候
ハ
ヽ
召
捕
可
差
出

候
由
申
置

・
御
横
目
頭
梅
野
久
右
衛
門
・
加
嶋
権
八
召
寄
︑
右
之
段
申
聞
︑
館
内
不
残
空
房
内

ニ
至
迄
家
捜
申
付

・
久
右
衛
門
殿
・
権
八
殿
・
御
横
目
中
不
残
申
請
︑
拙
子
内
所
ニ
而
︑
此
朝
鮮
女
ヲ

召
捕
出
候
得
而
は
不
宜
候
間
︑
罷
居
候
而
も
見
遁
シ
候
得
と
申
付
置

・
両
半
事
前
ニ
而
︑
御
横
目
中
召
出
堅
申
付
被
承
︑
家
捜
ニ
被
罷
出

・
館
内
不
残
屋
捜
候
得
共
︑
罷
居
不
申
候
由
ニ
而
︑
御
横
目
中
并
下
横
目
中
罷
帰

・
両
半
事
承
届
︑
可
仕
様
無
之
罷
帰

・
右
之
女
之
儀
ニ
付
︑
館
門
ニ
六
奉
行
軍
官
︑
警
固
之
中
間
召
連
参
番
仕

・
館
外
廻
不
残
︑
朝
鮮
人
人
数
百
五
拾
人
計
番
ニ
相
附
︑
夜
廻
り
仕

館
守
は
︑
日
本
と
朝
鮮
は
﹁
誠
信
之
儀
﹂
の
関
係
で
あ
る
の
で
︑
女
性
が
館
内
で
見

つ
か
っ
た
場
合
は
捕
え
て
朝
鮮
側
に
引
き
渡
す
と
明
言
し
て
い
る
︒
そ
し
て
︑
館
内
の

警
備
を
担
当
す
る
横
目
頭
の
梅
野
・
加
嶋
を
呼
び
出
し
︑
捜
索
を
命
じ
る
一
方
︑﹁
内

所
﹂
で
女
性
を
見
つ
け
て
も
﹁
見
遁
﹂︵
見
逃
︶
す
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
︒
館
守
は
︑

館
内
で
女
性
が
捕
ら
え
ら
れ
れ
ば
︑
禁
止
の
交
奸
を
対
馬
側
が
犯
し
た
こ
と
に
な
る
た

め
︑
内
密
の
指
示
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
︒
そ
の
上
で
︑
両
判
事
の
面
前
で
横
目
た

ち
に
館
内
捜
索
を
厳
命
す
る
と
い
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
っ
て
い
る
︒
当
然
︑
横
目

か
ら
女
性
発
見
の
報
告
が
来
る
わ
け
も
な
く
︑
館
内
で
女
性
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
と

の
報
告
が
横
目
か
ら
出
る
︒
こ
の
報
告
を
聞
い
た
両
判
事
は
仕
方
な
く
帰
る
︒

朝
鮮
側
で
は
︑
こ
の
よ
う
な
対
馬
側
の
対
応
を
予
想
済
み
だ
っ
た
の
か
︑
そ
の
日
の

内
に
東
莱
府
か
ら
派
遣
さ
れ
た
﹁
六
奉
行
軍
官
﹂
は
じ
め
百
五
十
人
態
勢
で
︑
倭
館
の

周
囲
を
警
備
し
﹁
夜
廻
り
﹂
し
て
い
る
︒

さ
ら
に
翌
日
︑
女
性
の
父
親
が
東
莱
府
に
捕
縛
さ
れ
︑
新
た
な
情
報
が
館
守
に
伝
え

ら
れ
る
︒

二
月
廿
七
日
︑
晴
天
︑
東
風

・
昨
日
ヨ
リ
之
御
用
ニ
付
︑
平
田
所
左
衛
門
殿
・
吉
田
又
蔵
殿
・
梅
野
久
右
衛
門

殿
・
加
嶋
権
八
殿
・
米
田
惣
兵
衛
殿
・
沢
田
利
兵
衛
殿
・
梯
源
七
殿
被
罷
出

・
両
判
事
罷
出
申
聞
候
は
︑
昨
日
申
上
候
粉
伊
と
申
女
之
父
を
召
捕
︑
於
東
莱
強
問

仕
候
得
は
︑
其
身
妹
賤
月
と
申
女
を
も
館
内
ニ
入
置
候
︑
御
横
目
梅
野
久
右
衛
門

殿
所
ニ
罷
在
候
伊
兵
衛
と
申
仁
︑
半
右
衛
門
と
申
仁
方
江
隠
置
候
段
又
々
白
状
仕

候
︑
右
両
人
之
女
︑
御
詮
議
被
遊
早
々
御
出
シ
被
下
候
様
ニ
と
申
聞
ル
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方
へ
付
届
ケ
仕
出
し
可
申
事
ニ
候
︑
近
比
不
届
千
万
存
候
由
申
候
得
は
︑
利
右
衛

門
達
而
侘
言
仕
候
間
︑
最
早
外
ニ
出
候
得
は
能
候
と
存
︑
其
後
終
ニ
沙
汰
も
不
仕

罷
有
候
処
︑
二
月
廿
六
日
ニ
館
守
ヨ
リ
右
之
儀
御
詮
議
被
仰
付
仰
天
仕
︑
利
右
衛

門
ニ
相
尋
候
得
ハ
︑
先
日
ハ
返
申
候
由
申
候
ハ
偽
ニ
て
︑
如
何
ニ
も
手
前
ニ
未
召

置
候
由
申
候
故
︑
不
及
力
右
之
首
尾
申
上
候
︑
利
右
衛
門
江
御
尋
被
成
候
へ
ハ
︑

此
外
可
申
上
儀
無
御
座
候
︑
以
上

五
月
廿
八
日

梅
野
久
右
衛
門
札

市
山
伊
兵
衛

内
野
才
右
衛
門
札

日
高
判
右
衛
門

梅
野
久
右
衛
門
殿

賀
島
権
八
郎
殿

吉
野
惣
兵
衛
殿

御
横
目
中

こ
の
口
上
書
を
提
出
し
た
市
山
は
︑
横
目
頭
で
あ
る
梅
野
久
右
衛
門
の
配
下
︑
同
じ

く
日
高
も
横
目
の
内
野
才
右
衛
門
の
配
下
で
あ
っ
た
︒
彼
ら
は
連
名
で
横
目
頭
の
梅
野

ら
﹁
御
横
目
中
﹂
に
宛
て
て
差
し
出
し
て
い
る
︒
こ
れ
に
よ
る
と
︑
元
禄
二
︵
一
六
八

九
︶
年
十
一
月
︑﹁
チ
ン
セ
イ
﹂
と
い
う
朝
鮮
人
に
紬
や
木
綿
を
注
文
し
︑
そ
の
際
に

銀
を
前
払
い
し
た
こ
と
が
発
端
と
な
っ
て
い
る
︒
し
ば
ら
く
姿
を
見
せ
な
か
っ
た
﹁
チ

ン
セ
イ
﹂
に
注
文
品
の
こ
と
を
尋
ね
る
と
︑
生
活
が
困
窮
し
︑
前
金
で
食
糧
な
ど
を
調

え
た
た
め
に
し
ば
ら
く
銀
は
返
せ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
︒
そ
れ
に
対
し
厳
し
く
問

い
た
だ
し
た
と
こ
ろ
︑
担
保
と
し
て
女
性
一
人
を
四
～
五
日
ほ
ど
倭
館
に
入
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
が
︑
期
日
に
な
っ
て
も
銀
ど
こ
ろ
か
﹁
チ
ン
セ
イ
﹂
自
身
も
や
っ
て
来
な

か
っ
た
た
め
︑
露
見
を
恐
れ
た
市
山
と
日
高
は
女
性
を
館
外
へ
出
す
こ
と
に
し
た
︒
し

か
し
外
へ
出
す
際
︑
大
工
の
利
右
衛
門
と
鉢
合
わ
せ
と
な
り
︑
二
人
は
事
の
成
り
行
き

を
説
明
し
女
性
を
利
右
衛
門
へ
渡
し
た
︒
そ
の
後
︑
二
人
が
女
性
の
こ
と
を
尋
ね
る

と
︑
利
右
衛
門
は
す
で
に
外
へ
出
し
た
と
答
え
た
︒
二
人
は
︑
女
性
が
外
へ
出
た
な
ら

ば
問
題
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
が
︑
二
月
二
十
六
日
に
館
内
の
捜
索
が
行
わ
れ
た

こ
と
に
驚
き
︑
利
右
衛
門
に
再
び
女
性
の
行
方
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
︑
先
日
外
へ
出
し
た

と
答
え
た
の
は
偽
り
で
︑
未
だ
に
女
性
を
匿
っ
て
い
る
こ
と
を
告
白
し
た
と
い
う
︒
口

上
書
の
最
後
に
︑
詳
細
は
利
右
衛
門
に
尋
ね
て
欲
し
い
と
あ
る
が
︑
利
右
衛
門
の
口
上

書
は
﹃
分
類
紀
事
大
綱
﹄
に
は
な
い
︒

こ
れ
ら
の
口
上
書
か
ら
︑
井
手
・
市
山
・
日
高
た
ち
が
交
奸
に
深
く
関
わ
っ
て
お

り
︑
そ
の
こ
と
を
対
馬
側
も
認
識
し
て
い
た
こ
と
分
か
る
︒
し
か
し
︑
こ
の
口
上
書
が

朝
鮮
側
に
渡
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
︒
こ
の
一
件
が
ど
の
よ
う
に
始
ま
り
︑
ど
の
よ
う
な

経
過
を
辿
っ
た
の
か
︑
当
時
の
一
次
史
料
に
見
て
み
よ
う
︒

第
三
節

館
守
『

毎
日
記
﹄
に
み
る
交
奸
事
件

そ
れ
で
は
︑
事
件
が
ど
の
よ
う
に
発
覚
し
た
の
か
︑
朝
鮮
側
か
ら
交
奸
の
件
が
伝
え

ら
れ
た
元
禄
三
年
二
月
二
十
六
日
の
記
事
か
ら
見
て
み
よ
う
︒
史
料
引
用
は
館
守
の
記

し
た
﹃
毎
日
記
8

﹄︵
以
下
︑﹃
毎
日
記
﹄
と
略
す
︶
を
主
体
に
︑﹃
分
類
紀
事
大
綱
﹄

も
併
せ
て
時
系
列
順
に
経
過
を
た
ど
る
︒

︻
二
月
の
経
過
︼

同
︵
二
月
︶
廿
六
日
︑
晴
天
︑
北
東
風

・
御
寺
御
焼
香
ニ
参

・
平
田
所
左
衛
門
殿
被
罷
出
被
申
聞
候
は
︑
只
今
私
所
迄
朴
同
知
・
朴
僉
正
罷
出
申

聞
候
は
︑
朝
鮮
人
之
女
粉
伊
と
申
者
︑
四
代
官
屋
ニ
井
手
惣
左
衛
門
罷
居
候
内
隠

置
︑
四
代
官
屋
村
勢
作
兵
衛
乗
船
後
︑
井
手
惣
左
衛
門
儀
二
代
官
屋
梯
源
七
房
中

江
移
り
只
今
罷
有
候
︑
此
女
を
二
代
官
屋
房
内
江
隠
置
︑
尓
今
罷
有
候
ニ
付
︑
此

段
釜
山
浦
江
訴
人
出
候
を
東
莱
江
被
申
越
︑
東
莱
承
届
︑
古
来
ヨ
リ
両
国
申
合
禁

制
仕
候
処
︑
尓
今
隠
置
候
段
無
調
法
千
万
ニ
存
候
由
ニ
而
︑
両
半
事
江
被
申
付
警

固
相
副
差
越
被
申
候
︑
此
段
館
司
ニ
申
届
召
連
参
様
ニ
と
被
申
付
候
而
我
々
入
館
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た
例
も
あ
る
︒

元
禄
以
前
の
事
件
に
つ
い
て
は
︑
具
体
的
内
容
を
把
握
で
き
る
ほ
ど
の
史
料
が
残
っ

て
い
な
い
︒
そ
の
後
の
交
奸
事
件
の
起
点
と
も
言
う
べ
き
元
禄
三
年
の
事
件
に
つ
い

て
︑
ま
ず
﹃
分
類
紀
事
大
綱
6

﹄
に
あ
る
日
本
人
関
係
者
の
口
上
書
か
ら
確
認
し
よ

う
︒

乍
恐
口
上
之
覚

一
︑
朝
鮮
人
方
ヨ
リ
某
方
へ
女
壱
人
預
置
候
由
申
出
候
ニ
付
︑
某
江
御
詮
儀
被
仰
付

候
︑
然
共
其
刻
某
方
へ
預
申
候
段
申
上
候
而
ハ
︑
両
国
殊
外
騒
動
ニ
及
可
申
哉
と

乍
恐
大
切
奉
存
上
︑
某
方
へ
曽
而
願
不
申
由
偽
申
上
候
︑
依
夫
朝
鮮
人
方
へ
虚
説

之
由
御
返
答
被
遊
候
ニ
付
︑
弥
其
通
相
究
朝
鮮
人
致
承
引
候
︑
依
之
某
儀
無
別
条

被
差
許
候
段
︑
偏
各
様
御
影
と
難
有
奉
存
上
候
︑
然
処
ニ
右
之
女
預
リ
申
候
次
第

御
尋
被
遊
候
ニ
付
︑
不
残
申
上
候
︑
此
度
某
各
を
引
出
申
候
唐
人
之
儀
︑
以
前
ヨ

リ
成
程
念
比
仕
申
仁
ニ
而
御
座
候
︑
然
は
去
ル
二
月
廿
三
日
之
晩
方
︑
某
房
内
を

敲
候
ニ
付
聞
付
罷
出
見
申
候
処
︑
唐
人
︑
女
人
召
連
此
女
去
方
江
約
束
仕
召
連
参

候
得
共
︑
其
方
見
掛
之
通
最
早
夜
も
明
申
候
間
︑
何
共
迷
惑
仕
候
︑
別
而
願
可
申

方
も
無
之
候
間
︑
某
方
へ
今
晩
一
夜
隠
置
く
れ
候
様
ニ
と
達
而
願
申
候
︑
此
段
大

切
之
儀
と
存
出
候
得
共
︑
右
申
上
候
様
ニ
平
生
念
比
仕
者
之
儀
ニ
御
座
候
得
は
難

儀
ニ
及
候
段
︑
見
掛
申
候
故
無
拠
預
申
候
︑
然
処
翌
日
約
束
之
通
参
可
申
哉
と
相

待
申
候
得
共
︑
終
ニ
不
参
候
︑
其
内
ニ
此
段
出
来
申
︑
偏
ニ
某
不
仕
合
と
奉
存

候
︑
其
後
外
江
出
申
哉
と
奉
存
候
得
と
も
︑
朝
鮮
人
方
女
之
詮
議
厳
敷
御
座
候
ニ

付
︑
外
ニ
出
申
儀
も
難
成
候
故
︑
随
分
と
□
ニ
仕
隠
置
申
候
︑
少
も
御
気
遣
不
被

遊
様
ニ
仕
置
申
候
︑
尤
外
江
出
申
時
分
は
何
時
も
御
差
図
を
請
︑
如
何
様
共
仕
可

申
上
候
︑
右
之
首
尾
不
調
法
千
万
之
儀
ニ
御
座
候
得
共
︑
偏
各
様
御
憐
を
以
後
々

迄
宜
被
為
仰
付
候
様
奉
願
上
候
︑
以
上

六
月
三
日

井
手
惣
左
衛
門

吉
田
又
蔵
殿

米
田
惣
兵
衛
殿

こ
れ
は
元
禄
三
年
六
月
︑
事
件
の
関
係
者
で
あ
る
井
手
惣
左
衛
門
が
︑
倭
館
の
代
官

で
あ
る
一
代
官
︵
吉
田
又
蔵
︶
と
三
代
官
︵
米
田
惣
兵
衛
︶
へ
差
し
出
し
た
﹁
口
上
之

覚
﹂
で
あ
る
︒
井
手
に
よ
る
と
︑
二
月
二
十
三
日
の
晩
︑
家
屋
を
﹁
敲
﹂︵
た
た
く
︶

の
で
外
に
出
る
と
︑
知
り
合
い
の
﹁
唐
人
7

﹂
が
女
性
を
連
れ
て
い
た
︒
そ
し
て
﹁
唐

人
﹂
は
︑
女
性
を
﹁
去
方
﹂︵
さ
る
方
＝
あ
る
人
物
︶
と
の
約
束
で
倭
館
へ
連
れ
て
き

た
も
の
の
︑
館
を
出
よ
う
と
し
た
時
に
は
す
で
に
夜
明
け
が
近
く
︑
他
に
頼
れ
る
人
も

い
な
い
の
で
女
性
を
一
晩
匿
っ
て
く
れ
る
よ
う
井
手
に
願
い
出
た
と
い
う
︒
井
手
は
知

り
合
い
で
あ
っ
た
た
め
仕
方
な
く
女
を
預
か
っ
た
が
︑
約
束
し
た
翌
日
に
な
っ
て
も
迎

え
に
来
る
こ
と
は
な
く
︑
そ
の
う
ち
に
事
件
と
な
り
︑﹁
偏
ニ
某
不
仕
合
と
奉
存
候
﹂

と
嘆
い
て
い
る
︒

さ
ら
に
︑
事
件
に
関
わ
っ
た
市
山
と
日
高
の
口
上
書
も
見
て
み
よ
う
︒

一
︑
旧
冬
十
一
月
初
比
チ
ン
セ
イ
と
申
朝
鮮
人
ニ
紬
・
木
綿
調
用
銀
子
六
拾
五
匁
為

持
遣
候
処
︑
其
後
彼
者
久
敷
入
館
不
仕
候
故
無
心
元
存
罷
有
候
処
ニ
︑
廿
日
比
入

館
仕
候
を
見
合
右
之
調
物
之
事
相
尋
候
得
ハ
︑
手
前
差
支
飯
米
等
調
候
間
当
分
銀

有
合
不
申
候
︑
近
日
中
ニ
相
拂
可
申
之
由
色
々
断
申
候
得
共
︑
厳
敷
申
掛
候
得

ハ
︑
左
様
候
ハ
ヽ
折
節
館
内
ニ
女
壱
人
入
置
候
︑
銀
才
覚
仕
候
迄
四
︑
五
日
彼
女

預
置
可
申
候
間
︑
夫
迄
相
待
候
様
ニ
申
候
故
誠
ニ
存
︑
彼
女
預
リ
置
候
処
ニ
︑
約

束
之
日
数
過
候
得
共
銀
も
不
持
来
︑
其
身
も
不
参
候
故
︑
気
遣
存
︑
同
廿
四
日
之

夜
彼
女
外
江
出
シ
候
を
大
工
利
右
衛
門
と
申
者
見
合
候
而
︑
四
︑
五
日
是
非
預
候

様
ニ
断
申
候
間
︑
我
々
預
リ
申
候
首
尾
委
申
聞
︑
左
様
ニ
候
ハ
ヽ
四
︑
五
日
召
置

早
速
返
し
候
様
ニ
堅
申
合
候
︑
其
後
右
之
女
儀
利
右
衛
門
ニ
相
尋
候
処
︑
利
右
衛

門
申
候
は
︑
約
束
之
通
疾
外
江
出
し
申
候
由
申
候
ニ
付
︑
左
様
ニ
候
ハ
ヽ
一
応
此
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入
館
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
た
め
︑
家
事
な
ど
全
て
男
手
だ
け
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
︒
そ
の
た
め
下
働
き
の
者
も
お
り
︑
彼
ら
の
行
動
の
責
任
は
雇
い
主
が
負
っ
た
︒
さ

ら
に
︑
朝
鮮
で
手
に
入
ら
な
い
日
本
の
生
活
用
品
を
仕
立
て
る
た
め
︑
畳
屋
・
豆
腐

屋
・
蒟
蒻
屋
・
酒
屋
・
仕
立
屋
・
紺
屋
な
ど
の
職
人
が
数
多
く
い
た
︒
そ
の
中
に
は
朝

鮮
の
土
で
陶
磁
器
を
焼
く
茶
碗
焼
の
陶
工
の
存
在
も
確
認
で
き
る
︒

さ
ら
に
︑
常
駐
す
る
人
々
だ
け
で
な
く
︑
短
期
滞
在
の
使
節
た
ち
も
い
た
︒
対
馬
か

ら
派
遣
さ
れ
る
使
節
た
ち
は
基
本
的
に
倭
館
の
西
館
に
滞
在
し
た
︒
特
に
毎
年
決
ま
っ

た
時
期
に
派
遣
さ
れ
る
使
節
︵﹁
年
例
送
使
﹂︶
に
つ
い
て
は
︑
混
み
合
わ
な
い
よ
う
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
整
理
さ
れ
て
い
た
︒
一
年
に
八
度
の
使
節
が
派
遣
さ
れ
る
た
め
︑
こ
れ

を
﹁
八
送
使
﹂
と
総
称
す
る
︒
彼
ら
は
時
候
の
挨
拶
な
ど
の
外
交
儀
礼
が
主
な
役
割
で

あ
る
の
に
対
し
︑
何
か
特
別
な
出
来
事
が
あ
っ
た
際
に
臨
時
に
派
遣
さ
れ
る
の
が
﹁
差

倭
﹂
と
よ
ば
れ
る
使
節
で
あ
る
︒
そ
し
て
こ
れ
ら
の
使
節
に
対
し
て
︑
朝
鮮
側
は
中
央

政
庁
か
ら
﹁
接
慰
官
﹂
と
い
う
接
待
役
人
を
派
遣
し
︑
篤
く
も
て
な
す
こ
と
を
慣
例
と

し
て
い
た
︒

当
時
の
倭
館
は
︑
四
～
五
百
人
ほ
ど
の
対
馬
の
男
た
ち
が
暮
ら
す
外
交
・
貿
易
を
行

う
た
め
の
施
設
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
︒

第
二
節

元
禄
三
︵
一
六
九
〇
︶
年
の
交
奸
事
件
の
概
要

︹
表
１
︺
は
発
覚
し
た
倭
館
の
交
奸
事
件
一
覧
で
あ
る
︒
倭
館
へ
入
り
込
み
売
春
を

し
た
朝
鮮
人
女
性
︑
手
引
き
を
し
た
朝
鮮
人
︑
相
手
の
日
本
人
の
名
前
を
記
載
し
て
い

る
︒
実
際
に
起
こ
っ
た
事
件
が
こ
れ
だ
け
だ
と
は
考
え
に
く
い
た
め
︑
運
悪
く
見
つ

か
っ
た
者
だ
け
が
処
罰
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
︒
朝
鮮
側
の
処
罰
は
︑

手
引
を
し
た
者
は
必
ず
死
罪
︑
女
性
も
死
罪
を
含
む
厳
罰
で
あ
っ
た
︒
そ
れ
に
も
関
わ

ら
ず
︑
彼
ら
が
命
を
賭
け
て
交
奸
を
行
う
背
景
に
は
︑
日
本
人
が
対
価
と
し
て
支
払
う

銀
が
あ
っ
た
︒
交
奸
事
件
を
起
こ
し
た
朝
鮮
側
の
関
係
者
は
︑
基
本
的
に
身
分
の
低
い

賎
民
の
人
々
が
多
く
︑
な
か
に
は
倭
館
の
警
備
な
ど
を
担
当
す
る
男
性
が
手
引
き
を
し

館守『毎日記』に見る草梁倭館の交奸事件 ―元禄三（一六九〇）年の事例をもとに―
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〔表１〕倭館で発覚した交奸事件

年 代 朝鮮女性 朝鮮人関係者 日本人男性

1 寛文元（1661） 古公（良女） 朴善同 ？

2 寛文２（1662） 自隠徳（私婢） 奴 無應忠・金青男 ？

3 寛文11（1671） ？ 倭館内下男の朝鮮人 ？

4 元禄３（1690）
粉伊・賤月（良女）・

愛令（私婢）

使令 李明元・権詳・

李進寿・烽軍 徐富祥

井手惣左衛門・市山伊兵衛・

日高判右衛門・小嶋利右衛門

5 元禄10（1697） 玉郎・善貞 金哲石 飯束喜兵衛

6 宝永４（1707） 甘玉 部将 宋中萬 白水源七

7 享保元（1716） 季月 金以石・趙守命 ５人

8 享保11（1726） 金善陽（妓生） 秋順弘・朴召史 茂吉作・左衛門

9 元文３（1738）
守禮（私婢）・

崔愛春（良女）
田才 利右衛門・源五など３人

10 天明６（1786） 徐一月（良女） 高甲山ら５人
吉蔵・善右衛門・準助・

辰五郎・幸助

11 安政６（1859） 錦紅（元妓生） 金用玉 藤次郎・喜一郎

孫（1993）、尹（2011）より



︵
粛
拝
式
︶
を
行
っ
た
︒

倭
館
の
周
囲
は
︑
完
成
当
初
は
土
塀
︑
宝
永
六
︵
一
七
〇
九
︶
年
以
降
は
一
．
八
ｍ

ほ
ど
の
石
垣
で
囲
ま
れ
て
い
た
︒
門
は
計
三
か
所
あ
り
︑
守
門
と
宴
席
門
は
日
本
の
城

郭
に
み
ら
れ
る
枡
形
門
の
よ
う
な
造
り
に
な
っ
て
い
た
︒
宴
席
門
は
︑
館
外
に
あ
る
宴

享
大
廰
の
応
接
所
と
︑
そ
れ
と
並
ん
で
朝
鮮
国
王
に
対
す
る
粛
拝
を
行
う
た
め
の
草
梁

客
舎
へ
の
出
入
り
に
使
用
さ
れ
た
︒
残
る
ひ
と
つ
は
朝
鮮
側
が
管
理
し
た
不
浄
門
と
呼

ば
れ
る
門
で
︑
倭
館
で
死
亡
し
た
日
本
人
を
対
馬
へ
運
ぶ
と
き
に
利
用
さ
れ
た
︒
も
っ

と
も
︑
送
還
す
る
の
に
費
用
が
か
か
る
た
め
︑
こ
の
門
が
利
用
さ
れ
る
の
は
も
っ
ぱ
ら

身
分
の
高
い
者
が
死
亡
し
た
時
で
あ
っ
た
︒
対
馬
へ
送
還
で
き
な
い
死
者
は
︑
倭
館
内

の
松
林
に
造
ら
れ
た
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
︑
遺
品
の
み
が
対
馬
へ
送
ら
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
︒
そ
し
て
倭
館
の
周
囲
に
は
︑
監
視
の
た
め
の
施
設
が
三
か
所
あ
っ
た
が
︑
度

重
な
る
交
奸
事
件
が
直
接
の
原
因
と
な
り
︑
享
保
元
︵
一
七
一
六
︶
年
に
六
か
所
に
増

や
さ
れ
る
︒

次
に
︑
倭
館
で
勤
務
す
る
﹁
外
交
三
役
﹂
に
つ
い
て
ま
と
め
る
︒

・
館
守倭

館
に
滞
在
す
る
四
～
五
百
人
を
統
率
す
る
た
め
︑
対
馬
側
は
寛
永
十
四
︵
一
六

三
七
︶
年
ご
ろ
か
ら
館
守
を
派
遣
す
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
館
守
は
馬
廻
︵
上
士
︶

の
う
ち
︑
現
役
の
与
頭
か
表
番
頭
か
ら
選
任
さ
れ
︑
任
期
は
概
ね
三
～
五
年
だ

が
︑
な
か
に
は
十
年
ほ
ど
勤
め
る
者
や
︑
一
度
退
い
て
再
任
す
る
館
守
も
い
た
︒

彼
ら
の
職
務
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
︑
外
交
官
で
あ
る
裁
判
の
相
談
役
︑
貿
易
の

管
理
や
倭
館
住
人
の
統
率
︑
許
可
証
の
発
行
か
ら
日
々
の
雑
務
に
至
る
ま
で
枚
挙

に
い
と
ま
が
な
い
︒
激
務
ゆ
え
に
館
守
に
は
専
属
の
医
師
が
つ
け
ら
れ
て
い
た

が
︑
任
期
の
途
中
で
病
気
を
患
っ
た
例
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
︑
な
か
に
は
倭
館
で

死
亡
す
る
者
も
い
た
︒

・
裁さ

い

判は
ん司

法
官
で
は
な
く
︑
外
交
実
務
の
役
割
を
果
た
し
た
︒
起
源
は
少
な
く
と
も
文

禄
・
慶
長
以
前
だ
と
考
え
ら
れ
て
お
り
︑
通
信
使
派
遣
や
朝
鮮
米
の
輸
入
な
ど
個

別
の
交
渉
事
が
起
き
た
と
き
に
派
遣
さ
れ
る
︒
当
初
は
町
人
で
あ
っ
た
が
︑
業
務

の
複
雑
化
に
よ
り
慶
安
四
︵
一
六
五
一
︶
年
ご
ろ
か
ら
士
分
か
ら
任
命
さ
れ
︑
い

つ
し
か
常
駐
役
員
の
扱
い
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
裁
判
に
は
大
き
く
分
け
て

①
使
迎
送
裁
判
︵
朝
鮮
通
信
使
派
遣
に
関
す
る
諸
交
渉
と
︑
来
日
・
帰
国
時
の
迎

送
︶︑
②
訳
官
迎
送
裁
判
︵
対
馬
へ
派
遣
さ
れ
る
訳
官
使
の
送
迎
︶︑
③
公
作
米
年

限
裁
判
︵
朝
鮮
米
輸
入
の
た
め
の
諸
交
渉
︶︑
④
幹
事
裁
判
︵
上
記
以
外
の
交
渉
︶

の
四
つ
が
あ
る
︒
一
六
五
〇
年
代
以
降
に
は
か
つ
て
館
守
の
任
に
就
い
て
い
た
者

が
裁
判
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
例
が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
︒
こ
れ
は
︑
対
馬

は
山
が
ち
な
地
形
で
︑
肥
前
の
飛
び
地
を
合
わ
せ
て
も
二
万
石
程
度
し
か
米
の
収

穫
が
見
込
め
ず
︑
朝
鮮
米
の
確
保
が
死
活
問
題
で
あ
り
︑
必
然
的
に
そ
の
交
渉
を

行
う
裁
判
の
重
要
性
が
増
し
た
た
め
で
あ
る
︒

・
東
向
寺
僧

倭
館
内
に
は
滞
在
す
る
住
人
の
た
め
︑
東
向
寺
が
建
て
ら
れ
た
︒
こ
の
東
向
寺
は

対
馬
の
西
山
寺
支
配
下
に
あ
る
臨
済
系
寺
庵
で
あ
り
︑
西
山
寺
か
ら
僧
が
三
年
交

代
で
派
遣
さ
れ
た
︒
彼
ら
は
書
記
官
と
し
て
︑
外
交
文
書
の
起
草
と
内
容
・
文

字
・
体
裁
な
ど
に
至
る
ま
で
の
文
章
の
校
正
を
行
い
︑
そ
の
保
管
・
管
理
も
担
当

し
た
︒
ま
た
︑
倭
館
で
亡
く
な
っ
た
人
の
法
要
や
春
と
秋
の
彼
岸
︑
盂
蘭
盆
の
法

会
な
ど
通
常
の
仏
事
も
執
り
行
っ
た
︒

｢外
交
三
役
﹂
の
ほ
か
︑
倭
館
に
常
駐
し
て
い
た
の
は
貿
易
実
務
を
担
当
す
る
代
官

で
あ
る
︒
代
官
は
一
代
官
を
筆
頭
に
二
代
官
︑
三
代
官
な
ど
複
数
人
が
い
た
︒
時
代
が

下
る
と
別
代
官
と
呼
ば
れ
る
私
貿
易
担
当
者
な
ど
が
現
れ
る
が
︑
商
人
か
ら
任
命
さ
れ

る
の
は
町
代
官
の
み
で
︑
そ
の
他
は
士
分
で
あ
る
︒
倭
館
内
の
治
安
を
維
持
す
る
役
割

と
し
て
︑
横
目
・
目
付
が
お
り
︑
対
馬
か
ら
や
っ
て
く
る
船
の
遠
見
番
や
館
内
警
備
な

ど
を
行
っ
て
い
た
︒
そ
の
他
︑
医
師
や
朝
鮮
語
通
事
︑
語
学
・
医
学
の
留
学
生
︑
将
軍

や
大
名
へ
贈
る
朝
鮮
鷹
を
飼
育
す
る
鷹
匠
な
ど
が
い
た
︒
ま
た
︑
対
馬
か
ら
の
女
性
の

西南学院大学博物館 研究紀要 第9号

(

四
︶

55



あ
っ
た
︒
西
館
に
は
︑
一
特
送
使
・
参
判
使
・
副
特
送
使
ら
の
宿
泊
所
の
ほ
か
︑
六
行

廊
と
呼
ば
れ
る
そ
の
他
の
使
節
団
の
宿
泊
所
が
並
ん
で
い
た
︒

次
に
倭
館
の
主
要
施
設
に
つ
い
て
解
説
す
る
︒
な
お
︑
地
図
上
の
番
号
は
そ
れ
ぞ
れ

対
応
し
て
い
る
︒

①
守
門草

梁
倭
館
の
東
館
出
入
り
門
を
守
門
と
い
い
︑
倭
館
の
正
門
で
あ
る
︒
朝
鮮
人

は
︑
東
莱
府
4

か
ら
発
行
さ
れ
た
通
行
証
を
所
持
す
る
者
だ
け
が
通
行
で
き
た
︒

守
門
は
内
と
外
で
施
錠
さ
れ
︑
外
の
門
は
朝
鮮
側
の
担
当
︑
内
の
門
は
対
馬
側
が

管
理
し
た
︒
朝
鮮
側
の
門
番
は
︑
東
莱
府
と
釜
山
鎮
か
ら
派
遣
さ
れ
る
軍
官
︑
三

名
ず
つ
の
計
六
名
︵
十
日
交
代
︶︑
そ
し
て
朝
鮮
側
の
小
通
詞
二
名
︵
五
日
交
代
︶

が
勤
務
し
て
い
た
︒
守
門
の
外
で
は
毎
日
朝
市
が
開
か
れ
︑
倭
館
に
い
た
日
本
人

た
ち
は
魚
や
野
菜
な
ど
の
生
鮮
食
品
を
購
入
し
た
︒
ま
た
︑
日
本
人
は
倭
館
の
館

守
か
ら
発
行
さ
れ
る
手
形
が
あ
れ
ば
︑
朝
鮮
側
の
通
訳
官
宿
舎
で
あ
る
﹁
誠
信

堂
﹂
と
﹁
賓
日
軒
﹂
の
手
前
︑
通
称
﹁
坂
の
下
﹂
と
よ
ば
れ
る
地
ま
で
︑
守
門
を

出
て
自
由
に
行
き
来
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
︒
朝
鮮
人
の
住
む
民
家
に
関

わ
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
規
則
は
あ
っ
た
も
の
の
︑
実
際
に
は
日
本
人
が
鷹
の

餌
と
な
る
ウ
ズ
ラ
を
狩
り
に
付
近
を
出
歩
く
な
ど
︑
倭
館
住
人
の
昼
間
の
行
動
に

関
し
て
は
比
較
的
寛
容
で
あ
っ
た
︒
ま
た
春
と
秋
の
彼
岸
の
時
期
に
は
︑
か
つ
て

倭
館
が
あ
っ
た
豆
毛
浦
ま
で
墓
参
り
を
す
る
こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て
い
た
︒

②
館
守
家

龍
頭
山
の
中
腹
を
切
り
開
い
た
高
台
に
あ
る
︒
倭
館
を
統
括
す
る
館
守
の
宿
所
と

事
務
所
を
兼
ね
て
お
り
︑
東
館
で
も
っ
と
も
大
き
な
建
物
で
あ
る
︒
明
治
期
に
は

外
務
省
に
接
収
さ
れ
︑
一
時
期
は
﹁
大
日
本
公
館
﹂
と
称
し
︑
釜
山
府
の
実
質
的

な
日
本
大
使
館
と
し
て
利
用
さ
れ
た
︒
絵
図
に
見
え
る
館
守
家
の
前
の
石
段
は
︑

現
在
も
同
じ
場
所
に
階
段
が
残
っ
て
い
る
︒

③
裁さ

い

判は
ん

家

外
交
官
で
あ
る
裁
判
の
屋
敷
で
あ
る
︒
倭
館
の
入
り
口
で
あ
る
守
門
に
近
い
た

め
︑
朝
鮮
側
の
通
訳
官
で
あ
る
﹁
訓
導
﹂・﹁
別
差
5

﹂︵
併
せ
て
﹁
両
判
事
﹂﹁
両

訳
﹂
と
も
い
う
︶
が
館
守
家
を
訪
ね
る
前
に
立
ち
寄
る
こ
と
も
あ
っ
た
︒
裁
判
と

な
っ
た
著
名
な
人
物
と
し
て
︑
陶
山
訥
庵
や
雨
森
芳
洲
ら
が
い
る
︒

④
東
向
寺

対
馬
藩
の
西
山
寺
か
ら
派
遣
さ
れ
る
僧
が
滞
在
し
た
寺
︒
東
向
寺
僧
は
対
馬
と
朝

鮮
が
取
り
交
わ
す
外
交
文
書
の
作
成
・
審
査
・
記
録
を
担
当
し
て
お
り
︑
記
録
を

保
管
し
て
い
た
︒
ま
た
︑
倭
館
で
人
が
亡
く
な
っ
た
際
の
法
要
や
春
秋
の
彼
岸
︑

夏
の
盂
蘭
盆
な
ど
の
法
会
も
行
わ
れ
て
い
た
︒

⑤
宴
享
大
廰

日
本
側
の
使
節
に
対
し
︑
朝
鮮
側
が
饗
宴
を
開
く
場
所
︒
倭
館
の
外
に
あ
っ
た
︒

対
馬
か
ら
の
使
節
は
︑
登
宴
席
・
封
進
宴
席
・
中
宴
席
な
ど
︑
こ
の
場
所
で
催
さ

れ
る
宴
席
に
出
席
し
た
︒
そ
の
た
め
宴
享
大
廰
に
は
︑
饗
宴
の
際
に
使
用
す
る
物

品
を
納
め
る
倉
庫
と
器
を
保
存
す
る
場
所
︑
そ
れ
か
ら
東
莱
府
使
ら
が
乗
っ
て
き

た
馬
が
休
む
場
所
が
あ
っ
た
︒
今
日
の
光
一
小
学
校
の
地
で
あ
り
︑
現
在
の
地
名

﹁
大
廰
洞
﹂
は
こ
の
施
設
に
由
来
す
る
︒

⑥
誠
信
堂
︵
訓
導
屋
︶・
賓
日
軒
︵
別
差
屋
︶

朝
鮮
側
通
訳
官
の
訓
導
・
別
差
と
そ
の
配
下
で
あ
る
小
通
詞
ら
の
宿
舎
︒
誠
信
堂

の
名
は
︑
享
保
十
五
︵
一
七
三
〇
︶
年
に
裁
判
と
し
て
赴
任
し
た
雨
森
芳
洲
が
︑

当
時
の
訓
導
・
玄
徳
潤
の
要
請
に
よ
っ
て
改
築
し
た
訓
導
屋
に
命
名
し
た
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
る
︒
こ
の
場
所
は
通
称
﹁
坂
の
下
﹂
と
よ
ば
れ
︑
こ
こ
に
立
て
ら
れ

た
杭
の
﹁
際
木
﹂
ま
で
︑
倭
館
に
住
む
日
本
人
の
外
出
が
許
さ
れ
て
い
た
︒

⑦
草
梁
客
舎

文
禄
・
慶
長
の
役
に
よ
っ
て
日
本
人
が
都
へ
上
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
た
の
に
伴

い
︑
朝
鮮
国
王
へ
の
遙
拝
の
た
め
に
造
ら
れ
た
施
設
︒
国
王
の
象
徴
で
あ
る
﹁
殿

牌
﹂
に
対
し
︑
倭
館
に
到
着
し
た
対
馬
藩
の
使
節
は
︑
こ
こ
で
朝
鮮
式
の
拝
礼
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館
守
﹃
毎
日
記
﹄
に
見
る

草
梁
倭
館
の
交
奸
事
件

︱
元
禄
三
︵
一
六
九
〇
︶
年
の
事
例
を
も
と
に
︱

迫
田
ひ
な
の

は
じ
め
に

平
成
三
十
︵
二
〇
一
八
︶
年
︑
日
本
と
韓
国
に
点
在
し
て
い
る
朝
鮮
通
信
使
に
関
す

る
記
録
が
︑
異
文
化
尊
重
を
志
向
す
る
現
代
に
お
い
て
顕
著
な
価
値
を
有
す
る
と
し

て
︑
ユ
ネ
ス
コ
の
﹁
世
界
の
記
憶
﹂
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
︒
し
か

し
︑
実
際
の
日
朝
間
の
外
交
は
対
馬
藩
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
︑
釜
山
に
設
置
さ
れ

た
倭
館
を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
た
︒

朝
鮮
と
い
う
外
国
に
あ
り
な
が
ら
︑
常
時
四
～
五
百
人
ほ
ど
の
日
本
人
男
性
が
滞
在

し
た
倭
館
の
中
で
は
︑
対
馬
と
朝
鮮
の
人
々
が
交
流
を
行
い
な
が
ら
生
活
を
営
む
中

で
︑
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
が
起
こ
っ
た
︒
こ
こ
で
一
つ
留
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
︑
倭
館
と
い
う
特
殊
な
環
境
下
で
は
︑
文
化
の
相
違
か
ら
く
る
認
識
の
齟
齬
に

よ
り
︑
小
さ
な
事
件
が
そ
の
ま
ま
国
際
問
題
に
発
展
す
る
可
能
性
を
孕
ん
で
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
︒
倭
館
に
お
い
て
特
に
重
大
な
問
題
と
さ
れ
た
の
が
︑
朝
鮮
人
女
性
と

日
本
人
男
性
の
﹁
交
奸
1

﹂︵
密
通
︶
と
﹁
潜
商
﹂︵
密
貿
易
︶
で
あ
る
︒

倭
館
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
︑
こ
の
四
十
年
ほ
ど
で
日
朝
間
の
経
済
︑
特
に
日
本

か
ら
持
ち
込
ま
れ
る
銀
の
流
れ
や
︑
日
朝
貿
易
に
関
す
る
研
究
が
著
し
く
進
展
し
た
︒

﹁
潜
商
﹂
と
﹁
交
奸
﹂
も
そ
れ
に
付
随
す
る
問
題
と
し
て
知
ら
れ
る
が
︑
倭
館
を
完
全

な
女
人
禁
制
の
施
設
と
し
て
統
制
下
に
お
い
た
朝
鮮
に
と
っ
て
︑
と
り
わ
け
女
性
問
題

は
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
︒
倭
館
に
滞
在
す
る
日
本
人
は
︑
業
務
を
終
え
て
す
ぐ
に
帰

国
す
る
者
も
い
る
が
︑
中
に
は
数
年
間
を
倭
館
で
暮
ら
す
者
も
多
く
︑
交
奸
事
件
は
江

戸
時
代
を
通
し
て
十
回
以
上
が
発
覚
し
て
い
る
︒
事
件
自
体
は
江
戸
前
期
の
﹁
豆
毛
浦

ト

ゥ

モ

ポ

倭
館
2

﹂
時
代
か
ら
発
生
し
て
い
る
記
録
が
残
っ
て
い
る
も
の
の
︑
特
に
重
大
な
問
題

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
︑
記
録
が
残
る
の
は
﹁
草
梁

チ
ョ
リ
ャ
ン

倭
館
﹂
へ
移
転
し
て
か
ら
で
あ

る
︒
移
館
し
て
初
め
て
発
覚
し
た
元
禄
三
︵
一
六
九
〇
︶
年
の
事
件
に
関
す
る
記
録
は

朝
鮮
側
︑
対
馬
側
の
双
方
が
残
し
て
お
り
︑
こ
の
事
件
は
そ
の
後
の
﹁
交
奸
﹂
を
め
ぐ

る
日
朝
関
係
の
起
点
と
な
る
︒

し
か
し
︑
こ
れ
ま
で
元
禄
三
︵
一
六
九
〇
︶
年
の
事
件
に
関
し
て
は
︑
対
馬
藩
が
事

項
別
に
編
纂
し
た
二
次
史
料
で
あ
る
﹃
分
類
紀
事
大
綱
﹄
で
の
事
件
の
概
要
と
︑
雨
森

芳
洲
﹃
交
隣
提
醒
﹄︵
一
七
二
八
︶
に
よ
る
﹁
館
守
ゟ
色
々
と
申
は
つ
し
︑
其
内
ニ
年

月
も
立
候
而
︑
終
相
手
不
被
指
出
︑
事
相
止
ニ
申
候
︑
其
節
右
館
守
之
仕
形
を
よ
ろ
し

き
処
置
ニ
候
と
申
た
る
事
ニ
候
﹂
と
い
う
館
守
の
対
応
と
そ
の
評
価
が
知
ら
れ
て
い
る

の
み
で
あ
っ
た
︒
本
稿
で
は
︑
一
次
史
料
で
あ
る
倭
館
館
守
の
業
務
日
誌
﹃
毎
日
記
﹄

の
該
当
期
間
の
翻
刻
を
行
っ
た
上
で
︑
事
件
の
記
事
だ
け
で
な
く
︑
関
連
記
事
を
収
集

し
︑
交
奸
事
件
の
経
過
を
日
付
単
位
で
復
元
す
る
︒
こ
れ
に
よ
っ
て
︑
事
件
実
態
の
検

討
を
行
う
︒

第
一
節

草
梁
倭
館
の
景
観
と
組
織

着
工
し
て
か
ら
約
三
年
︑
延
宝
六
︵
一
六
七
八
︶
年
四
月
に
完
成
し
た
草
梁
倭
館
の

景
観
と
組
織
に
つ
い
て
︑
先
行
研
究
を
も
と
に
ま
と
め
る
3

︒

現
在
の
地
図
と
十
八
世
紀
に
制
作
さ
れ
た
﹁
草
梁
倭
館
図
﹂
を
比
べ
る
と
︑
草
梁
倭

館
が
存
在
し
た
の
は
︑
釜
山
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
る
﹁
釜
山
タ
ワ
ー
﹂
が
あ
る
龍
頭

山
公
園
を
中
心
と
し
た
一
帯
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
︵︹
図
１
︺︹
図
２
︺︶︒
草
梁
倭
館

は
︑
龍
頭
山
を
中
心
に
右
手
の
東
館
と
左
手
の
西
館
に
分
か
れ
る
︒
東
館
に
は
館
守
の

館
を
は
じ
め
と
す
る
開
市
大
廰
・
裁
判
屋
・
東
向
寺
・
通
詞
屋
の
ほ
か
︑
酒
屋
・
紺
屋

な
ど
各
種
職
人
や
医
師
な
ど
の
屋
敷
が
並
ん
で
お
り
︑
海
側
に
は
水
夫
屋
・
浜
番
所
が
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17

衛
藤
七
弥
太
は
内
田
手
永
惣
庄
屋
︒
在
任
期
間
は
慶
応
元
︵
一
八
六
五
︶
年
六
月
朔
日
～
慶
応
三
︵
一
八
六
七
︶
年

九
月
︵﹃
肥
後
讀
史
總
覧
﹄
上
巻
︑
七
四
八
頁
︶︒

18

村
上
久
太
郎
は
在
任
期
間
か
ら
玉
名
郡
郡
代
村
上
求
太
郎
と
推
定
さ
れ
る
︒
在
任
期
間
は
慶
応
元
︵
一
八
六
五
︶
年

四
月
二
十
四
日
～
明
治
二
︵
一
八
六
九
︶
年
一
月
二
十
八
日
︵﹃
熊
本
藩
役
職
者
一
覧
﹄︑
二
七
八
頁
︶︒

19

註
14
参
照
︒

20

多
田
隈
丈
左
衛
門
は
南
関
手
永
惣
庄
屋
︒
在
任
期
間
は
元
治
元
︵
一
八
六
四
︶
年
七
月
十
一
日
～
明
治
元
︵
一
八
六

八
︶
年
十
一
月
十
日
︵﹃
肥
後
讀
史
總
覧
﹄
上
巻
︑
七
五
二
頁
︶

21

註
18
参
照
︒

史料紹介『除墨帳』（二）

(

二
三
︶

60

長
屋

佳
歩
︵
な
が
や

か
ほ
︶

豊
後
大
野
市
教
育
委
員
会
文
化
財
係
主
事

安
高

啓
明
︵
や
す
た
か

ひ
ろ
あ
き
︶

熊
本
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
部
准
教
授



一
候
程
ニ
相
働
︑
父
九
兵
衛
逸
稜
之
助
ニ
相
成
儀
茂
有
之
︑
寄

︹
マ
マ
︺

特
之
儀
茂
御

座
候
間
︑
良
心
被
誘
ニ
茂
相
成
可
申
候
付
︑
入
墨
被
除
下
候
而
者
何
程
ニ
可
有

御
座
哉

但
︑
近
来
間
々
一
刀
を
帯
候
儀
茂
有
之
哉
之
処
︑
ヶ
様
之
人
物
ニ
全
備
候
者

難
被
責
候
間
︑
右
一
条
者
御
究
候
節
辞
令
ニ
取
加
︑
向
後
弥
以
相
慎
帯
刀
抔

い
た
し
心
得
違
不
仕
様
父
ゟ
精
々
加
教
諭
可
申
旨
及
達
候
而
者
如
何
程
ニ
可

有
御
座
候
哉

安
政
六
年
八
月
廿
七
日
西
武
彦
前
刑
扣
略
ス

御
用
有
之
候
間
今
日
昼
之
内
御
一
人
御
奉
行
所
口
之
御
間
江
可
有
御
出
有
候
︑
以
上

九
月
十
九
日

小
山
多
左
衛
門

坂
本
彦
兵
衛

中
村
敬
太

田
口
弥
左
衛
門
様

田
口
角
助
様

団
七
左
衛
門
様

返
書
也

長
岡
和
泉
殿

家
司
江

御
家
来
西
九
兵
衛
倅

西
武
彦
事

武
彦

右
者
不
届
之
儀
有
之
︑
入
墨
笞
た
ゝ
き
眉
無
之
御
刑
法
被

仰
付
置
候
処
︑
其
後
相
慎

居
候
由
付
︑
此
節
入
墨
被
除
下
候
︑
此
段
可
被
及
達
候
︑
以
上
︑

九
月
十
九
日

尚
々
本
文
之
通
被

仰
付
候
上
︑
帯
刀
等
い
た
し
候
而
者
心
得
違
之
事
ニ
付
︑
弥
以
相

慎
候
様
︑
可
被
及
達
候
︑
以
上

︹
註
︺

1

小
山
造
酒
喜
は
川
尻
船
頭
頭
︒
在
任
期
間
は
嘉
永
六
︵
一
八
五
三
︶
年
七
月
～
明
治
二
︵
一
八
六
九
︶
年
四
月
︵
西

山
禎
一
﹃
熊
本
藩
役
職
者
一
覧
﹄
非
売
品
︑
二
〇
〇
七
年
︵
以
下
﹁﹃
熊
本
藩
役
職
者
一
覧
﹄﹂︶︑
二
一
五
頁
︶︒

2

三
宅
五
郎
左
衛
門
は
川
尻
船
頭
頭
︒
在
任
期
間
は
文
久
元
︵
一
八
六
一
︶
年
六
月
十
三
日
～
慶
応
二
(一
八
六
六
)年

六
月
十
三
日
︵
右
同
︶︒

3

北
里
傳
兵
衛
は
北
里
手
永
惣
庄
屋
︒
在
任
期
間
は
嘉
永
六
︵
一
八
五
三
︶
年
十
二
月
二
十
四
日
～
明
治
三
(一
八
七

〇
)年
七
月
五
日
︵
松
本
雅
明
監
修
﹃
肥
後
讀
史
總
覧
﹄
上
巻
︑
鶴
屋
百
貨
店
︑
一
八
九
三
年
︵
以
下
﹁﹃
肥
後
讀
史

總
覧
﹄
上
巻
﹂︶︑
七
七
四
頁
︶︒

4

内
山
又
助
は
小
国
・
久
住
郡
郡
代
︒
在
任
期
間
は
元
治
元
︵
一
八
六
四
︶
年
十
二
月
二
十
三
日
～
慶
応
三
︵
一
八
六

七
︶
年
四
月
十
七
日
︵﹃
熊
本
藩
役
職
者
一
覧
﹄︑
二
九
五
頁
︶︒

5

井
口
呈
助
は
小
国
・
久
住
郡
郡
代
︒
在
任
期
間
は
元
治
元
︵
一
八
六
四
︶
年
六
月
二
十
七
日
～
慶
応
元
︵
一
八
六

五
︶
年
十
一
月
二
十
四
日
︵
右
同
︶︒

6

衛
藤
七
弥
太
は
深
川
手
永
惣
庄
屋
︒
在
任
期
間
は
文
久
二
︵
一
八
六
二
︶
年
十
一
月
十
四
日
～
慶
応
元
︵
一
八
六

五
︶
年
六
月
朔
日
︵﹃
肥
後
讀
史
總
覧
﹄
上
巻
︑
七
六
一
頁
︶︒

7

村
上
久
太
郎
は
菊
池
郡
郡
代
︒
在
任
期
間
は
文
久
元
︵
一
八
六
一
︶
年
六
月
～
慶
応
元
︵
一
八
六
五
︶
年
四
月
二
十

四
日
︵﹃
熊
本
藩
役
職
者
一
覧
﹄︑
二
八
四
頁
︶︒

8

熊
谷
市
郎
左
衛
門
は
菊
池
郡
郡
代
︒
在
任
期
間
は
慶
応
元
︵
一
八
六
五
︶
年
四
月
二
十
四
日
～
慶
応
︵
一
八
六
六
︶

年
五
月
四
日
︵
右
同
︶︒

9

小
山
七
郎
太
は
松
山
手
永
惣
庄
屋
︒
在
任
期
間
は
文
久
三
︵
一
八
六
三
︶
年
二
月
朔
日
～
明
治
三
︵
一
八
七
〇
︶
年

七
月
五
日
︵﹃
肥
後
讀
史
總
覧
﹄
上
巻
︑
七
三
一
頁
︶︒

10

入
江
次
郎
太
郎
は
宇
土
郡
郡
代
︒
在
任
期
間
は
万
延
元
︵
一
八
六
〇
︶
年
十
二
月
～
慶
応
四
︵
一
八
六
八
︶
年
一
月

︵﹃
熊
本
藩
役
職
者
一
覧
﹄︑
二
六
七
頁
︶︒

11

註
1
参
照
︒

12

註
2
参
照
︒

13

福
嶋
太
郎
右
衛
門
は
在
任
期
間
か
ら
福
嶋
太
郎
助
知
次
と
推
定
さ
れ
る
︒
在
任
期
間
は
︑
元
治
元
︵
一
八
六
四
︶
年

六
月
二
十
一
日
～
明
治
三
︵
一
八
七
〇
︶
年
七
月
五
日
︵﹃
肥
後
讀
史
總
覧
﹄
上
巻
︑
七
二
八
頁
︶︒

14

入
江
次
郎
太
郎
は
下
益
城
郡
郡
代
︒
在
任
期
間
は
万
延
元
︵
一
八
六
〇
︶
年
十
二
月
～
慶
応
四
︵
一
八
六
八
︶
年
一

月
︵﹃
熊
本
藩
役
職
者
一
覧
﹄︑
二
六
四
頁
︶︒

15

古
閑
忠
右
衛
門
は
本
庄
手
永
惣
庄
屋
︒
在
任
期
間
は
文
久
元
︵
一
八
六
一
︶
年
七
月
～
明
治
三
︵
一
八
七
〇
︶
年
七

月
五
日
︵﹃
肥
後
讀
史
總
覧
﹄
上
巻
︑
七
一
四
頁
︶︒

16

中
村
庄
右
衛
門
は
飽
田
託
摩
郡
郡
代
︒
在
任
期
間
は
慶
応
元
︵
一
八
六
五
︶
年
四
月
二
十
四
日
～
慶
応
四
︵
一
八
六

八
︶
年
一
月
二
十
五
日
︵﹃
熊
本
藩
役
職
者
一
覧
﹄︑
二
五
八
頁
︶︒
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候
様
被

仰
付
置
︑
当
月
ま
て
ニ
全
く
五
ヶ
年
ニ
相
成
申
候
間
︑
此
段
御
達
仕
候
︑
以

上

慶
応
三
年
八
月

西
九
兵
衛

和
泉
方
家
来
西
九
兵
衛
倅
武
彦
儀
ニ
付
而
︑
別
紙
之
通
達
出
申
候
間
︑
宜
敷
被
成
御
執

達
可
被
下
候
︑
以
上

八
月
十
二
日

田
口
弥
左
衛
門

田
口
角
助

団
七
左
衛
門

小
山
多
左
衛
門
様

坂
本
彦
兵
衛
様

中
村
敬
太
様

覚

長
岡
和
泉
殿
家
来

西
九
兵
衛
倅
西
武
彦
事武

彦

歳
三
十
位

右
者
先
年
不
届
之
儀
有
之
︑
御
刑
法
被

仰
付
置
候
処
︑
其
後
相
慎
居
候
哉
︑
当
時
之

様
子
共
如
何
程
ニ
有
之
候
哉
之
旨
ニ
付
承
繕
申
候
処
︑
武
彦
儀
者
不
届
之
儀
有
之
︑
安

政
六
年
頃
入
墨
百
笞
三
年
眉
無
之
御
刑
法
被

仰
付
︑
文
久
二
年
八
月
頃
右
年
限
相

済
︑
父
九
兵
衛
江
御
引
渡
ニ
相
成
候
由
︑
然
ニ
同
人
儀
其
砌
者
歩
御
小
姓
組
脇
相
勤
候

由
之
處
︑
武
彦
右
之
通
重
御
咎
被

仰
付
候
様
成
行
候
儀
者
︑
畢
竟
兼
而
之
教
諭
忽
ニ

有
之
候
処
ゟ
右
之
埒
ニ
至
候
咎
ニ
よ
つ
て
役
儀
御
差
除
ニ
相
成
︑
同
人
儀
も
下
屋
敷
内

居
住
い
た
さ
せ
候
儀
︑
心
痛
之
稜
茂
有
之
︑
幸
其
頃
五
町
手
永
宇
留
毛
村
天
満
宮
社
守

無
之
候
由
ニ
而
︑
九
兵
衛
儀
手
寄
を
以
同
所
江
一
家
内
引
越
内
分
致
居
住
居
候
由
︑
然

処
武
彦
儀
者
生
得
之
懦
生
に
て
御
咎
以
前
与
申
而
茂
︑
文
武
之
稽
古
差
入
相
励
候
様
之

事
者
絶
而
無
之
︑
右
之
通
御
返
ニ
相
成
候
後
者
猶
更
に
て
謹
慎
之
稜
目
茂
薄
相
見
候

處
︑
同
人
儀
者
強
勢
成
も
の
之
上
取二

馬一

扱三

等
者
好
之
道
ニ
て
能
心
得
居
候
由
ニ
付
︑
近

村
ニ
懸
農
家
之
加
勢
ニ
参
居
候
内
ニ
者
︑
多
駄
荷
運
送
等
之
仕
事
等
ニ
仕
居
た
る
由
ニ

候
得
共
︑
向
々
ニ
而
格
別
為
合
ニ
茂
不
相
成
欤
︑
一
ヶ
月
又
者
二
ヶ
月
位
ニ
而
所
替
い

た
し
︑
何
方
江
茂
永
続
不
致
候
得
共
︑
宿
元
壱
反
余
之
内
作
者
手
一
程
ニ
而
相
働
︑
当

時
逸
廉
手
助
ニ
相
成
候
由
︑
然
処
当
春
頃
之
事
之
由
︑
武
彦
儀
如
何
之
存
念
に
て
為
有

候
哉
︑
彼
近
辺
在
御
家
人
之
所
江
参
︑
剃
刀
を
借
自
髪
を
剃
落
︑
当
時
髪
者
撫
付
居
︑

其
節
之
儀
狂
気
体
之
致
方
ニ
而
茂
可
有
之
相
見
︑
近
来
者
刀
を
拵
村
方
抔
出
歩
行
候

節
︑
潜
ニ
一
刀
帯
罷
越
候
由
︑
右
之
通
ニ
而
︑
武
彦
儀
御
返
ニ
相
成
候
後
当
時
共
慎
方

付
格
別
稜
目
を
挙
候
程
之
儀
者
聞
兼
候
得
共
︑
先
相
慎
居
候
方
ニ
有
之
候
由
︑
尤
村
内

出
歩
行
候
節
抔
潜
ニ
一
刀
帯
罷
越
候
儀
者
︑
心
得
違
成
事
之
由
唱
承
申
候
︑
以
上

卯
九
月
日

森
十
兵
衛

藤
井
太
左
衛
門

伊
佐
大
七

桜
田
弥
次
右
衛
門

山
口
純
太
郎

松
原
彦
弥
太

武
田
和
平

城
素
兵
衛

河
口
弾
治

荒
木
嘉
兵
衛

御
目
附
衆
中

僉
議

平
川

本
紙
武
彦
儀
︑
馬
を
盗
候
付
苗
字
大
小
御
取
上
入
墨
笞
百
徒
三
年
之
刑
被

仰

付
置
候
処
︑
刑
後
五
ヶ
年
を
過
候
付
︑
最
早
入
墨
被
除
下
哉
と
聞
方
被

仰
付

候
処
︑
稜
目
を
挙
候
程
ニ
者
無
之
候
得
共
︑
先
ハ
相
慎
居
候
由
︑
尤
内
作
者
手
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権
左
衛
門
育
之

叔
父
山
本
次
郎
太
事

次
郎
太

歳
四
十
程

右
者
先
年
不
届
之
儀
有
之
︑
重
御
刑
法
被

仰
付
置
候
処
︑
其
後
相
慎
居
候
次
第
︑
当

時
之
様
子
共
如
何
程
ニ
有
之
哉
之
旨
に
付
承
繕
申
候
処
︑
同
人
儀
不
届
之
儀
有
之
︑
安

政
六
年
九
月
頃
苗
字
大
小
御
取
上
入
墨
笞
百
た
ゝ
き
三
年
眉
無
之
御
刑
法
被

仰
付
置

候
処
︑
年
限
相
済
文
久
二
年
九
月
頃
右
権
左
衛
門
江
被
引
渡
候
由
︑
然
処
次
郎
太
儀
仕

覚
候
産
業
之
道
茂
無
之
頓
斗
権
左
衛
門
厄
介
者
ニ
罷
成
居
候
由
ニ
て
︑
其
儀
心
外
ニ
も

存
申
た
る
哉
︑
一
昨
年
春
之
頃
ゟ
大
津
方
え
罷
越
︑
質
屋
抔
江
加
勢
い
た
し
︑
兎
哉
角

与
押
移
居
候
処
︑
昨
年
夏
之
頃
ゟ
欤
右
同
人
所
江
引
取
︑
其
後
茂
有
折
者
罷
越
候
由
ニ

候
得
と
も
︑
今
日
之
助
成
ニ
相
成
候
程
之
儀
茂
無
之
由
︑
尤
次
郎
太
儀
右
之
通
重
御
咎

後
慎
方
ニ
付
而
︑
稜
目
を
挙
候
程
之
儀
者
聞
兼
候
得
共
︑
以
前
与
違
悪
敷
振
舞
等
者
い

た
し
不
申
前
非
を
悔
︑
先
相
慎
居
候
由
唱
承
申
候
︑
以
上

卯
三
月

金
子
軍
助

千
場
市
之
允

山
口
純
太
郎

松
原
彦
弥
太

城
素
兵
衛

河
口
弾
治

上
垣
七
作

御
目
附
衆
中

本
紙
次
郎
太
儀
︑
大
津
江
罷
越
居
候
内
︑
彼
方
ニ
而
妻
帯
い
た
し
昨
年
頃
子
茂
出

生
い
た
し
候
由
之
処
︑
如
何
之
訳
よ
り
欤
妻
者
離
縁
い
た
し
︑
右
之
子
を
連
帰
権

左
衛
門
所
江
同
居
い
た
し
居
候
由
承
申
候
段
演
舌

︹
付
札
︺

有溝
小

田

郡

笠

尾

三

○
鎌
田

井
上

柏
木

木
村

御
目
附

外
様
足
軽
山
本
権
左
衛
門

育
叔
父
山
本
次
郎
太
事次

郎
太

僉
議

廣
田

右
者
前
刑
別
紙
書
抜
之
通
ニ
而
︑
徒
限
相
済
被
差
返
候
後
︑
当
年
迄
ニ
而
六
ヶ
年

ニ
相
成
候
處
︑
其
後
格
別
稜
目
を
挙
候
程
之
聞
者
無
御
座
候
得
共
︑
御
咎
後

前
前
を

︹
非
ヵ
︺

悔
︑
以
前
与
違
ひ
相
慎
居
候
儀
者
相
違
無
之
趣
︑
委
細
御
横
目
聞
方
之
通

ニ
付
︑
最
早
年
数
茂
相
立
不
良
之
心
根
取
置
居
候
付
而
者
︑
自
新
之
道
も
被
誘
候

た
め
︑
願
之
通
追
々
之
御
見
合
を
以
入
墨
可
被
除
下
哉

但
︑
人
命
ニ
係
り
候
而
︑
或
者
死
罪
被
宥
置
︑
且
殴
傷
ニ
よ
つ
て
残
疾
不
具
ニ

成
候
者
之
外
︑
刑
後
五
ヶ
年
過
候
得
者
除
墨
被
差
免
候
御
見
合
ニ
御
座
候
事

一

安
政
六
年
十
一
月
十
日
山
本
次
郎
太
前
刑
扣
略
ス

貴
殿
組
外
様
足
軽
山
本

権
左
衛
門
育
之
叔
父
山
本

次
郎
太
事

次
郎
太

右
者
不
届
之
儀
有
之
︑
入
墨
笞
た
ゝ
き
眉
無
之
御
刑
法
被

仰
付
置
候
処
︑
其
後
相
慎

居
候
由
ニ
付
︑
此
節
入
墨
被
除
下
候
︑
此
段
可
有
御
達
候
︑
以
上

四
月
十
九
日

御
刑
法
方

御
奉
行
中

梶
原
小
四
郎
殿

尚
々
本
文
之
通
被

仰
付
候
上
︑
猶
又
心
得
違
等
之
儀
有
之
候
而
者
難
相
済
事
ニ
付
︑

弥
以
相
慎
候
様
可
有
御
達
候
︑
以
上

□

口
上
之
覚

私
倅
武
彦
儀
︑
不
届
之
儀
有
之
御
刑
法
被
仰
付
︑
文
久
二
年
八
月
私
江
御
引
渡
相
成
御

達
之
趣
︑
於
私
茂
奉
恐
入
重
畳
加
教
諭
相
慎
居
申
候
︑
従
夫
五
ヶ
年
過
候
ハ
ヽ
御
達
仕
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安
藤
佐
一
兵
衛

城
素
兵
衛

河
口
弾
治

上
垣
七
作

河
嶋
嘉
右
衛
門

大
塚
権
三
郎

小
原
権
内

御
目
附
衆
中

︹
付
札
︺代有

小

田

左

笠

溝尾

三

鎌
田

井
上

柏
木

木
村

御
目
附

僉
議

草
野

本
紙
伊
右
衛
門
前
刑
別
紙
之
通
ニ
而
︑
ぬ
之
字
入
墨
笞
百
徒
三
年
之
刑
被

仰

付
︑
文
久
元
年
年
限
相
済
被
差
返
候
処
︑
入
墨
被
除
下
候
様
願
出
候
付
︑
御
横

目
聞
方
及
達
候
処
︑
其
後
前
非
を
悔
相
慎
候
段
︑
本
紙
之
通
ニ
御
座
候
︑
徒
刑

御
免
後
最
早
六
ヶ
年
ニ
相
成
申
候
間
︑
追
々
之
御
見
合
を
以
伊
右
衛
門
儀
除
墨

被

仰
付
︑
向
後
慎
方
之
儀
例
之
通
及
達
可
申
候
哉

前
刑
控
略
ス

元
御
勘
定
頭
支
配

吉
田
伊
右
衛
門
事
当
時

御
支
配
吉
田
熊
兵
衛

支
配

伊
右
衛
門

右
者
不
届
之
儀
有
之
︑
先
年
入
墨
笞
た
ゝ
き
眉
無
之
御
刑
法
被

仰
付
置
候
処
︑
其
後
相
慎
居
候
由
ニ
付
︑
此
節
右
入
墨
被
除
下
候
︑
此
段
可
有
御
達

候
︑
以
上

二
月
廿
六
日

御
刑
法
方

御
奉
行
中

須
佐
美
九
郎
兵
衛
殿

尚
々
本
文
之
通
被

仰
付
候
上
︑
猶
又
心
得
違
等
之
儀
有
之
候
而
者
難
相
済
事
ニ
付
︑

弥
以
相
慎
候
様
︑
可
有
御
達
候
︑
以
上

□

口
上
之
覚

私
組
山
本
権
左
衛
門
育
之
叔
父
次
郎
太
事
ニ
付
︑
組
役
共
ゟ
別
紙
之
通
願
出
申
候
間
︑

願
之
通
被

仰
付
被
下
候
様
於
私
茂
奉
願
候
︑
則
別
紙
相
添
相
達
申
候
間
︑
此
段
可
然

様
被
及
御
参
談
可
被
下
候
︑
以
上

十
一
月
十
二
日

梶
原
小
四
郎

御
刑
法
方

御
奉
行
衆
中

奉
願
口
上
之
覚

山
本
権
左
衛
門
育
之
叔
父

次
郎
太

右
者
先
年
不
埒
之
儀
御
座
候
而
︑
三
年
眉
無
之
刑
被

仰
付
置
︑
右
年
月
相
済
文
久
二

年
戌
九
月
廿
四
日
権
左
衛
門
江
御
返
ニ
相
成
申
候
︑
然
處
其
後
慎
方
宜
敷
︑
当
年
迄

五
ヶ
年
ニ
罷
成
申
候
処
︑
段
々
朋
輩
共
江
万
端
世
話
抔
致
遣
し
︑
前
後
ニ
は
引
替
申
候

心
底
ニ
而
御
座
候
間
︑
何
卒
被

仰
付
置
候
入
墨
を
茂
被
差
免
被
下
候
ハ
ヽ
︑
弥
以
善

心
ニ
相
勤
可
申
奉
存
候
間
︑
於
私
共
茂
重
畳
奉
願
候
被
為
成
御
達
可
下
候
︑
以
上

寅
十
一
月

小
頭中

村
敬
太
郎

同

牛
嶋
健
太
郎

横
目田

添
壽
平

覚

梶
原
小
四
郎
組

外
様
足
軽
山
本
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□私
支
配
ニ
而
吉
田
熊
兵
衛
支
配
伊
右
衛
門
儀
不
届
之
儀
ニ
付
︑
三
年
眉
無
之
御
刑
法
被

仰
付
置
候
処
︑
年
限
相
済
右
熊
兵
衛
ニ
御
引
渡
相
成
御
教
諭
之
趣
堅
相
守
︑
以
来
屹
心

底
相
改
候
ハ
ヽ
五
ヶ
年
過
委
細
書
付
を
以
相
達
候
様
御
達
ニ
相
成
居
候
通
ニ
御
座
候

処
︑
其
後
弥
以
慎
方
宜
候
付
︑
別
紙
之
通
願
出
申
候
間
︑
御
憐
愍
之
筋
を
以
何
卒
願
之

通
御
印
抜
取
被

仰
被
下
候
様
︑
此
段
御
達
仕
候
︑
以
上

十
二
月
三
日

須
佐
美
九
郎
兵
衛

御
刑
法
方

御
奉
行
衆
中

奉
願
上
口
上
之
覚

元
御
勘
定
所頭

支
配
吉
田

伊
右
衛
門
事
当
時
私
支
配

伊
右
衛
門

右
者
先
年
不
届
之
儀
有
之
︑
三
年
眉
無
之
御
刑
法
被

仰
付
︑
定
御
小
屋
江
下
ヶ
被
置

候
処
御
年
限
相
済
︑
文
久
元
酉
十
一
月
被
差
返
︑
其
後
弥
以
慎
方
宜
御
座
候
︑
然
処
最

早
御
免
後
六
ヶ
年
ニ
茂
相
成
候
間
︑
奉
願
上
候
儀
重
畳
恐
多
奉
存
候
へ
と
も
︑
何
卒
御

慈
悲
之
筋
を
被
為
持
御
印
御
抜
取
被
仰
付
被
下
候
様
奉
願
上
度
願
之
通
被

仰
付
被
下

候
ハ
ヽ
︑
於
私
茂
重
畳
難
有
仕
合
奉
存
上
候
︑
此
段
可
然
様
被
為
成
御
達
可
被
下
宜
奉

願
上
候
︑
以
上

十
一
月

吉
田
熊
兵
衛

覚

元
御
勘
定
頭
支
配
吉
田

伊
右
衛
門
事
当
時
須
佐
美

九
郎
兵
衛
支
配
吉
田
熊
兵
衛

支
配

伊
右
衛
門

歳
四
十
六
程

右
者
先
年
不
届
之
儀
有
之
︑
重
御
刑
法
被

仰
付
置
候
処
︑
其
後
相
慎
候
哉
︑
当
時
之

様
子
共
如
何
様
ニ
有
之
候
哉
之
旨
ニ
付
承
繕
申
候
処
︑
同
人
儀
御
銀
支
配
役
ニ
而
江
戸

江
相
詰
居
候
内
心
得
違
之
儀
有
之
︑
安
政
五
年
十
一
月
眉
無
之
御
刑
法
被

仰
付
︑
文

久
元
年
十
一
月
年
限
相
済
縁
類
右
熊
兵
衛
江
御
引
渡
ニ
相
成
︑
直
ニ
同
人
支
配
ニ
罷
成

候
由
︑
然
ニ
伊
右
衛
門
妻
者
金
左
衛
門
殿
御
家
来
南
門
兵
衛
と
申
者
之
娘
ニ
而
︑
右
之

通
之
不
仕
合
ニ
逢
故
郷
方
右
同
人
所
江
引
取
居
候
付
︑
伊
右
衛
門
儀
茂
門
兵
衛
江
振
懸

慕
候
故
︑
同
人
世
話
ニ
而
於
水
道
丁
主
人
屋
敷
之
家
居
ニ
住
居
仕
︑
覚
居
候
き
せ
る
筒

抔
致
細
工
傍
ニ
者
知
音
之
向
ゟ
鳥
目
借
受
銭
貸
抔
い
た
し
夫
婦
相
暮
居
候
処
︑
手
稼
等

ニ
而
者
往
々
渡
世
之
見
通
茂
付
兼
候
付
而
者
︑
弥
以
心
得
違
い
た
し
候
之
事
を
及
後
悔

候
処
︑
世
話
い
た
し
候
者
有
之
︑
同
三
年
二
月
比
ゟ
貴
田
権
内
方
江
加
勢
ニ
罷
越
︑
家

事
之
世
話
向
被
相
頼
候
付
︑
諸
事
受
込
便
利
ニ
相
成
候
様
心
を
用
候
間
︑
苗
字
大
小
差

免
一
季
ニ
被
抱
︑
右
之
次
第
者
筋
々
ニ
相
届
候
由
ニ
而
者
時
分
ゟ
伊
右
衛
門
帯
刀
い
た

し
候
由
︑
然
処
権
内
方
縁
家
有
吉
清
助
方
者
筆
算
相
叶
候
者
吟
味
ニ
相
成
候
処
︑
可
然

者
無
之
依
而
右
伊
右
衛
門
儀
所
望
被
致
候
欤
ニ
而
︑
権
内
方
一
季
ニ
被
抱
置
候
侭
被
相

譲
候
付
︑
去
十
二
月
比
引
渡
候
得
共
︑
表
向
者
今
以
同
人
方
抱
ニ
而
現
実
者
前
文
之
通

ニ
有
之
候
由
︑
清
助
方
ニ
而
者
伊
右
衛
門
江
人
仕
被
申
付
︑
日
々
下
方
之
役
割
を
差
図

い
た
し
︑
且
又
台
所
向
日
用
之
小
買
物
受
持
受
払
い
た
し
候
由
之
処
︑
不
正
之
筋
等
無

之
︑
勤
筋
茂
相
応
に
相
捌
候
由
︑
右
之
通
ニ
而
伊
右
衛
門
儀
慎
方
ニ
付
殊
勝
之
稜
目
者

聞
兼
候
得
と
も
︑
一
体
謹
慎
罷
在
候
由
唱
承
候
︑
以
上

寅
十
二
月
日

金
子
軍
之
助

千
場
市
之
允

内
海
八
兵
衛

松
原
彦
弥
太

山
田
五
次
兵
衛

西南学院大学博物館 研究紀要 第9号

(

一
八
︶

65



右
者
先
年
不
届
之
儀
有
之
︑
御
刑
法
被

仰
付
置
候
処
︑
其
後
相
慎
居
候
哉
︑
当
時
之

様
子
共
如
何
程
ニ
有
之
候
哉
之
旨
ニ
付
承
繕
申
候
処
︑
同
人
儀
者
先
年
江
戸
御
銀
支
配

役
と
し
て
被
差
越
置
候
節
不
埒
之
儀
有
之
︑
安
政
五
年
十
一
月
頃
右
之
手
ニ
入
墨
笞
百

た
ゝ
き
三
年
眉
無
之
御
刑
法
被

仰
付
︑
文
久
元
年
十
一
月
頃
年
限
相
済
被
差
返
︑
右

角
太
郎
江
御
引
渡
ニ
相
成
候
由
之
処
︑
宮
川
工
馬
之
助
方
江
者
以
前
ゟ
出
入
茂
い
た
し

居
︑
其
知
音
ゟ
直
ニ
同
人
方
江
加
勢
ニ
罷
越
候
処
︑
万
端
世
話
筋
行
届
候
由
ニ
付
︑
小

買
物
等
之
受
払
被
相
頼
候
処
︑
私
儀
ヶ
様
ニ
重
御
咎
被

仰
付
候
儀
者
︑
偏
ニ
金
故
之

事
ニ
付
金
銭
者
私
欺
と
相
心
得
居
候
間
︑
此
儀
者
何
卒
外
人
江
御
申
付
被
下
候
様
︑
一

且
者
改
而
相
断
候
得
共
︑
筆
算
等
相
応
ニ
い
た
し
︑
外
ニ
可
然
手
人
茂
無
之
由
ニ
而
︑

強
而
被
及
相
談
候
ニ
付
︑
其
後
者
右
受
払
等
重
ニ
い
た
し
候
之
由
之
処
︑
聊
間
違
等
無

之
自
然
小
者
抔
買
物
相
遣
等
有
之
候
節
者
︑
御
印
を
見
せ
自
分
首
之
緒
者
此
御
印
ニ
有

之
抔
与
重
畳
心
を
付
相
誘
候
付
︑
外
ニ
傍
輩
之
者
江
茂
心
得
方
宜
敷
相
成
候
儀
茂
有
之

候
由
ニ
而
︑
一
体
為
合
ニ
罷
成
候
処
ゟ
翌
十
一
月
頃
依
願
苗
字
大
小
差
免
一
季
ニ
被
抱

候
由
︑
扨
三
郎
次
妻
者
御
昇
組
久
布
国
文
之
允
と
申
者
之
姉
ニ
而
︑
右
之
通
之
不
仕
合

ニ
相
成
候
後
者
︑
故
郷
方
江
引
取
居
候
処
︑
其
砌
工
馬
之
助
方
江
者
八
代
御
番
頭
被

仰
付
下
女
抔
手
足
不
申
付
︑
右
妻
を
茂
御
呼
取
置
所
用
向
等
被
申
付
候
処
︑
諸
事
心
を

用
相
稼
候
由
ニ
而
︑
工
馬
之
助
方
八
代
江
被
引
越
候
節
茂
夫
婦
共
被
連
越
︑
其
後
者
三

郎
次
儀
内
輪
家
司
役
代
物
書
之
場
を
茂
被
申
付
︑
武
器
類
之
手
入
を
初
家
事
大
小
与
な

く
相
任
被
置
候
処
︑
弥
以
万
事
正
路
ニ
相
勤
候
由
ニ
而
︑
い
つ
れ
之
衆
茂
不
怪
気
ニ
恊

被
居
候
由
ニ
而
︑
当
時
夫
婦
之
者
共
宮
川
家
逸
廉
之
便
利
ニ
相
成
居
候
由
︑
右
之
通
ニ

て
三
郎
次
儀
御
咎
被
免
候
後
︑
当
年
迄
七
ヶ
年
之
間
深
前
非
を
悔
︑
主
用
大
切
ニ
相
心

得
重
畳
相
慎
居
候
儀
者
殊
勝
成
事
之
由
唱
承
申
候
︑
以
上

卯
正
月
日

金
子
軍
助

千
場
市
之
允

内
海
八
兵
衛

松
原
彦
弥
太

山
口
五
次
兵
衛

城
素
兵
衛

河
口
弾
治

上
垣
七
作

大
塚
権
三
郎

小
原
権
内

御
目
附
衆
中

︹
付
札
︺

代有小

田

郡溝

笠

尾○
鎌
田

井
上

柏
木

木
村

御
目
附

僉
議

平
川

本
紙
三
郎
次
儀
︑
詐
欺
之
手
段
を
以
受
込
之
御
銀
を
余
計
遣
込
候
付
︑
安
政
五

年
十
一
月
ぬ
字
刺
墨
笞
百
徒
三
年
之
刑
被

仰
付
候
処
︑
其
後
相
慎
居
候
由
ニ

而
︑
除
墨
願
出
候
付
御
目
附
付
御
横
目
聞
方
被

仰
付
候
処
︑
慎
方
相
違
無

之
︑
当
時
宮
川
工
馬
之
助
一
季
抱
ニ
相
成
︑
主
家
世
話
筋
行
届
︑
金
銭
受
払
等

手
堅
有
之
候
内
ニ
而
︑
殊
勝
之
稜
目
茂
相
見
候
趣
︑
委
細
本
行
之
通
ニ
而
︑
徒

刑
ゟ
被
差
返
候
後
茂
最
早
七
ヶ
年
ニ
相
成
申
候
付
︑
追
々
之
見
合
を
以
入
墨
被

除
下
︑
向
後
弥
以
相
慎
候
様
及
達
可
申
哉

御
勘
定
所
物
書

井
上
角
太
郎
支
配

井
上
三
郎
次
事三

郎
次

右
者
不
届
之
儀
有
之
先
年
ぬ
字
入

︹
見
せ
消
ち
︺

墨
笞
た
ゝ
き
眉
無
之
御
刑
法
被

仰
付
置
候
処
︑
其

後
相
慎
心
得
方
殊
勝
ニ
有
之
様
子
ニ
相
聞
候
付
︑
此
節
右
入
墨
被
除
下
候
︑
此
段
被
有

御
達
候二

月
廿
六
日

御
刑
法
方

御
奉
行
中

御
勘
定
頭
衆
中

尚
々
本
文
之
通
被

仰
付
候
上
︑
猶
又
心
得
違
之
儀
有
之
候
而
者
︑
難
相
済
事
に
付
︑

弥
以
相
慎
候
様
可
有
御
達
候
︑
以
上
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村
上
久
太
郎
21

殿
㊞

御
刑
法
方

御
奉
行
衆
中

南
関
手
永
宮
尾
村

関
右
衛
門

︹
付
札
︺

米

小有

郡

左
木尾井上

柏
木

木
村

御
目
附

僉
議

廣
田

此
関
右
衛
門
儀
︑
小
代
御
山
之
立
木
盗
伐
い
た
し
安
政
四
年
閏
五
月
ぬ
ノ
字
入
墨

四
十
笞
之
刑
被
處
置
候
処
︑
其
後
相
慎
農
業
出
精
い
た
し
︑
御
年
貢
諸
公
役

筋
太
切

︹
マ
マ
︺

ニ
相
心
得
候
趣
委
細
御
郡
御
目
附
付
聞
方
之
通
ニ
而
︑
弥
以
改
心
い
た
し

候
者
と
相
見
申
候
︑
右
之
通
之
者
刑
後
五
ヶ
年
過
候
得
者
除
墨
之
御
取
扱
追
々
其

御
見
合
有
之
候
処
︑
関
右
衛
門
儀
者
最
早
十
ヶ
年
ニ
も
及
候
付
︑
右
入
墨
被
除

下
︑
弥
以
相
慎
候
様
及
達
可
申
哉

南
関
手
永
宮
尾
村

関
右
衛
門

右
者
不
届
之
儀
有
之
︑
先
年
入
墨
笞
た
ゝ
き
之
御
刑
法
被

仰
付
置
候
處
︑
其
後
相
慎

居
候
付
︑
此
節
右
入
墨
被
除
下
候
︑
此
段
可
有
御
達
候
︑
以
上

十
月
廿
四
日

御
刑
法
方

御
奉
行
中

村
上
久
太
郎
殿

尚
々
本
文
之
通
被

仰
付
候
上
︑
猶
又
心
得
違
之
儀
有
之
候
而
者
難
相
済
事
ニ
付
︑
弥

以
農
業
出
精
い
た
し
候
様
可
有
御
達
候
︑
以
上

□

御
内
意
之
覚

私
支
配
井
上
三
郎
次
事

三
郎
次

右
者
不
埒
之
儀
有
之
︑
安
政
五
年
午
十
二
月
御
刑
法
被

仰
付
苗
字
大
小
御
取
揚
ぬ
ノ

字
入
墨
三
年
眉
無
之
御
法
被

仰
付
︑
文
久
元
年
酉
十
一
月
年
限
相
済
被
差
返
候
ニ

付
︑
直
ニ
宮
川
工
馬
之
助
方
江
加
勢
ニ
参
り
居
候
処
︑
同
二
年
戌
十
一
月
苗
字
大
小
被

指
免
一
季
抱
召
仕
ニ
相
成
︑
今
以
謹
慎
を
加
手
全
ニ
相
勤
居
申
候
付
︑
何
卒
右
御
印
御

抜
被
下
候
様
︑
私
ゟ
重
畳
奉
願
候
︑
此
段
宜
被
成
御
達
可
被
下
候
︑
以
上

十
二
月

井
口
角
太
郎

口
上
之
覚

当
時
御
勘
定
所
物
書

井
上
角
太
郎
育
之
兄

に
て
先
年
御
咎
被

仰
付
候

井
上
三
郎
次

歳
四
十
六
程

右
者
先
年
不
埒
之
儀
有
︑
御
刑
法
被

仰
付
徒
刑
小
屋
江
被
閣
︑
文
久
元
年
酉
十
一
月

年
限
相
済
御
返
ニ
相
成
︑
同
二
年
十
一
月
依
伺
一
季
抱
に
て
苗
字
大
小
差
免
︑
抱
方
不

苦
段
御
達
ニ
付
︑
直
ニ
私
召
抱
置
候
︑
家
事
儀
大
小
与
な
く
相
任
せ
置
候
處
︑
万
端
相

働
下
方
ニ
至
迄
心
を
用
︑
諸
事
弁
利
ニ
相
成
︑
是
迄
謹
慎
を
加
罷
在
候
間
︑
乍
恐
御
印

取
方
御
免
被

仰
付
被
下
候
様
於
私
奉
願
候
︑
此
段
ニ
就
被
成
御
参
談
可
被
下
奉
願

候
︑
以
上

十
二
月

宮
川
工
馬
之
助

覚

御
勘
定
所
物
書
井
上

角
太
郎
支
配
井
上

三
郎
次
事

三
郎
次

歳
四
十
六
程
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年
貢
諸
公
役
等
速
ニ
相
勤
︑
村
方
之
交
熟
ニ
い
た
し
候
由
︑
御
郡
御
横
目
聞
方
委
細
別

紙
之
通
ニ
而
︑
御
咎
後
最
早
二
十
ヶ
年
ニ
相
成
申
候

右
之
通
ニ
付
五
ヶ

︹
見
せ
消
ち
而
︺

年
過
候
得
者
除
墨
之
御
取
扱
ニ
相
成
候
儀
︑
追
々
之
見
合
御
座
候

間
︑
両
人
共
入
墨
被
除
下
︑
向
後
弥
以
相
慎
居
候
様
及
達
可
申
哉

廻
江
手
永
木
原
村

七
左
衛
門

右
者
不
届
之
儀
有
之
︑
先
年
入
墨
笞
た
ゝ
き
之
御
刑
法
被

仰
付
置
候
處
︑
其
後
相
慎

居
候
付
︑
此
節
右
入
墨
被
除
下
候
︑
此
段
可
有
御
達
候
︑
以
上

八
月
廿
五
日

御
刑
法
方御

奉
行
中

入
江
次
郎
太
郎
殿

尚
々
本
文
之
通
被

仰
付
候
上
︑
猶
又
心
得
違
之
儀
有
之
候
而
者
難
相
済
事
ニ
付
︑
弥

以
農
業
出
精
い
た
し
候
様
可
有
御
達
候
︑
以
上

内
田
手
永
竈
門
村善

作

八
月
廿
五
日

右
同
文
章
ニ
付
扣
略
ス

□

覚

南
関
手
永
宮
尾
村

関
右
衛
門

右
者
先
年
御
刑
法
被

仰
付
置
候
處
︑
其
後
相
慎
居
候
哉
之
旨
ニ
付
承
繕
申
候
処
︑
右
被

仰
付
候
後
者
奉
恐
入
先
非
奉
悔
︑
諸
事
心
を
用
深
相
慎
居
候
由
︑
当
時
者
抱
高
五
石
壱

斗
余
受
持
農
業
出
精
い
た
し
︑
御
年
貢
諸
公
役
等
太
切

︹
マ
マ
︺

相
心
得
︑
且
父
代
ゟ
馬
口
労
御

免
被

仰
付
置
関
右
衛
門
儀
茂
引
続
農
業
之
傍
ニ
馬
口
労
い
た
し
牛
馬
売
替
等
正
路
ニ

取
計
候
付
︑
所
柄
一
稜
弁
利
為
合
相
成
候
由
︑
右
之
通
ニ
而
︑
御
刑
法
被
被

仰
付
候
後
数
年
之
間
深
相
慎
︑
農
業
出
精
い
た
し
御
年
貢
諸
公
役
等
太
切

︹
マ
マ
︺

相
心
得
︑
馬

口
労
正
路
取
計
候
次
第
近
辺
称
誉
い
た
し
居
候
由
承
申
候
︑
以
上

寅
九
月

吉
武
英
右
衛
門

︹
行
間
朱
書
︺

﹁
下
付
紙

本
行
関
右
衛
門
儀
前
刑
吟
味
仕
候
處
︑
書
面
之
通
相
違
無
御
座
候
事

御
刑
法
方
﹂

乍
恐
奉
願
覚

南
関
手
永
宮
尾
村

関
右
衛
門

当
寅
四
十
歳

右
関
右
衛
門
儀
︑
同
村
為
助
と
申
者
申
合
︑
小
代
御
山
内
之
立
木
盗
伐
い
た
し
︑
御
山

口
ゟ
被
見
咎
候
末
︑
猶
又
盗
伐
い
た
し
候
次
第
不
届
者
共
ニ
付
︑
去
ル
安
政
四
閏
五
月

ぬ
字
入
墨
笞
四
十
た
ゝ
き
完
之
御
刑
法
被
仰
付
候
者
共
ニ
而
︑
其
節
精
々
御
教
諭
被
仰

付
置
︑
御
教
諭
之
趣
堅
相
守
︑
以
来
屹
ト
心
底
相
改
候
ハ
ヽ
五
ヶ
年
過
委
細
書
付
を
以

御
達
可
申
上
旨
被
仰
付
置
候
通
ニ
御
座
候
︑
然
處
右
関
右
衛
門
儀
︑
右
之
次
第
重
畳
後

悔
之
体
ニ
而
深
ク
奉
恐
入
︑
其
後
屹
ト
心
底
相
改
万
端
相
慎
御
教
諭
書
御
法
度
筋
稜
書

之
趣
等
能
相
守
︑
御
年
貢
諸
公
役
等
も
入
念
相
勤
農
業
出
精
仕
居
︑
最
早
右
御
咎
後
当

年
迄
九
ヶ
年
ニ
相
成
申
候
︑
依
之
乍
恐
除
墨
御
免
被
仰
付
被
下
候
様
於
私
も
奉
願
候
︑

尤
同
様
被
仰
付
置
候
︑
為
助
儀
者
其
後
も
心
得
違
之
儀
有
之
御
難
題
ニ
罷
成
候
者
ニ
而

除
墨
等
奉
願
候
埒
之
者
ニ
無
御
座
︑
関
右
衛
門
儀
者
前
文
之
通
弥
以
改
心
仕
居
候
者
ニ

御
座
候
間
︑
宜
ク
被
仰
付
可
被
下
候
︑
此
段
書
付
を
以
奉
願
候
︑
以
上

慶
応
二
年
七
月

宮
尾
村
庄
屋

長
左
衛
門
㊞

右
之
通
願
出
申
候
ニ
付
︑
内
輪
精
々
承
繕
申
候
処
︑
関
右
衛
門
儀
右
書
面
之
通
改

心
仕
︑
万
端
相
慎
居
︑
最
早
御
咎
後
九
ヶ
年
ニ
相
成
委
細
書
面
之
通
相
違
無
御
座

候
間
︑
何
卒
除
墨
御
免
被
仰
付
被
下
候
様
於
私
茂
奉
願
候
間
︑
宜
被
仰
付
可
被
下

候
︑
此
段
肩
書
を
以
申
上
候
︑
以
上
	

多
田
隈
丈
左
衛
門
20

殿
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当
寅
三
十
八
歳

︹
冒
頭
行
間
朱
書
︺

﹁
本
紙
七
左
衛
門
儀
見
聞
仕
候
處
︑
御
咎
被

仰
付
候
後
︑
万
端
謹
身
ニ
罷
在
心
底
を
改
農

業
一
篇
ニ
打
懸
り
居
︑
何
そ
相
違
之
儀
も
無
御
座
候
︑
此
段
見
聞
之
趣
乍
恐
付
紙
を
以
御

達
申
上
候
︑
以
上

寅
四
月

藤
井
淳
之
助
﹂

︹
本
文
中
行
間
朱
書
︺

﹁
本
行
七
左
衛
門
前
刑
吟
味
仕
候
處
︑
書
面
之
通
相
違
無
御
座
候
事

御
刑
法
方
﹂

︹
付
札
︺

代

有
小

溝木

田

老

左

三

荒
木

柏
木

道
家

木
村

御
目
附

右
者
木
原
村
御
山
口
在
勤
中
︑
預
御
山
之
倒
木
会
所
用
ニ
剪
出
之
節
︑
同
手
永

榎
津
村
木
挽
清
四
郎
江
申
談
︑
私
ニ
倒
木
外
之
立
木
伐
方
致
せ
︑
清
四
郎
江
茂

盗
伐
差
免
候
次
第
︑
役
前
致
忘
却
別
而
不
届
者
ニ
付
︑
去
ル
万
延
二
年
二
月
六

日
御
山
口
被

差
放
ぬ
ノ
字
入
墨
笞
六
十
た
ゝ
き
之
御
刑
法
被
仰
付
︑
私
ニ
入

墨
を
除
候
而
者
重
科
之
事
ニ
付
︑
稠
敷
申
付
候
様
︑
尤
教
諭
之
趣
堅
相
守
︑
屹

ト
心
底
相
改
候
ハ
ヽ
五
ヶ
年
を
過
委
敷
書
付
を
以
御
達
可
申
上
旨
︑
其
砌
御
達

之
通
ニ
御
座
候
︑
然
處
右
七
左
衛
門
儀
︑
万
延
二
年
二
月
御
刑
法
被

仰
付
︑

当
寅
二
月
迄
真
年
五
ヶ
年
ニ
相
成
申
候
処
︑
其
後
屹
ト
心
底
相
改
農
業
相
励
︑

万
端
謹
慎
仕
申
候
間
︑
乍
恐
入
墨
被
抜
下
候
様
奉
願
候
︑
此
段
覚
書
を
以
申
上

候
︑
以
上

︹
付
札
︺

代

有

溝

小

木

左

三荒木
柏
木

道
家

木
村

御
目
附

慶
応
二
年
三
月

石
坂
禎
之
助
㊞

入
江
次
郎
太
郎
19

殿

覚

内
田
手
永
竈
門
村善

作

右
者
先
年
不
届
之
儀
有
之
︑
御
刑
法
被

仰
付
置
候
處
︑
其
後
相
慎
居
候
哉
之

旨
ニ
付
承
繕
申
候
處
︑
御
刑
法
被

仰
付
ニ
付
而
者
先
非
を
悔
︑
深
奉
恐
入
心

底
相
改
農
業
一
偏
ニ
打
懸
り
︑
当
時
出
作
地
高
共
五
石
余
受
持
居
︑
御
年
貢
諸

公
役
等
速
ニ
相
勤
︑
村
方
之
交
等
熟
ニ
い
た
し
候
由
ニ
而
︑
右
御
咎
被

仰
付

候
以
来
︑
当
年
迄
二
十
ヶ
年
重
畳
謹
慎
仕
居
候
由
承
申
候
︑
以
上

寅
七
月

河
口
源
右
衛
門

覚

廻
江
手
永
東
木

︹
マ
マ
︺

原
村

七
左
衛
門

歳
三
十
八
程

右
者
不
届
之
儀
有
之
︑
先
年
御
刑
法
被

仰
付
置
候
處
︑
其
後
相
慎
候
哉
之
旨

ニ
付
承
繕
申
候
處
︑
七
左
衛
門
儀
万
延
二
年
酉
二
月
御
刑
法
被

仰
付
︑
最
早

六
ヶ
年
程
ニ
罷
成
候
由
︑
其
後
両
親
姉
聟
共
同
居
い
た
し
︑
農
業
相
励
高
地
三

拾
石
程
作
廻
い
た
し
相
応
ニ
相
暮
居
︑
村
寄
酒
席
抔
ニ
茂
遠
慮
い
た
し
︑
前
非

を
悔
深
奉
恐
入
謹
慎
い
た
し
居
候
由
承
申
候
︑
以
上

寅
七
月

宗
村
弥
久
馬

廻
江
手
永
木
原
村

七
左
衛
門

僉
議

平
川

右
者
木
挽
職
之
者
ニ
御
山
之
立
木
盗
伐
差
免
候
付
︑
文
久
元
年
二
月
ぬ
ノ
字
入

墨
六
十
笞
之
刑
被

仰
付
置
候
處
︑
其
後
相
慎
農
業
相
励
︑
村
方
酒
席
抔
江
茂

遠
慮
い
た
し
候
由
︑
御
郡
御
横
目
聞
方
委
細
別
紙
之
通
ニ
而
御
咎
後
最
早
六
ヶ

年
ニ
相
成
申
候

内
田
手
永
竈
門
村善

作

右
壱
人
を
打
擲
い
た
し
候
疵
ニ
依
而
︑
其
も
の
手
ノ
指
不
叶
ニ
相
成
候
付
︑
弘
化
四
年

四
月
入
墨
笞
六
十
徒
壱
年
之
刑
被

仰
付
置
候
處
︑
其
後
相
慎
農
業
一
偏
ニ
打
懸
︑
御
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相
慎
居
候
付
︑
入
墨

被
除
下
候
様
願
之
儀
別
紙
之
通
に
付
︑
御
目
附
付
御
横

目
聞
方
被
仰
付
候
處
︑
慎
方
相
違
も
無
之
職
業
農
務
等
相
励
一
体
心
得
方
宜
︑

所
柄
弁
利
に
茂
相
成
候
様
子
委
細
書
面
之
通
ニ
而
︑
御
咎
後
最
早
九
ヶ
年
ニ
相

成
候
間
︑
追
々
之
見
合
を
以
入
墨
被
除
下
︑
向
後
弥
以
相
慎
候
様
及
達
可
申
哉

︹
付
札
︺

米有

小

平
吉

郡鎌田
柏
木

道
家

佐
久
間

御
目
附

安
藤
門
太
事
門
太
前
刑

嘉
永
七
年
三
月
十
二
日

居
物
斬
安
藤
熊
五
郎
育
之
弟

安
藤
門
太

其
元
育
之
弟
門
太
儀
︑
先
年
不
届
之
儀
有
之
︑
額
ニ
入
墨
笞
た
ゝ
き
眉
無
之
御
刑
法
被

仰
付
置
候
処
︑
其
後
相
慎
職
業
等
相
励
所
柄
弁
利
に
茂
相
成
候
様
子
相
聞
候
付
︑
此
節

右
入
墨
被
除
下
候
︑
此
段
可
被
申
聞
旨
候
︑
以
上

正
月

御
刑
法
方

安
藤
熊
五
郎
殿

尚
々
本
文
之
通
被

仰
付
候
上
ハ
︑
猶
又
心
得
違
之
儀
等
有
之
候
而
者
難
相
済
事
ニ

付
︑
弥
以
職
業
出
精
い
た
し
候
様
可
被
申
付
旨
候
︑
以
上

□

覚

内
田
手
永
竈
門
村善

作

右
之
者
儀
︑
先
年
不
埒
之
儀
有
之
候
ニ
付
︑
入
墨
笞
六
十
た
ゝ
き
壱
年
眉
無
之
御
刑
法

被
仰
付
︑
定
御
小
屋
江
被
留
置
年
限
相
済
候
ニ
付
︑
去
ル
弘
化
五
年
四
月
同
村
弟
直
右

衛
門
江
御
引
渡
被

仰
付
置
候
ニ
付
︑
年
々
会
所
江
呼
出
心
得
方
等
之
儀
教
諭
仕
︑
御

達
申
上
来
候
通
ニ
御
座
候
處
︑
最
早
当
年
迄
十
九
ヶ
年
改
心
仕
︑
家
内
一
和
ニ
申
談
農

業
出
精
仕
候
段
︑
別
紙
同
村
庄
屋
宮
川
安
左
衛
門
ゟ
願
出
候
書
面
之
通
相
違
無
御
座
段

相
聞
申
候
間
︑
乍
恐
何
卒
入
墨
除
被
下
候
様
奉
願
候
︑
如
願
被
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
弥
以

謹
慎
仕
農
業
出
精
可
仕
候
様
教
諭
を
加
可
申
候
間
︑
重
畳
宜
敷
被
仰
付
可
被
下
候
︑
此

段
添
書
を
以
申
上
候
︑
以
上

慶
応
二
年
四
月

衛
藤
七
弥
太
17

㊞

村
上
久
太
郎
18

殿
㊞

御
刑
法
方

御
奉
行
衆
中

奉
願
覚

内
田
手
永
竈
門
村

一
︑
男
壱
人
歳
五
十
五

善
作

︹
冒
頭
行
間
朱
書
︺

﹁
本
行
善
作
前
刑
吟
味
仕
候
處
︑
書
面
之
通
相
違
無
御
座
候
事

御
刑
法
方
﹂

右
善
作
儀
︑
去
ル
弘
化
五
年
四
月
地
方
境
目
之
儀
ニ
付
︑
居
村
冨
助
与
申
者
与
及
争

論
︑
手
并
荷
棒
を
以
同
人
を
不
法
に
打
擲
い
た
し
疵
を
負
せ
右
疵
ニ
よ
つ
て
同
人
手
之

指
不
叶
ニ
成
候
次
第
重
畳
不
届
者
ニ
付
︑
入
墨
笞
六
十
た
ゝ
き
一
年
眉
無
之
御
刑
法
被

仰
付
︑
年
限
相
済
候
ニ
付
︑
弟
直
右
衛
門
与
申
者
江
御
引
渡
村
人
数
ニ
被
差
加
︑
以
来

屹
ト
相
慎
候
様
親
類
者
勿
論
村
役
人
共
ゟ
茂
心
を
付
候
様
被
仰
付
置
︑
最
早
当
年
迄
十

九
ヶ
年
ニ
罷
成
︑
年
々
御
教
諭
被
仰
渡
候
趣
堅
相
守
︑
家
内
一
和
仕
︑
其
後
者
農
業
一

遍
ニ
出
精
い
た
し
︑
御
年
貢
諸
上
納
等
茂
速
ニ
相
納
︑
兼
而
謹
慎
之
色
相
顕
申
候
間
︑

何
卒
御
仁
恵
之
筋
を
以
︑
入
墨
御
除
ヶ
被
仰
付
被
下
候
様
奉
願
候
︑
如
願
被
仰
付
被
下

候
ハ
ヽ
御
仁
恵
之
程
奉
感
戴
︑
弥
増
精
農
可
仕
と
奉
存
候
間
︑
重
畳
宜
敷
被
仰
付
可
被

下
候
︑
此
段
覚
書
を
以
奉
願
候
︑
以
上

慶
応
二
年
四
月

竈
門
村
庄
屋

宮
川
安
左
衛
門
	

衛
藤
七
太
殿

村
上
久
太
郎
殿

覚

廻
江
手
永
木
原
村

七
左
衛
門
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本
所
新
坪
井
米
屋
町
ニ
而

当
時
本
庄
手
永
大
江
村
人
数

宗
次
郎

右
者
先
年
不
届
之
儀
有
之
︑
御
刑
法
之
上
熊
本
八
代

御
城
下
御
構
被

仰
付
置
候
処
︑
御
咎
後
多
年
相
慎
候
付
︑
入
墨
被
除
下
︑
右
御
構
被

成
御
免
︑
新
坪
井
米
屋
町
人
数
被
差
返
候
条
難
有
奉
存
︑
弥
以
相
慎
候
之
居
様
可
有
御

達
候
︑
以
上

十
二
月
九
日

御
刑
法
方

御
奉
行
中

中
村
庄
右
衛
門
殿

本
所
新
坪
井
米
屋
町
人
数
ニ
而

当
時
本
庄
手
永
大
江
村
人
数宗

次
郎

右
者
先
年
不
届
之
儀
有
之
︑
以
下
同
文
章
ニ
而
新
坪
井
米
屋
町
人
数
ニ
被
差
返
候
段
︑

今
日
及
達
候
条
︑
右
様
御
心
得
人
数
入
之
儀
御
達
之
事

十
二
月
九
日

町
方

□

奉
願
口
上
之
覚

安
藤
熊
五
郎
育
之
弟門

太

右
門
太
儀
︑
先
年
不
埒
之
筋
有
之
候
付
︑
御
咎
被
仰
付
額
ニ
入
墨
被

仰
付
奉
恐
入

候
︑
然
處
門
太
儀
其
後
大
工
職
業
い
た
し
︑
心
懸
厚
ク
被
雇
入
多
御
座
候
間
︑
日
々
心

能
罷
暮
︑
兄
弟
睦
ク
誠
心
謹
慎
仕
候
段
見
聞
仕
候
間
︑
依
之
奉
願
候
儀
ハ
恐
入
奉
存
候

へ
共
︑
徒
刑
御
免
被

仰
付
候
後
当
年
迄
八
ヶ
年
ニ
罷
成
申
候
間
︑
何
卒
入
墨
抜
取
被

仰
付
被
下
候
様
於
私
共
奉
願
候
︑
願
之
通
被

仰
付
候
ハ
ヽ
︑
其
身
ハ
不
及
申
何
と
茂

難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
間
︑
此
段
宜
敷
様
被
成
御
達
可
被
下
候
︑
以
上

十
一
月

美
濃
部
直
八

太
田
喜
十
郎

小
嶋
龜
太
郎

林
田
次
郎

後
藤
岩
右
衛
門

村
山
算
次

覚

居
物
斬
安
藤
熊
五
郎
育
之
弟門

太

歳
三
十
九
才

右
者
先
年
不
届
之
儀
有
之
︑
御
刑
法
被
仰
付
置
候
処
其
後
相
慎
居
候
哉
︑
当
時
之
様
子

共
如
何
程
ニ
有
之
候
哉
之
旨
ニ
付
承
繕
申
候
処
︑
門
太
儀
士
席
之
衆
江
対
不
届
之
儀
有

之
︑
安
政
元
年
三
月
比
苗
字
大
小
御
取
上
顙
入
墨
笞
百
た
ゝ
き
三
年
眉
無
之
御
刑
法
被

仰
付
︑
右
年
限
相
済
同
四
年
二
月
比
兄
熊
五
郎
江
御
引
渡
ニ
相
成
候
由
︑
然
ニ
同
人
儀

ハ
沼
山
津
手
永
惣
領
村
江
居
住
い
た
し
︑
直
ニ
宿
許
江
連
帰
候
へ
共
︑
差
寄
兄
暮
方
之

助
成
ニ
相
成
候
様
之
事
茂
出
来
兼
候
付
︑
同
手
永
福
冨
村
大
工
源
十
と
申
者
之
弟
子
ニ

相
成
︑
心
懸
我
慢
出
居
候
由
之
処
︑
熊
五
郎
儀
難
渋
い
た
し
候
へ
ハ
永
日
雇
も
心
痛
い

た
し
候
由
ニ
而
︑
文
久
元
年
比
ゟ
同
手
永
古
閑
村
ニ
別
宅
大
工
片
手
ニ
少
々
内
作
を
い

た
し
渡
世
方
一
偏
ニ
打
懸
︑
小
前
同
前
ニ
相
心
得
慎
方
宜
敷
︑
村
内
家
居
之
小
繕
位
者

受
持
程
ニ
て
所
柄
殊
之
外
弁
利
ニ
相
成
︑
内
作
之
方
も
手
馴
不
申
事
ニ
候
へ
共
︑
暑
寒

之
厭
な
く
肥
手
入
等
無
間
抜
相
働
︑
小
前
之
者
茂
近
を
置
候
程
ニ
有
之
候
由
︑
右
之
通

ニ
而
門
太
儀
眉
無
御
免
後
最
早
九
ヶ
年
ニ
相
成
候
処
︑
深
前
非
を
悔
相
慎
居
候
由
唱
承

申
候
︑
以
上

丑
十
二
月
日

山
田
五
次
兵
衛

御
目
附
衆
中

僉
儀

分
司
平
川
駿
太
執
筆

本
紙
居
物
斬
安
藤
熊
五
郎
育
之
弟
門
太
儀
︑
不
届
之
儀
有
之
別
紙
書
抜
之
通
苗

字
大
小
御
取
上
顙
ニ
入
墨
百
笞
三
年
眉
無
之
御
刑
法
被

仰
付
置
候
処
︑
其
後
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由
ニ
而
︑
親
類
縁
家
共
茂
何
卒
本
所
之
人
数
ニ
立
帰
せ
安
心
仕
申
度
近
来
頻
ニ
相
歎
申

候
ニ
付
而
者
︑
最
早
無
余
命
老
体
双
方
之
情
愍
歎
ヶ
間
敷
無
余
儀
様
子
ニ
奉
存
候
間
︑

是
迄
之
次
第
村
方
ニ
而
之
様
子
追
々
右
改
心
之
趣
者
及
承
居
候
得
共
︑
猶
精
々
承
合
申

候
處
︑
謹
慎
之
次
第
等
聊
相
違
之
儀
無
御
座
候
︑
依
之
奉
願
候
段
者
重
畳
恐
多
奉
存
候

得
と
も
何
卒
此
節
本
所
当
町
人
数
ニ
御
引
戻
被

仰
付
被
下
候
様
重
畳
奉
願
候
︑
左
候

得
者
其
身
者
不
及
申
上
︑
親
類
縁
家
共
如
何
程
欤
難
有
仕
合
可
奉
存
上
私
共
ニ
お
ゐ
て

茂
重
畳
難
有
奉
存
候
間
︑
何
卒
御
別
段
之
御
慈
悲
御
憐
愍
を
被
為
持
︑
願
之
通
被

仰

付
被
下
候
様
幾
重
ニ
茂
宜
敷
奉
願
候
︑
尤
当
時
支
配
方
本
庄
手
永
大
江
村
ニ
お
ゐ
て

茂
︑
右
帰
参
ニ
付
而
聊
故
障
之
筋
無
御
座
候
ニ
付
︑
此
段
乍
恐
私
共
引
取
奉
願
候
間
︑

可
然
様
被
成
御
達
可
被
下
候
︑
以
上

慶
応
元
年
七
月

新
坪
井
米
屋
町

丁
頭園

田
武
右
衛
門
㊞

同

五
兵
衛
印

吉
村
源
次
郎
殿
	

清
藤
源
八
殿
	

水
田
武
七
郎
殿
	

釘
沢
三
十
郎
殿
	

美
作
英
次
殿

清
藤
彦
右
衛
門
殿
㊞

吉
田
鳩
太
郎
殿

河
口
嘉
久
次
殿

別
紙
之
趣
ニ
付
承
繕
申
候
処
︑
新
坪
井
米
屋
町
人
数
ニ
而
為
有
之
海
老
屋
惣
次
郎
と
申

者
不
届
之
儀
有
之
︑
弘
化
二
年
七
月
御
刑
法
被

仰
付
︑
熊
本
八
代
御
城
下
御
構
被

仰
付
︑
当
時
本
庄
手
永
大
江
村
人
数
ニ
被
差
加
置
︑
漸
露
命
を
続
居
手
紙
使
等
之
稼
を

以
取
続
︑
最
早
当
年
迄
二
十
年
程
ニ
相
成
︑
同
人
儀
当
年
六
十
一
歳
程
ニ
罷
成
︑
御
咎

後
者
重
畳
恐
入
謹
慎
第
一
ニ
相
心
得
居
︑
是
迄
村
方
ニ
而
茂
何
之
申
分
茂
無
之
︑
屹
度

改
心
之
際
相
見
居
候
由
ニ
付
︑
市
在
ゟ
願
出
之
通
本
所
米
屋
町
人
数
ニ
御
引
戻
被

仰

付
候
ハ
ヽ
弥
以
謹
慎
を
加
可
申
︑
且
別
紙
相
添
置
候
通
︑
縁
家
之
者
共
茂
有
之
何
れ
茂

安
心
い
た
し
可
申
よ
し
承
申
候
︑
以
上

丑
十
一
月

町
方
御
横
目
共

僉
議

水
津

此
前
廉
新
坪
井
米
屋
町
人
数
宗
次
郎
前
罪
別
紙
書
抜
之
通
弘
化
二
年
七
月
闕
所

笞
刑
之
上

︹
付
札
︺

米有小吉鎌田
柏
木

道
家

佐
久
間

御
目
附

御
城
下
御
構
被

仰
付
置
候
処
︑
本
庄
手
永
大
江
村
人
数
ニ
加
り
当
年
迄
二
十

一
年
相
慎
候
間
︑
帰
参
被
成
御
免
︑
元
之
町
人
数
被
差
返
被
下
候
様
本
紙
之
通

願
出
︑
慎
方
相
違
無
之
由
︑
町
方
御
横
目
聞
方
も
達
有
之
︑
追
放
之
者
五
ヶ
年

已
上
慎
方
次
第
本
籍
ニ
被
復
候
儀
ハ
︑
追
々
見
合
有
之
宗
次
郎
儀
御
咎
以
来
弐

拾
ヶ
年
余
相
成
候
付
︑
此
節
入
墨
被
除
下
御
構
被
成
御
免
︑
米
屋
町
人
数
ニ
可

被
差
返
哉

例

天
保
十
四
年
二
月
廿
四
日

大
津
手
永
中
窪
内
村

善
助
列
四
人

同
十
一
年
五
月
十
六
日

日
奈
久
御
茶
屋
番
ニ
而
致
病
死
候
田
浦
熊
之
助
支
配

理
兵
衛

嘉
永
二
年
五
月
廿
日

九
郎
右
衛
門
殿
家
来
大
森
三
右
衛
門
支
配
岡
田
力
五
郎
事

力
五
郎

同
日

筑
紫
弥
左
衛
門
組
西
長
蔵
育

己
太
郎
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次
郎
兵
衛

長
平

右
者
不
届
之
儀
有
之
︑
先
年
入
墨
笞
百
た
ゝ
き
之
御
刑
法
被

仰
付
置
候
処
︑
其
後
相

慎
居
候
付
︑
此
節
右
入
墨
被
除
下
候
︑
此
段
可
有
御
達
候
︑
以
上

十
二
月
三
日

御
刑
法
方

御
奉
行
中

入
江
次
郎
太
郎
殿

尚
々
本
文
之
通
被

仰
付
候
上
︑
猶
又
心
得
違
之
儀
有
之
候
而
ハ
難
相
済
事
ニ
付
︑
弥

以
産
業
出
精
い
た
し
候
様
可
有
御
教
諭
候
︑
以
上

□

乍
恐
奉
願
覚

新
坪
井
米
屋
町
人
数
ニ
而
当
時
本
庄
手
永
大
江
村
人
数
ニ
被
差
加
置
候
︑
私
儀
不
埒
之

儀
有
之
︑
去
ル
弘
化
二
年
巳
七
月
御
刑
法
被
仰
付
︑
熊
本
八
代
御
城
下
御
構
被
仰
付
候

ニ
も
落
着
向
々
に
お
ゐ
て
支
配
方
を
究
御
達
可
申
上
旨
被
仰
付
置
︑
本
庄
手
永
大
江
村

ニ
被
引
渡
候
処
︑
山
鹿
町
江
知
人
有
之
落
着
申
度
奉
願
候
ニ
付
︑
願
之
通
被
仰
付
候

内
︑
病
気
差
起
暫
狂
気
之
体
ニ
罷
成
︑
猶
又
横
手
手
永
古
町
村
江
落
着
申
度
奉
願
候

處
︑
相
整
兼
候
儀
有
之
︑
住
所
茂
相
定
兼
居
候
内
︑
病
気
茂
平
癒
仕
最
初
落
着
向
大
江

村
人
数
ニ
相
加
度
段
奉
願
候
處
願
之
通
被
仰
付
︑
翌
弘
化
三
午
正
月
ゟ
大
江
村
人
数
ニ

被
差
加
影
踏
等
仕
︑
生
得
商
売
を
以
渡
世
押
移
候
者
ニ
御
座
候
得
者
︑
差
寄
農
業
之
働

者
出
来
兼
︑
所
方
江
之
状
仕
イ
或
者
日
雇
稼
等
を
以
兎
哉
角
与
押
移
居
申
候
処
︑
当
年

迄
二
十
一
ヶ
年
ニ
相
成
︑
私
儀
当
年
六
十
一
歳
ニ
罷
成
老
衰
仕
︑
最
早
余
命
少
ク
御
座

候
處
︑
生
所
米
屋
町
江
者
親
類
縁
者
者
有
之
︑
且
者
先
祖
以
来
持
伝
候
家
名
茂
私
ニ
到

り
絶
果
候
而
︑
第
一
先
祖
ニ
対
難
相
済
︑
当
時
之
為
体
ニ
而
者
追
孝
茂
届
兼
︑
誠
ニ
以

歎
ヶ
ヵ
敷
次
第
ニ
而
今
更
後
悔
仕
︑
是
非
一
度
者
存
命
ニ
而
罷
在
候
内
本
所
之
人
数
ニ

立
帰
︑
先
祖
以
来
之
家
名
茂
起
申
度
︑
兼
而
念
願
茂
有
之
︑
御
咎
被

仰
付
候
後
者
屹

度
改
心
仕
居
候
儀
ニ
而
奉
願
候
儀
者
重
畳
恐
多
奉
存
候
得
共
︑
御
憐
愍
被
為
以
何
卒
今

度
帰
参
御
免
被
仰
付
︑
生
所
新
坪
井
米
屋
町
人
数
ニ
被
召
加
被
下
候
様
奉
願
候
︑
此
段

乍
恐
覚
書
を
以
奉
願
候
︑
以
上

慶
応
元
年
七
月

根
元
新
坪
井
米
屋
町
人
数
ニ
而

本
庄
手
永
大
江
村
人
数
ニ
被
差
加
候

宗
次
郎
㊞

右
之
通
願
出
宗
次
郎
儀
︑
御
咎
被
仰
付
候
後
者
︑
屹
度
改
心
仕
心
得
方
も
宜

敷
︑
生
所
米
屋
町
江
者
親
類
縁
者
茂
有
之
候
処
︑
最
早
老
衰
仕
余
命
茂
少
ク

者
ニ
而
︑
存
命
之
内
一
度
者
生
所
之
人
数
ニ
立
戻
︑
先
祖
以
来
之
家
名
茂
起

申
度
存
念
之
趣
無
余
儀
情
愍
ニ
相
見
申
候
間
︑
何
卒
宗
次
郎
願
之
通
帰
参
御

免
被
仰
付
被
下
候
様
於
私
共
茂
奉
願
候
︑
此
段
肩
書
を
以
申
上
候
︑
以
上

大
江
村
庄
屋

喜
三
次
殿
㊞

同
村
右
後
見

今
村
安
右
衛
門
殿
	

右
之
通
相
達
申
候
間
︑
内
輪
之
様
子
相
糺
申
候
処
︑
改
心
仕
候
次
第
書
面
之
通
相

違
無
御
座
︑
最
早
老
衰
仕
願
之
趣
無
余
儀
様
子
ニ
相
聞
申
候
間
︑
願
之
通
被
仰
付

被
下
候
様
於
私
も
奉
願
候
︑
此
段
肩
書
を
以
申
上
候
︑
以
上
㊞

古
閑
忠
右
衛
門
15

殿
㊞

中
村
庄
右
衛
門
16

殿
	

御
郡
方

御
奉
行
衆
中

乍
恐
奉
願
口
上
之
覚

私
共
丁
内
人
数
ニ
而
同
懸
六
間
町
ニ
居
為
申
海
老
屋
惣
次
郎
儀
︑
先
年
不
届
之
儀
有

之
︑
弘
化
二
巳
年
七
月
御
刑
法
被

仰
付
︑
熊
本
八
代
御
城
下
御
構
被

仰
付
︑
本
庄

手
永
大
江
村
人
数
ニ
被
差
加
置
︑
於
私
共
茂
奉
恐
入
候
︑
然
處
惣
次
郎
儀
其
後
謹
慎
仕

後
悔
改
心
仕
候
様
子
ニ
而
︑
最
早
当
年
迄
二
十
ヶ
余
於
村
方
茂
唯
々
一
統
之
憐
愍
を
受

居
申
候
迄
之
仕
合
ニ
而
︑
当
方
親
類
縁
者
共
ゟ
追
々
帰
参
之
儀
歎
願
仕
候
儀
ニ
御
座
候

得
共
︑
重
御
刑
法
被

仰
付
候
者
之
儀
ニ
付
奉
恐
入
差
扣
罷
在
申
候
儀
ニ
御
座
候
處
︑

右
之
者
当
丑
年
六
十
一
歳
ニ
罷
成
︑
余
命
少
者
ニ
御
座
候
間
︑
其
身
茂
今
一
度
本
所
之

人
数
ニ
立
返
申
度
︑
左
茂
無
御
座
候
而
者
死
期
之
心
懸
共
罷
成
可
申
与
内
実
相
歎
申
候
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右
者
不
届
之
儀
有
之
︑
先
年
入
墨
笞
た
ゝ
き
之
御
刑
法
被

仰
付
置
候
處
︑
其
後
相
慎

居
候
由
ニ
付
︑
此
節
に
ハ
入
墨
被
除
下
候
︑
此
段
可
有
御
達
候
︑
以
上

八
月
九
日

御
刑
法
方

御
奉
行
中

小
山
造
酒
喜
殿

三
宅
五
郎
左
衛
門
殿

尚
々
本
文
之
通
被

仰
付
候
上
︑
猶
又
心
得
違
之
儀
等
有
之
候
而
者
難
相
済
事
ニ
付
︑

弥
以
相
慎
候
様
可
有
御
達
候
︑
以
上

□

乍
恐
奉
願
覚

巣
林
村
穢
多

次
郎
兵
衛

長
平

中
山
手
永
巣
林
村
穢
多
右
之
者
共
儀
︑
去
ル
嘉
永
六
丑
年
老
牛
馬
買
入
ニ
付
不
埒
之
儀

有
之
︑
翌
寅
年
於
下
河
原
御
刑
法
且
額
ニ
入
墨
被
仰
付
置
候
ニ
付
而
者
何
れ
茂
後
悔
至

極
奉
恐
入
相
慎
居
申
候
︑
其
後
者
謹
慎
仕
老
牛
馬
買
入
等
ニ
携
不
申
︑
万
端
正
路
ニ
相

心
得
︑
村
方
も
一
和
ニ
交
り
︑
家
内
睦
敷
手
業
等
専
相
稼
申
候
︑
惣
体
巣
林
穢
多
村
ニ

御
割
付
ニ
相
成
居
候
御
用
滑
皮
之
儀
茂
相
納
来
候
ニ
付
而
ハ
︑
荒
皮
為
買
入
遠
方
所
々

ニ
懸
罷
出
候
節
︑
御
法
之
御
印
有
之
候
ニ
付
而
ハ
於
向
方
取
組
︑
且
往
来
止
宿
等
内
輪

不
謂
心
痛
御
座
候
由
︑
最
早
拾
三
ヶ
年
以
来
心
得
方
宜
敷
相
慎
居
候
者
共
ニ
御
座
候

間
︑
恐
多
程
奉
願
儀
ニ
御
座
候
得
共
︑
何
卒
右
之
者
共
弐
人
入
墨
抜
方
御
免
被
仰
付
被

下
候
様
奉
願
候
︑
願
之
通
御
免
被
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
外
々
取

之
一
端
ニ
茂
相
成
可
申

奉
存
候
間
︑
重
畳
宜
敷
被
為
成
御
達
可
被
下
候
︑
此
段
乍
恐
覚
書
を
以
奉
願
候
︑
以
上

慶
応
元
年
八
月

巣
林
村
庄
屋

村
山
小
左
衛
門
	

福
嶋
太
郎
右
衛
門
13

殿
	

入
江
次
郎
太
郎
14

殿
	

御
刑
法
方

御
奉
行
衆
中

〔付
紙
︺

﹁
本
行
見
聞
仕
候
處
︑
書
面
之
趣
相
違
無
御
座
︑
諸
事
相
慎
居
申
候
︑
御
用
皮
為
買
入
遠
方
罷
出

候
砌
︑
御
印
シ
有
之
候
而
ハ
差
障
候
儀
も
有
之
︑
旁
入
墨
抜
方
御
免
被
仰
付
被
下
度
︑
此
段
乍

憚
付
紙
を
以
申
上
候

九
月

外
田
貞
八
㊞
﹂

覚

中
山
手
永
巣
林
村

穢
多

次
郎
兵
衛

長
平

右
者
先
年
不
届
之
儀
有
之
︑
御
刑
法
被

仰
付
置
候
処
︑
其
後
相
慎
居
候
哉
︑
当
時
之
様
子
如
何
程
ニ
可
有
之
哉
之
旨
ニ
付
承
繕

申
候
処
︑
其
後
先
非
を
悔
深
謹
慎
い
た
し
居
︑
万
端
心
得
方
宜
敷
村
方
一
和
ニ
相
交
り

家
内
睦
敷
相
暮
︑
手
業
等
相
稼
居
候
由
相
体
産
物
方
御
用
滑
革
類
引
請
出
精
相
勤
候
付

而
ハ
︑
追
々
荒
皮
買
入
方
等
遠
方
ニ
懸
所
々
ゟ
買
求
候
由
ニ
而
︑
専
御
用
弁
ニ
相
成
候

由
︑
右
之
通
ニ
而
最
早
十
ヶ
年
余
深
相
慎
居
候
由
唱
承
申
候
︑
以
上

丑
十
月

工
藤
覚
兵
衛

僉
議

平
川

本
紙
中
山
手
永
巣
林
村
穢
多
次
郎
兵
衛
・
長
平
儀
︑
老
牛
馬
を
殺
し
皮
を
剥
候

付
︑
顙
入
墨
百
笞
之
刑
被

仰
付
置
候
処
︑
其
後
相
慎
居
候
付
︑
除
墨
願
出
之
趣

書
面
之
通
ニ
付
御
郡
御
目
附
付
御
横
目
聞
方
被
仰
付
候
処
︑
慎
方
相
違
も
無
之
万

端
心
得
方
宜
様
子
ニ
相
聞
︑
御
咎
後
最
早
十
二
ヶ
年
ニ
相
成
申
候
間
入
墨
被
除

下
︑
向
後
弥
以
相
慎
居
候
様
例
之
趣
を
以
及
達
可
申
哉

︹
付
札
︺米小

有

吉

笠

鎌
田

柏
木

道
家

佐
久
間

御
目
附

例

中
山
手
永
巣
林
村

穢
多
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以
農
業
出
精
い
た
し
候
様
可
有
御
達
候
︑
以
上

□

口
上
之
覚

御
加
子
今
井
傳
之
助
家
族

五
三
郎

右
者
先
年
御
加
子
之
節
不
届
之
儀
有
之
候
ニ
付
︑
安
政
三
年
辰
八
月
御
刑
法
被

仰

付
︑
御
印
入
方
被

仰
付
︑
父
今
井
岩
平
家
族
江
被

仰
付
置
候
処
︑
父
兄
之
教
訓
ニ

基
キ
其
身
ニ
お
ゐ
て
者
屹
ト
相
慎
前
罪
を
悔
︑
改
心
仕
孝
心
を
尽
申
居
候
処
︑
其
後
父

母
共
病
死
仕
︑
当
時
兄
今
井
傳
之
助
と
同
居
仕
居
申
候
︑
右
父
母
病
死
ニ
付
而
ハ
五
三

郎
儀
存
生
之
内
不
孝
を
懸
候
儀
深
ク
相
悔
︑
弥
以
本
心
ニ
引
改
︑
追
孝
墓
参
之
儀
も
無

怠
︑
且
外
出
等
之
儀
ニ
至
迄
重
畳
相
慎
居
申
候
処
︑
右
御
刑
法
被
仰
付
ニ
而
ゟ
当
年
迄

十
ヶ
年
ニ
相
成
少
も
申
分
無
御
座
候
︑
最
早
年
齢
も
四
十
五
歳
ニ
罷
成
︑
弥
以
本
心
ニ

立
返
申
候
ニ
付
而
者
︑
追
々
之
御
見
合
を
以
何
卒
御
印
抜
方
被

仰
付
被
下
候
様
奉
願

候
︑
左
候
得
ハ
ヽ
弥
以
顧
我
身
を

御
国
恩
難
有
奉
存
候
︑
益
心
を
嗜
可
申
奉
存
候
間
︑
此
段
宜
敷
被
成
御
達
可
被
下
候
︑

以
上

慶
応
元
年
七
月

水
橋
玄
熊
伍
列御

船
頭
中

野
間
道
助
殿

宮
村
喜
市
殿

小
山
造
酒
喜
11

殿

三
宅
五
郎
左
衛
門
12

殿

覚

御
加
子
今
井
傳
之
助
家
族

五
三
郎

右
者
先
年
不
届
之
儀
有
之
︑
御
刑
法
被

仰
付
置
候
處
︑
其
儀
相
慎
当
時
愈
御
謹
慎
仕
行
状
宜
様
子
御
座
候
︑
右
見
聞
之
趣
御
達

仕
候
︑
以
上

七
月
廿
二
日

川
尻
作
監
也

平
川
貞
四
郎
印

御
刑
法
方

御
奉
行
衆
中

御
加
子
今
井
傳
之
助
家
族

五
三
郎

右
者
先
年
不
届
之
儀
有
之
︑
御
刑
法
被

仰
付
置
候
處
︑
其
後
相
慎
居
候
哉
︑
当
時
之
様
子
委
書
付
を
以
御
達
仕
候
様
御
達
之
趣

達
承
智
承
繕
申
候
処
︑
安
政
三
年
八
月
御
咎
被

仰
付
候
後
謹
慎
仕
︑
当
時
之
行
状
慎
方
宜
様
子
相
聞
申
候
︑
此
段
見
聞
之
趣
御
達
仕

候
︑
以
上

七
月
廿
二
日

川
尻
定
詰

御
勝
手
方
附
所
也

御
横
目
中

御
刑
法
方

根
取
衆
中

安
政
三
年
八
月
八
日
川
尻
御
加
子
五
三
郎

前
刑
扣
略

︹
付
札
︺

代米

有小

笠

吉
平

三

井
上

柏
木

道
家

佐
久
間

御
目
附

僉
議

平
川
駿
太

本
紙
五
三
郎
儀
︑
前
刑
別
紙
書
抜
之
通
安
政
三
年
八
月
御
給
扶
持
被
差
放
ぬ
字

入
墨
四
十
笞
之
刑
被

仰
付
置
候
處
︑
其
後
相
慎
居
候
付
︑
入
墨
被
除
下
候
様

願
之
趣
書
面
之
通
ニ
御
座
候
︑
川
尻
御
作
事
所
御
目
附
同
所
定
詰
御
勝
手
方
附

所
之
御
横
目
聞
方
被
仰
付
候
處
︑
五
三
郎
儀
慎
方
相
違
無
之
様
子
ニ
而
︑
御
咎

後
最
早
七
年
ニ
相
成
申
候
間
︑
追
々
之
見
合
を
以
入
墨
被
除
下
向
後
慎
方
之
趣

共
例
之
通
及
達
可
申
候
哉

川
尻
御
加
子
今
井

傳
之
助

五
三
郎
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仰
付
置
候
處
︑
其
後
ハ
弥
奉
恐
入
前
非
を
悔
相
慎
居
︑
安
政
五
年
依
願
商
札
被
渡
置
候

ニ
付
而
者
塩
物
抔
商
売
い
た
し
候
処
︑
順
路
ニ
有
之
聊
以
前
之
素
振
無
之
︑
村
方
交
等

も
宜
由
ニ
而
︑
最
早
当
年
迄
十
五
ヶ
年
程
不
相
替
深
相
慎
候
由
承
申
候
︑
以
上

丑
閏
五
月

下
田
右
平

乍
恐
奉
願
覚

松
山
手
永
小
曽
部
村

万
五
郎

〔朱
筆
︺

﹁
本
紙
万
五
郎
慎
心
之
様
子
村
方
之
者
差
寄
急
度
及
見
聞
申
候
處
︑
書
面
之
趣
相
違
無
御
座
︑
弥
以

改
心
仕
︑
専
村
方
之
為
合
ニ
相
成
居
候
様
子
ニ
相
聞
申
候
間
︑
書
面
之
通
被
仰
付
被
下
度
奉
存

候
︑
此
段
付
紙
に
て
申
上
候
︑
以
上

五
月

斎
藤
弥
五
兵
衛
﹂

右
者
弘
化
二
年
八
月
︑
背
御
法
度
博
奕
い
た
し
村
人
数
之
身
分
ニ
而
猥
ニ
致
商
イ
候
内

ニ
ハ
保
太
窪
地
筒
松
本
嘉
太
郎
所
持
之
俵
物
借
受
︑
弟
善
七
請
持
地
方
引
当
︑
右
証
文

ニ
村
庄
屋
等
之
印
形
を
似
せ
用
イ
︑
筑
後
若
津
町
惣
次
郎
并
御
領
天
草
之
者
尾
池
卯
市

と
申
も
の
商
筋
取
組
候
ニ
付
而
者
︑
往
来
手
形
不
願
受
筑
後
若
津
江
罷
越
︑
松
本
嘉
太

郎
所
持
之
莨
を
惣
次
郎
列
之
も
の
江
買
取
遣
候
を
︑
自
身
借
受
之
姿
ニ
い
た
し
︑
惣
次

郎
列
之
も
の
出
方
い
た
し
候
莨
代
者
已
前
之
借
財
ニ
払
込
候
と
の
取
組
い
た
し
候
処
ゟ

嘉
太
郎
儀
約
束
之
莨
不
相
渡
︑
惣
次
郎
列
之
者
役
所
江
訴
出
御
難
題
と
も
引
発
候
次

第
︑
彼
是
不
届
者
ニ
付
︑
入
墨
笞
百
た
ゝ
き
御
刑
法
被
仰
付
︑
以
来
屹
ト
相
慎
候
様
松

山
会
所
江
御
呼
出
御
教
諭
被
仰
付
置
候
処
︑
猶
又
嘉
永
三
年
五
月
薬
種
諏
合
札
不
願

受
︑
木
倉
手
永
牛
ヶ
瀬
村
弥
平
と
申
者
ゟ
サ
フ
ラ
ン
を
買
取
売
払
候
次
第
不
埒
之
至
ニ

付
︑
三
貫
文
之
贖
刑
被
仰
付
︑
其
節
茂
右
同
様
松
山
会
所
江
御
呼
出
︑
以
来
屹
ト
相
心

得
候
様
御
教
諭
被
仰
付
置
候
︑
然
処
其
後
前
悲
奉

︹
マ
マ
︺

悔
︑
当
年
迄
十
五
ヶ
年
相
慎
居
申

候
︑
右
万
五
郎
儀
安
政
五
年
依
頼
在
中
商
札
壱
枚
被
渡
下
御
願
を
以
無
患
取
続
︑
近
年

者
村
方
色
々
世
話
筋
厚
ク
心
配
い
た
し
︑
逸
稜
為
合
ニ
相
成
申
候
間
︑
乍
恐
右
入
墨
被

除
下
候
様
於
私
共
も
重
畳
宜
敷
奉
願
候
︑
左
候
得
者
向
後
弥
以
改
心
仕
︑
往
々
御

百
性
ニ

︹
マ
マ
︺

成
立
可
申
と
奉
存
候
間
︑
御
別
段
之
被
為
持
御
参
談
宜
敷
被
仰
付
可
被
下
候
︑

此
段
乍
恐
万
五
郎
五
人
組
之
者
共
覚
書
を
以
奉
願
候
︑
以
上

元
治
二
年
五
月

小
曽
部
村
万
五
郎

五
人
組卯

八
︵
筆
軸
印
)

同

平
八
︵
筆
軸
印
)

同

喜
七
︵
筆
軸
印
)

同
村
御
用
請
候
者

利
平
治
㊞

同
村
庄
屋
後
見

竹
島
文
三
郎
	

小
山
七
郎
太
9

殿
	

入
江
次
郎
太
郎
10

殿
	

御
刑
法
方

御
奉
行
衆
中

︹
付
札
︺

有
吉

小

平

米三

井
上

柏
木

佐
久
間

御
目
附

僉
議

水
津

此
小
曽
部
村
万
五
郎
儀
︑
御
刑
法
被

仰
付
候
後
︑
廿
一
年
追
而
猶
御
咎
被

仰
付
候
而
ゟ
十
五
年
ニ
相
成
︑
産
業
心
懸
相
慎
候
由
達
并
御
横
目
聞
方
之
通
ニ

付
追
々
之
見
合
を
以
入
墨
可
除
下
哉

松
山
手
永
小
曽
部
村

万
五
郎

右
者
不
届
之
儀
有
之
︑
先
年
入
墨
笞
た
ゝ
き
之
御
刑
法
被

仰
付
置
候
處
︑
其
後
相
慎
居
候
付
︑
此
節
右
入
墨
被
除
下
候
︑
此
段
可
有
御
達
候
︑
以

上

六
月
十
二
日

御
刑
法
方御

奉
行
中

入
江
次
郎
太
郎
殿

尚
々
本
文
之
通
被

仰
付
候
上
︑
猶
又
心
得
違
之
儀
有
之
候
而
ハ
難
相
済
事
ニ
付
︑
弥
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心
得
兼
而
難
渋
仕
候
得
者
︑
高
地
茂
所
持
不
仕
候
ニ
付
︑
重
モ
ニ
鍛
冶
炭
焼
等
之
山
稼

出
精
仕
︑
農
繫
之
砌
者
作
付
雇
ニ
罷
出
渡
世
取
続
居
申
候
︑
尤
兄
茂
左
衛
門
儀
も
極
難

渋
者
ニ
而
当
時
奉
公
ニ
罷
出
︑
女
房
儀
者
幼
年
之
一
子
を
連
日
雇
稼
等
を
以
取
続
居
︑

惣
十
儀
者
老
母
を
引
請
相
育
居
申
候
處
︑
平
常
事
方
茂
宜
敷
格
別
謹
慎
仕
居
申
候
間
︑

乍
恐
入
墨
被
除
下
候
様
奉
願
候
︑
如
願
被
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
御
仁
慈
之
程
奉
感
戴
弥
以

謹
慎
可
仕
候
間
︑
此
段
可
然
様
被
成
御
達
可
被
下
候
︑
為
其
覚
書
を
以
申
上
候
︑
以
上

元
治
二
年
四
月

深
川
手
永
長
野
村
庄
屋

平
井
嘉
右
衛
門
	

衛
藤
七
弥
太
6

殿
㊞

村
上
久
太
郎
7

殿
㊞

御
刑
法
方

御
奉
行
衆
中

覚

深
川
手
永
長
野
村惣
十

歳
四
十
二
程

右
者
先
年
不
届
之
儀
有
之
︑
御
刑
法
被

仰
付
置
候
処
︑
其
後
相
慎
候
哉
之
旨
ニ
付
承
繕
申
候
処
︑
安
政
四
年
御
刑
法
被

仰
付

高
麗
門
定
小
屋
江
被
差
置
︑
万
延
元
年
三
月
本
所
江
被
差
返
︑
兄
茂
右
衛
門
と
同
居
い

た
し
居
候
処
︑
其
後
老
母
を
引
請
右
家
を
隔
切
︑
無
高
者
ニ
而
鍛
冶
屋
炭
焼
之
山
稼
ニ

而
渡
世
い
た
し
︑
惣
体
以
前
者
石
工
職
い
た
し
居
候
處
︑
道
具
も
所
持
不
仕
候
付
相
止

居
候
処
︑
当
春
之
比
ゟ
者
右
道
具
も
村
内
ゟ
貸
遣
候
由
ニ
而
石
細
工
専
ら
ニ
付
取
続

居
︑
追
々
庄
屋
村
役
人
ゟ
も
教
諭
を
加
付
謹
慎
い
た
し
︑
当
時
者
煩
敷
唱
も
無
之
由
承

申
候
︑
以
上

丑
閏
五
月

郡
監
付
也

宗
村
弥
久
馬

僉
議

平
川

此
総
十

︹
マ
マ
︺

儀
︑
盗
再
犯
ニ
付
別
紙
書
抜
之
通
御
刑
法
被

仰
付
置
候
通
ニ
而
︑
其

後
相
慎
居
候
間
︑
入
墨
被
除
下
候
様
願
之
趣
書
面
之
通
ニ
付
︑
御
郡
御
目
附
付

御
横
目
聞
方
被

仰
付
候
處
︑
慎
方
相
違
無
之
︑
当
時
専
ら
石
細
工
相
稼
候
由

ニ
而
︑
御
咎
後
最
早
六
ヶ
年
ニ
相
成
︑
追
而
之
見
合
を
以
入
墨
被
除
下
候
儀
︑

弥
以
相
慎
候
様
可
被
及
御
達
哉

︹
付
札
︺

有米小
吉

笠

平

三

井
上

柏
木

道
家

佐
久
間

御
目
附

深
川
手
永
長
野
村

安
政
四
年
四
月
六
日

惣
十

前
刑
扣
略

深
川
手
永
長
野
村惣

十

右
者
不
届
之
儀
有
之
︑
先
年
御
入
墨
笞
た
ゝ
き
眉
無
之
御
刑
法
被

仰
付
置
候
処
︑
其

後
相
慎
候
付
︑
此
節
右
入
墨
被
除
下
候
︑
此
段
可
有
御
達
候
︑
以
上

六
月
五
日

御
刑
法
方

御
奉
行
中

熊
谷
市
郎
左
衛
門
8

殿

尚
々
本
文
之
通
被

仰
付
候
上
︑
猶
又
心
得
違
之
儀
有
之
候
而
者
難
相
済
事
ニ
付
︑
弥

以
産
業
出
精
い
た
し
候
様
可
有
御
達
候
︑
以
上

□

覚

松
山
手
永
小
曽
部
村

無
高
者

万
五
郎

歳
五
十
三
程

右
者
先
年
不
届
之
儀
有
之
︑
御
刑
法

被

仰
付
置
候
処
︑
其
後
相
慎
当
時
之
様
子
如
何
程
ニ
有
之
候
哉
之
旨
ニ
付
承
繕
申
候

處
︑
同
人
儀
不
届
之
儀
有
之
︑
去
ル
弘
化
二
年
八
月
入
墨
笞
百
た
ゝ
き
之
御
刑
法
被

仰
付
置
︑
猶
又
嘉
永
三
年
五
月
不
埒
之
儀
有
之
三
貫
文
之
贖
刑
被
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無
御
座
改
心
仕
︑
御
百
姓
一
遍
ニ
出
精
仕
候
間
︑
入
墨
被
抜
下
候
様
奉
願
候
︑
此
段
奥

書
を
以
申
上
候
︑
已
上

丑
二
月

北
里
傳
兵
衛
㊞

内
山
又
助
4

殿

井
口
呈
助
5

殿
㊞

御
刑
法
方

御
奉
行
衆
中

本
紙
滿
願
寺
村
淺
吉
所
業
之
様
子
精
々
見
聞
仕
候
處
︑
御
懲
戒
被

仰
付
候
後
︑
弥
以

農
事
一
遍
に
打
懸
出
精
仕
候
趣
ニ
而
改
心
之
様
子
書
面
之
通
相
違
無
御
座
候
間
︑
願
之

如
く
御
印
被
抜
下
候
様
有
御
座
度
奉
存
候
︑
右
見
聞
之
趣
付
紙
を
以
申
上
候
︑
以
上

丑
二
月

松
崎
文
兵
衛

小
国
御
郡
代
衆
中

覚

北
里
手
永
滿
願
寺
村淺

吉

歳
三
十
三
程

右
者
先
年
不
届
之
儀
有
之
︑
御
刑
法
被

仰
付
置
候
處
︑
其
後
相
慎
居
候
哉
︑
当
時
之

様
子
共
承
繕
申
候
處
︑
去
ル
安
政
四
年
比
御
刑
法
被

仰
付
候
由
之
處
︑
其
後
深
改
心

い
た
し
御
教
諭
之
趣
廻
役
筋
之
差
図
茂
堅
相
守
︑
老
母
江
事
方
よ
ろ
し
く
家
内
睦
敷
村

中
之
交
り
茂
宜
︑
以
前
者
日
稼
体
之
暮
い
た
し
居
候
由
之
処
︑
御
咎
後
ハ
農
業
一
偏
ニ

身
を
委
︑
村
方
ニ
而
者
指
折
之
精
農
ニ
而
此
四
五
ヶ
年
者
時
々
之
粮
物
等
積
貯
居
︑
先

中
段
位
之
御
百
姓
ニ
成
立
候
由
ニ
而
︑
諸
上
納
等
も
並
々
越
ヱ
速
ニ
上
納
い
た
し
︑
御

咎
後
当
年
迄
九
ヶ
年
屹
度
相
慎
居
候
由
唱
承
申
候
︑
以
上

丑
閏
五
月

工
藤
覚
兵
衛

倉
岡
運
作

︹
付
札
︺

米小吉
有

平

井
上

柏
木

道
家

佐
久
間

御
目
附

僉
議

岡
松

本
紙
北
里
手
永
滿
願
寺
村
淺
吉
儀
︑
前
刑
別
紙
書
抜
之
通
ニ
而
︑
安
政
四
年
十

月
ぬ
之
字
入
墨
五
十
笞
之
刑
被

仰
付
置
候
處
︑
其
後
相
慎
居
候
ニ
付
︑
入
墨

被
除
下
候
様
願
之
趣
書
面
之
通
ニ
付
︑
御
郡
御
目
附
付
御
横
目
聞
方
被

仰
付

候
處
︑
浅
吉
儀
御
咎
後
深
改
心
い
た
し
︑
役
筋
之
教
諭
を
相
守
︑
老
母
江
事
方

宜
︑
且
以
前
者
日
稼
体
之
も
の
ニ
御
座
候
処
︑
農
業
ニ
基
キ
当
時
中
段
位
之
百

姓
ニ
成
立
候
趣
委
細
別
紙
之
通
相
達
申
候
︑
此
も
の
儀
御
咎
後
九
ヶ
年
ニ
相
成

慎
方
茂
前
文
之
通
ニ
而
別
紙
例
依
除
墨
可
被
差
免
哉

北
里
手
永
滿
願
寺
村淺

吉

右
者
不
届
之
儀
有
之
︑
先
年
入
墨
笞
た
ゝ
き
之
御
刑
法
被

仰
付
置
候
處
︑
其
後
相
慎
居
候
付
︑
此
節
右
入
墨
被
除
下
候
︑
此
段
可
有
御
達
候
︑
以

上

閏
五
月
廿
四
日

御
刑
法
方

御
奉
行
中

小
国御

郡
代
衆
中

尚
々
本
文
之
通
被

仰
付
候
上
︑
猶
又
心
得
違
之
儀
有
之
候
而
者
難
相
済
事
ニ
付
︑
弥

以
農
業
出
精
い
た
し
候
様
可
有
御
達
候
︑
以
上

□

覚

平
井
嘉
右
衛
門

一

男
壱
人

歳
四
十
二

深
川
手
永
長
野
村惣

十

右
之
者
不
届
之
儀
有
之
︑
去
ル
安
政
四
年
四
月
六
日
額
ニ
入
墨
笞
百
た
ゝ
き
之

御
刑
法
被

仰
付
︑
高
麗
門
定
小
屋
江
被
為
差
置
候
處
︑
御
年
限
相
済
万
延
元
年
三
月

廿
三
日
本
所
江
被
差
返
︑
兄
茂
左
衛
門
江
被
引
渡
︑
是
ゟ
五
年
を
過
委
敷
書
付
を
以
御

達
申
上
候
様
被
仰
付
置
候
︑
依
之
同
人
家
内
ニ
差
加
置
申
候
処
︑
其
後
謹
慎
第
一
ニ
相
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儀
慎
方
相
違
無
之
様
子
ニ
而
︑
御
咎
後
最
早
十
ヶ
年
ニ
相
成
申
候
間
︑
追
々
之

見
合
を
以
入
墨
被
除
下
︑
向
後
慎
方
之
儀
も
例
之
通
可
被
及
御
達
哉

︹
付
札
︺米平小吉郡

○
片
山

柏
木

道
家

木
村

御
目
附

前
刑安

政
三
年
八
月

川
尻
御
加
子
武
内

覚

川
尻
御
加
子
渡
邊
陽
之
助
弟武

内

右
者
先
年
不
届
之
儀
有
之
︑
御
刑
法

被

仰
付
置
候
處
︑
其
後
相
慎
居
候
哉
︑
当
時
之
様
子
委
書
付
を
以
御
達
仕
候
様
︑
御

達
之
趣
奉
承
智
承
繕
申
候
處
︑
安
政
三
年
八
月
御
咎

被

仰
付
候
後
弥
以
相
慎
︑
当
時
之
行
状
慎
方
宜
様
子
ニ
相
聞
申
候
︑
此
段
見
聞
之
趣

御
達
仕
候
︑
以
上

二
月
廿
五
日

水
谷
三
郎
平

御
刑
法
方

御
奉
行
衆
中

川
尻
御
加
子

渡
邊
陽
之
助
弟武

内

右
者
先
年
不
届
之
儀
有
之
︑
御
刑
法

被

仰
付
置
候
處
︑
其
後
相
慎
居
候
哉
︑
当
時
之
様
子
共
委
書
付
を
以
御
達
仕
候
様
御

達
之
趣
奉
承
智
承
繕
申
候
處
︑
安
政
三
年
八
月
御
咎
被

仰
付
候
後
謹
慎
仕
︑
当
時
之
行
状
慎
方
宜
様
子
ニ
相
聞
申
候
︑
此
段
見
聞
之
趣
御
達
仕

候
︑
以
上

二
月
廿
四
日

川
尻
定
詰

御
勝
手
方
附
所
也

御
横
目
中

御
刑
法
方

根
取
衆
中

川
尻
御
加
子

渡
邊
陽
之
助
弟

武
内

右
者
不
届
之
儀
有
之
︑
先
年
入
墨
笞
た
ゝ
き
之
刑
被

仰
付
置
候
處
︑
其
後
相
慎
居
候

由
ニ
付
︑
此
節
入
墨
被
除
下
被
候
︑
此
段
可
有
御
達
候
︑
以
上

三
月
十
七
日

御
刑
法
方

御
奉
行
中

川
尻
船
頭
也

小
山
造
酒
喜
殿

三
宅
五
郎
左
衛
門
殿

尚
々
本
文
之
通
被

仰
付
候
上
︑
猶
又
心
得
違
之
儀
有
之
候
而
者
難
相
済
事
ニ
付
︑
弥

以
相
慎
候
様
可
有
御
達
候
︑
以
上

□

乍
恐
奉
願
覚

北
里
手
永
滿
願
寺
村淺

吉

当
丑
三
十
三
才

右
之
者
儀
︑
菊
池
源
兵
衛
於
御
山
内
御
仕
立
之
川
苔
盗
取
候
内
ニ
者
同
類
を
も
相
誘
盗

ニ
罷
越
候
次
第
不
届
者
ニ
付
︑
ぬ
之
字
入
墨
五
十
た
ゝ
き
之
御
刑
法
被
仰
付
︑
安
政
四

巳
十
月
元
々
之
通
被
引
渡
︑
屹
度
心
底
相
改
候
様
親
類
者
勿
論
所
役
人
ゟ
茂
心
を
附
︑

御
教
諭
之
趣
堅
ク
相
守
屹
度
改
心
致
候
ハ
ヽ
是
ゟ
五
ヶ
年
を
過
委
敷
書
附
を
以
御
達
申

上
候
様
被
仰
付
置
候
処
︑
去
ル
万
延
二
酉
年
迄
ニ
五
ヶ
年
ニ
相
成
申
候
︑
然
処
淺
吉
儀

被
返
下
候
後
少
高
受
持
御
百
性
︹
マ
マ
︺出
精
相
働
キ
︑
御
教
諭
之
趣
堅
ク
相
守
︑
家
内
睦
間
敷

ク
諸
事
熟
和
ニ
有
之
︑
諸
出
銀
等
其
時
々
速
ニ
相
納
万
端
改
心
仕
申
候
間
︑
乍
恐
御
入

墨
被
抜
下
候
様
奉
願
候
︑
此
段
覚
書
を
以
申
上
候
︑
以
上

元
治
二
年
二
月

滿
願
寺
村
庄
屋泰

七

北
里
傳
兵
衛
3

殿

右
之
通
願
出
申
候
間
︑
手
永
横
目
差
出
委
敷
見
聞
仕
せ
候
處
︑
庄
屋
泰
七
願
之
通
相
違
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後
藤
弾
助

御
目
付
衆
中

本
紙
龜
助
儀
︑
甚
兵
衛
方
出
京
之
供
い
た
し
候
時
分
者
勤

王
之
説
を
相
唱
︑
間

ニ
心
易
も
の
抔
江
者
相
勧
候
事
も
為
有
之
由
之
処
︑
い
つ
れ
も
不
用
意
之
由
ニ

而
︑
其
後
者
格
別
噺
も
い
た
し
不
申
︑
当
時
ニ
至
り
有
之
後
悔
い
た
し
居
候
欤
之

由
︑
承
申
候
段
︑
演
舌

︹
付
札
︺米有

小

吉平
郡

三
片
山

柏
木

道
家

木
村

御
目
附

僉
議
分
司
平
川
駿
太
執
筆

本
紙
外
様
足
軽
石
原
又
勝
育
之
叔
父
龜
助
儀
︑
前
刑
別
紙
之
通
ニ
而
入
墨
笞
百
三

年
眉
無
之
刑
被

仰
付
︑
万
延
元
年
年
限
相
済
被
差
返
置
候
処
︑
其
後
格
別
相
慎

候
付
︑
入
墨
を
除
被
下
候
様
願
出
之
通
ニ
付
︑
御
横
目
方
及
達
候
處
︑
格
別
相
慎

候
趣
本
紙
之
通
ニ
候
事
︑
徒
刑
御
免
已
後
最
早
五
ヶ
年
迄
申
處
︑
龜
助
同
様
之
罪

状
ニ
而
一
同
御
咎
被

仰
付
候
も
の
去
春
已
来
追
々
除
墨
御
免
ニ
相
成
候
見
合
も

有
之
候
間
︑
龜
助
儀
も
此
節
刺
墨
被
除
下
已
後
慎
方
之
儀
例
之
通
及
達
可
申
哉

前
刑生

駒
九
左
衛
門
組
外
様
足
軽

安
政
四
年
二
月
五
日

佐
藤
龜
助

長
谷
川
勝
次
郎
組
外
様
足
軽
石
原
又
勝
育
之
叔
父
龜
助
儀
︑
不
届
之
儀
有
之
︑
先
年
入

墨
笞
た
ゝ
き
眉
無
之
御
刑
法
被

仰
付
置
候
処
︑
其
後
相
慎
居
候
由
ニ
付
︑
此
節
右
入

墨
被
除
下
候
︑
此
段
可
有
御
達
候
︑
以
上

二
月
廿
七
日

御
刑
法
方

御
奉
行
中

奥
田
章
左
衛
門
殿

尚
々
本
文
之
通
被

仰
付
候
上
︑
猶
又
心
得
違
之
儀
有
之
候
而
者
難
相
済
事
候
付
︑
弥

以
相
慎
候
様
可
有
御
座
候
︑
以
上

□

口
上
之
覚

御
加
子
渡
辺
陽
之
助
弟武

内

右
者
先
年
御
加
子
之
節
不
届
之
儀
有
之
︑
安
政
三
年
辰
八
月
御
刑
法
被
仰
付
御
印
入
方

被
仰
付
︑
父
渡
辺
平
左
衛
門
家
族
ニ
被
仰
付
置
候
處
︑
父
兄
之
教
訓
ニ
基
キ
其
身
ニ
於

て
茂
相
慎
ミ
︑
前
罪
を
悔
改
心
仕
り
孝
心
ヲ
尽
し
申
居
候
処
︑
其
後
父
平
左
衛
門
義
病

死
仕
り
︑
当
時
兄
渡
辺
陽
之
助
と
同
居
仕
り
居
申
候
︑
右
父
病
死
仕
り
候
ニ
付
而
者
武

内
儀
存
生
之
内
不
幸
を
懸
候
儀
深
く
相
悔
︑
弥
以
本
心
引
改
︑
追
孝
墓
参
之
儀
茂
無

怠
︑
且
兄
嫂
江
之
事
方
少
し
茂
無
余
念
︑
外
出
等
之
儀
ニ
至
迄
重
畳
相
慎
居
申
候
処
︑

右
御
刑
法
被
仰
付
候
而
ゟ
当
年
迄
十
ヶ
年
ニ
相
成
少
し
茂
申
分
無
御
座
候
︑
最
早
年
齢

も
四
十
七
歳
ニ
罷
成
︑
弥
以
善
心
ニ
立
返
り
前
非
を
悔
慨
嘆
仕
候
ニ
付
︑
何
卒
追
々
之

御
見
合
茂
可
有
御
座
候
間
︑
御
印
抜
方
被

仰
付
被
下
候
様
奉
願
候
︑
左
候
ハ
ヽ
弥
以

我
身
を
顧
ミ
御
国
恩
難
有
奉
存
尽
善
心
を
生
し
可
申
候
ニ
付
︑
此
段
宜
敷
被
成
御
達
可

被
下
候
︑
以
上

元
治
二
年
二
月

伍
列
御
船
頭

東
彦
四
郎

安
武
貞
記

野
間
和
次
郎

野
間
直
助
殿

宮
村
喜
市
殿

小
山
造
酒
喜
1

殿

三
宅
五
郎
左
衛
門
2

殿

僉
議

平
川

本
紙
武
内
儀
︑
前
刑
別
紙
書
抜
之
通
安
政
三
年
八
月
御
給
扶
持
被
差
放
ぬ
ノ
字

入
墨
四
十
笞
之
刑
被

仰
付
置
候
処
︑
其
後
相
慎
居
候
付
︑
入
墨
被
除
下
候
様

願
之
趣
書
面
之
通
ニ
御
座
候
間
︑
川
尻
御
作
事
所
御
目
附
幷
同
所
定
詰
御
勝
手

方
附
所
々
御
横
目
見
聞
之
趣
被
相
達
候
様
及
達
候
之
處
︑
別
紙
之
通
ニ
而
武
内
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□

口
上
之
覚

外
様
足
軽
石
原
又
勝

育
之
叔
父

龜
助

右
者
幼
年
之
砌
重
御
咎
被

仰
付
︑
宿
元
江
被
差
返
候
以
後
︑
謹
慎
罷
在
居
申
候
付
︑
奉
願
苗
字
大
小
差
免
一
季
ニ

召
抱
︑
家
政
向
等
内
外
世
話
い
た
し
候
様
申
付
置
候
處
︑
万
端
手
全
ニ
相
勤
︑
逸
稜
為

合
ニ
も
相
成
︑
且
又
老
母
数
年
病
気
ニ
罷
成
居
申
候
處
︑
手
厚
看
病
仕
孝
養
筋
深
心
を

用
︑
透
々
ニ
者
文
武
を
も
心
懸
︑
弥
以
先
非
を
悔
︑
謹
慎
罷
在
申
候
︑
然
處
右
龜
助
一

列
被
勤
謹
慎
之
訳
ニ
御
印
抜
方
被

仰
付
候
も
の
も
御
座
候
由
承
知
仕
居
申
候
間
︑
外

之
御
見
合
を
以
何
卒
御
印
抜
御
免
被

仰
付
被
下
候
様
奉
願
候
︑
此
段
可
然
様
御
達
可

被
下
候
︑
以
上

十
一
月

住
江
甚
兵
衛

覚

外
様
足
軽
石
原
又
勝

育
之
叔
父

龜
助

歳
二
十
七
程

右
者
先
年
不
届
之
儀
有
之
︑
御
刑
法
被

仰
付
置
候
処
︑
其
後
相
慎
居
候
哉
︑
当
時
之

様
子
共
如
何
程
ニ
有
之
候
哉
之
旨
に
付
承
繕
申
候
處
︑
龜
助
儀
者
佐
藤
源
太
郎
と
為
申

者
之
養
子
ニ
而
︑
外
様
足
軽
被
召
拘
置

︹
マ
マ
︺

候
処
︑
先
年
不
届
之
儀
有
之
︑
苗
字
大
小
御
取

揚
入
墨
百
笞
三
年
眉
無
之
御
刑
法
被

仰
付
︑
右
年
限
相
済
万
延
元
年
正
月
頃
被
差
返

候
由
之
處
︑
源
太
郎
儀
者
龜
助
徒
刑
小
屋
江
被
差
置
候
内
病
死
い
た
し
︑
実
兄
石
原
駒

太
も
同
様
ニ
付
︑
同
人
養
子
石
原
又
勝
育
ニ
罷
成
︑
前
非
を
悔
相
慎
居
候
由
︑
然
ニ
又

勝
家
内
者
養
祖
母
壱
人
に
而
候
得
と
も
︑
病
災
不
幸
打
続
難
立
行
處
よ
り
家
居
売
払
︑

養
祖
母
者
縁
家
之
も
の
江
預
︑
又
勝
者
実
家
よ
り
相
勤
候
由
ニ
而
︑
龜
助
儀
兄
者
寄
方

共
無
之
候
處
︑
又
勝
養
祖
母
者
龜
助
実
母
ニ
而
暫
同
居
い
た
し
居
候
へ
と
も
︑
何
も
手

稼
等
も
無
之
心
痛
い
た
し
居
候
由
︑
尤
同
人
儀
筆
算
書
見
を
茂
心
懸
︑
気
働
も
相
応
ニ

有
之
候
付
︑
世
話
人
有
之
住
江
甚
兵
衛
方
江
在
付
︑
同
人
方
文
久
元
年
七
月
頃
被
奉
願

苗
字
大
小
差
免
︑
壱
人
扶
持
ニ
相
応
之
給
銭
を
遣
し
︑
一
季
ニ
召
抱
物
書
被
申
付
候

付
︑
石
原
龜
助
と
相
改
︑
武
芸
之
儀
者
弱
柄
ニ
而
十
分
ニ
者
出
来
兼
候
得
と
も
︑
好
之

由
ニ
而
出
精
い
た
し
候
由
︑
然
處
甚
兵
衛
方
同
二
年
以
来
両
度
程
出
京
被

仰
付
候

處
︑
龜
助
儀
毎
供
い
た
し
詰
中
諸
用
向
等
能
弁
候
由
ニ
而
︑
逸
廉
為
合
ニ
為
相
成
由
︑

甚
兵
衛
嫡
子
住
江
久
彦
方
者
歳
十
位
ニ
被
相
成
︑
未
タ
時
習
館
江
茂
出
方
無
之
由
ニ

而
︑
龜
助
儀
素
読
抔
い
た
し
遣
︑
外
ニ
譜
代
之
者
も
両
人
様
居
候
得
共
︑
格
別
書
算
等

出
来
兼
候
由
ニ
而
︑
龜
助
儀
内
外
ニ
懸
精
勤
い
た
し
候
付
︑
甚
兵
衛
方
よ
り
同
年
十
二

月
頃
賞
美
と
し
て
紋
服
猶
壱
人
扶
持
給
銭
を
も
被
増
遣
︑
家
政
之
儀
万
端
世
話
い
た
し

候
様
被
申
付
候
處
︑
弥
以
差
入
精
勤
い
た
し
候
由
ニ
而
︑
往
々
者
譜
代
ニ
被
致
候
内
存

ニ
而
被
居
候
欤
之
由
︑
扨
又
前
文
実
母
者
最
早
及
六
旬
兼
而
病
身
ニ
有
之
候
ニ
付
而

者
︑
龜
助
儀
勤
之
透
を
見
立
有
折
安
否
を
尋
︑
又
勝
儀
者
小
身
之
者
に
而
十
分
之
育
も

出
来
兼
候
付
︑
龜
助
給
米
等
之
内
を
分
遣
成
丈
実
母
ニ
者
不
自
由
無
之
様
心
を
用
候

由
︑
右
之
通
に
而
︑
龜
助
儀
先
年
御
刑
法
被

仰
付
候
儀
当
時
と
も
相
慎
居
候
由
唱
承
申
候
︑
以
上

丑
二
月
日

山
口
純
太
郎

松
原
彦
弥
太

岩
佐
儀
藤
次

山
田
五
次
兵
衛

城
素
兵
衛

上
垣
七
作

河
崎
嘉
右
衛
門

大
塚
権
三
郎

小
原
権
内

松
尾
形
助
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史
料
紹
介
﹃
除
墨
帳
﹄
︵
二
︶

長

屋

佳

歩

安

高

啓

明

本
稿
は
︑﹃
西
南
学
院
大
学
博
物
館
研
究
紀
要
﹄
第
八
号
に
載
録
し
た
﹃
除
墨
帳
﹄

︵
一
︶
の
続
編
で
あ
る
︒
本
史
料
の
性
格
や
構
成
に
つ
い
て
は
︑
前
編
を
参
考
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
が
︑
前
編
と
本
編
に
加
え
︑
小
林
宏
・
高
塩
博
編
﹃
熊
本
藩
法
制
史

料
﹄︵
創
文
社
︑
一
九
九
六
年
︶
に
所
収
さ
れ
る
﹁
除
墨
帳
︵
抄
録
︶﹂
を
以
て
熊
本
大

学
附
属
図
書
館
寄
託
永
青
文
庫
資
料
﹃
除
墨
帳
﹄
が
全
編
翻
刻
と
な
る
︒

幕
府
が
享
保
の
改
革
で
導
入
し
た
入
墨
刑
は
︑
熊
本
藩
で
は
中
国
律
に
倣
い
﹁
刺

墨
﹂
と
し
て
創
設
さ
れ
た
︒
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
熊
本
藩
で
は
︑
模
範
的
な
刺
墨
囚
に
対

し
て
﹁
除
墨
﹂
と
い
う
制
度
を
設
け
て
お
り
︑
社
会
復
帰
を
促
す
施
策
を
行
な
っ
て
い

る
︒
こ
の
制
度
は
全
国
的
に
も
稀
有
な
も
の
で
あ
り
︑
罪
人
へ
の
教
戒
指
導
を
主
と
し

た
徒
刑
を
先
駆
け
て
導
入
し
た
藩
ゆ
え
の
刑
政
観
と
い
え
よ
う
︒
除
墨
は
赦
免
と
い
う

一
種
の
救
済
措
置
で
あ
り
︑
刑
法
の
施
行
細
則
は
各
藩
の
独
自
裁
量
に
幕
府
か
ら
委
ね

ら
れ
て
い
た
た
め
に
創
出
さ
れ
た
刑
罰
制
度
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
︒

熊
本
藩
の
徒
刑
は
︑
幕
府
の
人
足
寄
場
や
諸
藩
の
徒
刑
・
徒
罪
に
影
響
を
与
え
た
と

言
わ
れ
て
い
る
︒
手
に
職
を
つ
け
さ
せ
︑
教
戒
指
導
を
行
な
う
と
と
も
に
刑
期
満
了
後

に
は
一
時
金
を
支
給
す
る
︒
い
わ
ば
更
生
を
促
す
刑
罰
制
度
を
熊
本
藩
が
導
入
し
て
い

た
の
は
︑
本
史
料
で
取
り
上
げ
て
い
る
除
墨
に
も
相
通
じ
る
刑
政
観
で
あ
る
︒
公
儀
に

よ
り
前
科
を
抹
消
さ
れ
た
こ
と
を
公
に
示
す
除
墨
制
度
は
︑
更
生
を
前
提
に
し
て
い
る

と
は
い
え
︑
近
世
法
制
上
で
は
画
期
と
評
価
で
き
る
︒

本
史
料
を
通
じ
て
︑
熊
本
藩
の
特
異
性
は
も
と
よ
り
︑
幕
藩
体
制
下
に
お
け
る
司
法

制
度
の
あ
り
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
︒
幕
府
は
法
令
に
よ
り
大
枠
を
示
し

な
が
ら
︑
藩
の
司
法
制
度
に
は
介
入
し
な
か
っ
た
た
め
に
藩
独
自
の
刑
罰
体
系
が
構
築

さ
れ
た
︒
そ
こ
で
︑
幕
府
と
藩
と
の
司
法
制
度
の
共
通
点
や
相
違
点
に
つ
い
て
も
︑
熊

本
藩
政
文
書
﹃
除
墨
帳
﹄
か
ら
そ
の
一
端
を
示
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
︒

︻
凡
例
︼

一

判
読
し
易
さ
を
考
慮
し
︑
先
に
翻
刻
さ
れ
た
﹃
熊
本
藩
法
制
史
料
集
﹄
の
形
式
を

参
考
に
︑
各
案
件
の
冒
頭
に
は
□
印
を
付
し
た
︒

一

人
名
と
地
名
を
除
き
︑
原
則
と
し
て
旧
字
は
常
用
漢
字
に
改
め
た
が
︑
熊
本
藩
特

有
の
文
字
で
あ
る
﹁

﹂
や
︑﹁
宛
﹂
を
意
味
し
て
用
い
ら
れ
た
﹁
完
﹂
の
表
記

は
原
文
通
り
表
記
し
た
︒
ま
た
︑﹁
処
﹂・﹁
處
﹂
の
表
記
に
つ
い
て
も
原
文
通
り

に
表
記
し
た
︒

一

変
体
仮
名
は
平
仮
名
に
改
め
︑
助
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
た
場
合
の
﹁
而
﹂︑﹁
者
﹂︑

﹁
江
﹂︑﹁
与
﹂︑﹁
茂
﹂
に
つ
い
て
は
原
文
通
り
表
記
し
た
︒

一

闕
字
は
一
字
分
の
空
白
に
統
一
し
︑
平
出
は
原
文
通
り
改
行
し
た
︒

一

翻
刻
文
を
読
み
易
く
す
る
た
め
︑
読
点
・
中
黒
を
施
し
た
︒

一

判
読
不
能
の
文
字
は
□
で
表
示
し
︑
ル
ビ
に
て
︹
判
読
不
能
︺︑
ま
た
は
︹
○

○
ヵ
︺
と
補
っ
た
︒
ま
た
︑
見
せ
消
し
の
箇
所
に
は
﹁

﹂
の
記
号
を
該
当
文
の

左
部
に
付
し
た
︒

一

原
文
に
お
け
る
誤
字
や
脱
字
は
︑
ル
ビ
に
て
︹
マ
マ
︺
と
注
記
し
た
︒

一

貼
紙
や
朱
書
の
箇
所
に
は
そ
れ
ぞ
れ
︹
貼
紙
︺︹
朱
書
︺
と
補
い
︑
範
囲
が
分
か

る
よ
う
﹁

﹂
で
示
し
た
︒
奉
行
等
の
決
裁
を
示
す
付
札
に
つ
い
て
は
︑︹
付
札
︺

と
補
っ
た
上
で
︑
な
る
べ
く
原
史
料
に
近
づ
け
る
た
め
に
囲
っ
て
示
し
て
い
る
︒

一

惣
庄
屋
や
郡
代
な
ど
比
定
で
き
る
人
物
に
つ
い
て
は
脚
注
で
示
し
て
い
る
︒

史料紹介『除墨帳』（二）
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はじめに

西南学院大学博物館所蔵の「聖ロクス像」は、同

館が所蔵する計9体の「サント」（Santo）のうちの

1体である1。サントとは、フィリピンにおける信

仰的・民芸的伝統のなかで生まれた木彫ないし象牙

彫の聖人像であり、フィリピン人信徒たちの信心の

対象となっている「信仰の道具」の一種である。今

日ではその歴史的・芸術的価値のゆえにアジア内外

のコレクター・美術研究者たちの関心も徐々に集め

るようになってきているが2、その一方で、我が国

においては未だサントという歴史資料ないし芸術作

品の知名度は皆無に等しく、サントをテーマとする

展覧会もほとんど開催されていない3。むろん、研

究もほとんど進んでおらず、関連研究としてサント

にまつわるフィリピンの宗教文化であるところのカ

トリシズムないしフォーク・カトリシズム4に関す

るいくつかの論文が著されているのみである5。こ

のような我が国の状況に鑑みると、国内でサントを

所蔵している稀有な博物館として、サントについて

の基本的な情報を提供することには相応の意義があ

ると言えよう。

サントという歴史資料ないし芸術作品については

ほとんど知られていない一方で、「聖ロクス」とい

う聖人については、我が国でも西洋美術研究者を中

心としてある程度知名度があると考えられる。とい

うのも、聖ロクスはキリスト教の聖人の一人であ

り、ある時はペストをはじめとする伝染病の守護聖

人として、ある時はかの聖人に捧げられた教会の名

称として、ある時は美術の主題として、聖ロクスの

名前や姿を目にする機会は多いからである。とりわ

け、新型コロナウイルス感染症が流行している2020

年現在、聖ロクスへの信心はカトリック文化圏を中

心に再び注目を集め始めている。したがって、聖ロ

クスについての情報を提供することもまた、今日的

な状況に照らして一定の意義があると思われる。

本資料紹介は、上記の事情をふまえた上で、次の

三つの問いに答えつつ西南学院大学博物館所蔵の

「聖ロクス像」について紹介したい。第一に、聖ロ

クスとは何者なのか。また聖ロクス崇敬はどのよう

に始まり展開していったのか（1章および2章）。第

二に、サントとは何か。その起源と造形的特徴につ

いて（3章から5章）。第三に、西南学院大学博物館

所蔵の「聖ロクス像」にはどのような特徴が認めら

れるか（6章）。

１．聖人伝における聖ロクス

｢聖ロクスとは何者なのか」という問いに対して、

まずは辞書的な回答から確認してみたい。聖人研究

の碩学であるDonald Attwater は The Penguin

Dictionary of Saintsにおいて次のような情報を提供

している。

Rock 癒し手、14世紀、祝祭日：8月16日

聖ロクスはラングドックのモンペリエの生ま

れで、北イタリアで感染症が流行中であった時

分に病者を癒した人物とされている。その伝説

によれば、彼はペストが流行し始めていた時に

ローマへ巡礼に出ており、行く先々で超常的な

仕方によって患者を癒していた。また、ピア

チェンツァで彼自身が病に侵された際には、最
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初に一匹の犬が彼を救護したと言われている。

回復してから無事故郷に戻ってきた聖ロクス

は、親族からロクスだと認識されず、〔ロクス

の〕偽物として牢に繋がれ死んでしまった、と

されている。別の資料では、この出来事が起き

たのはロンバルディアで、かの地で彼は密偵と

誤解されてしまった、と言われている。聖ロク

スは今日でもフランスにおいて身体的な病に対

する救いを求めて祈願されており、イタリアで

もサン・ロッコ（San Rocco）として祈願され

ている。その名前はしばしばRochと表記され

る。芸術においては、しばしば犬を連れ添った

姿で表象される6。

上述の情報は、多くのキリスト教辞典・聖人伝が

共通して紹介しているところであり、聖ロクスにつ

いての一般的見解であると言えよう。このような聖

ロクス観は、中世後期以来の諸聖人伝を典拠として

確立したものであり、代表的にはVita sancti Rochi

（Francesco Diedo著、ミラノ、1479年、ラテン語）、

Die Hystory von sant Rochus（著者不詳、ウィー

ン、1482年/ニュルンベルク、1484年、ドイツ語）、

Acta Breviora（著者不詳、ケルン、1483年/ルー

ヴェン、1485年、ラテン語フラマン方言）、The

Golden Legend or Lives of the Saints（Jacobe de

Voragine原著、William Caxston編訳、ロンドン、

1483年、英語）、Vie et légende de msgr. saint Roch

（Jehan Phelipot著、パリ、1494年、フランス語）、

Vita sancti Rochi（Jean de Pins著、ヴェネツィア、

1516年、ラテン語）などが聖ロクス伝ないしそれを

収録した書物として知られている。

聖ロクスという聖人を知る上で、これらの聖人伝

が持つ情報的価値は極めて大きい。というのは、今

日私たちがかの聖人について有しているイメージの

ほとんどは、これらの聖人伝の記述ないしその記述

を元にした視覚芸術に由来して作り上げられたもの

だからである。聖ロクスのイメージ確立に寄与した

聖人伝の記述の例として、キャクストン版『黄金伝

説』7のエピソードをいくつか引用してみよう。

【誕生と十字架のしるし】

聖ロクスはフランスの国境上に位置する大都

市モンペリエの生まれで、高貴な家系の子孫で

あった。彼の父はヨハネ（John）という名の

モンペリエ領主であり、フランスの高貴な家の

出であった。かの父は高貴な生まれであり恵ま

れた領主であったけれども、極めて謙虚な徳の

持ち主であった。父が娶った近縁の高貴な身分

の妻は、リベラ（Libera）という名の美しい容

貌の女性であり、二人はともに我らが主イエ

ス・キリストへ敬虔に仕え、神への愛と聖なる

業の内に過ごしていた。そうして順調な生活を

長く営んでいたが、彼らは世継ぎの子に恵まれ

ず、そのため彼らはしばしば祈願し、巡礼の誓

いを立てていた。そしてある日、特別なことが

起こった。我らが至福なる貴婦人（聖母マリ

ア）へ子を授かるようにと妻が熱心に祈りを捧

げていると、観想の状態に没入し、そこで彼女

は天使の声を聞いた。「おお、リベラよ、神は

汝らの願いを聞き入れてくださった。汝らはそ

の請願に対して神の恩寵を授かるであろう。」

それから直ぐに、彼女は夫のもとに行き、天使

から聞いたことを彼に話した。そうして彼らが

喜びに溢れつつ夫婦の営みを終えると、彼女は

子を孕んだ。その時授かった子は、その洗礼の

際にロクス（Rochus or Rocke）と名付けられ

た。このロクスは左肩に十字架のしるしが刻ま

れており、それは彼が神の寵愛を受けし者であ

ることのしるしであった8。

【巡礼とペストの癒し】

そしてロクスは、父に命じられたことを終え

ると、故郷のモンペリエを去って種々の巡礼に

出ることを宣告した。そして彼は、巡礼の衣を

纏い、帽子を被り、巡礼印を肩に着け、右手に

巡礼杖を持ち、出発した。

それから多くの砂漠を経て、彼はローマへと

やってきた。ラテン語でアクアペンデンス
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（Aquapendens）と呼ばれるペストが蔓延して

いた街に入ると、旅の途中で多くのことを聞き

及んでいたロクスは、望んでかの街の病院へと

向かった。滝の池（Water-hanging）と呼ばれ

るその街の病院には、ウィンケンティウス

（Vincent）という熱心な祈り手・働き手がい

て、彼はその病院を管理しており、日夜そこで

病人たちに仕えていた。ウィンケンティウスは

若く華々しい男であるロクスがペストに罹患し

てしまうのではないかと怖れたが、やってきた

ロクスが病める者たちをキリストの名において

祝福し、彼らに触れるや否や、病める者たちは

全快した。そして彼らは直ぐに、聖なる人ロク

スがやってきたのだ、と告白した。彼らは皆、

ペストの猛火に侵されて悩み苦しんでいたが、

ロクスはすべての病院を訪問して、その猛火を

打ち消し、病から救っていった。かの街を出て

いった後も、ロクスはペストに罹患している

家々に入ってゆき、十字架のしるしとイエス・

キリストの受難の思い起こしによって、すべて

の者をペストから救い出した9。

【ゴッタルドの猟犬】

その木の近くには小さな村があり、そこには

貴族たちが住んでいた。彼らの中にはゴッタル

ド（Gotard）という神に愛されし者がいて、

彼は大きな農場と世帯を有していた。このゴッ

タルドは多くの猟犬を飼っていたが、そのうち

の一匹は彼に非常に懐いていて、食卓から堂々

とパンを運び出すことができた。そしてロクス

がパンに欠いている時には、その猟犬が、神の

遣わしによって、主の食卓からロクスの元へと

パンを持ってきたのであった10。

【投獄と帰天】

それから聖ロクスは、悔い改めの巡礼とし

て、神への愛に燃えつつ、故郷へと向かうこと

にした。そしてアングレリアと呼ばれるロンバ

ルディアの領地にやってきて、かの地の領主が

戦争をしていたアルマンへ向かわんとしたが、

そこで聖ロクスは領主の騎士たちに密偵として

捕らえられ、裏切り者として彼らの領主のとこ

ろへ連れていかれた。常々イエス・キリストへ

信仰告白していたこの至福なる聖人は、〔イエ

スの〕代理人となって狭く苦しい牢獄へと入れ

られて、喜んで苦痛を身に受けた。その牢獄で

彼は日夜イエスの名を記憶し、かの牢獄が彼の

信仰を損なわせることなく、しかし荒れ野に身

を置き悔い改めをせんがためにその境遇が続い

ても良いということを神に祈るよう、自らに命

じた。そして彼は、5年間、祈りのうちにその

牢獄で過ごしたのであった。〔中略〕そして牢

獄にやってきた彼ら（領主たち）は、聖ロクス

がこの世を去ったことに気づき、また牢獄中が

まばゆい明かりで満ちているのを見た。その光

景は、彼らがかの人は神の友であったと疑いの

余地なく信じるのに十分なものであった。彼の

額には大きな蝋燭が燃えており、足にも同じも

のが燃えていて、その蝋燭によって彼の全身は

輝いていたのであった。さらに、彼らはかの人

の額に前述の表（天使がロクスの臨終に際して

刻んだ文字）が記されているのに気付いた。そ

れによって彼らは至福なるロクスの名を知った

のであった。かの名は権威的な名として知られ

ていたのであるが、それは、かの都市の領主の

母は聖ロクスがモンペリエの領主ヨハネの息子

であることをずっと前から知っており、かのヨ

ハネと我々が語ったところのこの領主は兄弟

だったからである。このような出来事が起きて

しまったのは、彼らがロクスの名を知らなかっ

たからであった。それから彼らは、聖ロクスに

刻まれていた十字架のしるしによっても、彼が

領主の甥であると知った。そのしるしは、以前

に述べたように、彼がその母の胎より出てきた

時から有していたしるしであった。それから彼

らは、自らの行いを後悔し、深く嘆き悲しん

で、終にはかの都市のすべての人々と共に聖ロ

クスを荘厳かつ敬虔に埋葬した。それからまも
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なく、かの聖なる人は、教皇によって栄光の内

に列聖されたのであった11。

これらのエピソードは、聖ロクスの伝承の中でも

とりわけ有名な箇所であり、近代以降の聖ロクス表

象の中核となっている。すなわち、これらの描写

は、近代以降の諸聖人伝にも記され、祈禱文や絵画

の主題にもなり、今日私たちが知る聖ロクスのイ

メージの主要な源泉とされ続けている。

２．西欧における聖ロクス崇敬の伝統

上記のキャクストン版『黄金伝説』における聖ロ

クス伝は、先行する諸聖ロクス伝を源泉として記さ

れたものであるが、聖ロクス伝の起源と伝承過程に

ついては諸説ある。聖ロクス研究で一般に認められ

てきた定説12では、14世紀末から15世紀初頭頃に原

ロクス伝とも言うべき文書（現存せず）がまず存在

し、この原ロクス伝に依拠してActa Breviora、Vita

sancti Rochi、Die Hystory von sant Rochusといった

テクストが現存する初期の聖ロクス伝が著されたの

だと考えられている。従来の説では、テクストが現

存する最も古い聖ロクス伝はActa Brevioraであり、

その執筆年代は1430年から40年頃と推定されていた

が、近年の文献学的研究によって諸聖人伝の執筆年

代と相互関係が見直され、Acta Brevioraの年代も

大幅に年代が下るかたちで修正されている13。議論

は継続中でありさまざまな説が唱えられているた

め、確定的なことを述べるのは難しいが、いずれに

せよ、聖ロクス伝が西欧世界で急速に普及したのは

複数の訳が登場した15世紀最後の四半世紀以降のよ

うである。したがって、この時代を聖ロクス崇敬の

一つの転換点と見做すことができよう。

15世紀最後の四半世紀以前、すなわち聖ロクス伝

の諸訳が西欧各地に広まる以前、この聖人に対する

崇敬がどのように始まり拡がっていったのかを詳細

に知ることは難しい。というのは、14世紀末から15

世紀前半にかけての聖ロクス崇敬の痕跡を示す資料

は、史実か定かではない証言や記録に限られている

̶̶あるいは、年代の確定をめぐって論争中である

̶̶からである14。15世紀後半になるとイタリアを

中心として聖ロクスの肖像画や現存する聖人伝の写

本が現れるようになるため、この時期までには聖ロ

クス崇敬が西欧の民衆の間で広まり始めていたこと

は間違いない。

聖人伝が普及して以降の聖ロクスに関する視覚芸

術に注目すると、16世紀までには表象的伝統が形成

されており、この聖人の図像にいくつかの典型的特

徴を見て取ることができる15。

第一に、太ももの傷（黒痣）を露出した姿によっ

てしばしば描かれる（図1）。この黒痣はペストに罹

患した「患者」のしるしであり、「患者」としての

聖ロクスは、この痣を指し示すことで、自らがかつ

てペスト患者であったことを表しているのである。

なお、天使がこの黒痣を治癒する様子が描かれるこ

ともある（図2）。

第二に、都市のペスト患者たちを癒す「治癒者」

としてもしばしば描かれる（図3）。その描写は先に

紹介した聖ロクス伝の一場面、すなわち巡礼の最中

に行った治癒の奇跡を描いたものである。また、ペ

スト患者の治癒に際して聖母の執り成しを願う様子

や聖ロクスの奇跡に助力する天使が描かれることも

あり、癒しの描写にはいくつかのヴァリエーション

が見られる。

その他には、「巡礼者の装い」や「同伴する犬」

（ゴッタルドの猟犬）なども聖ロクスの図像的特徴

として挙げることができる（図4）。これらの特徴も

また、聖人伝の描写に基づくものである。そしてこ

れらの図像的特徴の多くは、フィリピンにおける聖

ロクスのサントにもそのまま継承されている。

３．フィリピンにおけるサント崇敬の起源

元々はイスラーム教が広く信仰されていたフィリ

ピンにキリスト教が到来したのは、1521年、セブ島

の港へマゼラン船団が来航した時のことである。こ

のスペインの船団を率いていたフェルディナンド・

マゼラン（Ferdinand Magellan, 1480–1521）は周
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図１
《聖ロクスと天使》

1480年／バルトロメオ・ヴィヴァリーニ／板絵

図２
《聖ロクスと天使》

1545年頃／マッテオ・ダ・ブレスキア／キャンバスに油彩

図３
《ペスト患者をいやす聖ロクスと栄光の聖母》

1575年頃／ヤコポ・バッサーノ／キャンバスに油彩

図４
《天使に孤独を慰められる聖ロクス》

1580年／パオロ・フィアミンゴ／キャンバスに油彩



知のとおり宣教師ではなく航海者であったが、キリ

スト教国からやってきた彼らは、キリスト教の信仰

と文化を初めてフィリピンにもたらした。マゼラン

たちがフィリピンにもたらしたとされるキリスト教

関連の文物の一つに、サント・ニーニョ（幼児キリ

スト）の像がある。同船団に乗船していた歴史家ア

ントニオ・ピガフェッタ（ Antonio Pigafetta,

1491‒1534）は次のような証言を記している。

晩餐（昼食）の後、司祭と他の幾人かが女王へ

洗礼を施すために浜辺へと行った。かの女王は

40人の女性たちを従えてやってきた。我々が彼

女を壇上まで案内すると、彼女は敷物の上に座

らせられ、他の女性たちは彼女の側につき、司

祭の準備が整うまでそうしていた。私は彼女に

我らが貴婦人（聖母マリア）の像と非
j

常
j

に
j

美
j

し
j

い
j

木
j

彫
j

の
j

幼
j

児
j

キ
j

リ
j

ス
j

ト
j

像
j

、そして十字架を見せ

た。すると直ぐに彼女は懺悔を行って、そして

涙を流しながら洗礼を請うた。〔中略〕彼女は

我々に、偶像と取り替えるためにそ
j

の
j

小
j

さ
j

な
j

幼
j

児
j

キ
j

リ
j

ス
j

ト
j

を自分にくれないかと頼み、そうし

て立ち去っていった16。

［傍点引用者]

この伝説めいた証言をそのまま信じることはでき

ないが、フィリピンの人々がマゼラン船団の来航に

よってキリスト教の文物を目にし、何らかの印象を

受けたのは事実であろう。なお、この時女王に贈ら

れたとされるサント・ニーニョ像は1565年にセブ島

へやってきたスペイン人たち（フィリピン総督ミゲ

ル・ロペス・デ・レガスピの船団員）が現地の火事

で焼け落ちた家屋より発見した像̶̶それは土着風

の衣服や装飾を飾り付けられていた̶̶と同一視さ

れ、「セブのサント・ニーニョ」（Santo Niño de

Cebu）として現在に至るまでフィリピン人信徒た

ちの崇敬を広く集めている17。

上記のエピソードは、フィリピンにおける「サン

ト」（Santo）すなわち「木彫ないし象牙彫の聖人

像」の伝統がサント・ニーニョ像から始まった可能

性を示唆している。とはいえ、この像よりも早く

1512年にポルトガルの漂流民によって聖母マリア像

が持ち込まれていたとする伝承18も存在し、セブの

サント・ニーニョ自体の出自も定かでないことか

ら、フィリピンにおけるサント崇敬の起源となる時

期を厳密に確定することは難しい。確かなのは、16

世紀にいくつかの聖人像がフィリピンに持ち込まれ

ていたこと、そして続く世紀には現地の職人たちの

手によって聖人像が掘られるようになっていたこと

である。

聖人像の伝来以降、サントの伝統確立に寄与した

フィリピン人職人たちの技術は、主に二つのルーツ

が指摘されている。一つは、中国との影響関係の中

で発展していたフィリピン独自の（あるいは中国と

フィリピンの折衷的な）工芸文化である。たとえ

ば、ルソン島のラグナにはパエテ（Paete）̶̶鑿

を意味するパエト（Paet）に由来する̶̶という村

が存在するが、この村は1571年に西欧人が訪れた時

にはその伝統的な木彫技術で既に知られていた。ま

た、象牙のサントの様式には中国的な要素が見られ

ることから中国由来説も想定されうるものの、そう

したサントの大半もやはりフィリピン人の手による

ものが大半であると研究者らは考えているようであ

る19。いま一つのルーツは、西欧の職人たちがもた

らした工芸文化である。たとえば、1581年にフィリ

ピンへやってきたイエズス会士アントニオ・セデー

ニョ（Antonio Sedeño, 1535–95）ら宣教師たちが

新しい木彫技術と聖人像の造形を伝えたことが研究

で指摘されている20。したがって、フィリピンのサ

ントは、技術的・表現的観点から言えば、西欧（特

にスペイン）、中国、フィリピンの三つに起源を持

つということになる。

４．サントの様式的分類

サント研究の先駆者Ferdinando Zóbel de Ayala

は、「フィリピンのサント」（Philippine santos）を

「スペイン統治の下、言い換えれば1565年から1898

年の間に、フィリピンにおいて着彩され、彫刻さ
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れ、成形されて制作された宗教的彫像」と定義して

いる21。Ayalaがこのように時代を区切った理由と

しては、サントの本質をスペイン・カトリックと

フィリピンの文化的結合に見ているからだと推測さ

れる。この定義をそのまま受容する場合、20世紀以

降にフィリピンで制作された聖像を何と呼ぶべきか

という問題が残るものの、この期間がフィリピンに

おける聖像崇敬および聖像制作の最盛期であったこ

とは間違いない。というのも、1898年はフィリピン

独立革命の年であり、これと前後して教会でも改革

運動や反教権主義（anticlericalism）の動きが生じ

ているからである22。スペインからの独立を以って

フィリピンにおけるスペイン・カトリックの伝統が

途絶えたわけではないが、独立を契機として信仰的

関心の力点が変化していった̶̶サントのようなス

ペイン・カトリック由来の信仰文化よりも「解放の

神学」のような土着的・今日的問題へと関心の比重

が移っていった̶̶ことは確かである23。それゆ

え、1898年をフィリピンにおける信仰文化の一つの

区切りとするのは妥当であろう。

Ayalaはサントを定義しただけでなく、今日研究

者の間で一般に認められているサントの様式的分類

も試みている。その類型は、「民衆的」（popular）、

「古典的」（classical）、「装飾的」（ornate）の三つ

である。以下、先行研究24に即しつつ、各々の様式

の特徴を簡単に見ていきたい。

【民衆的様式】

教育を受けていない彫像師の手による、洗練され

ていない様式。個人の家屋に備える目的で制作され

た私的信心のための聖像であると考えられる。個人

の家屋に祀るためのものであるゆえにサイズは非常

に小さく、彫像師に技量のゆえに彫刻しやすい木製

の素材が選ばれ、はっきりとした（言い換えれば、

粗野な）彩色が施されている（図5）。

【古典的様式】

十分な技術を有する彫刻師の手による、スペイン

およびラテンアメリカの造形的特徴を保持している

様式。ルネサンスからロココに至るまでの、とりわ

けバロック期の西欧の芸術様式を踏襲しており、同

時に装飾のモチーフや衣類の表現には中国からの影

響も認められる。広範なカテゴリーがこの様式には

含まれており、フィリピンにおけるサントの様式の

「典型」とされている。多くの特徴が外来の技術・

文化に由来しているが、単なる異文化のコピーでは

なく、フィリピン独自の特色もその様式の中に認め

られる（図6）。

【装飾的様式】

古典的様式とほぼ同様の芸術の影響下に形成され

た様式だが、スペインにおけるバロックおよびロマ

ン主義の様式からの特に強い影響が認められ、細部

を豊かにかつ現実的に装飾することにより強い関心

が示されている。装飾的様式には二つの異なる素材

カテゴリーがあり、一つは「象牙彫」（Ornate ivo-

ries）、いま一つは「木彫」（Ornate wood sculp-

ture）である。前者にはさまざまなヴァリエーショ

ンがあり、全身が象牙製のものもあれば頭部や手足

など一部分だけが象牙製のものもある。どちらも目

玉には彩色したガラスを用いるのが一般的である。

衣装の装飾には金銀の豪華な刺繍が施されることも

あった。これらの装飾的様式のサントは、早くとも

18世紀後半以降、そのほとんどは1800年以降に制作

されたものだと考えられる（図7）。

５．聖ロクスのサント

サントの主題には、その起源とされているサン

ト・ニーニョはもちろんのこと、聖母マリアやカト

リックの聖人たちも選ばれている。イエス・キリス

トや聖母マリアのサントが人気であることは云うに

及ばないが、聖人のサントとしては、フィリピン人

信徒の心性により近しい来歴・聖性をもつ聖人がよ

り好まれている。たとえば、大天使ミカエルや農民

聖イシドロ（マドリッドの聖イシドロ）はサントの

主題としてしばしば選ばれており、前者は略奪者た

ちからの加護が、後者は日々の農業に対する加護
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図５
《聖人像（無原罪の御宿り？）》（民衆的様式）

制作年不詳／作者不詳／木彫

図６
《聖母マリア像》（古典的様式）

制作年不詳／作者不詳／木彫

図７
《聖母マリア像》（装飾的様式）

制作年不詳／作者不詳／木彫、シルクに金糸



が、それぞれ期待されている聖人である25。そして

この二者に並んで、聖ロクスもまた、フィリピンの

サントとして人気の主題であった。

聖ロクス（そしてそのサント）がフィリピン人信

徒たちの間で多くの崇敬を集めていたことは、聖ロ

クスのサントが数多く遺されていることからして明

らかであるが、聖ロクスが疫病の守護聖人であった

ことからも容易に推測できる。たとえば、聖ロクス

像の一つ（図8）が制作された南イロコスでは、19世

紀後半から20世紀前半にかけて、コレラや腸チフス

などの疫病が連続的に発生していたと言われてい

る26。また、聖ロクスは狂犬病の守護聖人としても

認識されており、フィリピンは現代でも狂犬病の発

症例が多い国として知られている。以上の背景を考

慮すれば、聖ロクスの加護を求めるフィリピン人信

徒が何世紀にもわたって数多く存在していたであろ

うことは想像に難くない27。

造形の観点から聖ロクスのサントについて言える

ことは、まずもって、民衆的様式が圧倒的に多いと

いうことである。厳密な統計データが存在するわけ

ではないが、少なくとも先行研究で紹介されている

聖ロクス像は、そのほとんどが民衆的様式であり、

他の様式の例が挙げられることは稀である。その理

由としては、聖ロクスが教会の司祭・宣教師たち以

上に民衆の間で人気を得ている聖人だからではない

かと推測される28。

次に、造形的特徴に注目すると、聖ロクスのサン

トには以下の三つの要素が典型的特徴として見出さ

れる。第一に、左足の太ももの傷（ペスト患者の証

である黒痣）を指し示している点。ただし、誤って

右足に傷が描かれているケースもある29。第二に、

天使ないし犬（ゴッタルドの猟犬）という同伴者を

伴って制作されることがあるという点。ただし、伝

承の過程で同伴者部分が分離されてしまうこともあ

る。また、犬の造形・色彩は統一されていないこと

が研究で指摘されている30。第三に、正面性が強調

されている点。つまり、多くの聖ロクス像は、この

像へ祈願する信徒と正面から向き合うような造形と

なっている。

第一の点と第二の点は、聖人伝および西洋美術の

伝統に由来する特徴である。第三の点は、民衆的様

式のサント全般にしばしば見出される特徴であり、

おそらくこの特徴は、家庭用の小さな祭壇に祀られ

る̶̶つまり、所有者である個々人の信徒と親密な

距離にある̶̶聖像という、用途に由来する特徴で

あろう。むろん、時代と様式の変遷に応じて造形も

さまざまに変化するが、以上の三要素は聖ロクスの

サント一般に共通して見出される特徴であると言え

る（図8-11）。
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図８
《聖ロクス像》（民衆的様式）

制作年不詳／
作者不詳（南イロコスの職人）／木彫
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図９
《聖ロクス像》（民衆的様式）

制作年不詳／作者不詳／木彫

図10
《聖ロクス像》（民衆的様式）

制作年不詳／作者不詳／木彫

図11
《聖ロクス像》（装飾的様式）

制作年不詳／
作者不詳（パンガシナンの職人）／象牙彫



６．西南学院大学博物館所蔵「聖ロクス像」

の特徴

それでは最後に、西南学院大学博物館が所蔵する

「聖ロクス像」（図12-13）の特徴について確認してい

きたい。

19世紀にフィリピンで制作されたとされているこ

のサントは、素朴な造形をした木製の聖像である。

完全な一木造りではなく、胴体と四肢のパーツが継

ぎ合わされて制作されており、そのような脆い構造

ゆえに右手と両足の部分が失われてしまっている

（図14-15）。また、複数の色の顔料によって全身に塗

装が施されているが、多くの部分が完全ないし不完

全に剥落しており、鼻や頭頂部は元々の木材が露出

している（図16）。彫刻や彩色の粗さから考えて、様

式は「民衆的様式」に分類される。

聖ロクスのサントに共通する三つの共通要素のう

ち、「太ももの傷を指し示していること」と「正面

性が強調されていること」の二点は明確に見て取る

ことができる。同伴者を伴っていない点は、元々は

犬ないし天使と一組で制作されていたが伝来の過程

で散逸してしまった可能性が考えられる。ただし、

足元の台座ごと散逸してしまった現在では、元々単

独であったのか、同伴者を伴っていたのかを推定す

ることは難しい。

赤い顔料で胸に描かれている十字架（図17-18）

は、おそらくこのサントの最大の特徴である。先行

研究で紹介されている聖ロクスのサントには、胸に

十字架が刻まれているものが皆無であり、そもそも

身体に十字架の図像が描かれた聖ロクス像の作例自

体が研究で指摘されていない。したがって、この

「胸の十字架」という図像的特徴は、決して一般的

でないと考えられる。むろん、本論第1章で確認し

たように、十字架のしるし自体は聖人伝に由来する

ものであり、このサントの制作者の独創ではない。

もっとも、聖人伝では「左肩」とされていたにもか

かわらず「胸」に変わっており、この点はこのサン

トの制作者による勝手な改変であろう。

ではなぜこのような改変が行われたのだろうか。

可能性としては二つ考えられる。一つは、制作者が

聖人伝を詳細に把握しておらず、聖ロクスの身体に

刻印された十字架の位置を知らなかったという可能

性である。十字架が描かれた聖ロクス像の作例が

フィリピンにおいて一般的でないという事実に鑑み

れば、これは十分に考えうる可能性である。いま一

つは、肩よりも胸に描く方が「効果的」だったから

という可能性である。効果的というのは、祈願する

信徒の信心をより強く喚起するという意味であり、

聖像や聖像画の多くが正面性を強調して制作される

のと同様の理由である。むろん、これらの可能性は

二者択一ではなく、十字架の位置を知らなかったゆ

えにその位置を自由に想像し、サントの機能を考慮

した結果、胸に描くのが最も相応しいという結論に

なったのだ、と推測することもできよう。

サントの背面にも注目すべき特徴が見て取れる。

それは背中に打ち込まれた釘（留め具）である（図

19）。この釘はサント一般に見られるものではない。

というのも、サントは通常、自立できるように制作

されており、背面から紐等で固定する必要がないか

らである。もしこの釘が見た目通りサントを固定す

るためのものであるとすれば、それが付けられた理

由として二つの可能性が考えられる。一つは、制作

当初から自立に懸念があったため、予備の固定具と

して制作者の手により打ち込まれたという可能性で

ある。いま一つは、サントの足（台座）の紛失か、

あるいは家庭用祭壇の問題ゆえに、サントを自立さ

せられなくなった所有者の手により打ち込まれたと

いう可能性である。どちらの可能性も考えられる

が、いずれにせよ、この釘は、この聖ロクス像が

̶̶自立できないにもかかわらず̶̶実際に聖像と

して祭壇に祀られ、信心の対象となっていた事実を

示唆する重要な「痕跡」であると言えよう。

おわりに

サントという「信仰の道具」は、フィリピンにお

いて長い伝統があるものの、フィリピン国外ではほ

とんど知られていない。Ayalaの論文をはじめとす
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図12
《聖ロクス像》（正面）

図13
《聖ロクス像》（背面）

図14
右腕部拡大図

図15
脚部拡大図

図16
顔面拡大図
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図17
胸の十字架

図18
十字架拡大図

図19
背面の釘（留め具）



る20世紀後半以降のサント研究の成果はその状況を

わずかに変えつつあるかもしれないが、研究者の間

でさえ国際的な知名度を獲得しているとは言い難い

のが現状である。

その一方で、コレクターやバイヤーの手を通じて

フィリピン国外にサントの実物が持ち出されている

のも確かな事実であり、その実例の一つが西南学院

大学博物館の所蔵する「聖ロクス像」である。未だ

発展途上であるサント研究において、資料の実物を

有していることは大きな利点である。この利点を無

駄にしないためにも、更なる調査研究と継続的な収

集活動を行うことが西南学院大学博物館には求めら

れるだろう。
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引用図版出典一覧

図1 《聖ロクスと天使》

St Roch and the Angels

1480年／バルトロメオ・ヴィヴァリーニ／板絵

サンテウフェーミア、ヴェネツィア

出典：Web Gallery of Art (https://www.wga.hu/index.html)

図2 《聖ロクスと天使》

St Roch with the Angels

1545年頃／マッテオ・ダ・ブレシア／キャンバスに油彩

ブダペスト国立西洋美術館、ブダペスト

出典：Web Gallery of Art (https://www.wga.hu/index.html)

図3 《ペスト患者をいやす聖ロクスと栄光の聖母》

St Roche among the Plague Victims and the Madonna in Glory

1575年頃／ヤコポ・バッサーノ／キャンバスに油彩

ブレラ絵画館、ミラノ

出典：Web Gallery of Art (https://www.wga.hu/index.html)

図4 《天使に孤独を慰められる聖ロクス》

St Roch in Solitude Comforted by an Angel (detail)

1580年／パオロ・フィアミンゴ／キャンバスに油彩

サンロッコ、ヴェネツィア

出典：Web Gallery of Art (https://www.wga.hu/index.html)

図5 《聖人像（無原罪の御宿り？）》（民衆的様式）

Unidentified Saint; possibly an Inmaculada Concepcion

制作年不詳／作者不詳／木彫

Locsin collection

出典：Philippines Religious Imagery

図6 《聖母マリア像》（古典的様式）

Apocalyptic Virgin usually associated with the Franciscan Order

制作年不詳／作者不詳／木彫

Araneta collection

出典：Philippines Religious Imagery

図7 《聖母マリア像》（装飾的様式）

Praying Virgin standing on a "pandan" palm

制作年不詳／作者不詳／木彫、シルクに金糸

Florentino collection

出典：Philippines Religious Imagery

図8 《聖ロクス像》（民衆的様式）

St. Roch

20世紀前半／作者不詳（南イロコスの職人）／木彫

サン・アグスティン博物館

出典：The people and Art of the Philippines

図9 《聖ロクス像》（民衆的様式）

St. Roch with Dog

制作年不詳／作者不詳／木彫

出典：A Heritage of Saints: Colonial santos in the Philippines

図10 《聖ロクス像》（民衆的様式）

St. Roch with Angel

制作年不詳／作者不詳／木彫

出典：A Heritage of Saints: Colonial santos in the Philippines

図11 《聖ロクス像》（装飾的様式）

St. Roch with leather halo and decorated garment

制作年不詳／作者不詳（パンガシナンの職人）／象牙彫

出典：A Heritage of Saints: Colonial santos in the Philippines

＊図12-19は所蔵資料の撮影写真のため割愛。
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補遺 西南学院大学博物館のサント・コレクション

補遺図1
《聖母マリア像》

Statue of Madonna
19世紀／フィリピン／木彫

資料番号：C-a-001

補遺図2
《聖母マリア像（戴冠の聖母）》

Statue of Madonna
19世紀／フィリピン／木彫、ブリキ

資料番号：C-a-002

補遺図3
《無原罪の御宿りの聖母像》

Statue of the Immaculate Conception
18世紀／フィリピン／木彫

資料番号：C-a-003

補遺図4
《教皇像》

Statue of the Pope
19世紀／フィリピン／木彫

資料番号：C-a-004

補遺図5
《修道士像》

Statue of the Friar
19世紀／フィリピン／木彫

資料番号：C-a-005

補遺図6
《修道士像》

Statue of the Friar
19世紀／フィリピン／木彫（頭部は骨製)

資料番号：C-a-006
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補遺図7
《大天使ミカエル像》

Statue of Michael the Archangel
19世紀／フィリピン／木彫

資料番号：C-a-008

補遺図8
《サント・ニーニョ像》

Statue of Santo Niño
19世紀／フィリピン／木彫

資料番号：C-a-009

補遺図9
《聖ロクス像》

Statue of St. Roch
19世紀／フィリピン／木彫

資料番号：C-a-010

サント関連資料

補遺図10
《聖フランシスコ・ザビエル像》

Statue of St. Francisco Xavier
18-19世紀／ゴア（インド）／木彫

資料番号：C-a-007

本資料はフィリピンではなくインドで制作された聖像であるため、サントの定義には当

てはまらない。しかしその民芸的特徴や西欧の宣教師によってもたらされたと思われる

技術的・造形的起源はサントに類似しているため、サント関連資料として位置づけた。
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1 はじめに

本稿では、西南学院大学博物館が所蔵しているオ

ランダ製「ワインボトル」（図１）について解説す

る。本資料は、オランダ国内の伝世品で、日蘭貿易

に関連する資料として購入したものである。江戸時

代の長崎・出島では、オランダ東インド会社の商館

員たちがワインを持ち込んでワインボトルを廃棄し

ており（扇浦 2002：98頁）、近年の発掘調査で出土

例が多くみられる。出島に持ち込まれたワインは、

贈答品としてオランダ商館長から長崎奉行などに贈

られている（間庭 1976：100頁）ことや、慶安３

（1650）年にオランダ商館長から徳川家綱へ献上さ

れた（間庭 1976：108頁）ことが知られている。ほ

かにも、ワインボトルの形を模したガラス製の徳利

の存在も知られており（神戸市立博物館編 2011：

28頁）、日本国内で生産されたガラス製品にも影響

がみられる。そのため、オランダ製のワインボトル

は近世の日蘭関係を考古学的に検討するうえで参考

となる遺物の一つである。

本稿では、オランダ製ワインボトルをガラス瓶に

関する考古学的観察のもとに図示し、長崎市中・江

戸府内近世遺跡でのオランダ製ワインボトル出土例

を集成して紹介する。次に、史料から長崎・出島を

中心とするオランダ人のワインボトル使用状況や、

日本人にとってワインボトルがどのように捉えられ

ていたのかを検討する。さらに、長崎出島以外への

オランダ製ワインボトルの流通の実態を、史料をも

とに簡単に検討する。

２ 本館所蔵のオランダ製フラスコ型ワイン

ボトルについて

2-1．本資料の概要

本資料の概要を、写真と実測図（図１・図２）を

もとに述べる。本資料は首部（頸部）がやや傾いて

いるため、二方向から実測した。なお、ガラス瓶に

関する考古学的観察方法については桜井準也の研究

（桜井 2019）、ガラス瓶の各部位の名称（図３）に

ついては山本孝造の研究（山本 1990：333頁）、成

形時の「欠点」の名称（図４）については渡辺宗

男・天野八郎の研究（渡辺宗男・天野八郎 1975：

543頁，図5. 21）を参考にした。

器高は17.4㎝、外口径は2.7㎝、内口径は2.0㎝、

胴部最大径は14.5㎝、底径は12.4㎝で、色調は濃緑

色である。首部（頸部）はやや傾いている。底部は

内側に上げ底（ヒール）状に大きく盛り上がってお

り、キック（底部内面側頂点）は丸みを帯びてい

る。首部には成形時、おそらく吹きのばしの際にで

きたと思われる「首しわ」といわれる繊細な縦位の

擦痕が無数にみられる。また、首部・胴部には最大

で６㎜程度の気泡がまばらにみられる。口部下側に

は、やや鋭いつば状になった突帯が付いており、口

唇部の内側・外側には、口唇に直交するような幅１

〜２㎜程度の傷が、内側には27本、外側には９本ほ

どみられる。しかし、内側の傷には潰れた箇所が多

く、実際にはこれよりも本数が多かった可能性があ

る。間隔は狭いところで約２㎜である。これらの傷

は、ワインボトルの封および開封をする際にできた

傷だと考えられる。ワインの封の手法の一つに、

「シーリング・ワックス」で密閉するものがある。
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図１ オランダ製ワインボトル（西南学院大学博物館蔵） 上：全体 下：口部（口唇部）
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図２ 実測図（S=1/2）



コルクで栓をしたのち、熱で溶かした蝋（ワック

ス）に浸して密閉することで、湿気や虫害から守る

ことができる（山本 1990：293頁）。ほかに、コル

ク栓を外側から「針金（ストリング）」で縛り、そ

の上から銀紙で包むという手法もある（山本

1990：294頁）。これらの封の手段から考察するに、

口唇部外側の傷は「針金（ストリング）」などで縛

る際にできた傷で、口唇部内側の傷は、開封の際に

コルクや蝋などを取り除く際にできたとも考察でき

る。また、傷の数からして、一度の使用のみででき

たとは考えにくいため、何度も再利用されていた可

能性が示唆される。

本資料の形態的な特徴は、肩部から胴部にかけて

半球形状に丸みを帯びる点や、底部が内側に盛り上

がり極端な上げ底（ヒール）になっている点であ

る。その特徴的な形状からイギリスなどでは

「Onion（タマネギ）」（Dungworth 2012：P. 38,

Fig. 1）、オランダでは「kattenkop（猫頭）」（Van

den Bossche 2001：pp. 119-121）などと呼ばれ、国

内では「フラスコ型」（高田・古賀編 2000，宮下編

2008）と呼ばれる。本稿では、日本国内でオランダ

製ワインボトルの出土例が一番多い長崎・出島和蘭

商館跡の報告書（高田・古賀編 2000）に倣い、以

下本資料と同形状のオランダ製ワインボトルをフラ

スコ型とする。フラスコ型ワインボトルは17〜18世

紀を中心に流通していたが、19世紀ごろになると現

在も流通しているようなブルゴーニュ型・シャン

パーニュ型のワインボトル（図５：西近畿文化財調

査研究所編 1998：140頁, 第128図）が主流とな

り、類例をみなくなる。そのため、本資料は17〜18

世紀を中心にオランダで製作されたワインボトルと

して一般的な例といえる。

2-2．長崎市中・江戸府内遺跡出土のオランダ製ワ

インボトル

オランダ製のフラスコ型ワインボトルは、「オラ

ンダ東インド会社の船が訪れたいたる所で発見さ

れ」（岡 2019b：78頁）ている。日本においても、

オランダ人が滞在していた出島和蘭商館跡では、多
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図３ ガラス瓶の各部位の名称（山本 1990：333頁）

図４ ガラス瓶成形時の欠点の名称（渡辺宗男・天野八郎 1975：543
頁，図５．21）

図５ ワイン瓶の形態（西近畿文化財調査研究所編 1998：140頁，第
128図）
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長 崎 市 中 出 土

遺 跡 名 出土地点
大 き さ (cm)

色 調 年 代 報 告 書
高 さ 口径 底経 胴部最大幅

出島和蘭商館跡

SD２ - 2.91 ‒ - ‒ ‒
古門・川口編 2005：
21頁第９図63

元治築足 - 2.70 ‒ - ‒ ‒
古門・川口編 2005：
21頁第９図64

元治築足 - 2.88 ‒ - ‒ ‒
古門・川口編 2005：
21頁第９図65

元治築足 - 3.00 ‒ - ‒ ‒
古門・川口編 2005：
21頁第９図66

元治築足 - - 8.70 - ‒ ‒
古門・川口編 2005：
21頁第９図67

ドウK外
D13-TC3c層

- - 13.60 - ‒ ‒
山口・田中編 2018：
80頁第１表３

OTTU外
D11-TaKダマリ

- 3.20 ‒ - ‒ ‒
山口・田中編 2018：
80頁第１表４-１

OTTU外
D11-TaKダマリ

- 3.20 ‒ - ‒ ‒
山口・田中編 2018：
80頁第１表４-２

エTP3
EZEHZ７層

- 3.30 ‒ - 緑色 17~18世紀
岡編 2019b：82頁
第２表14

エTP１
ECWHU11

- - 7.30 - 緑色 17~18世紀
岡編 2019b：82頁
第２表15

長崎奉行所
（立山役所）跡

SD１上層 - 3.15 - - ‒ ‒
川口ほか編 2005：
96頁第75図118

SD１下層 - 3.15 - - ‒ ‒
川口ほか編 2005：
96頁第75図119

SD１下層 - 2.94 - - ‒ ‒
川口ほか編 2005：
96頁第75図120

SD１下層 - - - 14.20 ‒ ‒
川口ほか編 2005：
96頁第75図124

SD１上層 - - 10.65 - ‒ ‒
川口ほか編 2005：
96頁第75図125

SK75 - - 11.34 - ‒ ‒
川口ほか編 2005：
96頁第75図126

SD１下層 - - 12.00 - ‒ ‒
川口ほか編 2005：
96頁第75図127

SD1下層 - - 11.10 - ‒ ‒
川口ほか編 2005：
96頁第75図128

桜町遺跡
※１

30号土坑 - 2.87 ‒ ‒ 暗緑色 19世紀前
扇浦編 2000：71頁
第32図７

30号土坑 - 3.26 ‒ ‒ 暗緑色 19世紀前
扇浦編 2000：71頁
第32図８

31号土坑 - - ‒ 14.44 暗緑色 19世紀中
扇浦編 2000：71頁
第32図９

１層 16.50 2.10 11.20 ‒ ‒ ‒
宮下編 2008：33頁
第30図１

１層 30.00 2.00 7.20 ‒ ‒ ‒
宮下編 2008：33頁
第30図２

‒ - ‒ 8.40 ‒ ‒ 19世紀
扇浦編 2018：19頁
遺物観察表46

Y4〜６ 1ａ層 ‒ ‒ 10.00 ‒ ‒ ‒
宮下編 2019：41頁
第５表２

万才町遺跡
SK63 ※２ ‒ 3.19 ‒ ‒ 暗緑色 ‒

宮崎・寺田編 1995：151頁
第118図18

SK26 ‒ 2.2 ‒ ‒ ‒ ‒
川口ほか編 2007：55頁
第10表３, 第41図３

栄町遺跡

グリッド29-18、
レベル3.10

‒ 2.80 ‒ ‒ ‒ 18世紀
永松編 1993：68頁
第50図８

グリッド40-14、
レベル3.13

‒ ‒ 10.50 ‒ ‒ 18世紀
永松編 1993：68頁
第50図９

岩原目付屋敷跡 SX５上層 ‒ ‒ 11.22 13.70 ‒ ‒
川口ほか編 2005：96頁
第75図123

江 戸 府 内 出 土

細工町遺跡 330号遺構 20.30 3.10 10.00 12.00 ‒ ‒
新宿区厚生部遺跡調査会
1992：66頁第57図６

表１ 長崎市中・江戸府内出土のオランダ製ワインボトル

凡例

⑴ この表１の遺跡の掲載順序については、長崎県内と東京都内の報告書で実測図・写真などで詳細が報告されているもののうち、報告点

数が多い順にまとめた。

⑵ 大きさの数値は、報告書で示されている数値以外に報告書中の実測図から筆者が再計測した数値も含まれる。

註

※ 1…桜町遺跡の1997年の調査では、ワインボトル・ジンボトルを含む洋酒瓶が数点出土した（高田編 1999： 34頁）。うち、何点がワイン

ボトルかは不明である。

※ 2…報告書内ではジンボトルとされている（宮崎・寺田編 1995, 151頁: 第118図）が、実測図は首部（頸部）から肩部にかけてなだらか

に丸みをおびており、ワインボトルの可能性があるため、ここに含めた。



くの出土例がみられる。また、ワインを含む南蛮酒

は「上流支配階級の贈答品の花形」（間庭 1976：94

頁）で、オランダ商館長から長崎奉行などにしばし

ば贈られていたため、長崎奉行所立山役所跡をはじ

めとした長崎市内各地の遺跡からも出土例がみられ

る。今回は、長崎市中・江戸府内の近世遺跡から出

土した主なワインボトルを集成しまとめた（表１）。

長崎市内では、出島和蘭商館跡・長崎奉行所立山

役所跡（長崎市江戸町）・桜町遺跡（長崎市桜町）・

万才町遺跡（長崎市江戸町）・栄町遺跡（長崎市栄

町）などから出土している。出島和蘭商館は、オラ

ンダ人たちが実際にワインボトルを廃棄した場所と

考えられるため、ワインボトルの出土例が極めて多

い。一例を挙げると、オランダ商館長の居宅であっ

たとされるカピタン部屋跡の調査では、「玉葱形」

のワインボトルの口部（頚部）個体が349点、胴部

個体が2935点、底部個体が706点出土している（山

口・豊田編 2008：226頁）。長崎奉行所立山役所跡

においては、2002〜2004年の調査においてワインボ

トルが多数出土している。底部個体数は23点、口縁

部は13点、そのほかにも類が特定できない破片が多

数出土している（川口ほか編 2005：90頁）。長崎奉

行にはオランダ商館長からワインが贈られていたと

いう史実があるが、川口氏は「調査範囲が奉行所の

本体部分から外れて」いるため、「奉行や目付の周

辺で使用されたものは少なく」、「家臣や役人が使用

したものが多いと推測される」としている（川口ほ

か編 2005：157頁）。そのほかにワインボトルが出

土している桜町遺跡、万才町遺跡、栄町遺跡など

は、長崎奉行所立山役所と長崎奉行所西役所をつな

ぐ幹線道路の沿線上に位置していることから、近世

を通じて「有力町人」や「商人」、地役人などが居

住する一等地であった（川口ほか編 2007：３-４

頁）。長崎奉行だけではなく、町年寄や乙名など長

崎地役人の有力な町人たちも「オランダ渡り」のワ

インを嗜むか、もしくはワインボトル自体を貴重な

舶来品として珍重していたと考えられる。

江戸府内では、細工町遺跡（東京都新宿区）から

出土している。出土例が少なく、江戸府内の出土状

況については今後の課題としたい。

３ 史料にみられるフラスコ型ワインボトル

3-1．フラスコ型ワインボトルが描かれた史料

蘭学が盛んになると、知識人らによってオランダ

の風俗・文化についての概説書が著された。そのよ

うな概説書の中には、ワインについての解説ととも

にワインボトルが図示された例もある。長崎版画１

では、しばしばオランダ人たちの饗宴の様子が描か

れたが、18世紀に制作された長崎版画にもフラスコ

型ワインボトルが描かれている。江戸時代中期ごろ

に制作されたと考えられている『出島蘭館図巻（西

南学院大学博物館蔵）』にも同様のワインボトルが

描かれており、出島で日常的に使用されていたこと

がわかる。ここからは、江戸時代に制作された史料

におけるワインボトルに関して紹介する。

『蘭説弁惑』（図６）

『蘭説弁惑』は、蘭学者・大槻玄沢２のオランダ

に関する夜話を門人である有馬元晁が書き記したも

のである。天明７(1787）年に成稿した。この史料

には、ワインボトルとみられるボトル瓶の図が描か

れている。ワインボトルと思われる「ろんで・ぼつ

とる」は、「五合たらず入俗にこれを丸ふらすこと

よふ」と簡単な解説を伴う。また、本文には「ふら

すこは本名「ふれすく」此方にいふ類のものにはあ

らず。油薬名酒などいるゝ硝子器
びいどろうつは

をいふ。ここに

諸図を出して、これを示す」とある。この文章から

も、「丸ふらすこ」が「名酒」を入れていた瓶の一

つであることがわかる。本文では直前に「葡萄酒」

の項目があり、そこで「うゑいん」すなわちワイン

について述べていることや、挿図として他にワイン

グラスなども描いており、それと関連してワインボ

トルも共に描いた可能性が高く、希少な例である。

『出島蘭館図巻』（図７・８）

江戸時代中期に制作されたとみられる、出島の様

子を描いたものである。元禄12（1699）年に幕府勘

定頭・荻原重秀が長崎を巡察し、唐絵目利兼御用絵

師・渡辺秀石に唐人屋敷と出島の絵図制作を命じ

た。その際に描いたと伝わる『長崎唐蘭館図巻（神
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戸市博物館蔵）』の、蘭館部分のみを写したものが

この『出島蘭館図巻』であると思われる。食事・演

奏会・ビリヤードなどの様子が描かれ、出島に滞在

していた商館員たちの日常生活に焦点を当てて描い

たと思われる。また、役人として出島に出入りして

いた日本人の姿や、出島で飼われていたさまざまな

動物たちが描かれている。

本史料の中には二つのフラスコ型ワインボトルが

描かれている。一つは鎧
よろい

櫃
びつ

と思われる箱の上にジ

ンボトルと並んで置かれている。ワインボトルには

白い封がされており、中にまだワインが入っている

と考えられる。もう一つは、従者が手に持ってい

る。これも同様に白い封がされている。この封は注

ぎ口を覆うような見た目であるが、材質や封の方法

をこの絵図から特定することは難しい。しかしなが

ら、江戸時代の国内においてワインが主に消費され

ていた出島において、ワインボトルがどのように扱

われていたのかを伺えるものである。

長崎版画（図９・図10）

長崎版画は、江戸時代の長崎で版行された版画

で、オランダ人の文化や風俗が主な題材となってい

た（植松 2017：126頁）。その中には、オランダ人

たちの食事や饗宴の様子が描かれたものがあり、フ

ラスコ型ワインボトルが描かれた例もある。『阿蘭

陀人食事之図』（図９）は18世紀に制作された長崎

版画である。テーブルの左端に、ジンボトルと並ん

でワインボトルが置かれている。ジンボトルと比較

すると極端に小さい印象を受けるが、色や形状、場

面からしてワインボトルと考えてよいだろう。『阿

蘭陀人康楽之図』（図10）には酒を酌み交わす男女

の図が描かれている。足元にはいくつものワインボ

トルが転がっている。いずれの版画も18〜19世紀に

制作されたと考えられており、フラスコ型ワインボ

トルが流通していた年代と大まかに一致する。長崎

版画は異国情緒を感じさせるために人気を博した

が、ワインボトルも、勿論異国的なもののひとつと

して捉えられていたのだろう。
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図６ 『蘭説弁惑』（国立国会図書館デジタルコレクション）より 「ろんで・ぼつとる」（右頁右側）
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図７ 『出島蘭館図巻』（西南学院大学博物館提供）より 鎧櫃の上に置かれたワインボトルとジンボトル

図８ 『出島蘭館図巻』（西南学院大学博物館提供）より 従者がワインボトルを右手に持っている。
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図９ 『阿蘭陀人食事之図』（長崎歴史文化博物館提供）

図10 『阿蘭陀人康楽之図』（神戸市立博物館提供）



3-2．フラスコ型ワインボトルの流通状況について

フラスコ型ワインボトルを含むオランダ製の酒瓶

は、内容物の消費後も容器自体が貴重な舶来品とし

て国内に流通していたと考えられる。長崎に滞在し

ていたオランダ東インド会社の乗組員たちが海へ投

げ捨てた酒瓶を、長崎市中の人々が拾い、高値で

売っていたという話も存在する（由水 1983：

163-164頁）3。また、同様に海に捨てられた空瓶を

「水
か

夫
こ

が潜って回収」したり、「出島出入りの役人」

が「駄賃代わりに空瓶を要求」したりしていたとも

いわれる（扇浦 2002：98-99頁）。さらには、拾わ

れた瓶を「綿に包み、桐箱に収め」、「江戸や大坂の

知り合い・親戚に贈った」（山本 1990：249頁）と

もいわれ、日本国内での伝世品も知られている（永

松 1993：147頁）。ここからは、これらの記述を踏

まえながら、オランダ製ワインボトルの流通状況に

ついて史料をもとに検討していきたい。

『摂津名所図会』（図11）

摂津名所図会は、寛政８（ 1796 ）〜寛政 10

（1798）年に刊行された。四巻大坂部上にある唐高

麗物屋の挿絵の中に、フラスコ型ワインボトルが描

かれている。この唐高麗物屋は疋田蝙
へん

蝠
ぷく

堂といい、

長崎を通して輸入されたオランダ・唐渡の商品を販

売していたといわれる（宗政編 2000）。この図は、

店内でエレキテルの実演をしていることで有名であ

る。左側にオランダ製のガラスや中国製陶磁器など

が並んでいるが、エレキテルの実演を見て楽しんで

いる二人の男性の傍らに、３本のワインボトルが置

かれている。特徴的な丸みを帯びた形だけではな

く、よく見ると底部のキックの部分まで描きこまれ

ており、フラスコ型ワインボトルで間違いないだろ

う。どのようにしてこの唐高麗物屋まで持ち込まれ

たかは定かではないが、長崎を訪れた大坂の商人

や、長崎市中に住む人々が手に入れたものが大坂に

持ち込まれたとも考えられ、日本国内でのオランダ

製ワインボトルの流通の一端を知る史料となりえ

る。

『加賀屋引札（再版）』（図12）

加賀屋は、「江戸通
とおり

塩
しお

町
ちょう

東側中程」（現東京都中

央区日本橋）にあったギヤマン問屋である。「和

物・唐物・蘭物」という表記から、長崎を通じて仕

入れたガラス製品を扱っていたのではないかと考え

られる。この引札は神戸市立博物館所蔵のもので、

同館所蔵の慶応３（1867）年の箱書きのある「蛭
ひる

付
つき

」4の梱包紙として伝来したものである。オラン

ダ製ワインボトルとみられるものは描かれていない

が、このような問屋が江戸にも存在したため、貴重

なオランダ製ワインボトルも江戸まで流通していた
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図11 『摂津名所図会』（国立国会図書館デジタルコレクション）より 唐高麗物屋・疋田蝙
へん

蝠
ぷく

堂の図



状況が伺われる。

４ おわりに

西南学院大学博物館所蔵のオランダ製ワインボト

ルについて、考古学的観点から特徴を観察・図化

し、さらに史料にみられるフラスコ型ワインボトル

と比較検討した。最後に、オランダ製ワインボトル

の流通状況についても簡潔に整理した。

本資料の特徴として、口部（口唇部）の傷が挙げ

られる。長崎市内出土のオランダ製ワインボトルに

ついては、特にこのような使用痕についての報告例

は現在のところ知られていない。本資料はオランダ

国内で伝来されていたことから、オランダ国内で何

度も再利用された可能性が考えられる。そこで、こ

のような使用痕がみられるのは、オランダ国内に

限ったものであるのか、日本国内にも類例があるの

か、今後さらに検討を重ねていきたい。

出土状況については、今回は長崎市内を中心とし

た検討にとどまった。長崎・出島以前にオランダ人

が滞在していた平戸和蘭商館跡の報告書5において

もガラス製品の出土が言及されているが、具体的な

器種については述べられていない。しかしながら、

オランダ製のワインボトルが含まれている可能性は

高いため、平戸和蘭商館跡での出土状況については

今後の研究課題としたい。また、江戸・大坂など、

国内の各地における近世のワインボトル出土状況や

流通状況についても整理して検討したい。
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本稿を執筆するにあたり、以下の方々のご協力を

賜りました。
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（1） 長崎版画とは、江戸時代の長崎で版行された版画を指す。主に中国
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（1785）年に、長崎に遊学して、さらにオランダ語の学識を深めた。
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編 1980：642-643頁）。
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